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序  章 

 

１，問題の所在 

 

ある国の国民が別の国の国民に対してどのようなイメージをもつのかは，主として３つの要因

によって決定される。第１はマス・メディアである。たとえば，戦後の日本人はアメリカから流入す

る便利な技術，流行，ライフスタイルに注目し，マス・メディアによって伝えられる「アメリカは自由

で何でもできる国である」というイメージによってアメリカを支持した。しかし， 近では，宗教右派

の影響力の拡大，国連を無視した単独行動，イラク戦争の遂行，格差の拡大というブッシュ政権

についての報道により，日本人，とくに若者のアメリカへの関心と評価は下がっている。第２は宗

教である。サダム・フセインの独裁政権が崩壊し国民の手で民主的な国づくりができるようになっ

たのにもかかわらず，イラクでは宗教勢力が反米を教え込み，ある意味で民主化努力を混乱さ

せている。その他のイスラム教国でも，同じことがいえる。第３は政府である。戦争中に敵対国が

国民の意識を高揚するためにある種のイメージを植え付けることはよく行われたことであり，第２

次世界大戦の日本政府が日本国民に対して行った反米教育がその代表例であろう。そして，平

常時になると，政府がこのような宣伝や教育を行う機会は少なくなる。 

 このような国民意識づくりとその要因と考えると，注目に値するのは中国の事例である。なぜな

ら，中国は，実質的な戦争状態から脱しているのにもかかわらず，これまで日本人を２タイプに分

ける思考様式を採用してきたからである。たとえば，毛里和子の『日中関係――戦後から新時代

へ』によると，日本軍国主義者と日本人民を区分する「２分法」が初めて対日基本原則として日本

側に伝わったのは 1955 年であるという。それは現今の日中関係にも深く影響を与えている。しか

しながら，この「２分法」がいつ頃からどのように現れたのかについては，必ずしも十分に研究さ

れていない。毛里和子によれば，当時，民間交流を促進しようとするときに，日本への一般的反

発を見て，政策上２つを区別する教育が必要だと認識された。日本軍国主義者と日本人民を区

別する（中国侵略の責任は当時の日本政府にあり，日本人民にはない）手法であり，日本政府

内でも政策決定する「元凶」と一般公務員を区別し，大きな罪悪と一般的な誤りを区別するという

方針であった１。 

山本武利の「米戦時情報局が見た中国共産党の日本人洗脳工作」によると，「２分法」を日中

戦争期に遡ったうえで，「日本人兵士への人道的配慮ではなく，捕虜利用こそが八路軍のプロ

パガンダ，宣撫活動，さらにはその勝利に不可欠との冷徹な計算が八路軍幹部に終始働いたこ

とを如実に示している」としている。そしてさらに「２分法はすでに 1938 年から始まり，現在までに

70 年もの歴史の中で繰り返し，中国共産党によって日本人ばかりか中国人に向けて繰り返し発

信されてきたことが確認される」と指摘している。この他，山本武利は『延安リポート』で，「捕虜の
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扱いの真実は，ゲリラ戦中心の八路軍戦術，戦略にとって日本兵捕虜が極めて重要であった２」

事実も取り上げている。 

日中戦争の中で，中国共産党はさまざまな対日プロパガンダを行った史実があり，その活動

の中にこの「対日２分法」の原点を発見することができる。1920 年代には，周恩来など中国共産

党指導者の演説や国民党軍捕虜を扱う政策から，「対国民党２分法」の思考法があったことがわ

かる。「対国民党２分法」と「対日２分法」の関連性を分析し，「２分法」の意味を考察する。そし

て，中国がいつ頃からどのような理由でこの「２分法」を採用したのかなどの問題を明らかにする

ことは，かつての日本と中国の歴史的側面に光をあてるだけでなく，その理由を明確にすること

をつうじての現今の２国関係を考える上でもきわめて重要である。 

 

２，先行研究の考察 

 

本研究は，日本軍国主義者と日本人民を区分する「２分法」が「日中戦争期における中国共

産党の対日プロパガンダ」の中から形成されてきたことを想定する場合，研究の中心になるの

は，中国共産党の対日プロパガンダ戦略であろう。中国共産党の対日プロパガンダ戦略を解明

するためには，共産党の文書と指示などの資料は重要である同時に，中国における日本人の反

戦組織と反戦活動は関連してくる。とくに共産党の敵軍工作，特に捕虜政策と捕虜教育工作も

本研究と深く関連し，本研究の研究対象でもある。「中国共産党の対日プロパガンダ戦略」にか

かわる研究として，日中戦争期，中国における日本人の反戦活動および中国共産党の捕虜政

策に関する研究があり，それは主として次の２タイプに分類できる。 

 

第１は，中国共産党の敵軍工作組織と捕虜政策についての先行研究である。資料公開の遅

れなどの原因で，日中戦争期における中国共産党の敵軍工作，とりわけ対日政策についての研

究は中国でも日本でもまだ十分には行われていない。その中，中国共産党の捕虜政策につい

ての考察は論文の形で研究誌に散見するが，著作という形でまとまられたものについて，筆者の

考察した限り，徐則浩『従浮虜到戦友３』だけである。日中戦争期における中国共産党の対日政

策を考察するとき，その捕虜政策は重要な部分となる。今まで，中国共産党の捕虜政策につい

ての研究は次の通りである。 

姫田光義，藤原彰編の『日中戦争下中国における日本人の反戦活動４』には，八路軍の捕虜

政策について考察する論文（井上久士『中国共産党・八路軍の捕虜政策の確立――1937-40』）

が掲載されている。「抗戦初期の捕虜政策」「野坂参三の延安着任と捕虜政策の新展開」などの

項目がある。「捕虜送還」段階と「捕虜を送還せずに訓練を与える」段階にはっきり分けて考察さ

れている部分は本研究にとって参考になる。しかし，井上論文の重点は「野坂が中国共産党の

捕虜政策に与えた影響」に止まっており，本来もっと早い段階に着目し，もっと広い視野で共産

党の政策変遷及び２分法の意味を考察する必要があるだろう。本研究では，土地革命期の捕虜



 
 

3

政策と日中戦争期の捕虜政策のつながりを明確し，捕虜優遇政策が実行可能まで共産党の宣

伝・説得・教育工作における努力も考察し，２分法の意味を分析する。 

徐則浩『従浮虜到戦友』は敵軍工作，日本人反戦組織に触れ，中国共産党の捕虜政策を中

心に分析を展開した著作である。そのほか，八路軍新四軍の創立，政治工作３大原則，敵軍工

作機構の完備，対敵宣伝工作，延安にいる岡野，日本工農民学校，日本敗戦と日本戦友の帰

国など幅広く記述されている。「捕虜釈放」と「捕虜優待」などの政策の形成と変遷は，本研究に

とって貴重な先行研究となる。しかし，一般軍民向けの「捕虜政策の宣伝工作」，中国共産党の

２分法の形成及びその意味についても論及されていない。 

山本武利が編訳した『延安リポート アメリカ戦時情報局の対日軍事工作５』は八路軍の対日

心理戦争を考察しようと延安を訪れたアメリカ軍事視察団の報告書である。累計71号にわたる膨

大な量のリポートの中，共産党の捕虜政策または日本人捕虜状況に関連する内容は，「第11号 

八路軍による戦争捕虜の処遇」「第21号 八路軍の対日本人捕虜政策」「第46号 捕虜の扱い

方――敵軍工作ハンドブック第5版」「第48号 八路軍部隊と民間人の捕虜教育法」「第55号 捕

虜の処遇」「第59号 八路軍に捕えられた日本人捕虜の統計」など多数がある。そのほか，譚政「

敵軍工作の目的と方針について」，日本人民解放連盟が作成したビラのサンプル，良いビラの

書き方など具体的なプロパガンダ手段に関する概略的分析などもある。これらの報告書は，共産

党の日本人捕虜教育を研究するには，貴重な資料となる。特に共産党の捕虜政策に関して，『

延安リポート』は も多くの資料を集めている。とくに「第46号 捕虜の扱い方――敵軍工作ハン

ドブック第５版」は八路軍総政治部敵軍工作部編「敵軍ハンドブック」第５版の全訳であり，「捕虜

工作の重要性」「前線での捕虜の扱い方」「後方での捕虜の扱い方」「捕虜の教育方法」「捕虜の

釈放の仕方」「捕虜の管理法」などの項目に分けられており，1941年までの捕虜工作の推移をま

とめた貴重な資料である。同時に，諸先行研究の中で，『延安リポート』「第48号 八路軍部隊と

民間人の捕虜教育法」では，一般軍民向けの「捕虜政策宣伝・教育工作」について記載され，

貴重な参考となる。しかし，これは1941年の資料であり，「捕虜返還」という段階に限られており，

早期の捕虜政策を考察するには貴重な資料であるが，捕虜政策の全体像は描かれていない。 

そのほかに，研究誌などで散見できる共産党の捕虜政策についての先行研究のほとんどは，

中国共産党の捕虜政策を詳しく研究した成果である。しかし，土地革命期の捕虜政策との繋がり

を考察し，全体としての共産党の「対敵２分法」思想の関する考察はまだ充分ではない。また，一

般軍民向けの「捕虜政策の宣伝工作」を言及する研究も充分ではない。本論文では，共産党の

捕虜政策の変遷を軸にし，共産党の捕虜政策の原点である土地革命期の捕虜政策を考察し，

日本人捕虜を扱う政策のつながりを分析する。捕虜優遇と「２分法」の関係性，および捕虜政策

の真実を詳しく論じたい。 

 

第２は，中国にいる日本人の反戦組織と反戦活動についての研究である。日中戦争のとき，

中国では，早くも「日本人の反戦運動」に関する研究が現れた。共産党や国民党の軍隊におい
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て，日本人の反戦運動は敵情研究の一部となっていた。そのほかに，中国でもっとも早く現れた

日本人反戦運動に関する研究は，宋斐如の『日本人民的反戦運動』が挙げられる６。47 ページ

の薄い本ではあるが，『日本人民的反戦運動』では，「従対華侵略到反戦運動」（中国侵略から

反戦運動へ），「日俄戦争当時的反戦運動」（日露戦争当時の反戦運動），「日本智識份子的反

戦運動」（日本の知識人の反戦運動），「左翼陣営在反戦運動中的統一化」（反戦運動における

左翼陣営の統一化），「日本士兵的反戦運動」（日本人兵士の反戦運動），「植民地民衆的反戦

運動」（植民地民衆の反戦運動）などのテーマが挙がっている。1938 年という早い時期に出版さ

れた著作だけに，その後中国で現れた覚醒連盟，反戦同盟，解放連盟などの日本人反戦組織

に関する考察はない。1945 年まで日中戦争期における日本人の反戦運動に関するトータルな

分析にはなっていない。さらに，中国共産党と日本人反戦組織の関係性についての分析は一切

なかった。 

中華人民共和国が建国されて以降，「在華日本人反戦運動」に関する研究が現れたのは，日

中関係がよくなってきた 1980 年代後半からであった。これ以前，中国では「悪魔の日本軍」という

イメージが強かったため，親中的な日本人のことはあまり知られていなかった。「日本人反戦運動

を研究すること」自体は，敵に内通する罪で批判され，厳しく禁止されていたこともあった。例え

ば中国で「日本人反戦運動」研究の第一人者である孫金科は 1950 年代からはすでに個人的に

「日本人反戦活動」に関連する資料を収集し，研究を始めていた。しかし，文革期の批闘大会で

厳しく批判され，収集したすべての資料も没収された。1980年代に入ると，「中日友好を促進しよ

う」という狙いもあり，親中的な日本人のことも一般人に知られるようになった。それに関する多く

の研究成果もこの時期から出版されるようになったのである。例えば小林清の『在華日人反戦組

織史話７』，王岳庭の『在華日人反戦運動史略８』，孫金科『日本人民的反戦闘争９』などの著作が

次々と出版された。反戦兵士の水野靖夫の回想録『日本軍と戦った日本兵：一反戦兵士の手

記』が中国語に翻訳されたのも 1985 年のことであった１０。さらに，長年中国天津で研究活動に携

わった反戦兵士だった小林清の中国語版回想録『在中国的土地上１１』と『反戦組織史話』も同

時期に出版された。 

孫金科『日本人民的反戦闘争』は 1996 年に出版された少数の日本反戦活動の著作のひとつ

である。主に日本人の反戦組織と反戦運動を中心に取り上げており，「盧溝橋事変前の日本人

民反戦闘争」「在華日本人反戦組織の創立と反戦活動の展開」「反戦組織の統一と反戦運動と

活躍」「日本人民解放連盟の創立と反戦運動の終結」という４編に分けて，日本人の反戦活動を

系統的に論じている。更に，日本国内における反戦活動，国民党統治区における反戦活動，解

放区における反戦活動に分けて論じている。覚醒連盟とその支部，反戦同盟とその支部，日本

人民解放連盟とその支部，日本工農学校とその分校について，各組織の活動を詳しく記載して

いる。同書は主に日本人の反戦活動を中心に論じている著作であり，中国共産党の方針や政

策と敵軍工作部という機関にはあまり触れていない。中国共産党と日本反戦組織の関係性につ

いても論及していない。中国にいる日本人の反戦活動を知るには，重要な資料になるが，日中
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戦争期における中国共産党の対日政策とは無縁である。 

『在華日人反戦紀実１２』は 近出版された著作である。研究というよりは，通俗読み物というほ

うが適切かもしれない。本書の執筆者は梁淑珍，張建華，胡振江，王庭岳，丁建同，孫金科，春

日嘉一，小林陽吉である。42 章で 42 人の反戦兵士の反戦物語をまとめ，各章は１人の日本人

反戦兵士の物語として，書かれている。それぞれいかに捕虜になったのか，いかに教育を受け

転向したのか，どういう反戦活動を行なったのかなどについて詳しく記載している。本書の特徴

は，日中戦争期だけではなく，これらの反戦兵士が日本に帰国した後の状況も紹介している。敵

軍工作部の工作を所々に触れているので，それぞれの人物活動を考察するには重要な参考資

料になる。しかし，孫金科の『日本人民的反戦闘争』と同じように，本書は日本人の個別の反戦

活動を紹介する著作で，共産党の捕虜政策と方針などについては論じていない。 

そのほかに『在華日人反戦運動史略』（1989），『在華日人反戦組織史話』（1987 ），鹿地亘『日

本兵士の反戦活動１３』，『日本人民反戦同盟闘争資料１４』，藤原彰『資料 日本現代史１ 軍隊

内の反戦運動１５』などがある。これらの資料は日本人反戦運動を中心に考察した研究であり，日

本人の反戦運動，特に日中戦争期における日本人の反戦組織と反戦運動の変遷を考察するに

は，貴重な先行資料となる。しかし，多くの研究は，日本人反戦組織及び反戦運動を中心にす

るものであり，日本人反戦組織と中国共産党の関係についてはあまり言及していない。 

本論文は中国における日本人反戦活動を全面的に考察する研究ではないが，共産党の日本

人反戦組織政策を考察するとき，上述した研究は重要な先行研究となる。しかし，これらの先行

研究は，日本人反戦組織の歴史整理，日本人の反戦人物の物語としてまとめられ，共産党の政

策に重点を置くものではないため，共産党のプロパガンダ戦術という角度からの論及が行われて

いない。したがって，本論文で中国共産党が日本人反戦組織に対して，いかなる態度・政策を

採っていたのか，などといった問題の解明に加え，前述した先行研究を踏まえ，共産党の日本

人反戦組織に対する政策を考察する必要があるだろう。本論文では，収集した新しい資料『敵

軍工作に関する総政治部の指示１６』を中心に，中国共産党が「日本人反戦組織」への態度と政

策，日本人反戦組織と中国共産党の捕虜政策の関係，敵軍工作部と解放連盟の分担・協力を

解明しながら，共産党の対日プロパガンダ戦略と関連させて考察する。 

しかしながら，これらの先行研究は，なぜ中国共産党が日本軍国主義者と日本人民を区分す

る「２分法」を採用したのかについて直接的で明確な解答を与えていない。そして，まさにこれら

の説明を補完する新しい視点が，中国共産党の宣伝活動を視座とする研究である。 

日本軍国主義者と日本人民を区分する「２分法」及び，中国共産党の道義外交，日本兵捕虜

利用など「２分法」の意味に関するこれらの先行研究は，本論文にとって貴重な先行研究となる。

しかし，中国共産党の「対敵２分法」の起源はさらに考察する必要がある。本論文で考察する限

り，中国共産党の「対敵２分法」思想は 1928 年，対国民党作戦のときにすでにあった。そして，

「対敵２分法」の起源と意味を考察し，それは中国人が普遍的に持っているものなのか，共産党

独自のものなのかなどの問題を明らかにする。 
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資料利用の面において，中国側の一次資料の公開はまだ限られているが，筆者が収集した

日本人反戦組織の出版物などの一次資料がある。同時に，日中戦争当時の新聞報道は貴重な

参考となる。上述した先行研究は，当時の共産党機関紙『新中華報』，『解放日報』，『八路軍軍

政雑誌』などについての考察はまだ充分ではない。本論文では，それらの新聞・雑誌を精査し，

先行研究を踏まえ，「２分法」の意味を解明する。 

 

３，仮説と具体的な手順 

1937 年から 1945 年までの日中間が戦争状態にあった時期，中国共産党は「軍事３分に政

治７分」という方針を打ち出し，日本軍向けの政治工作を積極的に行なった。その１つに，日本

人捕虜を教育・改造し，対日軍事プロパガンダに従事させるという史実があった。 

本論文では具体的に，敵軍工作部など中国共産党のプロパガンダ組織はいかなる存在なの

か，中国共産党は日本人の反戦組織をどう扱っていたのか，などの問題を明らかにする。このよ

うなプロパガンダ組織の構成，中国共産党と日本人反戦組織の関係性についての考察から，中

国共産党の対日プロパガンダの原則である「２分法」の意味も見えてくる。 

今までの資料から，次のような仮説を立てることができる。中国政府が第２次世界大戦後に対

日関係でしばしば公式的に表明している「対敵２分法」は、一見すると、「資本主義諸国の政府

は敵であるとしても、当該国家の人民は味方である」という国際共産主義の思想を反映している

ように思われる。しかしながら、中国政府の「対敵２分法」の形成過程を詳細に検討すると、①

1920 年代に、「対敵２分法」の 初の原則が、中国の土着思想に基づいて形成され、②1930 年

代に、その原則が知日派中国人の手を借り、日本軍向けのプロパガンダ工作の一環としてで精

緻化されてきた、ことがわかる。 

本論文では主に２つの部分に分けて考察したい。第１に，組織面の考察で，敵軍工作部の組

織構成を考察することである。第２に，政策面の考察で，共産党の対日プロパガンダ工作からそ

の「２分法」の意味を考察することである。 

 

（１）敵軍工作部の組織と活動 

日中戦争期における中国共産党の対日プロパガンダ政策を見るには， も重要な部門は，総

政治部の下にある「敵軍工作部」である。本論文では，中国各地で収集した１次資料と今まで散

在した日中両側の先行研究を踏まえ，敵軍工作部の創立，発展の過程と各級敵軍工作組織の

具体像を系統的に研究する。 

敵軍工作部については，八路軍の中の「知日派」の役割が重要である。本論文では八路軍の

敵軍工作に直接参与した趙安博，王学文，張香山などの人を例に考察を加える。これらの人々

はほぼ皆日本留学の経験を持ち，留学中，日本の一般庶民の生活，日本社会を客観的に観察

できる立場にいた。特に，日本人との付き合いの中，「日本人民」に対して好感を持っている人も

多かった。八路軍の「知日派」は日本をどう見ているのか，「知日派」の人々は共産党の敵軍工
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作政策にどうのようなつながりがあったのか，などの問題を解明したい。 

敵軍工作の推進のため，敵軍工作訓練隊及び敵軍工作幹部学校が設立され，中国軍民向

けの捕虜政策の教育工作が行われていた。また，抗日動員のため，全国的に抗日宣伝が行わ

れていた。しかし宣伝などによって作り出された「悪魔の日本軍」というイメージはその後の捕虜

優遇と「２分法」政策の実行に不利な作用をもたらしたため，捕虜優遇と「２分法」の合理性を宣

伝するため，八路軍兵士と民衆向けの教育・説得工作が展開された。 

 

（２）対日プロパガンダ活動と捕虜政策 

敵軍工作部という「機構」の軸と平行し，もう１つの軸である中国共産党の対日宣伝の政策を

考察する。 

 

A.捕虜政策 

中国共産党のプロパガンダ戦略を考察するとき，捕虜政策は も重要な要素となる。土地革

命期の 1928 年 11 月に，毛沢東が「敵軍に対する宣伝で， も有効な方法は捕虜を釈放するこ

とと負傷兵を治療することである」と指示している。このことから共産党の捕虜政策の宣伝目的性

を窺うことができるだろう。日中戦争期の捕虜政策について，「捕虜釈放」を実行するまでの捕虜

の扱いの実状，「優遇せずに釈放」の段階，「優遇してから釈放」の段階に分けて分析する。当

時の中国共産党は「２分法」思考法の指導のもとで，捕虜優遇，捕虜教育などの工作を行おうと

した。当時の命令，指示および『新中華報』『解放日報』『八路軍軍政雑誌』などの資料を詳しく

分析し，対外的に「捕虜優遇政策」の内容とプロパガンダ意義を解明する。 

 

B．日本人反戦組織と対日プロパガンダ 

満州事変後の 1933 年から，中国共産党は「日本労働者の革命闘争を応援する」姿勢を見せ

ている。それは｢２分法｣思想と一貫している。1937 年の日中戦争勃発後，共産党は更に成熟し

つつある「日本反戦観」を示し，日本人捕虜を優遇すると同時に，日本人反戦組織に対しても柔

軟な態度と方針を採っている。日本反戦活動が先にあり，国民党向けの「２分法」も先にあって，

その２つの要素で，中国共産党の対日プロパガンダ工作が実行される過程の中で，「対日２分

法」思考法が生まれたのではないかと，「２分法」の形成を解明する。 

本論分では，日中戦争期における中国共産党の捕虜政策と日本人反戦組織のつながりを明

らかにしたい。それは即ち別の側面から共産党の「２分法」の意味を窺うことができる。 

2009 年，中国共産党と日本人反戦組織の関係を究明する上で貴重な資料となる『敵軍工作

に関する総政治部の指示』が陝西省档案館で発見された。資料には，「敵工部の分担する工

作」「解放連盟が担当する工作」をはっきり規定されており，解放連盟と共産党の関係，及び敵

軍工作の組織上の変化が明らかとなった。今までの先行研究と独自の新しい資料に基づいて，

前期の「中国人が行う敵軍工作」，中期の「中国人と日本人共同で行う敵軍工作」，後期の「日本
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人反戦組織を通じての敵軍工作」と３つの段階に分けることができる。時間の推移に沿って，中

国共産党が「日本人反戦組織」に対して行った政策，共産党の日本人反戦組織への支援・指

導・利用，さらには敵軍工作部と解放連盟の役割分担・協力関係などを分析する。 

今までの研究の中には，敵軍工作部に関する研究はあるが，敵軍工作部の構成，工作を系

統的に考察する研究はまだ不十分である。中国共産党は日本人の反戦組織をどう扱っていたの

か，など中国共産党と日本人反戦組織の関係についての研究も少ない。特に，民衆を動員する

ための「抗日宣伝」と，「２分法」に対する一般兵士・民衆の対抗もこれまでなされていない。中国

共産党と日本人反戦組織の関係性についての分析から，中国共産党の対日プロパガンダ戦略

も見えてくる。 

中国側の歴史資料公開の遅れなどの原因で，当時の１次資料を入手するのは極めて困難

である。筆者が陝西省，山東省で新しく収集した 『敵我在宣伝戦線上１７』，『敵軍工作に関す

る総政治部の指示１８』などの資料は，本研究にとって貴重な１次資料である。 

同時に，日本アジア歴史資料センターで収集した『中原会戦俘虜調査報告７部１９』,『俘虜と

せる奸匪日本兵士奪取の件２０』,『延安方面共産区状況の１端に関する件２１』,反戦同盟の新聞

『日軍の友』と雑誌『前線』などの１次資料や『北支の治安戦２２』，水野靖夫２３，前田繁光，秋山

良照２４の回想録などの２次資料を踏まえて分析を行う。更に，『延安リポート』，エドガー・スノウ

の『中共雑記２５』，『中国の赤い星２６』及びニム・ウェールズの『人民中国の夜明け２７』など欧米

側の記載も考察し，多面的な検討を加える。 

 

４，本研究の意義 

 中国共産党の対日政策に関する研究は，日中戦争期に遡ることができる。日中戦争期におけ

る中国共産党の対日政策を考察するには，何より対日戦争プロパガンダ政策，特に「２分法」思

考法を考察すべきである。 

「共通の敵を打倒するために連合できる諸勢力と共闘する」戦略は，中国共産党の性格の重

要な一部である。共産党は日中戦争に当たり，「軍国主義者に利用された」日本軍一般兵士とそ

の政府や軍閥を区分する「２分法」を採っていた。現今の中日関係については，中日友好を望

む大多数の日本人民と中日友好を阻害する一握りの人を区別する「２分法」を採っている。中国

国内においても，「文革」が終わった際，利用された紅衛兵や群衆と４人組などの極少数の人を

区別する「２分法」を採っていた。1989年の天安門事件後，利用された学生と反革命動乱を起こ

した極少数の人を区別する「２分法」を採っていた。 近の2008年3月14日のラサ騒動において

も，ダライラマ集団に利用され騒動を起こした少数人と安定を望むチベット各族人民を区別する「

２分法」を採っていた。多数人の支持を得るため中国共産党は少数人を敵にし孤立させ，多数

人を友にし,獲得しようとする「２分法」を一貫して採用してきた。「２分法」という共産党のプロパガ

ンダ哲学は日中戦争期において成熟し,その後の中国共産党の多くの政策に深く影響を与えて

いる。「２分法」思考法は，中国共産党の政策設定を見るには，重要且つ今日的な意味を持って
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いる。 

現在，歴史問題は日中関係を影響する大きな要素として注目されている。日中間の歴史問題

をみるときに，中国共産党の「２分法」思考法はいまでも重要な役割を果たしている。「２分法」思

考法は，中国人の日本観を左右する大きな要素でもある。日本にとって，台頭する中国という隣

国と付き合う上で，「２分法」を理解する意味は大きい。 

いまの中国の正式文書では，日中の間の歴史問題に関しては，「２分法」の考え方を堅持する

ことが基本となっており，一般民衆にも周知されている。しかし，いったん何か事が起きると，非理

性的な反日活動が誘発され，この「２分法」の考え方がないがしろにされてしまう。つまり，中国人

の心の中には，教え込まれた「２分法」という理性的思考法と，すべての「日本鬼子」が憎いと思う

感情が並存している，と考えられる。そんな現状の中，日中戦争期における中国共産党の対日

プロパガンダ及び「２分法」思考法の形成とその意味は，中国人の「日本観」，「日中戦争観」を

見る上で，大きな意義があるだろう。 
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第１章  毛沢東の対敵プロパガンダ戦略・戦術 

 

第１章では，『持久戦論』など毛沢東の著作と欧米ジャーナリストへの攻勢から，毛沢東の戦争

プロパガンダ戦略と「２分法」の戦略的思考法を解明したい。それは「日中戦争期における中国

共産党の対日プロパガンダ」を研究するには基礎的な部分となる。 

『持久戦論１』は 1938 年５月というかなり早い時期に書かれた文章で，初期毛沢東の対日政策

を見るには重要な著作となる。それによると，「もし中国人の大多数，日本人の大多数，世界各

国人の大多数が抗日戦争に味方するものとすれば，日本の少数人が強制的に掌握しつつある

軍事力及び経済力がなおよく優勢なものたり得ると考え得られるだろうか２。」それと同時に，抗日

戦争の勝利は，「国際力及び敵国人民の援助から離脱するものでもない３」と指摘し，日本人民

の援助の必要性を強調している。「日本人民」を含める「人民戦争」思想，「日本人民」を含める

「国際抗日統一戦線」思想など対日政策に対する毛沢東の根本的な考えは，その後の日本人

捕虜を扱うときの政策と深く関連している。 

日中戦争期において，中国共産党は外交権を持っていなかったが，「延安交際処」を通じて

積極的に対外工作を展開した。特に，プロパガンダ工作推進のため，欧米ジャーナリストに対し

て積極的な攻勢を行い，有利な世界世論を作るために努力した。本章では「延安交際処」につ

いての考察し，「中外記者西北訪問団」を獲得する共産党の努力と訪問団の活動を明らかにし

たい。世界各国で出版された欧米の諸記者の著作を分析し，共産党の世界世論政策の効果を

明らかにする。その主の著作には『中共雑記』（Edgar Snow），『中国の赤い星』（Edgar Snow），『

人民中国の夜明け』（Nym Wales），『中国的惊雷』（White 1988），『華北前線』（ Bertram 1937）

，『新西行漫記』（Band 1948），『中国的新生』（Bertram 1937），『北行漫記』（Forman 1945）など

がある。 

 

1.1 『持久戦論』から見る毛沢東の敵軍工作思考 

 

『孫子の兵法』には，軍隊出征の３段階を説明する「朝気」，「昼気」，「暮気」説がある。それに

よると，「是故朝気鋭，昼気惰，暮気帰。故善用兵者，避其鋭気，撃其惰帰。此治気者也。」（是

の故に朝の気は鋭く，昼の気は惰り，暮の気は帰る。故に善く兵を用ふる者は，其鋭気を避け，

其惰帰を撃つ，此れ気を治むる者なり。）孫子は１日の朝，昼，暮で戦争の３段階を意味してい

る。「出生当初の意気は朝気であつて，戦争半ばは昼気，愈々永引くに従つて暮気といふやうな

ものである４。」  

 『孫子の兵法』など中国古代兵書を愛読する毛沢東の『持久戦論』も，日中戦争を３段階に分
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け，各段階の対策を分析している。 

『持久戦論』は毛沢東が日中戦争勃発 10 カ月後の 1938 年５月 26 日から６月３日まで延安抗

日戦争研究会での演説に基づいてまとめたものであるが，「すでに全抗日戦の発展方向につい

て確乎たる見透しを与えている５」。『持久戦論』の日中戦争における地位と抗日戦争に対する指

導意義などは多く論じられているが，『持久戦論』と中国共産党の敵軍工作の関係性についての

研究はまだ少ない。『持久戦論』では，抗日戦争における中国共産党の採るべき政治工作政策

が多く論じられている。 

日中戦争勃発から 10 ヶ月後にはすでに『持久戦論』はまとめられ，終戦の 1945 年までは 7 年

以上が経過している。このことから『持久戦論』は日中戦争に対する毛沢東の予想として，また日

本向け作戦計画としても考えることができる。「抗日戦争は持久戦である」という前提の下で，中

国共産党の日本捕虜教育工作における長期的計画が成立している。即ち，「速勝」は出来ない

戦争であるからこそ，日本捕虜の優遇政策の継続的効果を期待していたのである。敵軍工作は

あくまで長期間を想定した持久戦として考えられていた。長期性という特徴を持ち，即ち敵軍工

作も「持久戦」である。総政治部副主任である譚政が 1940 年６月の『対敵工作の当前任務』で

は，「３年に及ぶの抗日戦争と対敵工作の経験により」，「日本帝国主義の軍隊は」「弱められつ

つあるが」，「しかし，対敵工作の持久的，困難的な性質が変わっていない６。」 

 

1.1.1 日本人民の獲得 

 

敵軍を勝ち取るために，共産党は「２分法」で敵軍の下級兵士を団結しようという努力は一貫と

して行われている。『持久戦論』でも「２分法」の考え方が反映されている。 

 

（１）「日本人民」を含める「人民戦争」思想 

日中戦争の勃発以前にすでに一般大衆及び下級兵士に対する政治工作を積極的に行って

いた。「人民戦争思想は毛沢東軍事思想の核心である」７は，当時の実践経験をまとめたもので

ある。『持久戦論』では，毛沢東は人民戦争思想を強調している。「兵士と人民は勝利の本である

８。」「戦闘の偉力の も深奥な根源は民衆の中に存在する９」と強調し，「軍隊は打って民衆と一

丸となり，軍隊と民衆の眼中に於て自己の軍隊なりと見做しめるべきである。かかる軍隊は天下

無敵である」１０と指摘している。 

「２分法」で日本人民の援助を狙う。如何に日本と戦うべきかについて論じる『持久戦論』で

は，毛沢東は日本人民を敵にすることを避け，「日本人民」を抗日勢力の一部にする狙いを示し

ている。『持久戦論』では，日本の大多数の人民と強制的に軍事力と経済力を掌握している「少

数」を区別する「２分法」の観点を採り，大多数の日本人民は中国人民と世界人民とのように，世

界抗日統一戦線の戦力となると考えた。「もし中国人の大多数，日本人の大多数，世界各国人

の大多数が抗日戦争に味方するものとすれば，日本の少数人が強制的に掌握しつつある軍事
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力及び経済力がなおよく優勢なものたり得ると考え得られるだろうか１１。」それと同時に，抗日戦

争の勝利は，「国際力及び敵国人民の援助から離脱するものでもない」と指摘し，日本人民の援

助の必要性を強調している１２。中国の抗日戦争は，日本人民の解放とも関連していることが指摘

され，「殲滅はまた戦争過程を短縮させ，日本の下級士官，兵卒及び日本人民解放の時期を早

める条件の１つである１３」とされた。 1938 年 10 月 12 日に発表した『抗戦十五ヶ月の総括』による

と，日本の戦争は，「彼ら本国の人民大衆と絶対対立させる戦争となり，日本帝国主義は戦争の

ために人の財産を取ってきた結果，彼ら国内人民や前線兵士の間に多くの不満を引き起こし

た。戦争の発展につれ，日本人民と兵士の大衆は断固として戦争を反対するようになる違いな

い。それらは十五カ月の中で証明されたものである１４。」 

日本人民は日本の戦争を反対すべきことを強調している。毛沢東は，中国古代の孟子の「得

道多助，失道寡助」（道に適えば助けが多く，道にそむけば助けが少ない）という名言を活用し，

中国の抗日戦争の正義性と日本の侵略戦争の非正義性を指摘している。日本が行っている戦

争に対して，「日本の戦争は進歩を阻碍する反革命的戦争であり，日本の人民をも含めた全世

界人民は悉く反対すべきであり，また正に反対し始めている１５。」大多数の日本人民は戦争を起

こした「少数人」と違い，戦争に反対すべきであると強調している。その中から，大多数の日本人

民と戦争を起こした「少数人」を区別する毛沢東の「２分法」思想が分かる。それと同時に，毛沢

東は日本の「国内的階級対立を 大規模に激化させ，中国の民族的対立（中国全民族と日本

の支配者との対立――原注）及び世界の大多数の国家並びに人民との対立を激化させずには

置かないのである１６」と指摘し，日本国内の対立を利用する考えを示している。同時に，日本人

民だけでなく，全世界において日本の戦争に反対させる狙いが分かる。 

日本人民の反戦的力は，日本に戦勝したい中国にとって欠かせない条件の１つであると毛沢

東は考えている。『持久戦論』の 後の部分では，毛沢東は「中国は日本帝国主義の実力に戦

勝」できる条件を３つにまとめた。それぞれは「中国抗日統一戦線の完成」，「国際的抗日統一戦

線の完成」，「日本の人民革命の興起」である１７。毛沢東の「世界抗日統一戦線」についての考

えでは，日本人民の革命は欠かせない条件の１つとなっていることが分かる。 

 

（２）「日本人民」を含める「国際抗日統一戦線」思想 

毛沢東は日中戦争を国際的な背景から観察している。1939 年６月 12 日に発表した『第２次帝

国主義戦争論』にも各国の民族解放運動を統一戦線に組織化して，革命戦争で帝国主義戦争

を打倒すべきだと主張している。現在は「第１次世界大戦の時」とは違い，「共産党は数十カ国に

分布している。」「第２次帝国主義世界大戦は人類空前の災難であり」，「すべての資本主義国

家の被抑圧人民，すべての植民地および半植民地の被抑圧民族は覚醒し，団結し，帝国主義

戦争に反対し，革命戦争を起こすに違いない１８」，「全世界の各資本主義国家の人民解放運動

の存在と発展，各植民地や半植民地の民族解放運動の存在と発展は，すべて中国の良い友と

なり，中国抗戦の頼れる援助者である」と指摘し，「各国人民解放運動や，各国民族解放運動
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は，堅固な統一戦線に組織化すべきだ１９」と強調している。 

さらに，1944 年４月 12 日に発表した『中国共産党抗日時期発展の３つの段階』によると，「現

今の時局は２つの特徴がある。１つは，反ファシズム戦線の増強とファシズム戦線の衰微である。

もうひとつは，反ファシズム戦線内部人民勢力の増強と反人民勢力の衰微である２０。」日本人民

を含める「国際統一戦線」の促成を狙っている毛沢東の見方が『持久戦論』にも出ている。『第２

次帝国主義戦争論』の一年前に発表した『持久戦論』にも，「統一戦線」問題は多く論述されて

いる。中国語版の『持久戦論』では，「統一戦線」という言葉は 37 回も用いられている。政治工作

の重要な部分である「統一戦線」について，毛沢東はもうすでに日本の「国内の反戦的人民から

前線の反戦的兵士に至るまでの人々２１」を団結し，統一戦線という形で敵軍と戦う考えを示し

た。 

 

抗日戦争と統一戦線とが堅持されるために幾多の要因が必要である。国民党から共産

党に至るまでの全国各党派，資本家から労働者に至るまでの全国各人民，主力軍から遊撃

隊に至るまでの全国各軍隊，国際的方面では各民主主義国家から社会主義国家に至るま

での各国家，敵軍方面では国内の反戦的人民から前線の反戦的兵士に至るまでの人々な

どが何れも我々の抗戦中にそれぞれ各種の異った程度の努力を尽くしているのである２２。 

 

1939年２月15日出版した『八路軍軍政雑誌』第２号で，毛沢東の「抗戦と外援の関係―『持久

戦論』英訳本序言」が掲載され，「偉大な中国抗戦は，中国のことだけでなく，東方のことだけで

もなく，世界のことでもある２３」と指摘の指摘がある。『持久戦論』では，毛沢東は世界範囲で日中

戦争を見ることを堅持し，日中戦争は第２次世界大戦の一部分であり，中国の抗日戦争は世界

の反ファシズム運動の一部分であり，中国の抗日統一戦線は国際抗日統一戦線の一部分であ

ることを強調している。『持久戦論』の 初の部分では，抗日戦は「世界の歴史に於てもまさに偉

大なるものになるであろう。全世界の人々は悉くこの戦争に関心を寄せている２４」と指摘され，中

国語版の『持久戦論』では，「援助」という言葉は 37 回も出ている。「中国の任務はかかる国際情

勢を利用して自己の徹底的開放を遂げ，独立せる民主国家を建設すると同時に，また世界の反

ファッショ運動を援助することにある２５」と強調している。日本帝国主義に戦勝するために，「日本

国内の人民及び被圧迫民族の革命運動の興起２６」は１つの条件とされている。 

「世界抗日統一戦線」において，日本の革命的勢力の働きは重要である。「この戦争はどの位

長びくであろうか」という質問に対し，「主要なものとしては中国自身の力の外に，国際的に中国

に与えられる援助と，日本国内の革命的援助もまた極めて関係するところ大である２７」と毛沢東

は『持久戦論』で答えている。「この戦争が正義のものであるからこそ全国的な団結を喚起し，敵

国人民の同情を激起し，世界の多数国家の援助を呼集めているのである２８」日本人民と世界多

数国家の援助を重視している毛沢東の「国際抗日統一戦線」の考えがわかる。 

 



 
 

15

（３）「兄弟」である捕虜を優遇する敵軍工作原則 

敵軍工作は共産党の政治工作の重要な一部分である。日中戦争が始まった直後の 1937 年

10 月 25 日，イギリス人記者のジャームス・バートラムとの談話の中で，毛沢東は八路軍政治工作

の３つの基本原則をまとめた。「第 1 は将兵一致の原則であり」，「第 2 は軍民一致の原則であり」

「第 3 は敵軍を瓦解させ，捕虜を寛大にとりあつかう原則である２９。」 とまとめている。『持久戦論

では』，「軍隊政治工作の３大原則」を重ねて明言した上で，「これらの原則の実行が有効なため

には，兵士の尊重，人民の尊重，及び敵軍捕虜の尊重というこの根本態度より出発すべきであ

る」３０と強調している。 

軍隊政治工作はいつも共産党指導者に重視されている。土地革命戦争の時期，国民党や軍

閥と戦うとき，共産党は敵軍の一般兵士とその政府や軍閥などと区別する「２分法」を採ってい

た。「復讐，鬱憤（うっぷん）を晴らすのなら，彼らはその対象ではない。白軍兵士の圧倒的多数

は労農の子弟で，あなた達は彼を殺したって，地主や土豪劣紳らは，すぐに新しい人を捕まえ

る。結局不運なのは貧乏な民衆だけだ。」さらに毛沢東は「彼らを帰らせて，私達のために宣伝

してもらうべきだ３１」と２分法を採用するにいたった敵軍工作の考えを示している。  

抗日戦争を主な研究対象とする『持久戦論』では，毛沢東はまた土地革命期の敵軍工作と同

じ原則を指摘し，明確化した。「我々が捕虜とする日本の兵士や将校は歓迎され非常な好遇を

受けなれならぬ。我々は単に彼らを殺害しないのみならず，さらに彼らを兄弟同様に愛護しなけ

ればならぬ。種々の方法の採用によって，日本軍の兵士を彼らのファシスト的上官に反抗するよ

う蹶起させねばならぬ。我々のスローガンは「お互いに聨合して我々の共同の圧迫者に反対しよ

う」ということである３２。」『持久戦論』では，「我が軍の日本軍に対する殺傷は甚だ多いが，捕虜は

甚だ少い」３３という現状も指摘している。 

大多数の日本人民と戦争を起こした「少数人」を区別する「２分法」を前提として，毛沢東は

『持久戦論』で日本軍捕虜を扱う八路軍兵士に具体的な指導を与える。「日本の兵士に対して

は，その傲慢な自尊心を侮辱することではなくて，彼等のこの自尊心について理解をもち，また

これに逆らはずして導いてやることである。捕虜の優待，国民外交等々の方法により，日本の統

治者らの反人民的侵略主義について理解を持つよう彼等を導いてやることである」３４と指摘して

いる。 

 

1.1.2『持久戦論』から見る毛沢東の心理戦思考 

『孫子の兵法』には，「是故百戦百勝，非善之善者也。不戦而屈人之兵，善之善者也」とある。

（是の故に百たび戦つて百たび勝つは，善の善なる者に非ざるなり。戦はずして人の兵を屈する

は，善の善なる者なり３５。）そのほか，「三軍可奪気，将軍可奪心」（三軍は気を奪ふ可く，将軍は

心を奪ふ可し）３６という論述もある。日中戦争期においては，共産党は抗日勢力の士気向上の努

力をしながら，敵軍の心理撹乱及び士気破壊活動を積極的に行っていた。毛沢東は『持久戦

論』で心理戦術を重視し，分析している。 
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（１）「唯武器論」への批判：中国軍民への鼓舞 

「中国の武器は他の国のものに劣っているから戦えば必ず敗戦する３７」といった亡国論に対し

て，毛沢東は「唯武器論」を批判し，悲観的である中国軍民を激励しようとしている。毛沢東は

『持久戦論』で「人力」の重要性を強調し，戦争では決定的要因を武器ではなく「人」であると主

張している。その上，「人心の対比３８」を力の対比の重要な要素と主張している。それは中国共

産党の政治工作の根拠のひとつであると考えられ，抗日戦争の心理戦術の一部分だと考えられ

る。即ち，敵軍向けの心理瓦解や破壊工作の外に，中国軍民への激励も心理戦術の重要な部

分であろう。 

「唯武器論」に対して，それは「戦争問題に於ける機械論であり，主観的１面的に問題を見る

意見である。我々はこれと反対であり，単に武器を問題とするのみならず，人力を問題とする。武

器は戦争の重要な要因ではあるが，決定的要因ではない。決定的要因は人であって物ではな

い。力の対比は単に軍事力及び経済力の対比であるのみならず，また人力及び人心の対比で

もある３９」と指摘し，武器が日本に劣っている中国軍民の「人力」と「人心」が決定的要因であると

強調している。 

中国軍民の心理を安定させて始めて日本軍向けの心理戦を着実に行えるようになる。抗日戦

争の政治動員を強調するとき，毛沢東はまた武器は「第２義的である」ことを指摘している。政治

動員が「関係するところは絶大であり，武器等々は敵に劣っているが，その点は何といっても第２

義的である。この１手を第１の重要さを持つものである４０。」政治動員を通じて，安定的中国軍民

の心理作りの重要性を示している。 

どうやって持久戦を短縮させることができるかというと，「自己の力の増大，敵の力の減少に努

力する以外に何の方法をも講じない４１。」この論述は共産党の敵軍謀略方針とつながっている。

その中，「人心」，即ち士気の力が重視されている。中国軍民の「士気の振起」と敵軍の「士気の

頽廃」のための努力は対照的だが，その統一性は論じられている。「毎月１回比較的大きな勝利

戦，例えば平型関，台児荘の戦いに類する勝利戦を行うようにすれば，大々的に敵の気力を阻

喪させ，我が軍の士気を振起させ，世界的声援を呼集めることが出来る４２。」つまり，中国軍民の

士気の高揚と日本軍の士気の頽廃は，その心理戦の目標である。 

 

（２）敵軍の瓦解：敵軍士気を破壊する心理戦思考 

『持久戦論』では，毛沢東は軍隊政治工作の３大原則である「上官と兵士との一致，軍隊と人

民との一致，敵軍の瓦解４３」を重ねて強調し，「敵軍の瓦解」を３大原則の１つにしている。敵軍

を瓦解させ，敵の士気を破壊する方針が何度も強調されている。中国語版の『持久戦論』では，

「瓦解」という言葉は４回使われており，「破壊」という単語は 14 回に上がる。更に，「士気」は８回

に出現し，「人心」は４回，「厭戦」は２回，「反戦」は３回，「軍心」は２回，「動揺」は４回用いられ

ている。  
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日本軍の士気を破壊するために，毛沢東は日本軍の心理状況を把握し，日本軍兵士の心理

現況を分析している。「日本軍隊の長所は単にその武器にあるばかりでなく，更にその教養――

その組織性，過去に於て敗戦したことのないその自信，天皇及び鬼神に対するその迷信，その

傲慢なる自尊心，その中国人に対する軽視等々の特徴――にあり，これらの点は日本軍閥の多

年の武断的教育及び日本の民族的習慣によって造り上げられたものである４４。」 

『持久戦論』では，「心理戦」という言葉は１回も出ていないが，遊撃戦，運動戦などの戦術を

運用するとき，心理戦との総合運用は毛沢東に重視されていることが分かる。『持久戦論』では，

毛沢東の敵軍心理瓦解工作についての思考が多く現れている。例えば，運動戦という戦略を説

明するとき，敵の士気を破壊する方針を示した。「戦争の前期には我々は一切の大きな決戦を

回避し，先ず運動戦によって，逐次に敵の軍隊の士気及び戦闘力を破壊して行くようにしなけれ

ばならぬ４５」と指摘し，運動戦と心理戦の運用の考えを示している。「かくして日本は中国抗戦に

よる長期の消耗によりその経済を破壊させ，無数の先頭に於ける消耗によってその士気を頽廃

させていくであろう４６」との指摘もあり，心理戦と持久戦の統一性を強調している。 

毛沢東は中国抗日戦争を３つの段階に分けて分析している。それらの敵軍工作の謀略や手

段によって，毛沢東は日本軍の士気の行方，つまり敵軍工作の心理戦の効果を大胆に予測し

た。それは，持久戦の３段階を分析するときに示している。第１段階における敵側の「向下的な変

化」を分析するとき，敵側の「向下的な変化」の現れを「士気の頽廃」と「国内人心の不満」，「国

際的輿論４７」にもまとめている。それらの表れを実現するために，共産党は敵軍工作を更に重視

する傾向は予測できるはずである。「幾十万人の死傷，武器弾薬の消耗，士気の頽廃，国内人

心の不満，貿易の縮減，百億円以上の支出，国際的輿論によって与えられているのである４８」と

毛沢東が分析している。「我々は日本軍隊のかかる長所が破壊出来るものであるのみならず，す

でに破壊が始っていることを認める。破壊の方法として主要なものは政治上よりの奪取である

４９。」 

第２の段階である「相持段階」においては，心理戦の目標を明確化した。「広範な遊撃戦と人

民抗日運動とがこの大量の日本軍を困憊せしめて，１面ではこれを大量的に消滅させ，他の１面

では１歩進んでその郷愁，厭戦の心理を反戦心理にまで発展，増大せしめて精神上よりこの軍

隊を瓦解せしめるに至るだろう５０」と毛沢東が日本軍向けの心理戦の目標を明確化している。更

に，この段階に於いて，日本の向下的変化の表れを国内人心の不満，士気の頽廃と国際孤立

などにまとめている。それらの表れの中に，敵軍工作の効果である内容の割合はかなり高いので

ある。「日本の軍力，財力は大量的に中国の遊撃戦に消耗され，国内人心は不満を増大させ，

士気はますます頽廃し，国際的にはより一層孤立を感じさせられる５１」と指摘し，心理戦術と財力

の消耗，国際抗日統一戦線，日本人民の人心奪取などの工作との総合運用についての考えを

示している。 

更に第３の「反攻段階」においては，中国側の「広範な統一戦線を結成し，未曾有の団結を実

現した」一方，「敵側では，すでに士気の頽廃が始っているし，敵陸軍の鋭鋒（鋭気）はこの段階
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の中期に於てはすでにその初期に比べて鈍化して居り，末期に至ればますますその初期に比し

鈍化して行くであろう。敵の財政経済はすでにその枯渇を現し始めて居り，人民及び兵士の厭

戦気運はすでに成長し始めて居り，また戦争指導集団の内部ではすでにその「戦争の煩悶」を

示し始めて居り，戦争の前途についての悲観が成長しつつあるのである５２」と指摘している。 

抗日戦の３つの段階において，日本軍士気の頽廃，厭戦や反戦気運の成長，日本国内人心

の不満の増大などの方面から，心理戦の計画を示している。毛沢東のそれらの考えは，その後

の中国共産党の敵軍工作と対敵宣伝と深く関連していると考えられる。「日本軍の心理はすでに

動揺し始めて居り，下級士官，兵士などは戦争目的を理解して居らず，中国軍隊と中国人民の

包囲の中に陥り，突撃の勇気は中国兵よりも遥かに劣っている５３」日本軍の心理の変化と中国軍

民の士気の変化を対照し，中国軍民を激励し，日本軍士気を破壊する面において，『持久戦

論』は敵軍工作的な意義を持っていると考えられる。 

 

（３）撹乱工作を通じて，敵軍に錯覚を与える心理戦術 

「武器及び人員の教養程度」が日本軍に劣っている中国の「弱兵」５４が勝利を獲得するため

に，遊撃戦と運動戦は強調されている同時に，敵軍向けの撹乱工作も指摘されている。つまり，

「計画的に敵の錯覚を造り出し」，敵軍を混乱させる工作方針である。それは，「計画的に敵の錯

覚を造り出し不意の攻撃を加えることは優勢を造り出し，また主動を奪取する方法であるばかり

でなく，重要な方法である５５。」 

その上，前述した「人民戦争」理論，「抗日統一戦線」理論と合わせて，中国の民衆を動員・利

用し，「消息を封鎖することの出来る際に，敵を欺瞞する各種の方法を採用すれば，常に有効に

敵を判断の錯誤と行動の錯誤との苦境に陥れることが出来，それによってその優勢と主動とを喪

失させることが出来るのである５６」と指摘している。「敵に錯覚を与え，また不意を与えて有利に戦

い，これに勝利するというこの戦争方法に於てもまた必ずや大きな役割が果され得るであろう。」

５７ 

毛沢東は，中国の伝統古典から教訓・経験を吸収するのが好きである。「我々は宋の襄公で

はなく，猪武者流の仁義道徳を必要としない。我々は敵の眼と耳とを出来る限り封じてしまい，敵

を盲目とつんぼとにしてしまはねばならぬ。敵の指揮員の心を出来得る限り混乱させ，彼を狂人

にしてしまい，それによって自己の勝利を取得するようにせねばならぬ５８。」「君子は他人がこま

っているのに乗じて人を撃つようなことはしない」といった宋の襄公を批判している毛沢東のあら

ゆる心理戦手段で日本軍を戦勝する決意がわかる。 

そのほかに，捕虜を殺さずに優遇する捕虜政策も心理戦と深く関連している。戦争の目的は

「自己を保存し，敵を消滅させる」こと以外の何ものでもない，と毛沢東が強調しているが，その

上に更に「敵の消滅とは敵の武装を解除することであり，また所謂「敵の抵抗力の剥奪」であっ

て，その肉体を消滅させることではない５９」と説明し，心理戦を含めるあらゆる手段で「敵の抵抗

力の剥奪」を狙う姿勢が分かる。 
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1.1.3 国際プロパガンダを重視する輿論戦思想 

毛沢東は国際プロパガンダに関して，「抗戦と外援の関係―『持久戦論』英訳本序言」で次の

ように述べている。「英国，米国，仏国などの民主国家の広大なる民衆，各階層のすべての進歩

的な人々を含め，すべて中国の抗戦に同情し，日本帝国主義の中国侵略に反対しているので

ある」「我々の敵は世界的な敵で，中国の抗戦は世界的な抗戦である６０。」『持久戦論』では，日

本向けの宣伝活動を含める国際プロパガンダを通じて国際援助を獲得するための努力は多く語

られている。中国語版の『持久戦論』では，「国際プロパガンダ」という言葉は４回出現している。 

 

（１）国際プロパガンダによる国際援助への狙い 

戦争の勝利を獲得するために，「敵軍の瓦解と敵軍兵士の獲得とに努力し，国際的宣伝によ

る国際的援助の獲得に努力すること以外にはないのである」６１と毛沢東が指摘し，国際プロパガ

ンダを通じての国際援助の必要性を明言している。抗日戦争の勝利は，「国際力及び敵国人民

の援助から離脱するものでもない６２。」 

毛沢東は，楽観的「速勝論」を批判し，国際プロパガンダ工作の強化を主張している。「また例

えば，国際外交や国際プロパガンダ工作はなおこの上強化すべきであろうかどうかについて見

るに，その答は否定的であるかもしれない６３ 。」 

勝利を実現するために，毛沢東は国際プロパガンダと外交の重要性を繰り返し強調している。

反攻段階である「第３段階」においては，毛は「敵軍内部の変化」を狙っていることが分かる。そこ

から，国際プロパガンダと敵軍工作との関係性も分かる。「単に自己の力のみではなお不十分で

あり，更に国際的な力と敵国の内部的変化との援助に依存するを要する。然らざれば，勝利は

不可能である。それ故に，中国の国際的宣伝及び外交工作の重要性が加重しているのである

６４。」  

 

（２）国際への世論攻勢：「世界の永久平和」の打ち出し 

『持久戦論』では，「世界の永久平和」が打ち出され，それは共産党の国際世論攻勢のスロー

ガンともなる。「平和のために戦う」という考えは，その後の日本軍捕虜教育と日本軍向けの宣伝

工作の実行と深く関連していると考えられる。『持久戦論』は毛沢東の演説であり，それ自体は共

産党の政治工作の一環である。日本労農学校での捕虜教育を行うとき，『持久戦論』はその教材

ともなっている。『持久戦論』では，「すでに開始されている革命的な戦争はこの永久平和のため

の戦争の一部分である」６５「抗日戦争は永久平和のための戦いの性質を含んでいるのである６６」

と指摘している。それは，戦争で苦しんでいる中国民衆と兵士向けの政治工作のためだけでな

く，日本軍向けの敵軍工作にも使うことが可能である。   

それと同時に，「世界の永久平和」という概念を具体的に描き，「人類が一度永久平和の時代
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に到達すれば，もはや戦争は不必要である，そのときには軍隊の必要もなく，軍艦の必要もな

く，軍用飛行機の必要もなく毒ガスの必要もない。それより以後は人類正確の第３時代――永久

に戦争なく平和な時代――が出現し，我々の子孫は幾億万年も戦争に遭遇することはないであ

ろう６７。」戦争で苦しんでいる中国の民衆と日本軍に対して，「世界の永久平和」は説得力のある

宣伝となったと考えられる。 

 

我々の戦争は神聖な，正義的な，進歩的な戦争であり，平和を希求するための戦争であ

る。それは単に一国の平和を求めるばかりでなく，また世界の平和をも求めるものであり，単

に一時的平和を求めるばかりでなく，永久の平和をも求めているのである。（中略）この目的

のために，人類の大多数は極大の努力を払うべきである。４億５千万の中国人は全人類の４

分の１を占めている。もしも，我々が一斉に努力し，抗戦と統一戦線とを堅持し，日本帝国主

義を打倒し，自由平等の新中国を創造するならば，それが全世界の永久平和獲得に対して

なす貢献は疑いもなく非常に偉大なものである６８。 

 

敵軍の士気を「破壊するには１つの長期の過程が必要であり，先ず第１に，我我がこの特徴を

重視し，然る後，辛棒強く計画的に政治の上から，国際的宣伝の上から，日本の人民運動の上

から等，多方面からこの点に向って工作を行う必要がある６９」という指摘から，敵軍工作自体が

「持久戦」であることが分かり，敵軍工作，心理戦，国際抗日統一戦線，国際プロパガンダなどの

要素は，それぞれ関連し，総務的に運用しなくてはいけないという毛沢東の考えが分かるだろ

う。 

 

1.1.4 『持久戦論』と敵軍工作 

 

『持久戦論』はのちの日本人捕虜教育や日本軍向けのプロパガンダ工作に運用された。敵軍

工作幹部だった劉国霖によると，日本人捕虜に『持久戦論』を読ませ，日本の侵略戦争は必ず

失敗すると信じさせようとした７０。前田光繁が捕虜となったら，毛沢東の『持久戦論』を勉強させ

た。中国語版なので，読んでも分からないため，敵軍工作の幹部がそれを日本語に訳し，読ん

であげた。「中国人民が日本侵略者を戦勝できると信じさせた７１。」前田光繁自身も，「毛沢東

『持久戦を論ず』などを学習した７２」と回想している。「中国文だから骨が折れたが，敵工部の幹

部たちが読んで聞かせてもくれた。実に魅力ある論文であった。八路軍の勝利を確信の源はここ

にあったのだ７３」という。水野靖夫の回想によると，捕虜となった翌年，農民抗日運動の指導者か

ら，『持久戦論』などを持ってきてくれたが，「さすがにこれはチンプンカンプンであった７４」という。

香川孝志の回想によると，「覚醒連盟の杉本氏７５が私のところに本を持ってきて『読んでみない

か』とすすめたりした」「その中に『漢文が読めるのなら，これを読んでみないか』と言って杉本氏

がすすめたのが，毛沢東の『論持久戦』である」「これを読んで本当に私はおどろいた。これだけ
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のすぐれた見通しを持った人の思想や理論を学べるものなら学んでみたい」という気持ちになっ

たという７６。 

1940 年の百団大戦で捕虜となった中村善太郎（通名・中小路静夫）の回想録によると，捕虜

になったら，八路軍に優遇された同時に，その工作員は毛沢東の『持久戦論』の内容と使って捕

虜を教育していた。「その後，旅団本部に連れていかれました。そこには日本語のしゃべれる朝

鮮人の工作員がいた。彼は毛沢東の『持久戦論』を紹介しながら，この戦争では日本が必ず負

けると言った７７。」 

大山光義の回想にも，『持久戦論』が出ている。敵軍工作部の趙香山が中国語版の『持久戦

論』『新段階論』などの本を大山に渡し，「読んでみてください。意見があれば遠慮なくいってくだ

さい」といわれた７８。和田真一の回想によると，捕虜になったら，レーニン，毛沢東の著作を渡さ

れた。「毛沢東の『持久戦論』を読み，心から感服した７９」という。「毛沢東の『持久戦を論ず』のほ

うに興味があった。中国語は知らないが，原語を漢文式に読んでいると意味の通らないところが

沢山あるが，それでも何とか意味が分かった。全文を完全に読み終わったわけではないが，当

時の私は，毛沢東主席が日本軍の伝統や軍事技術，訓練，士気，武器の優れている点を挙げ

て，これが日本軍が現在の段階で強大であることを指摘し，その弱点，戦争が侵略戦争であり，

国内に反対勢力があること，人力と物力に限界があり，士気と兵隊の質が低下している点を挙

げ，中国軍が戦闘の経験を重ねていくなかで質的にも量的にも向上し強大になり均衡がくずれ

ること，開戦四年の今日，敵味方の力関係を正しく分析している点に非常に感心した８０」と回想し

ている。渡辺三郎の回想によると，捕虜になった後，覚醒連盟から『社会科学』『持久戦論』など

の本を渡された８１としており，『持久戦論』が入所早々の捕虜の教育に使用されていたことが分か

る。 

『持久戦論』は，日本軍向けのプロパガンダ工作にも使われた。日本人反戦組織である覚醒

連盟冀南支部の盟員だった秋山良照の回想によると，プロパガンダ手段の１つである日本軍宛

の手紙は，秋山が書いた。その中には，毛沢東の著書，『中国革命の戦略問題』や『持久戦につ

いて』を引用したと記されている。「それは，人々を納得させる不思議な力を持つ論文であった」

と回想している８２。 
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８２秋山良照『中国戦線の反戦兵士』徳間書店,1978 年 11 月 10 日，56 頁。 
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1.2 毛沢東の欧米ジャーナリストへの宣伝攻勢 

 

中国共産党は結成された初期に，中国国内の民衆を動員するための国内世論工作を積極的

に行ってきたが，国際世論工作はそれほど重視されていなかった。国際世論工作は，1937 年の

日中戦争の勃発以後重視されるようになった。『中国共産党新聞思想史』によると，「国際宣伝」

という言葉が中国共産党の正式文書に現れたのは 1938 年３月の「中共中央政治局会議」の決

議文中が 初である１。「抗戦はもうすでに８カ月が経った。しかし，われわれの国際宣伝工作及

びわが国各界の団体と海外の各界の団体とのつながりは薄い２」との記載が残っている。  

また同一の資料から「対外宣伝」という言葉が中国共産党の正式文書で初めて使われたのは

1938 年 11 月に行われた「中共六届六中全会」であったことが分かっている３。決議には，「あらゆ

る勢力を団結し，日本ファシズム軍閥侵略者に反対し，対外宣伝を強め，国外の援助を勝ち取り，

対日制裁を実現させる４」とある。なお，筆者が調べたところによると，周恩来が 1938 年１月７日に

「如何に持久戦を行うか」のなかで，すでに「対外宣伝」との概念を提唱し，「全国統一の対外宣

伝を行い，計画的・系統的に宣伝資料を世界に提供すべきだ５」と述べている。 

当時の国際世論工作は，日中戦争期を契機に大きく進展した。中国共産党は日中戦争勃発

前の 1936 年６月から 10 月にかけて，アメリカ人記者のエドガー・スノー（Edgar Snow）を積極的に

ソビエト地区に招いて，取材に応じた。スノーは，毛沢東を初めとする共産党の首脳を取材し，

『中国の赤い星』を1937年10月にイギリスで発表した。反響は大きく，中国共産党が世界に認知

される契機となった。中国共産党は外国人記者を通じた国際世論工作の有用性を再認識し，そ

の後も周恩来など中国共産党の有力者は国民党統治地区において，常に記者会見を開き，影

響力のある外国人記者を招き接触していた６。 

日中戦争期の中国共産党には外交権はなかったが，「延安交際処」を通じて積極的に対外工

作を展開した。特に，欧米ジャーナリストに対して積極的にプロパガンダ工作を進めた。本節で

は「延安交際処」はどのような経緯で始まったのかを明らかにし，中外記者西北訪問団を実現さ

せるにいたった共産党の努力とその効果を解説する。 

スノーやその後の中外記者西北訪問団は，中国共産党の国際世論政策における欧米ジャー

ナリストへの積極的な工作の代表例であるが，そのほかにも，ドイツの新聞「フランクフルター・ツ

ァイトゥング」の記者として延安に来たアグネス・スメドレー（Agnes Smedley）など外国人記者が多
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くいた。本節では，スノーと中外記者西北訪問団に絞って分析する。 

 

1.2.1「延安交際処」についての考察 

 

共産党の部局として延安交際処は，これまで十分に研究がなされていない。延安交際処の正式

名称は「陝甘寧辺区政府交際処」であり，日中戦争において，延安交際処は中国共産党の「統

一戦線」政策を実施する 前線であった。同時に，中外記者西北訪問団の延安訪問，アメリカ

軍事視察団の接待などにも関わっていた。ここでは延安交際処について考察する。 

1935 年 11 月，中国共産党は長征を経て陝北に到着し，11 月に中華ソビエト共和国中央政府

駐西北弁事処を設立した。1936 年１月 26 日，対外宣伝と連絡交渉工作を強化するため，西北

弁事処は第４号命令を出し，外交部を設立することを決めた。外交部の下に交際処を設け，伍

修権はその処長に就任した。その後，交際処は交際科となり，科長には胡金魁が就任した。

1936 年アメリカ人記者スノーが延安の西北にある保安を訪問したとき，胡金魁はその接待工作

を担当していた。スノーは延安交際処の前身である「外交部宿舎」に宿泊した。スノーの著作に

よると，「外交部宿舎」は土を積み上げた１室きりの小屋４軒で，そのうちのひとつがスノーの宿舎

であった７。 

1937 年９月，陝甘寧辺区政府が設立されると，外交部は廃止された。1938 年５月，辺区政府

交際科が正式に発足し，金城（1906－1991）が科長となった。1940 年に交際科は交際処に格上

げされ，金城は引き続き処長となった。 

交際処の処長を長年にわたって担当していた金城は，元の名前は金樹棟。1947 年に西北軍

区政治部敵軍工作総部部長となり，共産党の敵軍工作にも関わった。1949 年中華人民共和国

が建国した後，中央統戦（統一戦線工作）部で活動し，中央統戦部の副部長や顧問などの要職

に着いた。 

金城の回想録は延安交際処を考察するうえにおいて，貴重な参考資料となる８。ここでは，金

の回想録を中心に，これまで収集した資料に基づいて，延安交際処の経緯と活動を考察する。 

 

（１）交際処設立の背景 

交際処設立の目的の第１は対外宣伝工作の強化である。金城の回想録によると，1937 年の

冬，金城は延安抗日軍政大学を卒業した後，中国共産党組織部部長の李富春から，辺区主席

の対外工作秘書の工作を命じられた。「陳雲さんがソ連から帰国してきて，元のソビエト中央政
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府の外交部が廃止され，対外連絡宣伝工作弱体化しているので，この方面の工作を強化しよう

と提案した。中央組織部は貴方にこの工作を担当させることを決めた９」と李より言われている。毛

沢東は会議の中で，「一部の党内長老は 10 年内戦の時期，ソビエト内での活動が習慣化し，閉

鎖的に同志とだけ活動することを好み，党外の人との接触や合作を嫌がっている。こういった『閉

門主義』の傾向も直さなければならない１０」と指摘している。 

第２の目的は統一戦線工作のためである。金城の回想録によると，交際処が設立された当

初，毛沢東が会議を開き，交際処の任務を討論した。毛沢東は次のように指摘している。「現

在，わが国の抗日民族統一戦線はもうすでに作られた。日本侵略者を打ち負かすために，われ

われは抗日民族統一戦線を堅持し，発展させ，強化すべきだ。統一戦線工作の展開で，われわ

れのドアも開くようになる。延安にくる国内のお客さんがどんどん増えていく。貴方たちの仕事は

ますます増え重要性も増す１１。」 

中国共産党の統一戦線工作と対外宣伝工作は深くつながっている。金城の回想録によると，

交際処が設立された当初，毛沢東が会議で統一戦線工作を強調した後，来賓向けの宣伝工作

の方法について次のように指示している。「来賓向けの宣伝工作を行うときは，事実に基づいて

我が党の政策を宣伝すべきだ。」「われわれは誠実かつ率直に実際状況を紹介すれば，必ず

人々の信頼を得ることができる１２。」 

（２）交際処の役割 

延安交際処は，対外宣伝と統一戦線工作の担当部署であると同時に，共産党の秘密情報を

獲得するための特務機関でもあった。中国共産党の特務工作に従事していた楊黄霖の回想録

によると，交際処の下に連絡科，招待科，行政科と３つの科署が設置されていた。延安に派遣さ

れた国民党の連絡参謀官は交際処が接待していた。楊黄霖によると，「接待工作員は訓練を受

け，毎日国民党連絡参謀官の部屋の紙くずを収集して私に渡した。破った紙くずの中から，国民

党の関心事を探った１３。」としている。さらに，国民党連絡参謀の電報用暗号ノートを手に入れた

のも交際処だった。獲得作戦の総指揮は交際処処長の金城だった。楊黄霖の回想によると，部

屋の掃除係に偽装した工作員が，国民党連絡参謀の部屋と暗号ノートの置き場所を把握した

上，連絡参謀やその助手を野外会食と京劇鑑賞に招待し，その間に延安にいる工作員が２回に

わたって，そのノートを写した。1945 年８月下旬，毛沢東が敢えて重慶に行って国共協議に参加

したのは，交際処が重慶にある国民党と延安の間の電報を盗聴し，共産党中央指導部に貴重

な情報を提供したからだ１４。 

その後の外国人記者とアメリカ軍事視察団の延安訪問を実現させたときにも，延安交際処は
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重要な役割を果たした。中外記者西北訪問団の延安訪問の接待や連絡工作はすべて交際処

が担当していた。他の分野の外国人来賓が延安に来たときの接待などの工作も延安交際処が

担当していた。たとえば，日中戦争期において中国共産党の通信技術に大きく貢献したイギリス

人のマイケル・リンドスティ（Michael Lindstay）の回想録によると，1944 年５月に延安に到着した

ら，「交際処に泊まることとなった。ここでわれわれは 18 カ月滞在した１５」と記されている。毛沢東

など中央指導者が外国の友人（医者，記者，技術者など）に接見するときも，交際処を通じて行

われた。 

 

外国の友人を迎えた延安交際処の人々，左４人目は処長の金城。 

（出典：『八路軍抗日根拠地見聞録――一個英国人不平経歴的記述』102 頁） 

 

アメリカ軍事視察団との写真。 

前列の真ん中は周恩来，右は葉剣英，後列の真ん中は楊尚昆，左は延安交際処の金城である。 

（出典：楊黄霖「延安交際処憶往」26 頁） 
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1.2.2 中外記者西北訪問団延安訪問の実現 

 

日中戦争勃発以前，中国に駐在している外国人記者は主に上海などの沿海都市で活動して

いた。これらの地域では，取材も比較的自由に行われ，国民党政府の新聞検閲を避けることもで

きた。日中戦争が勃発した後， 新情報を入手するため，多くの外国人記者が武漢・重慶などの

地区に移動した。国民党中央宣伝部国際宣伝処の統計によると，1937 年末から 1942 年２月ま

での間，武漢・重慶では 168 名の外国人記者を接待した。そのなかの 77 名はアメリカ人記者で

あった１６。 

太平洋戦争勃発まで，アメリカなどの国の記者は「中立」の立場で第三者として中国で取材し

ていた。太平洋戦争が勃発した後，アメリカは中国の同盟国となり，中国にいるアメリカ人記者は

中国国民党と共産党の日本に対する方針について，それまで以上に関心が高まった。 

こうした背景の中，中国共産党はアメリカなどの外国人記者を獲得する努力を通じて，国際世

論工作を展開しようとした。共産党側は自分にとって有利な国際世論及び国内世論を作るため，

積極的に支配地区以外の新聞記者と接触した。特に外国人記者に対して，積極的な攻勢を行

った。1936 年のスノーに始まり 1944 年の中外記者西北訪問団まで，共産党は外国人記者を利

用し，国際世論に影響を与えようとした。外部に知られていない共産党支配地区を取材したい外

国人記者と外部に対し誤解を解きたい共産党の利害が一致し，外国人記者の延安訪問が推進

された。 

国民党は日中戦争が勃発した後，対外宣伝に力を入れた。国民党中央宣伝部国際宣伝処

は外国の友人を団結し，特に在華外国人記者を利用して中国の抗戦情勢と外交政策を宣伝し

ようとした。ただし，本節は共産党の対外宣伝政策を研究対象にしているので，国民党の対外宣

伝政策は分析から除く。 

 

（１）スノーのソビエト地区訪問 

1927 年に第１次国共合作が終結した後，両党関係が悪化した。共産党が作った「革命根拠

区」であるソビエト地区に対して，国民党が封鎖政策を行った。「共匪」「赤匪」などの悪イメージ

を改善するため，毛沢東と周恩来は，行動が自由である外国人記者を利用しようとした。毛と周

が宋慶齢に対して，「ソビエト地区を取材しにくる記者を招いてほしい」との希望を述べた手紙を

書いた１７。当時西側の記者もソビエト地区に対し関心を持っていた。1937 年２月，スノーが当時

のアメリカ大使ジョンソンに次のように述べている。「政府側が発表した共産党に関する宣伝につ
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いては，私はもう基本的に信じることができない。なぜなら，それはまったく理解できないからだ。

強奪と殺人だけに興味ある土匪が，南京の部隊に 10 年も対抗してきたなんて，誰が信じることが

できるのか。きっとある強い力が彼らを支えている１８。」こうした背景から，スノーのソビエト地区訪

問が実現した。 

1936 年６月，宋慶齢の紹介で，中国共産党の秘密組織がスノーの延安訪問の手筈を整え

た。オットー・ブラウン（Otto Braun）の記録によると，劉少奇が指導している中央委員会華北書

記局の未知の工作員から，スノーが招待状を受け取り，同時に毛沢東宛ての招待状と西安での

落ち合い場所を書いた灸り出しの手紙をもらった。秘密工作員の手配で，西安を通って延安な

ど共産党支配地区に到着すると周恩来は彼を大いに歓迎し，あらゆる面で便宜を図ってくれた

というのである。ブラウンの記録によるとスノーがアメリカの秘密諜報員だったとの説もあるが，肯

定も否定もできないという１９。 

スノーのソビエト地区訪問は，国民党政府の許可を得ずに，隠密裏に進められた。スノーが保

安に到着したとき，「ソビエト中国視察の米人記者歓迎！」「日本帝国主義打倒！」「中国革命万

歳！」と中国語と英語で書いた横断幕を持った人々が列を成していた２０。 

1936 年７月９日，周恩来が陝西省の安塞でスノーと会談した際，「私は貴方が中国民衆に友

情のある信頼できるジャーナリストで，本当のことをいってもよい，間違いのない方だという報告を

受けた」，「私たちが知りたかったのはこれだけだよ。貴方が共産主義者でなくてもどうでもよいの

だ。私たちはソビエト地区を見に来るジャーナリストを誰でも歓迎する。それを妨害するのは私た

ちではなくて国民党だ。貴方は見たことは何でも書いてかまわない。そして貴方がソビエト地区を

調査するためにはあらゆる援助を与えよう２１」と述べた。この周恩来の発言からも当時の共産党が

如何に積極的に外国人記者と接触を図っていたかをうかがい知ることができる 

1936 年 10 月に，取材を終えたスノーは北京に戻った。11 月から，スノーの取材記事はアメリ

カやイギリスの新聞に掲載された。前述したとおり，スノーの書いた『中国の赤い星』は 1937 年 10

月にイギリスのビクター・ガレンツ社（Victor Gollancz Ltd London）によって出版され，大きな影響

力を見せた。ついで 1938 年１月にニューヨークのランダムハウス社（Random House）によってアメ

リカ版も刊行された。ともに短時日のあいだに版を重ねる売行きを示した。その後の 1938 年３月

に２２，上海にある共産党の秘密組織は「複社」の名義で同書の中国語版を出版した。国民党政

府の出版検閲の関係で，「赤い星」のような表現を避け，当時の中国語版は『西行漫記』とのタイ

トルを使った。中国国内の世論にも大きく影響を与えた２３。 

スノーは中国共産党の国際プロパガンディストの宣伝者となり，当時知られていない中国共産
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党の状況を世界に紹介した。スノーの成功は，多くの西側記者に刺激を与えたと考えられる。中

国にいる外国人記者の間は，情報交換が行われていた。たとえば，1937 年末，中国に来たアメ

リカ人記者のアナ・ルイーズ・ストロング（Anna Louise Strong）は『中国の赤い星』を読んで，香港

の船でスノー夫婦と面会し，「中国共産党との接触は良い結果がある」と深く信じるようになった

２４。1938 年の初め，ストロングは八路軍前線から漢口に戻ってきたスメドレーに会い，共産党八

路軍に対する見方について意見を交した２５。このように，中国に駐在していた外国人記者の間

の情報のやり取りがあり，お互いに影響を与えていたと考えられる。スノーの共産党支配地区の

訪問は，1944 年の中外記者西北訪問団の延安訪問へと繋がったと考えられる。 

 

（２）中外記者西北訪問団について 

そのころ，連合国側はヨーロッパ戦線をにらみながら，中国戦線でも反攻を準備していたの

で，外人記者団としては，延安の抗日闘争の真相をみきわめておこうというのが，直接の目的で

あった２６。長期的に封鎖されている中国共産党にとっても，自己のプロパガンダや外界の誤解を

解くには，絶好のチャンスとして利用された。記者団が延安に来る前の２週間の間，延安の工作

員は受け入れ準備に追われた。会議や記者の質問への対応のほか，接待の準備も進めた。たと

えば，多くのソファや椅子を準備した上，ホールで孫文と蔣介石の大きな写真を掛けた。朱徳

は，延安にいたイギリス人のリンドスティを司令部に呼び，記者団に対しどのような情報を提供したらよ

いかを尋ね，それを周恩来などのも伝えた２７。 

初にどの記者が国民党に延安取材の申請を出したのか，それはいつだったのか，という問

いに対する答えは，資料によってかなり違う。前述した金城『延安交際処回憶録』によると，一番

初に延安取材を申し込んだのは何名かのアメリカ人記者だった。それは 1944 年３月のことだ

った２８。同じ内容をソ連記者として延安にいたピョートル・ウラジミロフの日記でも確認できる。

1944 年３月 29 日の日記には，次のように記載している。「中共指導部は米国との接触を求めて

いる。その手始めに，外人記者団を受け入れる準備をしている。ただし外人記者団の方から訪

問を望んでいるという印象を与えるのに一生懸命だ２９。」 

それと違う記載もある。中国第２歴史档案館の館員である劉景修の考察によると，当時国民党

中央宣伝部国際宣伝処処長である曾虚白が 1943 年 11 月８日の『工作日記』には次のように書

いている。「アメリカ記者ハリソン・フォアマン（Harrison Forman）の手紙によると，この前，彼は部

長に拝謁し，延安への旅行取材を面と向かって述べたそうだ。申請や証明書などの手続きは本

部にて行うと命じられた。」20 日，曾虚白の日記にはまた次のように記載している。「フォアマンの



 
 

31

延安旅行取材の件については，代わりに報告を総裁に出すようにと部長に命じられた３０。」 

張克明，劉景修の考察によると，「1943 年 11 月６日，フォアマンが延安取材を申請した。フォ

アマンが『読者文摘』の正式代表ではなく，しかも，抗戦以来，まだ外国人記者が延安を取材の

先例がないため，国民党中央宣伝部国際宣伝処は，蔣介石に伺いを立てるべきだと主張。11

月20日，軍委会弁公庁が国際宣伝処にフォアマンの政治態度を確認した。その後，蔣介石から

『見送るべきだ』との返答があった。」「12 月 27 日，国民党中央宣伝部が，中共の重慶駐在事務

所がフォアマンの延安訪問を歓迎する姿勢を知った。董必武は毛沢東，朱徳，周恩来に紹介し

た３１。」 

劉景修の考察によると，1944 年２月の初め，取材を申請する外国人記者が増えた。２月３日に

曾虚白の日記には「外国記者の多くが延安への旅行取材を申し込んでいる」と書いている。同

日，国民党中央宣伝部部長である梁寒操が外国人記者らの申請を蔣介石に提出すると同意し

た。23 日に，梁が記者会見で「外国人記者の延安訪問を総裁が批准した」と発表した３２。 

劉景修が歴史文書で発見した外国人記者の名簿によると，延安訪問を申請した 10 名の記者

が記載されている。彼らの所属と氏名はは『ニューヨークタイムズ』（The New York Times）のブル

ックス・アトキンソン(Brooks Atkinson)，『同盟労工新聞』のイスラエル・エプスタイン(Israel 

Epstein)，『ロンドン・タイムズ』のフォアマン，『ロンドン新聞記事報』のスチュアート・ゲルダー

（Stuart Gelder），イタルタス通信のプーチンカ（Путинк），『マンチェスター導報』のガンサ

ー・スタイン（Gunther Stein），『TIME』と『Life Magazine』のセオドア・H・ホワイト（Theodore 

H.White），AP 通信ムーサー（S.Moosa），UP 通信のモーリス（J.Morris），ロイター通信のグラハ

ム・バロー（Graham Barrow）である３３。 

国民党中央宣伝部は各記者の政治立場のバランスを考慮したうえで，延安訪問の記者名簿

を決めた。国民党の判断によると，「エプスタインとスタインは左寄りの記者で，フォアマンは中国

共産党に同情している。ボウトウ（M.Votaw），シャナハン神父（Father Cormac Shanahan）は国民

党に近い立場である３４。」５月 10 日に重慶で行われた国民党の記者会見で，「中外記者西北訪

問団は，近いうちに出発できる」と発表した３５。 

６月 10 日付の『解放日報』によると，中外記者西北訪問団一行 21 人が５月 17 日に西安に着

いた。記者団の引率者は謝保樵，副引率者は鄧友穗である３６。中外記者団が 21 日午後１時半

に，西安を離れ車で臨潼に行って遊覧し，午後７時に車で山西省に赴いた３７。６月９日昼 12 時

に，中外記者西北訪問団一行 21 人が延安に到着した。『解放日報』記者が延安交際処に行っ

て訪問団の記者たちを訪問し，午後５時，八路軍の葉剣英参謀長が宴会を開き，記者団を歓迎
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した。記者団のメンバーは，スタイン，エプスタイン，フォアマン，プーチンカ，ボウトウ，シャナハ

ン神父である。外国人記者と同行する中国記者は９名だった。『大公報』孔昭愷，『中央日報』張

文伯，『掃討報』の謝爽秋，『国民公報』の周本淵，『時事新報』の趙炳烺，『新民報』の趙超構，

『商務日報』の金東平，中央社の徐兆鏞と楊家勇である３８。 

６月10日午後５時，朱徳副司令長官が官邸で宴会を開き，記者団を歓迎した。葉剣英参謀長

が挨拶をした後，エプスタインと孔昭愷が中外記者の代表として挨拶した３９。 

６月 12 日午後５時，毛沢東が記者団のインタビューを受け，スタイン，シャナハン神父，エプス

タイン，謝爽秋，趙炳烺の質問に答えた。「国共談判」「第２戦場」「中共の望みとその働き」につ

いて語った４０。 

 

記者団西北訪問の流れ： 

◆1944 年５月 17 日，21 人の中外記者西北訪問団が出発。内，外国人記者６人。まず，西安

及び閻錫山の駐在地を訪問。 

◆６月９日，訪問団が延安に到着。６月 10 日，朱徳は王家坪礼堂で記者団歓迎会を行う。葉

剣英は歓迎の挨拶をした。エプスタインが外国人記者の代表として挨拶をした。 

◆６月 12 日，毛沢東が記者団の取材を受けた。 

◆６月 14 日，記者団が「延安各界慶祝連合国日及保衛西北動員大会」に参加。スタインとフ

ォアマンが挨拶した。 

◆６月 22 日，葉剣英が記者団に報告をした。英語に翻訳したパンフレットも配られた。その中

に，八路軍，新四軍の抗戦業績，民兵分布及び八路軍，新四軍の発展状況の図表などがある。

八路軍，新四軍の中で犠牲となった外国の友人の名簿を発表し，記者の反響を引き起こした

４１。 

◆６月 25 日，毛沢東，朱徳，葉剣英がそれぞれ外国人記者の取材を受けた。 

◆８月 20 日，延安で取材活動を続けているエプスタインなど５人の外国人記者が晋綏抗日根

拠地に行く前，毛沢東が延安交際処で送別の宴会を開いた。 

◆８月 29 日，アトキンソン，ホワイトの延安取材申請に対して，蔣介石が許可を下ろした。 

◆９月 17 日，アトキンソンが延安に到着する。国民党官僚によると，中国共産党は彼に対して

「礼を尽くし，敬意を表した４２。」 

◆10 月５日と 23 日，エプスタイン，スタイン，フォアマン，ボウトウが重慶に戻る。ボウトウが延

安から重慶に戻った時に，国民党中央宣伝部の曾虚白に次のように述べた。「中共は何故宣伝
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の面で成功できたかというと，外国人記者に対する接待が盛大であったからだ」「外国人記者の

西安に対する印象は特に悪かった４３。」 

◆10 月 23 日，訪問団が延安を離れた。 

◆10 月 15 日，蔣介石が「外国人記者の延安取材を許可しない」と強調した。 

◆10 月 26 日，アメリカ人記者のホワイトが取材許可を得て，延安に向け出発。 

1944 年に，併せて 21 人の中外記者西北訪問団（外国人記者６人）が延安を訪問した。記者

団とは別に，アメリカ人記者のホワイトなども延安訪問を実現した。 

 

1.2.3 外国人記者の著作から見る国際世論工作の効果 

中国共産党が欧米ジャーナリストを利用して，有利な国際世論を作ろうとした努力は一貫して

いた。 

 

（１）中国共産党と外国人記者との接触 

「皖南事変」が起こった後，中国共産党と国民党の矛盾が表面化した。中国共産党は中共に

同情している記者を利用し，「皖南での国民党の暴行」を非難しようとした。1940 年 11 月６日，毛

沢東が「国内外の連絡を強化し，（国民党）の投降・分裂活動をとめる」と周恩来に電報を出し

た。周恩来などは積極的に国際世論，特に英米の記者を獲得するために努力していた。1940

年 12 月の初め，アメリカ人記者のストロングが重慶に到着後，周恩来は面談をしたいと彼女に手

紙を出しており，その後，周恩来は何度もストロングと会って取材を受けている。その内容は翌年

の３月に，アメリカで発表された４４。 

1940 年 12 月 24 日，周恩来が毛沢東に電報を出し，次のように提案した。「抗戦の勃発以来，

英米の記者が八路軍や新四軍を宣伝する書籍を合計すると，20 から 30 種もある。我が党の名

声に極めて大きく影響し，ある程度の外交面の影響も出ている」，政治的立場が対立している個

別の記者を除いてみんなと連絡し，利用すべきだ，と周恩来は主張した４５。 

中立的な記者に対しても，中国共産党は積極的に獲得する努力を行った。周恩来はその中

心的な力となった。1941 年２月１日，周恩来は『タイム』の記者であるホワイトと数時間にわたって

談話した。抗日民族統一戦線の摩擦と裂け目の状況を紹介した。1937 年から 1940 年までの歴

史を詳しく紹介し，ホワイトが「事実を知るための一番満足できる答えを得た４６」と述べた。 

金城の回想録によると，1943 年初め，外国人記者らから延安訪問の申請があった。共産党の

重慶駐在代表である董必武は歓迎の意を表した。３月９日，周恩来が董必武に電報を出し，「私
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は毛沢東，朱徳２同志及び中共中央の委託を得て，歓迎を示すために電報を出す」と述べた

４７。さらに，４月 30 日に，毛沢東が董必武宛てに電報を出し，「各位の来延に対し，大いなる歓

迎の意を表す」と表明した４８。 

外国人記者が延安に来る前に，延安にある交際処でも記者団を接待する準備会議を開い

た。周恩来が出席し，具体的な指示を出し，「宣伝出去，争取過来」（外部向けの宣伝を行い，

記者を取り込む）との原則を決めた。 

同時に，記者別の対応も行っていた。周恩来の指示によると，「今回の工作の重点は，外国人

記者に置くべきだ。外国人記者の中，スタインとフォアマンを重点的に獲得すべきだ。スタインは

政治見解と活動力のある記者だ。彼は長年にソ連にいたが，「トロツキー派分子」として追い出さ

れた。中国にも何年間いたが，われわれについては特に「トロツキー派」の活動を行っていないと

見ている。フォアマンはアメリカ人で，単純で率直の性格を持っている人だ。政治上にも，国民党

に対しても共産党に対しても特に偏見を持っていない。彼らの国外及び中国国内における影響

力は大きい。イタルタス通信のプーチンカも影響力が大きいが，彼は共産党員で，政治的立場

や観点はほぼわれわれと一致しているので，特に取り込む努力をしなくてもいい４９。」 

共産党指導部は外国人記者の取材を重視していた。1944 年 10 月に重慶から延安に入った

ホワイトの著書によると，「新聞記者にとって，当時ほど幸運なことはなかった。延安の共産党政

治局には13名の委員がいた。彼らみんな率直で，みんなアメリカ人に好意を示し，誠意を持って

情報を提供してくれた。この 13 人の中，私は 11 名を取材した５０。」 

この記述から，当時の共産党がいかに外国人記者の影響を重視し，外国人記者を獲得しよう

としたかは分かる。 

 

（２）共産党と国民党の検閲 

共産党が延安などの抗日根拠地で外国人記者に紹介したことや宣伝してもらいたい内容に

ついては，100 パーセント狙い通りの効果をあげたとは言えない。そのひとつの原因は，国民党

政府の検閲だった。敵視が強まる国民党と共産党の間には，敵対関係が強かった。延安を訪問

した外国人記者らの報道に対して，国民党側は厳しい検閲を行った。ガンサー・スタインの『延

安 一九四四年』によると，「私が送った通信の中で重要なものは全部――これは全体の約５分

の４にあたるものだったが――検閲を受けた。『嘆きなさるな。あなたのグループの外国特派員は

みな同じ目に会っているのだからね！』と低くつぶやくように検閲官が言った５１」とある。 

延安に来ている外国人記者の記事に対して，有利な世論作りのための環境整備として，共産
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党も検閲を行った。外国人記者を接待するための準備会議で，周恩来が外国人記者の記事の

検閲について具体的に手配をした。「戦時各国の慣例に従い，共産党が記者の報道に関して適

切な検査を行う。外国人記者の報道検査は翻訳組の組長である浦化人が担当し，中国記者の

報道は柯柏年が担当することとなった５２。」「通信の内容に関しては，わが政府（辺区政府）は原

則的に検査権を放棄しないが，実際に執行するさい，軍事機密や政府批判のデマじゃなけれ

ば，われわれは一律に通信を許し，国民党との区別を示す５３」と，共産党は厳しい検閲はしない

姿勢を示したとは言え，原稿に対して，共産党の手直しが多すぎて発表する価値がなくなった事

例もある。1944 年 10 月に重慶から延安に入ったホワイトの著書によると，毛沢東を１時間程度取

材した時のことについて，「取材の記録を彼に目を通してもらうことに対して，私は応答した」「し

かし，あの原稿が私のところに戻ってきたとき，手直しが多すぎて，発表する価値はなくなった

５４。」 

 

（３）共産党の国際世論工作の効果 

外国人記者を利用し，国際世論に影響を与えようとした中国共産党の努力は，国民党の検閲

などがあったが，ある程度の効果を収めた。 

世界各国で出版された欧米の諸記者の著作には『中共雑記』（RANDOM NOTES ON RED 

CHINA）（エドガー・スノー），『中国の赤い星』(Red Star Over China)（エドガー・スノー），『人民中

国の夜明け』(Inside Red China)（ニム・ウェールズ），『中国的驚雷』(Thunder Out of China)（セオ

ドア・H・ホワイト），『華北前線』(North China Front)（バートラム），『新西行漫記』（TWO YEARS 

WITH THE CHINESE COMMUNISTS）（ウィリアム・バンド），『北行漫記』(Report from Red 

China)（ハリソン・フォアマン）などがある。前述したように，1937年末の『中国の赤い星』の刊行は

，世界が中国共産党支配地区への理解するうえで大いに助けとなった。その他の著書もある程度，

共産党の対外プロパガンダに貢献したといえよう。 

国民党や共産党の検閲があったにしても，外国での出版などで，延安を訪問した外国人記者

の著書はある程度のプロパガンダ効果があったと考えられる。中外記者西北訪問団の一員とし

て延安を訪問したスタインの著書である『延安 一九四四年』（The Challenge of Red China）は

1945年にイギリスのパイロット出版（Pilot Press）によって出版された。それは共産党支配地区を

知るには重要な資料として好評を得た。さらに1946年になると，その中国語版は上海中国文化

投資公司によって10冊に分けて出版された。その翻訳と出版の主な工作は，中国共産党党員の

胡国城が設立した会社によって実現した。その後，さらに晨社との名義で第２版の出版が実現し
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た。中国国内民衆向けのプロパガンダともなった５５。 

欧米ジャーナリストのほか，中国共産党はあらゆるチャンネルで海外の支援を得ようと努力し

た。医学・通信などの分野のいわゆる「欧米の友人」を積極的に招聘し，活躍の場を与えた。たと

えば，前出のイギリス人リンドスティは 1942 年に中国共産党支配地区を訪問したときの記録を残

している。その中で，中国共産党側の肖克は共産党支配地区で飛行場の建設に関して，積極

的に英国の援助を得ようとしたとしている５６。 

本節では，主に中国共産党の国際世論構築において，欧米ジャーナリストを獲得する努力を

分析した。それは日中戦争期における中国共産党の対外プロパガンダ工作の一環となってい

る。 

 

中国共産党の歴史において，毛沢東は革命家・軍事家・政治家として知られているが，有能

な宣伝マンでもあった。1917 年，24 歳の毛沢東は雑誌『新青年』の為に文章を書き始めた。

1919 年７月 14 日に『湘江評論』を創刊し，編集長を務めた。1921 年１月６日に，新民学会長沙

会友会議で，「私がしたい仕事といえば，一つは教員で，もう一つは新聞記者だ」と発言した５７こ

とからも，メディアに対して興味あることが分かる。中国共産党が創立された後，特に日中戦争の

時，毛沢東は自ら新華社の新聞原稿を書いたり，新聞記者と座談をしたりして，中国共産党の宣

伝活動に影響を与えていた。毛沢東の国際プロパガンダ思想は，毛沢東軍事思想の重要な構

成部分となっていた５８。 

創立当初の中国共産党は対外宣伝を重視した。1942 年１月 26 日に，毛沢東は『中央宣伝部

宣伝要点』のなかで，「今まで本部の宣伝は，党外向けの宣伝を重視してきた。今後，党内宣伝

も重視しようと決定した。各地の同志はご注意を５９」と書いている。戦局の発展につれて，1945 年

９月 14 日，毛沢東・周恩来は華中解放区の責任者に「出来るだけ早く上海などへ行って新聞を

作れ。」「一日も早ければ早いほどいい。遅ければ遅いほど不利だ。」「 大の力を入れて経営し

なければいけない６０。」と指示している。これらの措置は中国共産党の対敵プロパガンダの歩調

を速めた。 

毛沢東の欧米ジャーナリストへの積極攻勢は対敵プロパガンダのひとつの手法である。1936

年７月に，毛沢東は延安で何度も米国記者のスノーの取材を受け，外交問題・日中戦争・内政

問題・統一戦線問題などについて，共産党の主張と立場を表明した。1937 年 10 月，毛沢東はイ

ギリス人記者のジャームス・バートラムの取材を受け，国民党の偏った抗日戦略を批判し，共産

党の主張する全面的な抗日戦略を明確に表明した。 
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 日中戦争期において，中国共産党は積極的に外国人記者による国際世論工作を展開し

た。1936 年に実現させたスノーのソビエト地区訪問を初め 1944 年の中外記者西北訪問団，その

他多くの外国人記者が共産党支配地区を実際に訪問し，共産党の指導者を取材し，新聞報道

および出版活動を通じて，欧米社会に共産党支配地区の状況を紹介した。本節では，中外記

者西北訪問団の延安訪問の接待工作を担当した延安交際処をはじめ，中外記者西北訪問団を

実現させた中国共産党の努力，記者団延安訪問の流れと中国共産党の国際世論工作の効果

について考察した。 
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第２章 日本軍向けの戦争プロパガンダ組織 

 

2.1 敵軍工作部についての考察 

 

 日中戦争期においては，共産党の兵力や武器は日本軍にも国民党軍にもはるかに劣ってい

る状態だった。しかし政治工作は共産党の有力な武器となった。朱徳は 1938 年に『論抗日遊撃

戦争』で政治工作の重要性を強調している。政治工作をないがしろにすると，「粗雑な原始的な

武器で強敵と戦うことになり，勝利するのは不可能である。それだけではなく，自身の生存もおぼ

つかない。従って，抗日遊撃戦争における政治闘争という武器を も重要な地位に位置づけな

ければならない１。」 

政治工作の要諦の一つは敵軍工作である。中国共産党の軍隊政治工作は主に３つの部分か

ら構成されている。第１，共産党軍隊の兵士の教育工作。第２に，民衆を動員する工作。即ち人

民を動員しその支持を得て，「軍」と「民」の関係をよくすることである。第３は敵軍工作である。人

民の支持を獲得する努力をする同時に，敵軍に対する人民の敵意を育てる工作と敵軍を瓦解さ

せる工作などがある。本節では，後者の敵軍に対する工作を主として分析したい。 

 

2.1.1 総政治部及び敵軍工作部の変遷 

  

敵軍工作は政治工作の一部である。政治工作の主な活動は中国共産党の総政治部が指導

している。総政治部と敵軍工作部の沿革は以下の通りである。1928 年 10 月に開かれた中国共

産党第６次全国代表大会では，中央軍事部の設立が決定された。1930 年３月，中央軍事部を

中央軍事委員会と改名し，周恩来は書記を務めた。1930 年までの中央軍事部には，政治工作

を担当する部門はなかった。1930 年８月，中央軍事委員会に総政治部を設立することが決定さ

れた２。当時のメンバーは主任を務める魯易だけだった。1931 年２月 15 日，中央軍事委員会総

政治部が正式に発足し，毛沢東が主任を務め，全国各地の紅軍政治工作を指導し始めた。

1931 年 11 月，中華ソビエト共和国（中华苏维埃共和国）中央革命軍事委員会が結成された。し

たがって，総政治部も「中華ソビエト中央革命軍事委員会総政治部」に改編され，王稼薔（王稼

祥）が主任に務めた。総政治部の下に，組織部，宣伝部，敵軍工作部，地方工作部，青年部，

紅軍 高裁判所などの部門が設立された。共産党の政治工作の分野でははじめて正式な敵軍

工作部が設立された。従って，敵軍工作部は，1931 年 11 月に設立されたと考えられる。1932 年

１月，中国工農紅軍総政治部に改称したが，組織と機構は変わっていない。1932 年５月，総政

治部は中国工農紅軍総部に配置され，中国工農紅軍総政治部総部総政治部と改名した。1935
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年 10 月，総政治部は中華ソビエト西北革命軍事委員会に編入された。1936 年 12 月，中華ソビ

エト中央革命軍事委員会創立，総政治部は中央革命軍事委員会に編入された３。 

中国共産党の政治部及び敵軍工作部の変遷は次のようにまとめることができる。 

 

政治部及び敵軍工作部について 

中共中央軍事部（1927 年７月～1930 年７月）（政治部は設置されていない。） 

中共中央軍事委員会総政治部（1930 年８月～1931 年１月） 

 主任 魯易 

中共中央軍事委員会総政治部（1931 年２月～10 月） 

 主任 毛沢東 周以栗（代） 

中華ソビエト中央革命軍事委員会総政治部（1931 年 11 月～1932 年５月） 

 その中，1932 年 1 月から，「中国工農紅軍総政治部」に改称。 

 主任 王稼薔 

副主任 聶栄臻 賀昌（後） 

組織部 葉季壮 

 宣伝部 李卓然 

 敵軍工作部 李涛 

 地方工作部 周桓 

 青年部 高伝遴 

 秘書処 滕代遠 

 紅軍 高裁判所 袁国平（兼） 

中華ソビエト中央革命軍事委員会総政治部（1932 年６月～1933 年 12 月） 

中国工農紅軍（総部）総政治部（1933 年５月に設立） 

 主任 王稼薔 賀昌（代） 

副主任 賀昌 

    袁国平 

秘書処 肖向栄 

組織部 李弼庭 

 宣伝部 徐夢秋 

 敵軍工作部 李涛 

動員部 羅栄桓 

 地方工作部 潘漢年 

 青年部 高伝遴 

中華ソビエト中央革命軍事委員会総政治部（1934 年 1 月～10 月） 

中国工農紅軍（総部）総政治部 

 主任 王稼薔 

    顧作霖（代） 李富春（代） 

副主任 賀昌 李富春（後） 

秘書処 肖向栄 

組織部 李弼庭 

 宣伝部 徐夢秋 

 青年部 肖華 

敵軍工作部 李翔梧 
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中華ソビエト中央革命軍事委員会総政治部（1935 年７月～９月） 

中国工農紅軍（総部）総政治部 

  主任 秦邦憲（代） 

     （博古） 

     陳昌浩（後） 

副主任 李富春 楊尚昆（後）周純全（後） 

秘書処 肖向栄 

組織部 李弼庭 

 宣伝部 陸定一 

 青年部 王盛栄 

白軍工作部 賈拓夫 

 地方工作部 劉少奇（兼） 

中華ソビエト西北革命軍事委員会総政治部（1935 年 11 月～1936 年 10 月） 

 主任 王稼薔 李富春（代） 楊尚昆（代） 

副主任 楊尚昆 

秘書処  

組織部 黄克誠 

 宣伝部 陸定一 

地方工作部 劉暁 

敵軍工作部 李涛 

中華ソビエト中央革命軍事委員会総政治部（1936 年 12 月～1937 年７月） 

 主任 王稼薔 任弼時（後） 

副主任 楊尚昆 鄧小平（後）  

秘書処 周桓 

組織部 楊尚昆 

 宣伝部 陸定一 

地方工作部 劉暁 

敵軍工作部 李涛 

抗日戦線部 肖向栄 

中央軍委（含八路軍総部）（1937 年８月） 

（８月当時，中央軍委には総政治部は設置されていない。 

八路軍政治部主任 任弼時 

      副主任 鄧小平 

中央軍委（含八路軍総部）（1937 年 10 月） 

（中央軍委総政治部は 193７年 10 月に設立され，対外には「八路軍政治部」という名義を使う。） 

中央軍委総政治部主任 任弼時 毛沢東（代） 

副主任 譚政 傅鐘 

八路軍政治部 主任 任弼時  副主任 鄧小平 

中央軍委（含八路軍総部）総政治部（1938 年前半） 

中央軍委総政治部主任 任弼時 毛沢東（代） 

副主任 譚政 王稼祥（後）傅鐘（後） 

野戦政治部主任 傅鐘（兼） 

 組織部 呉漑之 

 宣伝部 陸定一 
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 民運部 蔡乾 

 敵軍工作部 蔡乾（兼） 

 鋤奸部 楊奇清 

 総務処 年成合 

 軍法処 呉漑之（兼） 

（1938 年８月，王稼祥が中共中央軍委総政治部主任兼八路軍政治部主任を務めていた。王稼祥が延安にいる

ため，前方には八路軍野戦政治部を設置した。）４ 

中央軍委（含八路軍総部）（1938 年後半） 

総政治部主任 王稼祥 

   副主任 譚政 

野戦政治部主任 傅鐘 

 組織部 方強 

 宣教部 陸定一 

 民運部 黄鎮 

 鋤奸部 楊奇清 

敵軍工作部 蔡乾 

 総務処 青中興 

 軍法処 方強（兼） 

中央軍委（含八路軍総部）（1939 年） 

総政治部  

野戦政治部主任 傅鐘（兼） 

副主任 陸定一 

 組織部 方強 

 宣伝部 陸定一（兼） 

 民運部 黄鎮 

 鋤奸部 楊奇清 

敵軍工作部 蔡乾 

 総務処 青中興 

 軍法処 曽伝六 

中央軍委（含八路軍総部）（1940 年前半） 

総政治部主任 王稼祥 

   副主任 譚政 

   秘書長 彭加倫 

   協理員 李文華 

組織部 胡耀邦 

宣伝部 肖向栄 

鋤奸部 呉漑之 

敵軍工作部 王学文 （副部長 李初黎） 

連絡部 譚政 

 

野戦政治部主任 羅瑞卿 

    副主任 陸定一 

 組織部 周桓 

 宣伝部 陸定一（兼） 
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 鋤奸部 楊奇清 

敵軍工作部 漆克昌 

 総務処 陳子斌 

 軍法処  

中央軍委（含八路軍総部）（1940 年後半） 

総政治部主任 王稼祥 

   副主任 譚政 

   秘書長 彭加倫 

組織部 胡耀邦 

宣伝部 肖向栄 

鋤奸部 呉漑之 

敵軍工作部 王学文 （副部長 李初黎） 

 

野戦政治部主任 羅瑞卿 

    副主任 陸定一 

中央軍委（含八路軍総部）（1941 年） 

総政治部主任 王稼祥 

   副主任 譚政 傅鐘 

   秘書長 彭加倫 

組織部 胡耀邦 

宣伝部 肖向栄 

鋤奸部 呉漑之 

敵軍工作部 王学文 （副部長 李初黎） 

連絡部 譚政（兼） 

 

野戦政治部主任 羅瑞卿 

    副主任 陸定一 

 組織部 周桓 

 宣伝部 陸定一（兼） 

 鋤奸部 楊奇清 

敵軍工作部 漆克昌 

 

中央軍委（含八路軍総部）（1942 年） 

総政治部主任 王稼祥 

   副主任 譚政 傅鐘 

組織部 胡耀邦 

宣伝部 肖向栄 

鋤奸部 呉漑之 

敵軍工作部 王学文 （副部長 李初黎） 

連絡部 譚政（兼） 

 

野戦政治部主任 羅瑞卿 

    副主任 陸定一 

秘書長 陳子斌 
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 組織部 周桓 

 宣伝部 陸定一（兼） 

 鋤奸部 楊奇清 

敵軍工作部 漆克昌 

中央軍委（含八路軍総部）（1943 年） 

総政治部主任 王稼祥 

   副主任 譚政 傅鐘（後） 

組織部 胡耀邦 

宣伝部 肖向栄 

鋤奸部 呉漑之 

敵軍工作部 王学文 （副部長 李初黎） 

連絡部 譚政（兼） 

 

野戦政治部主任 羅瑞卿 

    副主任 張際春 陸定一 

中央軍委（含八路軍総部）（1944 年） 

総政治部主任 王稼祥 

   副主任 譚政 傅鐘 

組織部 胡耀邦 

宣伝部 肖向栄 

鋤奸部 呉漑之 

敵軍工作部  

連絡部  

 

野戦政治部主任 羅瑞卿 

    副主任 張際春 陸定一 

 組織部 周桓 

 宣伝部  

 鋤奸部 楊奇清 

敵軍工作部  

中央軍委（含八路軍総部）（1945 年 10 月） 

総政治部主任 劉少奇     

組織部 胡耀邦 

宣伝部  

鋤奸部  

敵軍工作部  

連絡部  ５ 

 

2.1.2 第一次国共合作の時期の敵軍工作 

――政治部制度の確立と共産党敵軍工作の萌芽期 

1921 年７月 1 日中国共産党の成立後，1925 年 10 月中央軍事委員会が成立されるまでの間，

軍事工作あまり行われていなかった。第１次国共合作の時期，黄埔軍校（陸軍軍官学校）の政

治工作の責任者は共産党指導者の周恩来だった。1925 年２月に行なった「第１次東征」におい
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て，広東の恵州，潮州，汕頭一帯を占拠している陳炯明軍閥を討伐した。「第１次東征」の直前，

周恩来は黄埔軍校で「戦時宣伝研究班」を作り，対敵宣伝計画を準備した。更に，「戦時宣伝

隊」を創立し，その任務を「民衆向けの宣伝」と「敵向けの宣伝」とした。具体的な対敵宣伝活動

は，捕虜の優遇，宣伝ビラ，敵軍に潜入しての煽動工作などがある６。これは中国共産党独自の

活動ではないが，共産党が参加した 初の対敵宣伝活動だと考えられる。  

1924 年 1 月に国民党第１次全国代表大会の開催から 1927 年の両党決裂までの第１次国共

合作時期において，初めて軍隊政治部制度が創設された。1924 年６月に創立された黄埔軍校

には，政治部が設立された。それは中国軍隊の政治部制度の始まりである。黄埔軍校には周恩

来など多くの共産党党員が派遣され，周恩来は黄埔軍校の政治部部長を長年勤めていた７。  

1924 年までの各軍閥の間には，捕虜の侮辱，虐待と殺害は日常的だった。国共合作期の国

民革命軍の大部分は，軍閥の部隊から編入されて来ていたので，当初，捕虜問題にうまく対応

できなかった。軍閥部隊の兵士に対する階級を調べると，兵士のほとんどは職がなく強制的に入

隊させられた労農階層である。政治工作を強化すれば，彼らの支持を得て，国民革命軍隊に入

れてもらえると判断され，敵軍工作の重要性も強調されるようになった８。当時の国共合作期にお

いては，「政治工作に従事している共産党員が多くいるが，軍事指揮工作，直接部隊を支配す

る共産党員が極めて少なかった９。」「政治工作の工作員のほとんどは共産党員の人であった。」

「政治工作の内容のほとんどは共産党員が決めたのである１０。」たとえば，その後の共産党軍隊

政治工作に活躍する周逸群などの共産党員は，当時の黄埔軍校国民党党部で，「中国青年軍

人連合会」，「火星社」などの組織を発足させ，軍隊政治工作に従事していた。中国青年軍人連

合会が発行した『中国軍人』『青年軍人』『兵友必携』など兵士向けの宣伝誌を創刊し，宣伝活動

を展開した１１。さらに，周恩来が政治部主任を務めていた期間，政治教育，政治工作の訓練を

着々と進められた。『宣伝煽動問題』『軍隊の政治工作』などの課目を設置し，政治訓練班で国

民革命軍のために千名近くの政治工作幹部を育ち出した１２。それらの政治工作の経験は，その

後の共産党軍隊の政治工作にも深く影響を与えたと考えられる。周恩来などの政治工作は，中

国共産党の政治工作の基礎となった。 

 

2.1.3 土地革命戦争期の敵軍工作 

  

1927 年８月から 1937 年 7 月までの十年間は，中国歴史においては「土地革命期」と呼ばれて

いる。 

 

（1）総政治部と敵軍工作の発足 

1927 年８月 1 日の南昌起義は，中国共産党軍の軍隊創立の象徴とされている。当時，中国共

産党独自の軍隊が創立された。更に，第２方面軍（実質的な紅軍）で総政治部が設立され，８月

５日から郭沫若が主任に就任し，政治部には組織科，宣伝科と党務科が設置された１３。 
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政治部の設置につれ，政治工作も次第に推進された。その中，軍の内外向けの宣伝活動が

積極的に進められた。対外的には，共産党の主張，目的などを宣伝し，対敵工作を進めてい

た。対内的には，蜂起の革命的意義を説明し，全軍将兵の士気を鼓舞していた１４。紅軍の政治

工作は徐々に制度化され，紅軍兵士向けの教育活動が行われ，共産党の捕虜政策も紅軍兵士

に伝えられた。 

 

（2）「土匪」武装勢力向けの工作 

本文でいう「土匪」とは，人民財産を強奪する地方原住民武装勢力のことである。国民党軍向

けの敵軍工作を行う同時に，各地に分布している共産党軍隊は自身の軍隊の拡大のため，原

住民武装勢力を団結改造し，共産党軍隊に編入するため積極的に宣伝工作を行なった。1929

年 11 月，賀龍の軍隊が湖北省咸豊，利川で，原住民武装勢力である「神兵」向けの宣伝工作を

展開した１５。 

原住民の「土匪」武装勢力を扱うときに，中国共産党は「反動頭目と中堅を重点的に攻撃す

る。一般群衆と反動分子を区別する」政策を採っていた。それは日本捕虜を扱うときの「２分法」と

同様な考えに基づいてできたと考えられる。「土匪」に対して，「その群衆を獲得し，首領を反対

させる」，「土匪首領に対して，拘留する１６」などの政策が規定されている。 

 

（３）敵軍向けの「策反１７」活動 

1930 年３月 30 日，毛沢東の批准を経て公布された『総政治部通令』は，白軍向けプロパガン

ダとして，下記のようなスローガンが謳われた。「白軍の皆さんは労農出身だから，労農を殺す

な」，「俸給をもらうため，白軍は暴動を起こさなければならない」，「白軍兵士は反革命将校を殺

し，新しい将校を選出し紅軍を設立すべきだ」，「白軍兵士と下部将校の紅軍入隊を歓迎する」

などがあり１８，敵軍兵士の不満感情を扇動する活動が積極的に展開された。1932 年７月 25 日発

表されたスローガンには，「紅軍は労農の軍隊で，白軍兵士の友だ」，「破壊工作を行い，紅軍を

応援する」，こぞって紅軍に入隊しよう！武器を持ち紅軍に入隊しよう１９」などとある。 

総政治部が 1932 年 10 月 27 日に発表した『大挙して攻撃する敵を粉砕するための政治工作

訓令』では「団（または軍）と軍区及び分区政治部は白軍兵士運動訓練短期班を直ちに開くべき

だ。訓練を受けた人員を白軍に派遣し工作させる２０」と指示している。続いて 11 月 23 日に，総政

治部は，『敵軍における政治工作訓令』において，「各級政治部は常に適切な人材を発見し訓

練を与えるべきだ。可能であれば軍団または政治部が訓練班で訓練を実施する。不可能な場合

は個別な訓練を与える。白軍の反乱と暴動を指導するため，訓練受けた人を白軍に派遣し，宣

伝鼓動と組織工作をやってもらう２１」と指示している。 

典型的成功例は，1931 年 12 月に勃発した国民党第 26 路軍の寧都蜂起においてである。国

共合作時期，鄧小平など共産党員が所属していた 26 路軍には，共産党の組織がある程度残っ

ていた。劉振亜，趙博生（総指揮部参謀長）など共産党工作員は積極的に工作を展開し，12 月
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14 日午後蜂起した。1．7 万人の兵士が２万件以上の武器を携帯して紅軍に入隊し，紅一方面

軍第５軍団に編入された２２。 

 

（４）統一戦線を通じての敵軍工作 

1934 年 10 月から 1936 年 10 月までの長征を終えた紅軍の兵力は激減した。陝西省北部に着

いた紅軍が対峙したのは，宜川，韓城，白水一帯の楊虎城西北軍と延安，甘泉，洛川，鄜県一

帯の張学良東北軍である。当時，日本の中国侵入に対抗すべく，「抗日民族統一戦線」を呼び

かけながら，国民党軍向けの宣伝工作を展開した。 

張学良の東北軍の兵士の多くは東北地域の出身で，当時中国東北地区は日本軍に占領さ

れていた。1936 年 1 月 25 日に毛沢東，周恩来などが『紅軍は東北軍と連携して抗日することに

ついて，東北軍全体への手紙』を発表し，その中に，東北軍は紅軍を攻撃すべきではなく，東北

軍と連携し直接日本帝国主義者と作戦行動を執るべきと主張していた２３。同年４月，周恩来を責

任者とする「中共中央東北軍工作委員会」が発足した。６月20日に発表した『東北軍に対する工

作の指導原則』には，「東北軍を抗日させることは我々の基本方針」としている。東北軍向けの工

作の目標は，「東北軍を瓦解・分裂させることではなく」，「抗日勢力にさせることである。」「東北

軍を紅軍にすることでもなく」，「紅軍の友軍にすることである２４」とある。 

共産党は蒋介石の「不抵抗政策」を批判しながら，東北軍向けの宣伝活動を積極的に展開し

た。まず，紅軍兵士を教育し，紅軍を強い統一戦線工作隊とした。当時の紅軍兵士のスローガン

には，「東北軍は紅軍と戦わない，行軍も東北軍と戦わない。」「中国人と中国人は戦わない。」

「内戦を止めて，一致抗日しよう」などがある。第２に，捕虜政策が叫ばれた。捕虜に向けても，蒋

介石の政策への批判と共産党と合同抗日政策を宣伝していた。第３に，毛沢東，周恩来など共

産党の指導者が自ら東北軍の高級将校向けの説得工作を積極的に行った２５。1936 年４月９日

に延安で行われた周恩来と張学良の間の会談はよく知られている。楊虎城の西北軍向けの宣

伝活動も同様に展開された。 

それらの工作は，「西安事変」と第２次国共合作ともつながっていると考えられる。 

 

2.1.4 日中戦争期の敵軍工作 

 

 日中戦争期における敵軍工作は，敵軍，偽軍という２つの部分からなっている。中国共産党が

言う「敵軍」は日本軍のことを指し，「偽軍」は日本軍に協力する中国軍のことである。抗日する国

民党軍は「友軍」とされている。 

 第２次国共合作によって，1937 年８月 25 日，紅軍は主に国民革命軍第八路軍（八路軍）と新

編第四軍（新四軍）に改編された。1937年８月1日，中国共産党中央組織部が出した『改編後党

と政治機関の組織問題についての決定』では，政治工作について，「師以上の軍隊では政治部

を設置し，団には政治処，営には政治教導員，連には政治指導員を設置する」とある。政治機関
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の部門には，組織部，宣伝教育部，民運指導部，敵軍工作部が設置されていた２６。 

 1937 年 10 月 10 日，中共中央軍事委員会総政治部は延安で成立され，任弼時が主任に，傅

鐘が副主任に就任した。総政治部の機関と責任者は次の通りである。組織部（部長方強，副部

長胡耀邦），統戦部（部長王若飛[兼]）），宣伝部（部長蕭向栄），敵軍工作部（部長李楚离，政

委王学文），編訳局（局長曽涌泉）２７。総政治部の工作は極めて重視されていた。主任の任弼時

がソ連へ行ったときには毛沢東がその主任を兼任した。 

1938 年 12 月，『国民革命軍第 18 集団軍２８政治工作暫定条例（草案）』が公表され，政治工作

の３つの主要な任務として規定された。それぞれ「（１）戦闘の勝利のため，部隊の戦闘力を強化

し高めること。（２）軍隊と群衆の緊密な関係を保障し，民衆を抗戦参加するように動員すること。

（３）敵軍を瓦解させる工作を行い，敵軍兵士を勝ち取り共同で侵略戦争を反対する２９」である。

敵軍工作が強調されたことが窺える。当時は第２次国共合作の時期なので，「敵軍」とは日本軍

と偽軍のことだと考えられる。 

 

（1）国民党軍に対する政策 

共産党は国民党軍を「友軍」，「中間派」，「頑固派」という３つの部分に分けて対応していた。 

「友軍」 

第２次国共合作の進展につれ，共産党軍と国民党軍の関係も大分改善された。1937 年 10 月

４日，毛沢東は，朱徳，彭徳懐と八路軍政治部主任である任弼時に宛てた電報において，友軍

政策を強く要請している。「彼らには慇懃愛護の意を表し，軽視，無視，皮肉，無関心及び彼ら

を危険な地位に置くなどの間違った態度を厳しく戒める」。「彼らを紅軍と一致団結させ，心から

紅軍の周囲に糾合させる３０」と指示している。1937 年 11 月９日，八路軍第 120 師責任者賀龍な

どが毛沢東に『友軍統一戦線についての提案』において，「友軍」との協力関係を強化しようとい

う努力が強調された。「友軍駐在地及びその周辺での活動は，友軍と相談して行う」「臨時政権

は友軍の参加も狙う」「友軍駐在地及びその周辺で漢奸審判は，友軍の参加を積極的に実現さ

せ，合同審理を行う。」「これらの活動を通じて，八路軍の政治影響を強める３１。」などがその内容

である。1937 年 12 月 24 日，毛沢東，譚政などの名義で発布された命令では，「友軍区域内で

は統一戦線原則を堅持すべき」とし，「友軍との摩擦」は「抗日の団結に影響を与える」可能性が

あり，「摩擦を減少」すべきだと指示している。さらに「友党友軍と地方当局の一部の弱点につい

て，善意を持って批評と建議を与え，皮肉と風刺は避けるべきだ」。「友軍の英勇抗戦と犠牲精

神に対して，賞賛を与えるべきだ」３２と具体的に指示している。1938 年 10 月 12 日，毛沢東が書

いた『抗日民族戦争と抗日民族統一戦線発展の新段階』において，「抗日に参加する友軍は大

きければ大きいほど良い。共産党の発展と進歩だけでは，日本帝国主義を撃退することは不可

能である３３」と指摘している。1939 年６月，総政治部から『友軍向け連絡工作を展開する訓令』が

出された。「各部隊はすべての機会を利用し，友軍と連絡をし，彼らに前進させる。」「過去の同

窓関係，同僚関係を利用し，手紙のやり取りで連絡し，思想上，政治上で彼らを影響することを
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狙う３４。」それと同時に，共産党が出版した新聞，雑誌，抗日教科書などを友軍に送る工作，新

年のとき年賀状を友軍に送る工作なども積極的に展開された３５。 

 

「中間派」 

国民党軍隊の一部は，反共には積極的ではなく，中立的な態度をとっている。それらの国民

党の軍隊のことを「中間派」という。1940 年４月 12 日，毛沢東は中央軍委のために書いた『中間

派に対する方針についての指示』で，「大局を念頭におき，友情を維持する」方針を決めた。中

間派に対して，「直接人を派遣し，または間接に人に頼んで，手紙を出したり，ビラを撒いたり，

彼らと摩擦を起こす意思が全くないことを示す。」３６「『すべての中国同胞と中国友軍が団結して

抗日救国しよう』，『内戦を反対し，中国人同士が殺しあうことを反対しよう』などのスローガンは，

依然として思想上反共軍隊を瓦解するにも友軍の同情を勝ち取るにも有力な武器である」と指

摘している。「同時に，『漢奸部隊』，『頑軍』などの批判的なスローガンの乱用はぜひとも避けね

ばならぬ。過去の経験によると，これらのスローガンの乱用は，逆に反共軍隊の反感と団結を増

やしてしまう３７」とも指摘し，「中間派」向けの宣伝活動の具体的な注意点も指摘している。 

1940 年３月 25 日，毛沢東が『反摩擦闘争の中の統戦工作についての指示』で，「頑固派の攻

撃を反対する闘争では，頑固派や偽軍がまだ漢奸になっていない段階では，日本軍への投降

行為また漢奸行為を外部に宣伝をしたり，国民党に報告することは，不適切である。」「公然と偽

軍に転換した者または公然と投降した者を除いて，特定の人物を漢奸だと断定することを禁ず

る」。「簡単にレッテルを張ることは決してしてはいけない３８」と強調し，「中間派」を獲得する狙い

を見せている。 

 

「頑固派」 

「我々を敵視し，我々と摩擦を起こし，抗日せずに反共だけをする勢力に対して，我々も鋭く

対立し，決然として闘争をする３９。」1939 年１月，国民党５中全会の開催後，国共関係が悪化し

始めた。各地で国民党軍と共産党軍の摩擦や対立起こっていた。1939 年６月，総政治部から

『友軍向け連絡工作を展開する訓令』が出された。その中に，「準漢奸部隊，つまりその首領が

すでに日本軍とつながって，明らかに投降する決意のある部隊に対して，われわれは厳格な秘

密工作の方式で，その首領が投降しようとするときに蜂起を起こしその部隊を瓦解させる４０」と指

摘している。 

日本軍の傀儡組織（漢奸勢力・偽軍）に対しても，「２分法」政策で相手を瓦解させる狙いがあ

った。1939 年５月に発表された譚政の論文には，敵が頼っている漢奸勢力を瓦解させ，偽組織

の統制能力を減退させ，民衆統制を弱体化させる政策が強調されている。「偽組織内部の上層

と下層の違いがあり，さんざん悪事を働く首領と脅迫され従った者を，区分して見るべきであり，

違う方針をとり，違う態度で扱うべきである」。さらに，「大小漢奸は皆同様だ」，一律に「赦免せず

に殺す」という方法は，非常に誤っていると述べている。「そうやっていくと，追い詰められてやむ



 
 
50

を得ず反抗することになり，日本帝国主義者のために力を尽くすことになるに違いない。しかし，

我々の基本的な目的は，偽組織の存在及び統制を粉砕・破壊し，敵の手下・手先を取り除き，

敵を孤立させることである。したがって，瓦解させる方針は，この目的のためである。この目的を

無視して偽組織に対する政策を執る危険性，及びそれにより予想される悪い結果は，想像を超

えている４１」と指摘している。 

1940 年 10 月 18 日，中共中央が『反共捕虜を優待する問題にいついての指示』で次のように

規定している。「国内のすべての反共派が我々を攻撃した場合，捕虜となった士官と兵士，偵察

員，特務，叛徒分子に対して，どんなに反動で極悪非道であっても，原則的には一律殺害しな

い。この政策は反共派を孤立・瓦解させる も良い方法である。全党全軍の全員に知らせるべき

だ４２。」 

 

（２）日本軍に対する政策 

1937 年７月７日から日中戦争が勃発までの間で八路軍が「日本軍向けの政治工作」の重要性

を強調したのは，1937 年 10 月６日の『日本軍向けの政治工作を展開させる指示』が初めてであ

った。指示の内容は，「平型関戦闘及び遊撃部隊の経験により，日敵は殺されても投降しない。

その原因は，民族的障壁と日本軍閥の瞞着にはあるが，しかし，今までの中国軍は敵軍政治工

作を行っていないばかりか，残虐な手段で捕虜を扱ってきたことも，敵が殺されても投降しない

重要な原因であろう。そのため，敵軍向けの政治瓦解工作を開始し，敵軍の戦力を弱めること

は，現在の政治工作の重要な任務である４３」とある。1945 年４月 24 日に発表した『抗日戦争にお

ける２つの路線』において，毛沢東は軍隊政治工作の任務をまとめた。「その任務は，我が軍を

団結させ，友軍を団結し，人民を団結し，敵軍を瓦解し，戦闘の勝利を保証するために闘争する

ことである４４」と指摘している。 

1938 年１月，周恩来が『抗戦軍隊の政治工作』を公表し，毛と共通する政治工作の論調を公

開した。周は「軍隊の政治工作」，「民衆の政治工作」，「敵軍の政治工作」のと３つの部分に分け

て政治工作を論述した。具体的指示として「常に敵軍向けの宣伝煽動工作を行う。」「前線で敵

軍へ投降呼びかけ，ビラを散布し，敵を動揺させる。」「捕虜虐待を極力に禁ずる。優待，教育，

釈明を受けた捕虜を釈放し戻す４５」などがある。1938 年２月，周恩来は国民政府軍事委員会政

治部副部長に就任した。 

朱徳は 1938 年初頭に『論遊撃戦争』で政治工作を「政治戦争」と位置づけ，日本軍向けの宣

伝工作について，「政治戦争の第３の要点は，敵軍を瓦解することである。」「遊撃隊は様々な方

法で，たとえばビラを敵軍の中に散布する方法や，通じる言語で呼びかける方法，偽軍の中の

親類と友人に連絡するなどの方法で，敵軍の嘘の政治宣伝を暴露させる。中国侵略は彼らの利

益にとっては無益で有害であることを明らかに示す。彼らは敵である日本軍閥を助けて，友を攻

撃していることを分からせる。我々の抗日自衛の政治意義を分からせる。彼らは戦勝したとして

も，苦難の現状は変わらないことを説明する。革命的敗北主義を使い，つまり銃口の向きを変え
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日本軍閥と漢奸と戦ってはじめて自分の解放が実現できることを彼らに説明する４６」などの具体

的指示を出している。 

兵器と宣伝という２つの武器で敵と戦う方針を共産党軍隊は採っていた。1942 年 1 月 1 日に

八路軍総部が『全体指揮官と政治工作人員への手紙』では，「積極的に敵軍偽軍，及び敵軍占

領区人民群衆向けの工作を展開する。すべての抗日軍人が武装戦闘員だけではく，武装宣伝

員にもなる。兵器で敵を消滅することに長じているだけでなく，宣伝で敵を瓦解することにも長じ

ているようにする４７。」 

 

（３） 日本軍占領区におけるプロパガンダ工作 

1941 年３月 30 日から４月３日までの「第１次治安強化運動」，７月７日から９月８日までの「第２

次治安強化運動」，11 月１日から 12 月 25 日までの「第３次治安強化運動」においては，共産党

軍が「敵進我進」，「敵の後方に進軍する」方針を取り，日本軍占領区に武装工作隊を派遣し，

宣伝攻勢を展開し，偽軍向けの宣伝，瓦解工作を展開した。たとえば，第 129 師団が 59 の武装

宣伝隊を出動させ，敵軍占領区において 50 万以上の宣伝資料を使って宣伝活動を展開した。

晋察冀軍区が敵軍工作部，偵察分隊，各県公安局及び遊撃隊を武装宣伝隊に組織し，日本軍

の別働隊を主な目標として活動していた４８。1942 年１月，中央華北局が武装工作隊を広範囲に

設置する決定をし，任務を決めている。決定された５つの任務は，１，日本軍と偽軍向けの宣伝

戦を展開する。２，敵軍占領区の群衆工作を展開し，秘密武装を発展する。３，日本軍と偽軍の

下層工作を展開する。４，敵を打撃し，漢奸を取り除く。５，交通の援護と経済戦４９である。 

 盧耀武と劉国霖が 1989 年 10 月に書いた『129 師団の政治工作』によると，武装工作隊の主な

メンバーは 1942 年の抗日軍政大学６分校卒業生によって編成されていた。武装工作隊による政

治工作の主な活動は，日本軍占領区に小人数の武装宣伝隊を派遣し，座談会や群衆集会など

の方式で，「日本必敗，中国必勝」を宣伝し，いかに敵軍を騙し，漢奸を打撃するかも宣伝され

た。日本反戦連盟とも協力し合っていた５０。冀南武装工作隊は 1943 年３月に成立し，日本軍占

領区での破壊，瓦解活動を展開した５１。この時期の変装宣伝は注目される。 
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2.2 共産党内の「知日派」と敵軍工作 

 

清末から多くの若い中国人留学生が日本に渡った。中国で革命を起こした政治家・軍事

家・文学者の多くは，日本留学経験のある人である。中でも蒋介石，陳独秀，李大釗，周

恩来，郭沫若などが有名である。さらに中国共産党第１回全国代表大会代表には李達，李

漢俊，董必武，周仏海などの日本留学経験者がいた１。 

ここでいう「知日派」とは，日本に留学，また訪問した経験があり，日本の文化や一般

の人々の考えをある程度理解している人のことである。本節では，1937 年から 1945 年ま

での日中戦争期において，中国共産党の敵軍工作部で活躍していた「知日派」を中心に，

中国共産党の指導層の「日本観」について分析する。その「知日派」のほとんどは，日本

で長年留学し，日本のことを深く理解している人々であり，日中戦争期において共産党の

軍隊で日本人捕虜を扱い，敵情研究や日本軍向けプロパガンダ工作などに従事していた

人々でもある。 

日中戦争期において，中国共産党は，日本軍を瓦解させるために多くの「知日派」の人

材を活用しようとした。1937 年 10 月６日に総政治部が出した『八路軍総政治部が日本軍

向け政治工作を展開する指示』には敵軍工作幹部の充実と日本留学経験者の活用を強調

し，「各師団の敵軍工作部の工作は腕利きの幹部が主宰し，適切な工作員を配属すべきで

ある。各部はそれぞれ日本語のわかる幹部や兵士を各連隊にそれぞれ２人，旅団に１人，

師団に２，３人を配属すべきである。これらの工作員のほとんどは，日本留学から帰国し

た愛国青年でなければならない。政治上と工作能力の面で積極的に育成し，敵軍工作の優

秀幹部にさせ，創造力と自主性を発揮させるべきである２」としている。 

1937 年日中戦争の勃発につれ，多くの在日中国人留学生が帰国することになり，国民

党または共産党の軍隊に入った人も多くいた。日本の国情と日本人の考えをよく知り，日

本語が堪能である「知日派」の多くは敵軍工作，日本軍向けのプロパガンダ工作および日

本人捕虜の教育に従事していた。1937 年から 1945 年までの日中戦争期における中国軍の

対日工作とその政策設定を見るとき，これらの「知日派」の働きは注目に値する。 

 

2.2.1 敵軍工作に携わった「知日派」の代表人物 
 

（１）王学文 

 

日中戦争期において八路軍総政治部敵軍工作部長をつとめた王学文（1895－1985）は，

日本留学経験のある１人である。王学文の元の名前は王守椿であり，江蘇省徐州で生まれ
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た３。1910 年から 1927 年までの間に，前後して東京同文書院，第一高等学校予科，金沢

第四高等学校，京都帝国大学経済学部及び大学院で学んだ。その回想録によると，1911

年，「同文書院で２年間勉強したが，ちょうど孫中山先生が指導した辛亥革命が勃発し，

中国最後の封建王朝政府が打倒された。わたしはすぐに帰国し，約１年滞在してまた東京

に戻った。」1927 年になると，「国内から周恩来，朱徳，賀竜らの同志が南昌で蜂起し，

南下して汕頭を占領したニュースが入ってきた。そこでふたたび帰国することにした４。」

合計 16 年程度日本で生活していた王学文は，1937 年から延安にある中共中央党校で教鞭

を執った。1940 年から中央軍委総政治部敵軍工作部部長となり，対日本軍プロパガンダ

工作と日本人捕虜の教育に従事していた５。 

 

 

1915 年に金沢で撮った王学文と夫人の写真
６。 

 

（２）張香山 

日中戦争期において，長期にわたって共産党の敵軍工作に従事していた張香山（1914

－2009）は，浙江省の出身で，1933 年 10 月から 1937 年４月まで日本に留学していた７。

東京高等師範での留学を終え，帰国した張香山は 1937 年に八路軍に入隊し，1938 年に中

国共産党に入党した。日中戦争期において，八路軍 129 師団の敵軍工作部副部長，太行軍

区敵軍工作部部長，晋冀魯豫軍区敵軍工作部部長などを歴任した８。日本で身につけた日

本語能力と日本人の心への理解は，その後の敵軍工作に大きく生かされた。八路軍の捕虜

となった香川孝志の回想によると，捕虜となったばかりのとき，張香山に日本語で「安心

しなさい。われわれ八路軍は捕虜を殺さない」と言われ，心が落ち着いたという９。同じ

く八路軍の捕虜となった前田光繁の回想によると，捕虜になったら，10 日間ほど張香山

と同居生活が続いた。その間張香山は正面から意見をぶつけるのをなるべく避けて，1933

年から 1937 年まで日本に留学したころの話や，日本での政治活動や中国に強制送還され

たことなどを語った１０。日本留学の経験は，張香山にとって日本人捕虜と交流する共通

の話題を提供してくれた。日本留学で経験したことの共有を通じて，日本人捕虜の反感・

不安感を解消することができたと言えよう。2000 年，日本で過ごした美しい青春時代を
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記録する『回首東瀛』が出版され，桜，箱根，筑波山，武蔵野など，「東京で過ごした青

春時代」の美しい思い出が書かれている１１。 

 

 

1935 年，同級生と筑波山に登る。左端は張香山１２。 

 

（３）趙安博 

長期にわたって八路軍の敵軍工作に従事していた趙安博（1915－1999）は，浙江省生ま

れで，1934 年秋に日本に留学し，1935 年春から 1937 年７月まで第一高等学校に在学し，

1937 年に帰国して八路軍に入隊した１３。1982 年に出版された回想録には，恩師である松

本亀次郎先生に対する敬意を示している。「東亜高等予備校の松本亀次郎先生は，ながく

日中文化の交流に尽力してきた学者だった」という。1935 年春，趙安博は第一高等学校

（今の東京大学教養学部）に入った。当時，ドイツ語を教えてくれた片山敏彦先生のこと

を回想し，「当時，中日関係は日一日と悪化の途をたどりつつあったが，先生は中国学生

にとても友好的で，民族的差別などいささかもなく，講義の態度もしごく真面目であっ

た」，「しかし，あの頃日一日と猖獗を極め始めた軍国主義には，ひじょうな反感をもっ

ていた。その後，日本が中国への侵略戦争をすすめるようになると，先生は一高教授の職

を決然となげだされ，芸術的抵抗の立場に移った。先生のこうした高尚な人柄には，今考

えてもまったく頭のさがる思いがする１４」と述べている。 

 

第一高等学校に在学した当時の趙安博の写真（1936 年）１５。 

 

回想録によると，「一高在学中，わたしは，日本軍国主義が中国侵略に拍車をかけるに

したがい，中日両国の関係が日増しに悪化してくるのを，身をもって感じた。中国の留学
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生が日本で勉強しつづけるのもむずかしくなってきた。――このような状況のもとでは，

これ以上勉強はつづけられないし，たとえあとで大学に入れたとしても，卒業までもって

いくのは並大抵のことではない。それに，学費や下宿代の仕送りもいつまでつづくかわか

らない。わたしは，さらに進学しようというそれまでの計画を中止し，1937 年７月，盧

溝橋事変が起きてまもなく，東京での学生生活に別れをつげて祖国へ帰った１６。」 

趙安博は日中戦争期において，敵軍工作部と延安日本工農学校で野坂参三の助手とし

て，日本人捕虜教育，日本軍向けのプロパガンダ工作などの分野で活躍していた。 

 

（４）林植夫 

 

林植夫（1891－1965）は福建省の出身で，1906 年から日本に留学し，孫文が作った「同

盟会」に加盟した。1920 年に東京帝国大学農学部林学科を卒業した。1933 年，彼の翻訳

した河上肇の『資本主義経済学之歴史的発展』が商務印書館から出版された１７。1938 年

に新四軍に入隊し，1941 年まで新四軍政治部敵軍工作部部長をつとめ，日本人捕虜教育

や日本軍向けのプロパガンダ工作などに従事していた１８。タイの華僑で，日本留学経験

のある陳子谷は新四軍の敵軍工作部門で活動していた。新四軍２支隊で兵士に日本語のス

ローガンを教えていた。1939 年に中国共産党に入党し，新四軍新６団政治処敵軍工作股

の股長をつとめた１９。陳子谷の回想によると，当時，共産党員ではないと，軍隊の正式

幹部になるのが困難だった。同盟会会員であった林植夫は，国民党中央委員でもあったの

で，中国共産党に入党する手続きは，共産党中央委員会の批准が必要だった。日本人捕虜

がいなかった 1939 年以前は，新四軍の敵軍工作の日本語スローガンは，林植夫によって

作られた２０。1941 年皖南事変で国民党の捕虜となったが，日本留学時代に蒋介石，宋美

齢と面識があり，共産党に入党しなかったこともあり，処刑は免れた２１。 

 

（５）李初梨と李亜農兄弟 

 

李初梨（1900－1994）と李亜農（1906－1962）は兄弟であり，ともに日本留学経験があ

り，しかも共産党軍隊で敵軍工作に従事していた。李初梨（３男）は，1915 年に日本に

留学し，1916 年にまた 10 歳だった李亜農（４男）を連れて日本留学をさせた。日中戦争

期において，李初梨は総政治部敵軍工作部副部長をつとめ，李亜農は新四軍敵軍工作部副

部長として活躍した。 

李初梨は四川省江津の出身で，1915 年に日本での留学を始めた。東京高等工業学校・

京都帝国大学で学業にいそしんだ。日本で中国の左翼作家の成仿吾，田漢らと頻繁に接触

し，マルクス主義に出会った。1927 年に帰国し，左翼文学組織「創造社」に参加した。

1928 年に上海で中国共産党に入党し，1937 年に延安で新華社社長，『新中華報』編集長
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などを歴任した２２。1940 年から，中共中央南方工作委員会秘書，軍委総政治部敵軍工作

部副部長，部長などを歴任した２３。延安の日本工農学校の日本人捕虜教育にも，李初梨

は敵軍工作部の副部長として積極的に参加した２４。 

李亜農は日中戦争期で新四軍敵軍工作部副部長として，日本人捕虜への教育工作に従事

していた。1916 年から日本に留学し始め，小学校の課程を終え，東京第一高等学校の予

科に入り，その後，京都第三高等学校に入学した。1927 年に京都帝国大学文学部に入学

し，「社会科学研究会」を組織した。1927 年に京都大学で中国共産党に入党した２５。そ

の後，李亜農は「留日反帝同盟」の組織で活動し，1929 年に日本警察に逮捕され，３年

間刑務所に収監された。1932 年に 16 年間の日本留学を終え帰国した。1941 年に蘇北抗日

根拠地に入り，新四軍政治部敵軍工作部副部長などを歴任した。建国後，上海歴史研究所

所長，上海史学会会長などを歴任し，歴史学者として知られるようになった２６。 

1941 年冬，李亜農が新四軍に入ったとき，新四軍にはすでに多くの日本人捕虜がいた。

新四軍の軍長であった陳毅は李亜農を敵軍工作部副部長に任命した２７。1942 年に新四軍

敵軍工作部部長をつとめた劉貫一の回想によると，李亜農副部長は日本に留学したことが

あり，日本語が堪能で，日本人反戦同盟と朝鮮解放同盟の支部の工作は，李亜農が担当し

た。李亜農は日本人捕虜と交友を結び，一緒に日本語の本やマルクスの著作で学習した

２８。1942 年，華中局の『新華報』の編集長をつとめた陳修良の回想によると，「新四軍

敵軍工作部副部長だった李亜農がよく編集部に来ていた。李亜農が流暢な日本語で日本人

捕虜を教育していた２９」とのことである。 

 

2.2.2 共産党指導層と日本のつながり 
 

前述したとおり，日中戦争期において，中国共産党の敵軍工作部などの部署には，多く

の日本留学経験のある「知日派」が活躍していた。共産党指導層においても，「知日派」

の姿もあった。ここでは，毛沢東の日本観に触れながら，周恩来，徐特立，董必武，林伯

渠，呉玉章などの「知日派」を考察する。 

 

（１）「延安留日同窓会」の結成 

 

1941 年９月１日，延安留日同窓会が結成された。結成大会に 80 名の会員が出席し，呉

玉章，王学文，何敬思，李初梨，趙安博，江右書などがそのメンバーとなった。日本人反

戦同盟，日本工農学校の代表である松本敏夫が挨拶に立った。大会の席上で日本語図書館

の設立が決まった。 

1942 年２月 17 日，延安留日同窓会が日本工農学校の学生を招待し，交歓会を行った。

65 歳の呉玉章は 1903 年に日本で留学し，1925 年に中国共産党に入党，1939 年から延安
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魯迅芸術学院院長，延安大学学長などを歴任した。呉玉章は交歓会で，「日本に留学して

いる多くの中国人学生は，いつも日本人民と交流し，日本人民から真の友情と愛情を得て，

頼れる保護と援助を得ている。我々は日本でマルクスレーニン主義を勉強し始めたのであ

る。日本から大量の書籍と貴重な資料を入手している３０」と挨拶した。 

 

（２）「知日派」としての「延安五老」 

 

「延安五老」とは，日中戦争期において，延安にいた徐特立，董必武，林伯渠，呉玉章，

謝覚哉という５人の共産党長老のことである。1940 年１月 15 日，延安で「呉玉章同志 60

歳祝賀会」が開かれ，毛沢東が演説した。演説の中で，毛沢東は，「呉老，林老，徐老，

董老，謝老は青年に好かれている」と強調し，この５人のことを高く評価した３１。これ

を機に，中国共産党の歴史の中で，「延安五老」はよく知られるようになった。 

毛沢東の若い時代の先生であった徐特立（1877－1968 年）は何度も日本を訪問したこ

とがある。1913 年から 1919 年まで，徐特立は湖南省第一師範学校で教鞭を執っていたと

き，毛沢東が同学校で勉強していた３２。1910 年７月から 10 月の間，徐特立が小学校教育

を考察するために日本に滞在した３３。1927 年中国共産党に入党した後，南昌蜂起，長征

などに参加。1937 年後，八路軍湖南弁事処の代表をつとめ，長沙で活動していた。1940

年８月に延安に戻り，中央宣伝部副部長，自然科学研究院院長などを歴任した。延安に駐

在していたソ連記者も「徐特立は延安で最も尊敬される１人である」，「毛沢東はこの以

前の先生を深く尊敬している」と記載している３４。1937 年１月，徐特立 60 歳のとき，徐

先生は「今までの 20 年において私の先生であった。現在でも私の先生で，将来でも私の

先生である３５」と毛沢東が強調し，徐特立に対する敬意を表していた。日中戦争期にお

いて，延安にいた徐特立は，八路軍の高級参議をつとめて，毛沢東や共産党の対日政策に

影響を与えたと考えられる。 

董必武（1886－1975）は湖北省の出身で，1911 年に辛亥革命に参加，同年同盟会に入

会した。1914 年，東京にある私立日本大学に入学した。1915 年から 1916 年まで反袁世凱

運動に参加するために帰国。1916 年再び渡日し，1918 年まで滞在した。1921 年７月に中

国共産党第１回全国代表大会に出席した。日中戦争期において，中共中央党校校長，陝甘

寧辺区政府代理主席などを歴任した３６。 

林伯渠（1886－1960）は湖南省の出身で，1904 年に日本東京弘文学校で留学し，1905

年 11 月に帰国した。1913 年に再び日本に渡り，孫文の中華革命党に入党した。1921 年に

上海共産主義小組に入った。陝甘寧辺区政府代理主席などを歴任し，共産党の統一戦線工

作に大きく貢献した３７。 

呉玉章（1878－1966）は四川省の出身で，1903 年に日本の東京成城学校に入学し，1906

年同盟会に入会し，８年間日本にいた。1925 年に中国共産党に入党し，1938 年にソ連か
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ら帰国し，魯迅芸術学院院長，延安大学学長などを歴任した３８。 

「延安五老」の中で，訪日乃至は留学の経験がなかったのは，謝覚哉だけだった。徐特

立は日本で小学校教育の考察をした経験を持ち，董必武，林伯渠，呉玉章は長く日本に留

学した経験を持つ。 

 

（３）周恩来と日本のつながり 

 

周恩来は日本留学経験のある中国共産党の指導者として知られている。1917 年９月に

日本に留学し，1919 年４月５日に，帰国を前にした周恩来は京都の嵐山を散策し，『雨

中嵐山』を書き残している３９。日本滞在中，周恩来は日本社会をつぶさに観察した。1918

年３月９日，周恩来は日比谷公園を散策し，公園で活動している日本人の男女の学生が花

草を植えて遊ぶ姿を見て感動した。当日の日記に，「中国人が口を開けば『東洋（日本）

は襤褸の邦』というが，よく考えれば，日本はどうして襤褸であろう。おそらく中国人が

いささかふがいないのだ」。「日本の国民が中国人を軽蔑するのも不思議ではないし，日

本人の知識は実に子どものころから鍛えあげられたものなのだ。中国人は一知半解であ

り，どうして事理に精通しているといえよう」と記している４０。日本でこの眼で日本人

の姿を見た周恩来には，日本を理性的に見る日本観があっただろう。 

国共合作の時期において，周恩来は国民政府軍事委員会政治部副主任に就任し，プロパ

ガンダ工作を担当する「三庁」を通じて対日本軍のプロパガンダ活動を行っていた。中華

人民共和国建国後の 20 世紀 50 年代における日中交流と中国の対日政策においても，周恩

来の日本観の影響があったと考えられる。 

 

（４）毛沢東と日本のつながり 

 

1936 年６月から 10 月にかけて，アメリカ記者であるエドガー・スノーが毛沢東を取材

し，『中国の赤い星』を出版した。中で毛沢東の若いころのことを詳しく紹介されている。

それによると，16 歳だった毛沢東が湘潭にある新式学堂に通っていた。学堂の教師の一

人に日本から帰ってきた留学生がおり，「仮洋鬼子」と呼ばれていた。毛沢東の回想によ

ると，「生徒の多くは，『仮洋鬼子』の他人と異なる辮髪のためにかれを好かなかったが，

私はかれが日本のことを話すのを聞くのが好きだった。」この先生から，日本の歌も教わ

って，「そのころ私は日本の美を知り，感じ，ロシアにたいする日本の勝利のこの歌のな

かに日本の誇りと力の何物かを感じた。野蛮な日本――私たちがこんにち知っている日本

――もあったことは思いもよらなかった４１。」そのなかから，当時の毛沢東が日本に対

する敬意を覗くことができる。 

中国共産党の創立は陳独秀などの「知日派」の留日経験と深く関連している。毛沢東は
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スノーの『中国の赤い星』の中では次のように陳独秀から受けた影響を述べている。「私

は 1919 年に２度目に上海に行った。そこで私はふたたび陳独秀にあった。最初は北平で

私が国立北京大学にいたときにかれにあったのだが，かれはおそらくほかの誰よりも私に

大きな影響を与えた４２。」 

1917 年春，宮崎滔天が黄興の追悼式に出席するために長沙に足を運んだ。湖南省立第

一師範学校で勉強している毛沢東が宮崎滔天に手紙を出し，その後，宮崎滔天が毛沢東に

会い，第一師範大学で演説した４３。 

日中戦争期において，毛沢東は日本を研究する重要性を強調し，共産党の敵情研究を重

視する姿勢を見せている。1943 年３月 15 日に毛沢東の野坂参三宛の手紙に，「私は日本

の革命史について詳しくはないが，しかし非常に知りたいのだ。また，中国の党の幹部た

ちと党員たちにも，日本革命の史実を教える必要がある。そこであなたに，日本革命の史

料を多く書いて，『解放』に発表してくださるよう提案する。ご考慮してくださるようお

願いする４４」と提案している。毛沢東の日本への関心が窺える。 

 

2.2.3 「知日派」と中国共産党の対日政策 

 

（１）「知日派」の共産党入党 

日本で留学経験をもつ多くの者は，日中戦争期において共産党および八路軍・新四軍で

活動していたが，これらの「知日派」たちはなぜ中国共産党に入党したのかについては，

それぞれの出身と留学時期によって違うが，全体から見れば次の２つの理由が挙げられる

だろう。 

第１の理由は，日本が共産主義思想の情報源であり，中国共産党の日本での働きかけが

あったことである。多くの青年は日本にきて初めてマルクス主義と出会い，共産党の勧誘

を受けて左翼組織または共産党に参加したのである。周知のとおり，中国共産党の創立と

マルクス主義関連の著作が中国にもたらされたことには，留学経験者が緊密に関与してい

る。中国共産党が創立される前に中国で出版された『共産党宣言』などのマルクス主義関

連の著作のほとんどは，留学生によって中国語に翻訳された。中国共産党の創立の背景に

も，陳独秀，李大釗など留日学生の努力があった。共産党が創立される前には，すでに８

つの共産主義小組が結成され，その１つは東京小組だった４５。1925 年ころから，在日中

国人留学生の間では『資本論』などマルクス主義の理論を研究する社会科学運動が盛んで

あった。1925 年から 1927 年までの間に，日本の中国共産党小支部にはわずか 10 名程度

の党員しかいなかったが，その後，支部はビラなどを通じて中国人留学生の入党を勧誘し

ていた４６。内務省警保局保安課外事係の極秘資料「中国共産党日本特別支部検挙事件」

によると，1928 年 10 月下旬に中国共産党日本特別支部が結成された。当時の資料による

と，215 名の被検挙者の中で，共産党員数は 82 名だった。中国共産党日本特別支部の活
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動のほとんどは隠密裏に行われた。支部は継続的・積極的に中国人留学生を対象として入

党勧誘活動を行った。共産党支部のほかに，中華留日社会科学研究連盟など共産党の周辺

組織もあった。特別支部の下には，明治大学支部・東亜予備校支部・成城学校支部など

11 の支部があり，党員のほとんどは各大学にいる中国人留学生だった４７。 

前出の王学文は 1925 年に京都大学の学部に在学中に，社会科学研究会に参加していた。

当時の社会科学研究会は半非合法の組織で，一部の活動は伏せられていた。。大学のマル

クス主義経済学者である河上肇の支持を得て活動していた。日本人メンバーの中には，の

ちに日本共産党に入党した人も多くいた４８。王学文は 1927 年に帰国した後も，共産主義

活動を行い，1927 年６月に中国共産党に入党した４９。 

日中戦争の勃発で，中国共産党はさらに国内外の民衆に対して，「抗日参加」を呼びか

けていた。1937 年 10 月６日に総政治部が出した『八路軍総政治部が日本軍向け政治工作

を展開する指示』には，「日本留学から帰国した愛国青年」の活用を呼びかけている。1937

年７月７日の盧溝橋事件後，在日中国人留学生の間に「帰国運動」が活発になり，７月７

日から２カ月弱の間においての帰国者は 4000 人を超えた。帰国後，国民政府の軍隊に入

隊した者もいれば，八路軍・新四軍に入隊した人もいた５０。 

第２の理由は，個人の政治理念・信条や顕在化しつつあった日本の中国侵略への怒りを

動機とするものである。多くの中国青年は，渡日する前または日本留学期間中にすでに共

産主義者の組織・集会に参加していた。張香山は日本に行く前の 1932 年にすでに天津で

中国左翼作家連盟に参加し，書記をつとめていた５１。渡日した後も，左翼文学活動を続

け，郭沫若など「中国左翼文学家」たちの集会に積極的に参加していた。その回想録によ

ると，「1934 年の冬から 1937 年の春にかけて，中国の民族危機が深刻になる一方，救国

運動も高まった。このような情勢の下で，わたしは，いっそう東京での中国左翼文学活動

に励んだ５２。」「東京にいるとき，わたしは郭沫若と知り合い，いろいろ教えを受けて

いた５３。」張香山は結局，政治活動を行ったという理由で 1937 年に中国に強制送還され

た。 

李亜農は，日本留学期間中の 1927 年に中国共産党に入党し，「留日反帝同盟」などの

組織で反日運動を行っていた。内務省警保局保安課外事係の極秘資料によると，日本で留

学していた中国共産党員である李亜農の活動は，日本内務省警保当局に把握されていた。

1929 年の資料によると，「日本反帝同盟組織セラレ中国留日反帝同盟ニ連絡ヲ申込ミ来

レルヲ以テ同盟ハ党員タル李亜農ヲ以テ連絡員トナシ共同ノ戦線ヲ張ルニ至レル５４。」

「中国共産党員李亜農ハ以来数次日本反帝同盟側ト協議シタル結果日本側ノ提案ニ依リ

九月一日国際無産青年日ヲ期トシタル５５」とある。1929 年７月 27 日，「留日反帝同盟」

代表大会が東京都杉並区馬橋 14 番地で開催され，李亜農は代表会議主席に選ばれ，さら

に宣伝部委員に任命された５６。1929 年に李亜農が日本警察に逮捕され，1932 年に帰国す

るまで３年間刑務所に収監された。 
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（２）日本人捕虜教育における「知日派」の活用 

 

日中戦争期に，中国共産党の「知日派」は，日本軍向けのプロパガンダ工作に大きく貢

献している。日中戦争勃発前の 1933 年３月下旬に，中国共産党吉東局が日本軍亀岡村１

旅団長の部隊に対して，プロパガンダ工作を行った。吉東局の書記は日本留学経験のある

童長栄であり，日本軍向けのプロパガンダ工作・瓦解工作を得意としていた。当時，日本

軍の通過する各地の木や電線柱にビラ・スローガンなどを貼った他，伊田助男という日本

兵士に共産党に向けて弾薬を送らせるなどの工作を行った５７。 

当時の対日本軍プロパガンダ工作を指導する童長栄は，1925 年から 1928 年かけて東京

帝国大学で在籍していた。帰国後，中国共産党上海滬東区委員会書記，河南省書記，大連

市書記などを歴任し，1931 年から東北の延辺で中国共産党東満特委書記をつとめ，1934

年に戦死した５８。童長栄は，『日本軍隊に告ぐ』などを通じて対日本軍向けのプロパガ

ンダ活動を展開した。それは日中戦争期における中国共産党の対日本軍プロパガンダ工作

と似たような性格を持っていた５９。 

1937 年に始まる日中戦争期においても，日本留学経験のある「知日派」は，敵軍工作

部などの部門で，対日プロパガンダ工作に従事した。前述した王学文，趙安博など代表的

な人物はもちろん，延安にある総政治部の敵軍工作部だけではなく，前線にある各師団・

旅団・連隊などにも，日本留学経験のある多くの「知日派」が送り込まれた。たとえば覚

醒連盟冀魯豫支部で活動していた水野靖夫の回想によると，八路軍 115 師団 343 旅団政治

部の敵軍工作部部長をつとめた李仁は，当時 30 歳前の青年で，早稲田大学に留学した経

験を持っていた６０。そのほか，新四軍政治部主任の袁国平が日本留学経験者である盛華，

符然，李特，黄波，王天祥，陳子谷などの人を各支隊に派遣し，敵軍工作に従事させた。

日本で舞踏を専攻していた呉暁邦も敵軍工作部で工作し始めたのである６１。早稲田大学

留学経験者である王星の回想によると，八路軍に入隊後，日本語を使う敵軍工作を担当し

ていたとのことである。しばらく敵軍工作科で仕事をしたあと，日本語ができる３人が同

じ部署にいるのは人材の浪費だということで，陳は政治部に残り，譚はほかの団へ，王星

もほかの団の政治部へ配置換えとなった６２。 

1939 年８月に山東省堂邑県大李荘の戦いで八路軍 129 師団の捕虜となった秋山良照の

回想によると，「当時わたしの通訳をしてくれ，中国語の教師になってくれた譚林夫は，

九州帝大をでた日本語の達者な青年」だったという。「友達になろう。敵は，こんな不幸

な戦争を始めた日本軍閥なんだから」といっていた６３。1941 年に八路軍の捕虜となった

和田真一の回想によると，「そまつな軍服をきたかれらのなかに日本の大学を出たものや，

なかに日本の陸士の副官部にいたものがあることを知って驚いた。敵軍工作部に働いてい

る甄科長は早稲田，方さんは法政大学にいたし，ベトナム人の呉さんは明大にいた」。あ
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とで敵軍工作部の副科長に就任した王岳石は「日本の陸士の副官部に学んだことがある

６４」と述べている。 

「知日派」の人々が実施した捕虜教育工作の多くは，日本人捕虜の考えをある程度変え，

彼らに一定の影響を与えた。日本人反戦組織で活躍していた前田光繁の回想によると，「私

たちが日常接する八路軍幹部がみな日本語の達者なインテリで，親切な人たちであった。

敵工部の蔡前部長は台湾籍の人，漆克昌科長は日本に留学した経験の持ち主。また江右書

幹事も陳幹事も，もと留日学生であった。このうち江右書氏は，のちに延安で敵軍工作幹

部訓練学校の教員となった６５。」日本人反戦組織で活躍していた古賀初美の回想による

と，1941 年捕虜となると，新四軍の蘇南第６縦隊に連れてこられた。明治大学出身の謝

敏という敵軍工作員が，古賀の世話係りとなった。日本語が堪能で，小林多喜二の日本語

の小説などを渡された。さらに，1941 年５月末か６月に蘇中第１師団に移動し，そこの

敵軍工作部部長も明治大学出身であり，敵軍工作部の工作員はほとんど日本留学の経験者

であった。さらに，10 月に新四軍第３師団に移動し，その敵軍工作部部長は一高出身の

廖一帆であった６６。廖一帆（1917－1995）は幼いときマレーシアで勉強し，1935 年から

東京第一高等学校に留学し，1937 年から延安に帰国した。その後，延安総政治部敵軍工

作訓練隊助教，新四軍敵軍工作幹事，敵軍工作科長などを歴任した６７。 

そのほかに，前出の野戦政治部の敵軍工作部部長の漆克昌と，敵軍工作部の工作員の陳

斐琴，唐平鋳，陳重，王星などはみんな日本留学経験のある人である６８。漆克昌及び張

香山，陳斐琴，江右書などの日本語に精通している工作員が，早期の捕虜に対して教育を

実施した６９。漆克昌（1910－1988）は四川省の出身で，1922 年に日本に留学し，東北帝

国大学経済学科で勉強していた。1928 年に中国共産党に入党し，1929 年に日本で逮捕さ

れ，1930 年に帰国。1930 年に上海で逮捕され，1935 年に山西の八路軍に入隊した。八路

軍野戦政治部敵軍工作部科長・副部長・部長などを歴任した７０。 

新四軍の捕虜となった香河正男の回想には，「敵工部にはほかに数人の幹部がいた。日

本の大学に留学したことのある陳辛人と鮑汗清，明大の留学生らしくのちに第３代駐日大

使となる宋之光，同じく明大留学生でのちに新四軍第１師団の敵工部長になる陳超寰，そ

れに早大の政経に留学した謝鎮軍。敵工部にはこれらの日本への留学生が持ち帰った日本

語の本がたくさんあるのに驚いた７１」とある。 

日本人捕虜体験者への聞き取り調査をした堀井弘一郎によると，「敵軍工作部幹部には，

八路軍側の王学文部長・李初梨副部長，新四軍側の林植夫部長・李亜農副部長をはじめ，

日本留学の経験があり日本語が堪能で，日本の文化や習慣，日本人の感性を知悉した逸材

が配されていたことも見逃すことができない要素であった。王学文は河上肇の弟子の１人

として京都帝大の大学院で学んでおり，李初梨と李亜農兄弟も京都帝大の留学生，林植夫

は熊本五高・東京帝大の卒業生であった。これまでほとんどその素顔が知られていなかっ

た林植夫が，『性格はきわめて温厚で話を諄々と説くタイプ』の穏やかな気性であった（藤



 
 
64

田証言）。李亜農についても，日本人を自宅によく招いて食事をご馳走してくれるような

人物だった（大和田証言）。石堂清倫氏が戦後大連で李と接触していたさいの印象として

『立派な人格者』，『文化人であり，何よりリベラルな性格』と回想していることとも符

合する。よく知られている工農学校副校長・趙安博氏，129 師敵工部長・趙香山氏なども

含め，屈辱と絶望におちいった日本人捕虜たちの前に立ち現れたのは，まさにそうした共

産党屈指の知日派知識人たちであった７２」とのことである。 

共産党部隊の中の「知日派」たちの専攻は，文学，哲学，芸術などそれぞれ違うが，日

本人への理解と日本語能力は最優先され，各レベルの日本軍向けの敵軍工作に当たった。

日本人捕虜の不安感を解消するには効果的だったと言える。 

 

（３）敵情研究における「知日派」の活用 

 

日中戦争において，中国共産党は日本と日本軍の状況を把握する「敵情研究」工作を重

視していた。日本の国内情勢，日本軍の状況に関する研究工作には，八路軍にいる日本人

のほか，多くの「知日派」も参加していた。 

1939 年１月 15 日に出版した『八路軍軍政雑誌』には，毛沢東執筆の「発刊辞」が掲載

された。その中には，「蒙偽軍向けの獲得工作の効果は大きかったが，もう一歩進めるべ

きである。ここで，敵偽軍のあらゆる情報の収集と研究は大変重要であるが，この面では

まだ不十分である７３」との指摘がある。 

1942 年９月９日付の『解放日報』には，敵情研究を強化する必要性が分析されている。

「われわれは一般的な手段しかない。敵軍を理解しない，敵軍を研究しない，という悪い

やり方を直さなければならない。敵を理解し，敵を研究するには，敵軍特務の工作手段と

敵の具体政策を対象に着手すべきである７４。」 

1943 年７月 13 日付の『解放日報』の報道によると，延安で開催された日本共産主義者

同盟結成 1周年記念大会において，岡野進は日本人反戦組織の盟員に対して３つの任務を

挙げた。第１は革命理論学習の強化。第２に，日本研究。第３に，共産党，八路軍，新四

軍の革命経験の学習。「われわれは本国の状況をしっかりと研究し，とくに日本資本主義

の弱点と勤労大衆の状況を研究する７５。」その後，岡野進が各地の反戦団体支部に手紙

を出し，敵情研究など日本反戦組織の３大任務を提唱した７６。 

中国共産党は日中戦争期において，日本政治，日本経済，日本軍事，日本革命などを含

む敵情研究工作を展開した。主な敵情研究機関とメディアを以下に解説する。 

『敵国彙報』。『敵国彙報』は八路軍総政治部敵軍工作部日本問題研究会が編集し，八

路軍政治部が発行する半月刊である。その前身は『敵国彙報』新聞で，1941 年２月に雑

誌として刊行されるようになった。この雑誌の特徴は「政治化・大衆化・軍事化」で，主

に日本政治・経済・風土など各方面の状況を紹介する文章，および敵軍研究の資料を系統
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的に発表していた７７。 

『敵偽研究』。『敵偽研究』は八路軍野戦政治部敵軍工作部日本問題研究会敵偽研究社

編集委員会が編集する月刊誌である。1941 年５月 20 日に創刊号が発刊された。その主な

目的は，「敵偽の各種の政策と活動，特に政治，経済，文化教育などについて，系統的な

研究と紹介をすることである。できるだけ各種の敵偽資料を収集し，各ポルトにいる同志

が敵偽研究と対敵闘争を行うときの参考資料となる７８」であった。 

『解放日報』の「敵情」特集ページ。『解放日報』には，定期的に「敵情」特集ページ

が発行されている。1941 年９月 27 日，創刊後隔週で発行され，『解放日報』の４面の前

面が使われていた。1945 年３月 31 日まで，計 66 号の「敵情」が発行された。辛亥革命

の英雄とされている黄興はよく知られているが，その息子の黄乃は「敵情」の編集長をつ

とめていた。黄乃は日中戦争勃発前に日本に留学し，宮崎滔天の息子である宮崎龍介宅で

下宿していた。エスペランティストの長谷川テルと親交を結んだ。反戦運動を理由に強制

送還となったが，戦争が始まると中国共産党に入党，『解放日報』の「敵情」の編集長を

つとめた７９。1942 年，マルクスレーニン学院の始業式において，毛沢東が「調査なくし

て発言権なし。たとえば，黄乃は日本国の政治・経済・軍事などの面において調査研究を

行った。日本問題について，彼には一番発言権がある」と演説した８０。 

 

『解放日報・敵情』の記事に基づき，新華書店より出版された『日本革命運動史話』の表紙８１ 

 

『八路軍軍政雑誌』。『八路軍軍政雑誌』は共産党部隊の政治工作を中心とする研究誌

だが，定期的に敵情関連の論文を掲載している。たとえば，1939 年５月 15 日に出版した

『八路軍軍政雑誌』には，譚政の「敵人在華北的現行政策」が掲載されている。中で，日

本軍の政策と八路軍の対策が紹介されている８２。そして，同じ号に，王思華の「敵軍的

現状」が掲載されている８３。第１巻の第６号に，王思華が書いた「戦争両年後的日本政

治経済」が掲載され，日本の政治経済状況が詳しく分析されている８４。 

日本問題研究会。初期の日本研究活動は，主に中国人を中心に行われていた。総政治部

責任者の王稼祥が抗日軍政大学の教員である楊憲吾，敵軍工作部の劉型，軍委編訳局の曹

汀などを集め，日本問題研究会を創立したのである。工作員であった王子野が多数の敵情
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関係の文章を『八路軍軍政雑誌』で発表した８５。延安の敵軍工作部の下には，日本問題

研究会（室）が設置されていた。黄乃の回想によると，敵軍工作部には日本問題研究室と

いう研究機関が設けられていて，野坂参三の管轄部署となっていた。黄乃は 1940 年から

1945 年まで，日本問題研究室付の研究員として敵情研究に携わり，野坂の研究秘書をつ

とめていた８６。劉国霖の回想によると，日本工農学校が成立後，毎週土曜日午後に総政

治部で野坂が主催する「日本問題研究会」が開かれ，総政治部やその下部の敵軍工作部，

敵軍工作幹部訓練学校，日本工農学校関係者など，毎回 20～30 人が出席していた。その

場で『日本便覧』というバンフレットは各人に一冊配布され，日本の天皇制などが紹介さ

れた８７。 

敵情を把握する手段としては，（１）計画的に行われる全般的な調査研究，（２）特定

地区に出した専任者による調査，（３）捕虜や投降者から情報を得る尋問，（４）日本軍

の電話盗聴，（５）小商人・親戚などのつながりを通じる日本軍情報収集，（６）戦いで

収集する日本軍の文書・手紙など，（７）新聞などの公開刊行物からの情報収集，などが

ある８８。これらの手段のほとんどは，高度な日本語能力が必要とされた。 

 

（４）「知日派」と「２分法」 

 中国共産党は，戦争を起こした日本帝国主義者と一般の日本人を区分する「２分法」を

提唱したが，日中戦争期において八路軍の一般兵士や中国の一般庶民に浸透させることは

困難だった。「２分法」や日本人捕虜への優遇などの政策の執行には，一般兵士や一般庶

民の理解と支持が欠かせなかった。その理解と支持を獲得するために，各級部隊や政府の

敵軍工作部門にいる「知日派」の力は重要であった。心から「２分法」を信じ，本気に「２

分法」と捕虜優遇政策を宣伝する背景には，「知日派」の日本人と日本文化への深い理解

があったと考えられる。 

1982 年に出版された張香山では，「その時は，ちょうど中日戦争の前夜である。軍部

はあらゆる輿論を動員して，軍国主義の旋風を煽りたてようとしていたが，わたしと日本

人学生の間にはずっと青年の純情と友情がつづいていた。彼ら，わたしを中国人だからと

いって敵視したり，軽べつしたりすることはなく，やはり親しい学友であった。（中略）

お互いに何のへだたりもなく青年らしい熱情と奔放な情感が発揮された８９」と当時を振

り返っている。日本留学を通じ，日本庶民と日本軍国主義の違いを肌で感じていたことだ

ろう。 

「わたしは，この同級生たちと２年ほど一緒にいただけで，1937 年の４月に，アメリ

カ船プレジデント・タフト号で帰国し，これでわたしの日本での学生生活と文学生活に終

止符が打たれた。（中略）情勢からみて，日本の軍部が中国に対して全面侵攻にでてくる

ことは明らかである。マルクスは，批判の武器と武器の批判を論じたが，わたしにとって，

批判の武器を武器の批判にかえなければならない時が迫っていた。戦争の時期に，わたし
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が歩んだ道は，まさにその通りであった。この戦争は，中日両国人民にとって，深刻な災

難であったが，同時に，この戦争は中日両国を改造し，中日両国の関係を改善するための，

道を切り開いた９０。」張香山はそのように「２分法」の考えで日中戦争をまとめている。 

日本文化への理解，日本人の性格への理解は，「２分法」を具体化する捕虜教育に大き

く生かされた。日本留学経験者のなかでも代表的な林植夫は，国民政府の官費留学生試験

に合格して明治末～大正に日本に留学し，帰国後国民政府の役人となった。大正 12 年の

震災のとき，国民政府の一員として日本を訪問したこともある。新四軍で林植夫の教育を

受けたことのある香河正男の回想によると，「日本語はきわめて堪能で，50 歳くらいの

方だ。政治部では民家を借りて宿舎としていたが，林部長は隣の部屋に寝起きしていたの

で，毎日顔を合わせていた。大変おとなしく温厚な方で，人間的に優しい方だった。話も

諄々と説いていくというタイプだった。メガネをかけ，日本人とよく似ていた」と述べて

いる。林は「この戦争は必ず日本がまけ中国が勝つ。そうすれば，日本に無事に帰れる。

それまでゆっくりしてくれ。労働はさせない。本を読んでしっかり勉強してくれ」という

のである９１。林植夫の日本留学および日本への理解は，日本人捕虜にある程度の親近感

をもたらしたと考えられる。 

日本で出会った同級生，先生，よく通う店のオーナー，公園で遊ぶ近所の子どもなど，

日本留学経験の中で一般の日本人から得た感覚は，「知日派」の具体的な敵軍工作に影響

を及ぼしたと考えられる。王学文の場合，1982 年に出版された王学文の回想録である『河

上肇先生に師事して』の中では，多くの留学時代の記憶が記されている。日本人の友達と

の交友についての回想の他，「学生に親切で」「謙虚」な河上肇先生を慕う心情が綴られ

ていた。帰国の旅費まで河上先生からもらったという。「わたしは先生のお宅まで奥さま

にお会いした。日本人はとても礼節に厚かった。普通現金をそのままむき出して相手にわ

たさない。先生の奥さまは，封筒に入れてわたしてくれた。あけて見たら 20 円が入って

いた。こうして河上先生と中国の友人のおかげで日本を離れたのである９２」と回想して

いる。日本で経験したこれらの交流は，その後の敵軍工作，特に日本人捕虜を扱うときの

「２分法」政策の実行に陰に陽に影響を与えたと考えられる。 

1938 年から 1942 年までの間に東京高等師範学校と東京文理科大学（中退）で学んだ蕭

向前は，直接に敵軍工作に従事していなかったが，当時の留学生の日本認識をよく表して

おり，以下紹介する。「日本では，一部の人にとって，いまだに解きにくい問題が残って

いるようである。かつて，軍国主義者は，本来多くの親日派を育てるために，なみなみな

らぬ精力を費やして，大勢の留学生を吸収したというのに，どうしてあべこべに，あんな

に多くの抗日派を生みだしてしまい，こと，こころざしと異なってしまったのか。わたし

自身の体験にもとづいていえば，日本では，軍国主義者はごく少数であり，絶対対数の善

良な日本人民は，みんな中国との友好を望んでいたからである。彼らは軍国主義政策を改

め，民主的解放を得たいと願っていたのだ。歴史のくだした結論は，軍国主義者が侵政策
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によって自分自身の墓を掘り，人民こそが勝利者となったということである。軍国主義者

は失敗して投降し，中国人民と日本人民は，共に彼らの魔手からの解放をかちとったのだ。

歴史という高い見地から客観的にふりかえれば，日本軍国主義に対する抗日派は日本人民

に対する親日派であった。言いかえれば，あのような状況のもとでは，親日派も抗日派に

ならざるを得なかったのである。これこそ，日本で 20 年も暮らしてきて，多くの日本の

友人をもつ郭沫若同志が『七・七事変』のとき，断固，帰国して抗戦に参加した理由であ

り，また多くの留学生が抗日派となった根本的な原因なのである。中日両国人民の利益は，

いつも一致しており，その気持ちもひとつであり，最終的には仲良くなる，これが事実な

のだ９３」。「日本軍国主義に対する抗日派は日本人民に対する親日派であった」と述べ，

日本軍国主義と日本人民を区分して見る姿勢を示している。 

 

日中戦争期において，中国共産党は積極的に日本軍向けのプロパガンダ工作を展開して

いた。野坂参三などの日本人を利用する同時に，日本留学経験のある中国人をも積極的に

利用しようとした。これらの「知日派」は，中国共産党の具体的な対日工作に影響を与え

た同時に，その敵軍政策にも影響したと考えられる。その背景には，「知日派」が日本を

見るときの２つの要素があると考えられる。 

第１は，「知日派」たちは日本の一般庶民を好意的に見ていたことである。王学文の回

想録には，16 年間の日本生活で経験した感動，日本で受けた教育，日本友人と日本人の

先生への愛情が溢れている。趙安博も中国の学生にとても友好的で民族的な差別のない片

山先生のことと日本人の学友と一緒に食事，寝起き，スポーツ活動を楽しんでいた日々を

回想している。 

第２は，日本国内にも反帝国主義勢力が存在しているとの認識である。王学文は京都大

学の在学中，日本人の岩田義道などと一緒に，社会科学研究会のメンバーとして活動して

いた９４。張香山も日本留学期間中，小林多喜二などプロレタリア作家の作品を読む同時

に，築地小劇場で上演していた日本左翼作家の劇を見ていた９５。日本国内にある日本共

産党など反帝国主義的な勢力の存在は，その後の「知日派」の日本人捕虜教育と日本軍向

けプロパガンダ活動へとつながった。日本国内には反帝国主義勢力が存在しているからこ

そ，中国における日本人の反戦同盟結成も可能だったのである。 

「知日派」たちは共産党の敵軍工作政策と緊密な繋がりがある。日本軍向けのプロパガ

ンダ工作を有効的に展開するために，戦争を起こした日本帝国主義者と一般の日本人を区

分する「２分法」は，共産党の敵軍工作政策の中心的な内容となった。「知日派」らは共

産党の「２分法」政策の合理性を信じ，「２分法」を遂行する勢力であった。日中戦争期

において，中国民衆の間に「悪魔の日本兵」とのイメージが普遍的だったため，「武器を

捨てた日本兵はわれわれの敵ではなく友だ」と言われても，一般民衆は簡単に受け入れら

れなかった。つまり，日本軍全般を敵視する中国の一般兵士と民衆への「２分法」浸透は
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困難をともなった。「捕虜優遇」，「２分法」などの対日政策を推進する過程において，

日本の一般民衆のことをよく知る「知日派」の存在は重要だった。 

このような分析は，当時の日本と中国がきわめて複雑な関係にあったことを示唆する。

前述したように，「知日派」日本留学経験者が中国共産党に加入した理由は，日本が共産

主義思想の情報源であり，中国共産党が日本国内で彼ら留学生に働きかけをしたことにあ

った。また，個人の政治理念・信条や顕在化しつつあった日本の中国侵略に対する反日感

情などの影響があった。したがって，ここには，一方において日本が抗日方針を取り始め

る中国共産党運動を直接的・間接的に支援し，他方において「知日派」日本留学経験者の

好意的な日本人観が戦争を起こした日本帝国主義者と一般の日本人を区別する「２分法」

と打ち出したという２面性を観察することができる。これは当時の日本と中国の関係を考

える上で注目される側面である。 

「知日派」の人々は，共産党の日本軍向けプロパガンダ工作，日本人捕虜教育，敵情研

究などの分野で活躍していた一方で，悲惨な境遇に見舞われることもあった。特に整風運

動で「日本の特務ではないか」と疑われた。たとえば，黄乃の回想によると，一時野坂の

秘書をつとめ，時々野坂の通訳をしていた趙安博は，スパイの嫌疑をかけられ，強制労働

と苛酷な尋問にさらされた。耐えきれず罪状を認めたが，何としても潔白を証明しようと，

野坂が住んでいた家の山の斜面から，身を投げ自殺を図った事件があった９６。戦後の中

国歴史を見ても，「抗日戦争」で貢献した「知日派」たちは必ずしも中国共産党に公正的

に評価されたというわけではない。「知日派」の役割と遭遇をさらに追及する必要がある。 
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2.3 敵軍工作訓練隊 

 

日中戦争期において，八路軍と新四軍の対日本軍プロパガンダ活動は，ビラ，呼びかけ，電

話など，さまざまな方式で行われた。戦争初期にはプロパガンダ工作は中国語で行われたが，

徐々に日本語に変わった。日本語プロパガンダの資料づくりには，日本人と日本留学経験のあ

る八路軍幹部が当たった。実際の対日本軍プロパガンダ活動を担ったのは主に八路軍の一般

兵士であったので，八路軍では，兵士に対して日本語教育を中心とした敵軍工作訓練が集中的

に行われた。 

八路軍向けの日本語教育の他，日本語プロパガンダ資料づくりなどの訓練活動がいつ頃か

ら，どのような組織を通じて，どのように行われたのかは，これまで１次資料を通じて体系的に分

析されてはいない。本節では，延安にある敵軍工作訓練隊の概況と敵軍工作訓練隊の日本語

教育，前線で行われた八路軍兵士向けの日本語教育過程における事例を分析し， 初の敵軍

工作の準備活動である日本語教育がどのような経緯で始まったのかを明らかにし，日中戦争期

における中国共産党の敵軍工作訓練隊の活動とその特質を考察する。 

 

2.3.1 敵軍工作訓練隊の創立 

 

（１）日本語教育の必要性 

1937 年９月の平型関の戦い１が終わった直後，イギリス記者であるバートラム（James Bertram）

の取材を受けた朱徳は，次のように八路軍兵士向けの日本語教育の必要性を指摘している。

「われわれの兵士は日本語ができないので，降伏しない日本軍を宣伝によって感化することがで

きなかったのだ。それについてわれわれは非常に不満に思っている。その後，われわれは特に

捕虜に対してわれわれの政策説明に力を入れた２」と述べている。 

1944 年から 1947 年まで延安を訪問していたアメリカ軍事視察団が作成した『延安リポート』の

内容は，それと一致している。平型関の戦いで，林彪将軍が第115師団に対し，捕虜を獲得する

重要性や方法を指示しようと努めたにもかかわらず，肝心の敵が「兵士諸君，武器を捨てなさい」

という中国語のスローガンを理解できなかったため，１兵卒も捕まえられなかった。それは，八路

軍向けの日本語教育の必要性を認識させた３。平型関の戦いが終わった直後，115 師団が通知

を出し，将校から一般兵士まで，全員日本語スローガンを勉強するよう命令が下された。その後

1937 年 10 月に，野戦敵軍工作部が創立された直後，師団から連隊までの各部隊に対して，迅

速に敵軍工作組織を完備させ，日本語の教育を行い，日本語のわかる幹部を配属し，敵軍文

書の収集を強化する旨の通知が出された４。 

1937 年 10 月６日に八路軍総政治部が出した『八路軍総政治部が日本軍向け政治工作を展

開する指示』には，日本語でプロパガンダのできる人材の育成の必要性が示されている。指示は
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「宣伝隊は主要な日本語スローガンを書くこと，スローガンの呼びかけ，および簡単な日本語回

答ができるようにすべきである。同時に，敵に接近したときに，日本語スローガンの呼びかけので

きる人を育成しなければならない５」と規定している。 

1939 年１月 15 日に出版された創刊号の『八路軍軍政雑誌』には，毛沢東の「発刊辞」が掲載

され，そこでは，「敵偽軍を獲得する工作は，もうすでに八路軍政治工作の３つの主要方向の１

つとなっている同時に，多くの実績を収めた。しかし，兵士と幹部に対し日文日語の教授を普遍

的に実施し，各種の方法で敵軍兵士及び下級将兵向けの反侵略統一戦線の宣伝のレベルを

アップさせるなどの面においては，まだ非常に不十分である６」と指摘されている。毛沢東自身

が，八路軍一般兵士向けの日本語教育を重視していることが分かる。1939 年２月 15 日に出版さ

れた第２号の『八路軍軍政雑誌』には，具体的な対日本軍プロパガンダ工作の手段が挙げられ

ている。それによると，「前線における呼びかけは対敵宣伝のひとつの方式である同時に，対敵

宣伝の も良い機会でもある。敵我の間に言語の違いがあり，すべての戦士が日本語で対敵宣

伝を行なうことも不可能である。なので，七句から十句程度 も重要で意味の広いスローガン（前

述した対敵軍宣伝の中心内容で示したように，敵軍が動揺するとき，怖がらずにこちらに来ること

を歓迎する）を選定し，皆に身につけさせ，熟練にさせ，作戦の時敵に向かって呼びかけるべき

である７」と指摘し，一般戦士向けの日本語スローガン教育の必要性を強調している。 

 

（２）敵軍工作訓練隊の創立 

敵軍工作が重視に伴い，1938 年 11 月，八路軍総政治部により延安において敵軍工作訓練

隊が創設された。抗日軍政大学は８つの大隊から日本留学経験のある人を集め，敵軍工作隊は

結成された。敵軍工作隊は抗日軍政大学第５大隊に属し，鄧富連（鄧飛）がその隊長兼政治指

導員に就任した８。 

1931 年，中華ソビエト中央革命委員会総政治部９の下に敵軍工作部が設立された。その後，

「白軍工作部」などに改名されたが，その主な活動は国民党軍向けの「敵軍工作」だった。日中

戦争に入ると，今までの国民党軍向けの「白軍工作」と違い，日本軍向けの「敵軍工作」における

一番の壁は言語の違いだった。敵軍工作訓練隊の主な任務は日本語を教育することであり，

「日文訓練隊」とも呼ばれた。敵軍工作訓練隊の第１期生であった劉国霖の回想録によると，「党

がわれわれに与えた任務は，敵軍工作に必要な手段である日本語をきちんと勉強することだっ

た。延安という環境において，日本語及び生産労働と政治学習は，当時の３大任務であった

１０。」敵軍工作訓練隊の科目の中，「70%程度は日本語などの専門訓練で，30%程度は政治訓練

だった１１」。 

共産党は，人材を敵軍工作展開させるための も重要な要素としていたのである。1939 年２

月 15 日に出版した『八路軍軍政雑誌』では，敵軍工作訓練隊の意義として，「日本語がわかる

人と敵軍工作参加希望の青年を集め，敵軍工作訓練隊を組織し，敵軍工作専門の人材を訓練

する。敵軍を獲得する工作は，我々全体の戦略においては重要な部分だからである１２」と述べて
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いる。さらに，1940 年６月５日，総政治部副主任である譚政が『八路軍軍政雑誌』で『敵軍工作の

当面の任務』を掲載し，「この工作をうまくやるには，中心となる一環は人力の充実にある。敵軍

工作部門を強化し，それぞれの敵軍工作幹部は日本語の素養があり，日本国情を了解し，虚心

に研究でき，困難に満ちた工作を従事すべきだ」１３と指摘している。 

 

2.3.2 敵軍工作訓練隊における日本語教育と政治教育 

 

（１）教員と学生の構成と選出条件 

敵軍工作訓練隊の主な学生は，抗日軍政大学から選出され，敵軍工作隊に送り込まれた人

である。これまでの研究では，敵軍工作隊に入る条件は４つあったとされている。１，中国共産党

党員または中国共産党党員になる見込みの者。２，高校卒以上の学力。３，年齢は 20 歳から 25

歳の間。４，日本語を勉強する意欲があり，敵軍向けの宣伝工作に従事する熱望を持っている

者１４の以上４つである。訓練隊の教員をつとめていた江右書が執筆した文章「敵軍工作訓練隊

日本語教育の経験」は 1940 年６月に出版された『八路軍軍政雑誌』に掲載されている。それによ

ると，「学生を選別するときに，細かい考察が必要である。つまりそれぞれの学生が以下の条件

に符合しなければならない。学歴は中学校卒かそれ以上。日本語に対して興味を持っている

者。頭がよくて，外向的な性格の者。言葉がはっきりしているもの。健康なもの」１５との条件が挙

げられている。この２つの記録の条件には多少違うところがあるが，どちらも学生の学力，特に語

学に対するが学力が強調されている。そこから，敵軍工作訓練隊における日本語教育の重要性

がわかるだろう。 

同時に，前線の各部隊から選抜された兵士も，敵軍工作訓練隊に入隊した。1940 年７月，総

政治部が 120 師団に『総政治部が 120 師団宛ての敵軍工作についての指示』（給 120 師関於敵

軍工作的指示信）を出し，「われわれは３カ月後にまた日本語訓練隊を再開するので，迅速に学

生を派遣してくることを望む」との指示があった１６。延安における敵軍工作の訓練活動と前線に

おける敵軍工作活動の実践とのつながりを強化しようとする試みである。 

訓練隊の学生は合わせて150名，上級クラスと普通クラスに分けて教育が実施された。日本留

学経験のある人など日本語レベルの高い学生，合わせて 20－40 人は上級クラスに編入され，そ

の他の人は普通クラスに入り，仮名から日本語を勉強し始めた。同時に，上級クラスの学生の中

に，普通クラスの教員を務める人もいた１７。第１期生であった劉国霖の回想録によると，劉国霖が

在籍している初級クラスは 12 組に分け，１組には 10 人程度の生徒がいた１８。したがって，上級ク

ラスには 30 人程度，初級クラス（普通クラス）には 120 人程度と推定できる。 

『八路軍軍政雑誌』には，学生を選出する条件のほか，教員の条件も記載されている。「第１

に，教育工作に忠義を尽くし，相当な教育工作経験を持っているもの。第２に，相当な日本語の

教養を持っている同時に，政治の面においても相当な教養を持っているもの。第３に，性格が温

和で細心なもの」１９との条件が挙げられている。 
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敵軍工作訓練隊で教員を務めているのは，日本留学経験のある中国人のほか，教育によっ

て転向した日本人捕虜もいた。『八路軍軍政雑誌』では，転向した日本人捕虜の活用も記されて

いる。「すでに覚醒した日本人捕虜を利用し，日本語教育を協力させることは，学生だけではな

く，教員にとっても大変有意義なこととなる。なぜなら，彼らは学生に正確な発音を教えることが

できる同時に，日本の風習や日本軍隊の正確な状況を紹介できる。そのほか，中国人教員が解

決できない問題（たとえば日本の方言など）も対応できるからである２０」と日本人を利用する狙い

が記載されている。 

1941 年 10 月２日付の『解放日報』の記事「日本人森健が辺区参議院議員候補者に」による

と，「森君は日本九州出身，27 歳，鉄道労働者，1938 年に八路軍に参加，同年延安に来る。敵

軍工作訓練隊日本語教員を担任」２１という記載があり，森健の延安の敵軍工作訓練隊での教員

経験はが明らかになっている。徐則浩の考察によると，「日本語教員は， 初は朝鮮人徐輝と２

人の日本人捕虜である吉積清（のち高山進に改名）と原田好夫だった。その後，前線から主任

教員江右書を延安に送ってきた。江氏は日本で長年の留学経験があり，教養を身につけてお

り，教え方もよく，学生に高く評価されていた２２」とある。 

上述した徐則浩の考察には「吉積清（のち高山進に改名）」とあるが，吉積清と高山進は別人

であり２３，吉積清と森健が同一人物であることが複数の記録から確認できた２４。たとえば，1942

年８月 20 日から 29 日まで，延安工学校で開催された華北日本人民反戦団体代表大会で，在華

日本人民反戦同盟華北連合会の会長は杉本一夫に選ばれ，副会長には森健，松井英男，執

行委員には高山進，茂田江純，滝沢三郎，梅田照文が選出されたと『解放日報』が報じている

２５。ここから，森健と高山進は別人であることが判明した。したがって，徐則浩の研究で「吉積清

がのち高山進に改名した」とあるのは間違いである。高山進は，通称名が春田好夫，本名は川

田好長である２６。 

敵軍工作訓練隊の第１期生であった劉国霖の回想録によると，訓練隊入隊後，日本語レベル

が確認され，初級クラスに編入された。日本留学経験のある人や，日本語レベルの高い人は上

級クラスに，他の人は初級クラスに編入され，「アイウエオ」から勉強した。当初教員は朝鮮人の

徐輝であったが，その後，日本人捕虜であった吉積清が担当した。1939 年３月，日本人捕虜の

春田好夫が 120 師団から延安に送られて，日本語を教えた。春田は吉積より若くて，発音も吉積

と違い，標準語に近かった。春節の後，また前線から主任教員である江右書が送られてきた２７。 

つまり，敵軍工作訓練隊は比較的厳しい基準に基づいて学生と教員を選出して創立されたの

である。語学に強い学生が 150 名選出され，日本語のできる朝鮮人，日本人，日本留学の経験

ある中国人が教員に選出された。 

 

（２）延安敵軍工作訓練隊における日本語教育の概況 

訓練隊における教育は３つの学期に分けて実施された。第１学期は入門知識を教育する期間

である。主な学習内容は，発音，日本語の仮名の書き方，単語，短い文などがある。この学期は
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１カ月間くらいで終了する。「学生が短い文を勉強するときに，さまざまな疑問（たとえば『行かな

い，行きます，行く，行く人，行けば』など，なぜ動詞にはいくつかの形があるのか）が生じる。そ

の後，第２学期に入る。」５カ月程度の第２学期は基礎知識を教育する段階である。学習する主

な内容は文法，短い文，日常会話，文を作ることなどである。第３学期はある程度深い内容の教

育である。教育する主な内容は長文，文学作品，学術書の読解，敵軍文書の翻訳，敵軍兵士の

手紙・新聞の翻訳，短い作文，日本語でのスピーチや討論会などの形式がある。この学期は４カ

月か５カ月程度がかかる２８。 

第１期の訓練隊には，150 名の学生が集められ，日本語教育が実施された。日常会話，日本

語弁論大会，日本語歌などの手段を通じて日本語教育が展開された。第１期訓練班でこれらの

日本語教育を受けた 150 名の内，65 人（43.3%）が「学術書，文書及び新聞を翻訳することがで

き，誤りが少ない」レベルとなった。63 人（43%）が「敵軍の一般的文書を翻訳することができ，誤り

が比較的多い」レベルとなった。22 人（14.7%）が「簡単な文章しか翻訳できない」レベルに達し

た。会話の面に於いても，31 人（20.7%）が「普通の言葉を使い，簡単な理論的会話ができ，捕虜

教育ができる」レベル，57 人（38%）が「日常会話と捕虜訊問のできる」レベルとなった。「簡単な会

話しかできない」人は 52 人（34.7%），「しゃべるのが困難だと感じる」人は 10 人（6.6%）いた。さら

に作文の面から見ると，「極少数の人が短い作文がかける以外，ほとんどはかけない」と『八路軍

軍政雑誌』が統計を出している２９。 

会話教育の担当教員に対して，「丁寧語」の教育の重要性が強調された。「学生に完全な文と

丁寧語を使う習慣を身につけさせるべきである。学生が半分の文や命令形の文を簡単に言って

しまう傾向がある。そういう言い方に慣れてしまうと，簡単に直らない。将来の工作の中，そういっ

た口調で来たばかりの捕虜にしゃべると，反感をもたれる恐れがある３０。」 

前述のとおり，徐則浩の考察によると，敵軍工作訓練隊は1938年11月に創立された。劉国霖

の回想によると，第１期の敵軍工作訓練隊は 1938 年 12 月に正式開校し，学生は 1940 年４月に

卒業した３１。つまり，150 名の学生が，1938 年末から 1940 年４月にかけて，１年４カ月間の教育を

受けていた。 

 

（３）「日常生活の日本語化」の教育手段 

『八路軍軍政雑誌』の記載によると，日本語教育を実施するときに，「日常生活の日本語化」は

重要な手段となった。敵軍工作訓練隊の教員である江右書が論文で「日常生活の日本語化」の

実施を記載している。「外国語を勉強するとき，環境は非常に重要である。たとえば日本へ行っ

て日本語を勉強するほうが国内で勉強するよりずっと速い。われわれも日常生活の日本語化と

いう手段で，そのような環境を作り上げる。つまり，教員職員と学生全体を動員し，特別な事故の

時を除いて，起床，集まり，会議などの号令から一般会話まで，一律日本語を使うのである。しか

し，実行するときに，以下の注意事項に気を使うべきである。１，日常生活の日本語化の提唱

は，早すぎてはいけない。学生が簡単な日常会話ができるようになってから実施したほうがい
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い。２，実施するときは，ある程度の強制が必要である。３，各方面の動員工作が必要である。４，

日常生活日本語化の実施で，一部の学生が１日中口を開かない現象を防ぐべきである３２。」 

「日常生活の日本語化」の教育手段は，捕虜となった小林清の回想録『在中国的土地上』でも

確認できた。「抗日軍政大学で日本語訓練隊が作られ，日本工農学校の生徒から，学識の高い

２名が選出され訓練隊の講師を務めた。この２人の同志は厳しく日本語教育を行った。中国同

志が早く日本語を身につけるため，勉強になる授業を行うほか，『日常生活も日本語化』しようと

提案した。彼らも出来るだけ中国同志たちと一緒にいるようにし，中国人同志の日本語勉強をサ

ポートしていた。効果絶大で，全く日本語が分からない中国同志たちが，１年間余りの期間で基

礎的な日本語を習得できた。これらの同志は建校５周年記念パーティーで，彼ら自身が編成し

た現代劇を日本語で披露し，高い評価を得た３３」とある。 

「日常生活の日本語化」との教育手段は敵軍工作訓練隊の第１期生であった劉国霖の回想

録でも確認できる。基礎的文法の教育が終わった後，訓練隊には何回かの「日常生活の日本語

化」週間が実施された。一定の時間内においては，すべての生徒の間の中国会話が禁止され，

何を言うにも日本語で言わなければいけない。言えないことがあれば，日本人の吉積清または

春田好夫に聞く，という仕組みだった。「私は時間があるときには必ず彼らのところに行って日本

語会話の練習をしていた」という３４。 

そのほかに，日本語で物語を話したり，日本語スピーチ会また討論会をしたり，日本語歌，日

本語壁新聞を作ったり，日本人捕虜を捕まえる演習などの形で，日本語教育と敵軍工作教育を

結びつけた。 

 

（４）敵軍工作訓練隊と政治教育 

敵軍工作訓練隊では，日本語教育は主だったが，政治訓練も行っていた。政治訓練は政治

報告と政治教学に分けている。学生を集め，中国共産党中央指導者の演説を聞かせることはよ

くあった。その内容は抗日戦争の情勢，民族統一戦線の方針と政策など様々であった。そのほ

か，関連の学者を招いて，マルクスレーニン主義の理論講義も行っていた。たとえば和培元は哲

学の講義を担当し，呉允は中国現代革命史，ソ連共産党史の講義を担当し，京都帝国大学経

済学部及び大学院に留学した経験のある王学文は政治経済学を担当した。同時に，総政治部

敵軍工作部の劉型を招いて，敵軍向けのプロパガンダ工作と敵軍工作の紀律などの講義を行

った。政治訓練においては，『持久戦論』，『新段階論』，『矛盾論』，『実践論』，『ソ連共産党

史』，『レーニン主義問題論』，『政治経済学』，『通俗哲学講話』などの書籍は必修となっていた

３５。 

前述した通り，「日文訓練隊」とも呼ばれる敵軍工作訓練隊のほとんどは初級クラスの生徒だ

った。日本語教育は訓練隊の中心であり，政治教育は重点的に行ってはいなかった。敵軍工作

訓練隊の第１期生であった劉国霖の回想録によると，敵軍工作訓練隊を卒業すると，劉国霖と

他の 10 数名の同志は「八路軍軍政学院」に進んだ。「党の意図は明確的であり，われわれは日
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本語ができるだけではなく，政治レベル，理論レベルも一層高めなければならないのだ３６」とあ

る。 

敵軍工作隊は，日本語教育と政治教育を終了し，前線における敵軍工作，日本兵捕虜の教

育などのために，敵軍工作幹部となるべく養成された。 

 

八路軍政治部編の『抗日戦士政治課本』３７ 

 

2.3.3 八路軍兵士向けの敵軍工作教育 

中国共産党は一貫としてプロパガンダ工作を重視している。長征前後の「紅軍」時代には，毛

沢東は「中国の紅軍は戦闘隊である同時に，工作隊，生産隊でもある」と述べていた３８。つまり，

紅軍戦士はみんな戦闘員である同時に，宣伝工作員でもある。戦闘に勇敢であるだけでなく，

群衆に宣伝する工作も上手でなければならないと考えていた。1936 年６月から 10 月にかけて，

初めて毛沢東を取材したアメリカ記者であるスノウは，著作『中国の赤い星(Red Star Over 

China)』で，中国共産党の統一戦線政策について触れ，「紅軍は今すでに政治宣伝隊に変身し

つつある」３９と指摘している。日本軍向けの敵軍工作についても同様ではなかったと考えられる。

つまり，一部の敵軍工作員だけではなく，八路軍兵士全体に敵軍工作の教育を実施し，敵軍工

作に協力してもらおうと考えた。 

1944 年に延安を取材したアメリカ記者であるホワイトは，次のように記録している。前線戦区は

自立していて，延安からの補給はない。延安から各前線に送り込まれるのは，思想を伝達できる

「幹部」だけである４０。敵軍工作訓練隊の第１期生であった劉国霖の回想録によると，1941 年５

月に，「前線にも更なる多くの敵軍工作幹部を育成するために，日本語訓練隊を開くこととなっ

た。そのため，私は前線の野戦政治部に派遣され，日本語教育工作に従事し始めた４１」と述べ

ている。1940 年冬のときに新四軍第４師団の敵軍工作部長を勤めた劉貫一の回想によると，延

安で育てられた敵軍工作幹部は各前線に派遣され，活躍していた。当時の新四軍第４師団の敵

軍工作部だけでは，延安敵軍工作訓練班から卒業して派遣されて来た者は，張文華，劉滔，趙

彤，呂風翔，呉振中，史華の計６名であった。彼らはみんな敵軍工作の中核となった４２。 
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八路軍政治部編の『抗戦日語読本』４３ 

 

（１）日本語幹事による日本語教育 

前述した通り，延安にある敵軍工作訓練隊で育てられた敵軍工作幹部は前線に派遣され，各

部隊の敵軍工作や八路軍兵士向けの日本語教育に従事した。1940 年７月 25 日に出版した『八

路軍軍政雑誌』には，八路軍総政治部が出した『総政治部が120師団宛ての敵軍工作について

の指示』（給 120 師関於敵軍工作的指示信）が掲載された。この「指示信」によると，「われわれは

すでに，敵軍工作訓練隊の卒業生の一部をあなたたちのところに派遣した。幹部の教育訓練に

関しては，われわれは今まさに工作大綱，工作便覧及び日本語教材を作っているところで，期

間まで完成する４４」とされている。前線に派遣された敵軍訓練隊の卒業生は，各部隊で日本軍

向けの敵軍工作や八路軍向けの日本語教育に従事した。 

日本語訓練隊は，各地の八路軍師団のために敵軍工作員の養成に当たった。前述した通り，

1940 年７月総政治部が 120 師団宛てに敵軍工作についての指示を出し，日文訓練隊の再開に

向け，学生の派遣を要請した。八路軍，新四軍の各師団から旅団まで，それぞれ短期日本語訓

練班が開かれ，日本語の呼びかけ訓練がおこなわれた。「一般戦士は３，４句のスローガンがで

き，中隊敵軍工作組は７，８句ができるようになり，いくつかの日本語歌曲も歌えるようになった。

主力部隊の状況はそれを上回っている４５」との記録がある。敵軍工作訓練隊は継続的に，前線

の部隊と連動させながら訓練を進めた。 

延安だけではなく，前線にある各部隊においても，敵軍工作訓練班が作られたことは次の記

録でわかる。1941 年３月に出版された『敵我在宣伝戦線上』は，そのときまでの中国共産党の軍

隊の対敵・偽軍プロパガンダ工作を系統的に記録している。それによると，前線部隊において，

初に敵軍工作訓練班を作ったのは129師団の政治部であった。その後，115師団，120師団，

野戦政治部および冀察晋軍区がそれぞれ訓練班を作った。延安の敵軍工作訓練隊が作られた

以前にすでに各前線部隊において敵軍工作の訓練工作が開始されていた。1938 年末まで，全

軍において 20 以上の敵軍工作訓練班を行い，600 人以上の敵軍工作幹部を養成したとされて

いる４６。 

訓練班の主な科目は日本語，敵軍工作，部隊政治工作，軍事常識などがあり，中でも日本語
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は一番中心となっている４７。 

『敵我在宣伝戦線上』には，八路軍兵士向けの具体的な日本語教育過程が記録されている。

1937 年９月の平型関戦闘以後，八路軍では，日本語スローガンの教育が始まった。きっかけ

は，1937 年 10 月の広陽戦闘で，「幹部が日本語スローガンの呼びかけで，意外に何名かの日

本兵が投降してきた。この事実は，日本語スローガンを勉強するブームが巻き起こった４８」ことに

よる。 

 『敵我在宣伝戦線上』の記載によると，115 師団がとった教育手段は，各中隊の文化教員を召

集し，日本語スローガンを教える。これらの文化教員は，各中隊に戻り，兵士に教えるという形で

あった。 

 120 師団は違う手段をとっていた。120 師団では，各分隊からまず１人を選出し大隊また中隊に

送り込んで日本語スローガンを勉強させる。１，２句を身につけたらすぐ各分隊に戻らせ，兵士み

んなに教える。次には前回と違う者を大隊や中隊に送り日本語スローガンを勉強させる。徐々に

兵士のみんなに何句ものスローガンを身につけさせた。 

 捕虜を利用して日本語スローガンと日本語歌を八路軍兵士に教える部隊もある。また行軍の休

憩時間や，駐屯するとき朝晩の点呼のときを利用し，敵軍工作組の人または教員が日本語スロ

ーガンの復習を指導する手法も取られていた。その他，遊戯のときに全員一緒に大きな声で叫

んだり，あるいは２つの組に分けて相手を日本軍だと想像して呼びかける形で日本語スローガン

を練習する部隊もあった４９。 

 これらの工夫で，一般兵士は３句の日本語スローガンを発音し呼びかけることができるようにな

った。中隊の工作組になると，７，８句の日本語スローガンと３曲の日本語歌を身につけることが

できた。 

 『敵我在宣伝戦線上』によると，部隊では 115 師団６連隊の日本語教育制度が も優れていた

と言われている。その制度は次のように記載されている。 

 

115 師団６連隊の日本語教育制度： 

(A)一般兵士に対する教育。毎週土曜日の文化科目の時間を利用し，文化教員が日本語スロー

ガンを教えると規定している。 

(B)工作組に対する教育。毎週大隊本部に呼び，３回の授業を行う。その内２回は日本語の授業

で，１回は敵軍工作の授業である。実習幹部が教える。 

(C)中隊の文化教員と副指導員に対する教育。毎週大隊本部で２回受講する。教材は『日語速

成教材』で，実習幹事が教える。 

(D)中隊幹部に対する教育。毎週大隊本部で１回受講する。実習幹事が教える。 

(E)大隊本部の実習幹事に対する教育。毎週１回連隊で受講する。教材は『捕虜を勝ち取る会

話』（争取捕虜対話）である。連隊の敵軍工作股の日本語幹事が教える。 

(F)連隊政治処にある各股の幹事に対する教育。毎朝敵軍工作股で受講する。敵軍工作股の日
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本語幹事が教える５０。 

 

 この資料から見ると，連隊政治処の敵軍工作股の日本語幹事→連隊政治処の各股幹事→大

隊本部の実習幹事→中隊幹部（文化教員また副指導員）→工作組→一般兵士という流れで八

路軍全体の日本語教育を展開させた。 

129師団の日本語教育は，上記の115師団と一致している。八路軍129師団政治部敵軍工作

科長につとめていた盧耀武と劉国霖の回想によると，中国語で日本兵向けの呼びかけ工作の失

敗事件から，129 師団は，一般兵士向けの呼びかけ訓練を実施した。呼びかけるスローガンは，

「武器を差し出したら殺さない」「捕虜を優待する」「日本軍閥を打倒しよう」などがあった。具体的

な教育工作は次の通りである。 

まず各中隊から３－５名の兵士を選出し，連隊の政治処で１週間くらいの集中訓練を受けさせ

る。この３－５名を選出する基準は，ある程度の教育を受けたこと，頭脳明晰であること，発音が

はっきりしていることであった。連隊政治処の集中訓練の内容は，敵軍を瓦解する意義，政策と

工作を展開する方法のほかに，日本語の呼びかけもあった。訓練を受けた兵士は中隊に戻り，

敵軍工作組を作る。中隊の兵士全員が日本語の呼びかけを習得できるように教育を実施する。

この他，敵軍工作幹部は直接各中隊に行って視察し，現地で日本語の補修を行う。このような日

本語での呼びかけ訓練は，日中戦争が終わるまで続いた。「半世紀がたった今日でも，当時の

兵士や幹部らは，まだ当時練習していた日本語の呼びかけを覚えている５１。」 

では，連隊政治処の敵軍工作股の日本語幹事はどこから日本語を習うのか。『敵我在宣伝戦

線上』の記録によると，総政治部は６中全会開催後，敵軍訓練隊を創立し，150 名の敵軍工作幹

部を育成した。これらの幹部は敵軍の資料の翻訳や捕虜の訊問のできる幹部であり，その中の

一部は宣伝ビラなどを作るために捕虜を訓練することもできる。これらの 150 名の幹部の内，半

数は前線に派遣し，工作任務に当たらせる。５２。 

徐則浩の『従捕虜到戦友』によると，1940 年５月，総政治部敵軍工作訓練隊で１年以上の訓

練を経て卒業した 150 人の内，50 人程度が延安の軍委２局，軍政学院，総政治部敵軍工作部

などに残って工作活動を行った。ほかの他の 100 人程度は華中，華北の前方部隊に送り込まれ

た５３。この２つの資料の記録は多少違うところがあるが，敵軍工作訓練隊の教育を受けた者を大

量に前線に送り，敵軍工作に従事させたことがわかるだろう。これらの記録から見ると，延安の総

政治部の敵軍訓練隊が育成した敵軍工作幹部の半数また半数以上は前線に送られた。これら

の幹部は，各部隊の日本語幹事向けの日本語教育と敵軍工作の訓練に従事したと考えられる。 

 敵軍工作訓練隊の第１期生であった劉国霖は延安から前線の野戦政治部が駐在している麻

田村に派遣され，前線における八路軍の一般兵士向けの日本語教育に従事した。劉国霖はい

つも覚醒連盟の同志と一緒に主力部隊である129師団385旅団に行って日本語スローガンの教

育を実施していた。「日本の兵隊さん！捕虜を殺さない。優待する。武器を棄てろ！止まれ！手

を挙げよ！」などのスローガンを，中隊と小隊の幹部及び一部の一般兵士が身につけるようにな



 
 
82

った５４。 

1941 年６月 30 日付の『解放日報』には，晋察冀地区における八路軍向けの日本語教育につ

いての記載がある。それによると，八路軍の中では，よく八路軍兵士が歌う日本語歌が聞こえる。

しかし，３カ月前まで，彼らはまだ何も分からない農民だった。八路軍で彼らは日本語の仮名だ

けでなく，日本語の呼びかけ用語と日本語の歌も歌えるようになったとある５５。 

 

（２）日本人による日本語教育 

前線における八路軍の日本語教育においても，日本人の協力を得て実行させた部分の多く

ある。共産党の敵軍工作に協力した日本人の原清子は 1937 年末，山西省晋城にあった華北幹

部訓練班に日本語教師として赴任し，２カ月間日本語を教えていた。華北幹部訓練班はのちに

華北軍政幹部学校に改称された。訓練班の卒業生は八路軍などに配属された５６。1938 年３月

のとき，原清子は八路軍の地方部隊である晋豫辺遊撃隊の敵軍工作科長を務めたことがある。

原清子の回想によると，前線で日本兵に呼びかけるための簡単な日本語会話を，友軍兵士たち

に教えるのが主な仕事であった。たとえば，司令官の唐天際が「捕虜優待」「打倒日本帝国主

義」などのスローガンを書き示し，日本語で清子が発音し，それを聞いて日本語の音に近い中国

語をあててルビをふったメモを作らせ，前線の兵士に携帯させたのである。日本軍への呼びかけ

工作は，捕虜が増えてくると元日本兵が行なうようになったのだが，戦争が始まったばかりの頃は

中国兵がつたない日本語で呼びかけていた５７。その具体例についての記述は発見されていな

いが，長年にわたって総政治部敵軍工作部部長を務めた王学文の日本留学生活（1910～

1927）についての回想によると，日本に来たばかりの中国人留学生は「タマゴ」という単語を知ら

なかったが，日本語の「タマゴ」は中国語の「他罵我」（タマウオ）の発音に近いので，彼は得意に

なって「他罵我」（彼は私を罵る）という覚えやすい中国語でタマゴという日本語に置きかえて覚

えた５８。全く日本語の基礎のない中国兵士向けの日本語教育を考察するさい，敵軍工作部で活

躍していた人々の日本留学経験は参考になったと思われる。 

日本人捕虜を通じての日本語教育も多くの資料で確認できる。捕虜となった日本人兵士の水

野靖夫の回想録『日本軍と戦った日本兵』では，中国兵士に日本語を教えたという記述がある。

「正月も半ばすぎたころ，突然，兵隊に日本語を教えてくれという話が私たちのところにまいこん

できた。」「翌日，私たちははじめて白さんと日本語教育の具体計画について論じあった。期間は

１カ月とのことであった。目的は，日本軍と日本の居留民に対する呼びかけが中心であった。私

はそれがすぐにのみこめなかった。本気であなたたちは日本軍に呼びかける気なのかと念を押

すと，白さんはキッパリと『それ以外に目的はない』といいきった。」水野は結局「納得することは

できなかった。しかし，やむをえなかった。私たちはいくつかの言葉をえらんで，２～30 種のスロ

ーガンをつくりあげた。50 音の一覧表と合わせて，５，６頁の冊子ができた。早速，翌日から小学

校の教室をかりて授業をはじめることになった５９」と当時を回想している。同氏はその後，抗日軍

政大学第４分校に配置され，八路軍向けの日本語教育に従事した。そこでのことを「軍政大学の
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学生たちは，ほとんど 20 代の青年たちばかりで，いずれも全国各地から志願して来た者ばかり

であった。彼らはここで１年半の期間，それぞれ軍事と行政の専門を学んで，新たな任務をまか

され，また各地に散っていった。」「私はここで，片仮名，平仮名の 50 音と，簡単な日常会話，前

線での呼びかけ，壁にかくスローガンなどを教えた。日本人の生活習慣，暮らしぶりなどについ

ても知るかぎりのことを教えた。農民兵の場合とはちがって，さすがによりすぐりの学生ばかりであ

った。彼らは，私の教えを，砂が水を吸うように吸収していった。私の授業は，毎週１回３時間で，

終業期間は一応３カ月であった。ここで私が教えた 500 人の青年男女が，その後どのようになっ

たか，私は知らない。しかし，おそらく戦中戦後にかけ，中国革命の成功に大きな役割を果たし

ていったのではないかと信じている６０」と記録している。 

 延安の敵軍工作訓練隊および前線の 115 師団で行われた日本語教育を考察した。延安で

集中して日本語教育を受けた工作員たちは，どういう流れで習得した日本語を前線の兵士にど

のような流れで教えたかについては次のようにまとめることができる。 

        

 

 
       

        

        

        

        

        

八路軍に対する日本語教育の流れ 

 

本節では，1938 年 11 月に創立され，12 月に開講された第１期の敵軍工作訓練隊を中心に，

各部隊における八路軍兵士向けの日本語教育と政治教育を考察した。以上の分析から，日本

語教育の特質は次の３点にまとめられる。 

第１は，日本語教育の目的である。敵軍工作の目的は，日本軍を瓦解させることである。陝西

省档案館で発見した『抗戦日語読本』の内容のほとんどは，捕虜を獲得するための日本語だった。日

本語教育の目的は，まさに日本人捕虜を獲得し，日本軍兵士の厭戦気分を増長させることであ

った。1937 年 12 月 25 日，毛沢東は『イギリス記者バートラムとの談話』で，政治工作の「３大原

則」を始めて公表し，官兵一致の原則，軍民一致の原則，敵軍瓦解と捕虜優待原則を「政治工

作３大原則」としてまとめた６１。敵軍工作隊での日本語訓練と政治訓練は，その後の日本軍向け

のプロパガンダ工作においては欠かせない準備工作となり，各部隊において，多くの敵軍工作

幹部が養成された。八路軍の一般兵士向けの日本語教育と敵軍工作訓練は，プロパガンダを

通じて日本軍を瓦解させるという中国共産党の敵軍工作思想を一般兵士に浸透させる一環とな

った。 
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第２は，系統的な日本語教育である。日中戦争期における中国共産党の敵軍工作訓練は，

延安および前線各地で系統的，組織的に行われた。第１期の敵軍工作訓練隊は 1938 年 12 月

から 1940 年４月まで延安で正式に行われた。訓練内容の７割は日本語教育で，３割は政治訓練

だった。卒業した 150 人の内，10 数人は八路軍軍政学院に進み，より高いレベルの政治訓練を

受けた。150 人の半数程度は，前線に送られ，各部隊の敵軍工作訓練，特に日本語訓練をつと

めた。前線各部隊において，延安の敵軍工作訓練隊で訓練を受けた敵軍工作幹部が各部隊に

送り込まれ，連隊の軍工作組織の日本語幹事を養成し，そこから大隊実習幹事→中隊幹部→

一般兵士の順に日本語教育が浸透していったのである。同時に，前線の抗日軍政大学分校な

どにおいても，日本人捕虜などを利用し，将校や一般兵士向けの日本語教育が展開された。 

第３は，日本語教育の効果が重視されたことである。当時の中国共産党は，まだ物質的にも

人材的にも欠乏していたが，八路軍向けの日本語教育はある程度の科学性を持って行われた。

延安や前線で行われた日本語教育の教員と学生は厳しい基準に基づき選出された。抗日軍政

大学などから選出された 150 名の学生の中，120 名程度は初級クラスで基礎から日本語を勉強

し始め，30 名程度は上級クラスで高等の日本語教育を受けた。訓練隊の教員には，朝鮮人の徐

輝，日本人の森健（吉積清）と高山進（春田好夫），中国人の江右書などがいた。上級クラスの学

生は，初級クラスの学生に日本語を教えたこともあった。日本語講義，「生活日本語化」などの形

を通じて，４割以上の者が「理論的文章，敵軍文書および新聞を翻訳できる」という高いレベルに

なった。 

これらの工夫で，八路軍の一般兵士は，３句程度の日本語スローガンを発音し呼びかけること

ができ，中隊の工作員は７，８句の日本語スローガンと３曲の日本語歌ができるようになった。こ

れらの工作は，その後の八路軍の敵軍工作に対してきわめて大きな影響を及ぼした。八路軍兵

士向けの日本語教育が実施されてはじめて，八路軍兵士を通じての対日本軍プロパガンダ工

作は可能となったのである。 

敵軍工作訓練隊は 1940 年に廃止され，総政治部敵軍工作訓練部の直轄下に新たに「敵軍

工作幹部学校」が設立された６２。 
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第３章 共産党の捕虜政策とその原点 

 

3.1 中国共産党の捕虜政策                     

 

3.1.1 土地革命期の対国民党捕虜政策：「対敵２分法」の原点 

1924 年から 1927 年までの間に，中国共産党と国民党の間に国共合作の関係が成立した。

1927 年 8 月 1 日，中国共産党は江西省南昌での武装蜂起によって初めて自らの軍隊を持った

ことから，中国では 8 月 1 日は「建軍記念日」とされている。1927 年から 1937 年までの 10 年間

は「土地革命期」と言い，この期間，中国共産党の紅軍と国民党部隊の間に長年にわたって戦

いが続いた。国民党部隊の捕虜に対する政策は，その後の日中戦争期における日本人捕虜に

対する政策と関連しているかは，ここで考察する。 

共産党指導者は，これまで一貫して軍隊政治工作を重視してきた。敵軍の一般兵士とその政

府や軍閥などと区別し，捕虜兵士を利用するため捕虜を優遇する思想は，早い時期にすでに形

成されていた。南昌での武装蜂起から半年も経っていない 1928 年 1 月に，共産党の労農革命

軍が，江西省の寧岡県を攻略し，多くの捕虜を確保したのを契機に，当時の共産党指導者は，

捕虜の扱いに関し，以下のように定めた。1，捕虜を扱うとき，殴らない，罵らない，殺さない，虐

待しない，差別しない，所持品を没収しない，生活面では我が労農革命軍の将兵と同様の待遇

をあたえる。2，彼らに対して革命教育を行う。戻るか，残るかは本人の意思に任せる。3，捕虜の

中に傷病兵がいれば治療を施す１。 

1928 年当時，多くの紅軍の兵士は，国民党の共産党排除政策に恨みを抱いていたため，捕

虜を厚遇する政策には，大きな抵抗があった。従来通り「目には目を，歯には歯を」というような

対抗措置を取る部隊も少なくなかった。これに対し，毛沢東は「恨みを晴らすのであれば，それ

は彼らに対してではない。白軍兵士の大多数は，労働者，農民の子弟で，彼らを殺しても，地主

や土豪劣紳らはすぐに又，新たな者を確保する。結局苦しめられるのは，貧しい民衆である」と

説いた。さらに毛沢東は，「彼らを釈放して，私たちのために宣伝させるべきだ」とも述べている

２。 

中国共産党の早期戦略において，対敵宣伝は捕虜政策と緊密に関連している。毛沢東は

1928 年 11 月に『井岡山の闘争』の中で，「敵軍に対する宣伝で も有効な方法は，捕虜を釈放

することと，負傷兵を治療することである。敵軍の将兵を捕虜にしたら，すぐに彼らに宣伝活動を

行うべきだ。戻りたいと希望するものと，残りたいと希望する者とを分け，戻りたい者には旅費を支

給し釈放する。これによって，敵が吹聴している『共匪（共産党）は，人と見れば殺す』という流言

飛語を直ちに打ち破ることができる」と述べている３。 

1929 年の『紅軍布告』には「敵軍将兵の帰順は認め，今までの行為は問わない４」と規定して
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いる。さらに，1929 年 12 月に毛沢東はまた『紅軍の宣伝活動の問題』の中で，捕虜政策を対敵

宣伝に関連付けて論じている。「白軍兵士および下級将校向けの宣伝は非常に重要である」「捕

虜またその郵便物から敵軍将兵の姓名及び部隊番号を調べ，宣伝物または手紙を送るべき

だ。」「敵の捕虜兵士を優遇することは，対敵宣伝においては極めて有効な方法である。」と述べ

た。さらに捕虜政策の重要事項を４点挙げた。第１に，所持品を取り調べる身体検査をしない。

今まで捕虜の所持品を取り調べる行為を断固して禁ずる。第２に，親切に捕虜を歓迎し，精神的

に不快な感じを持たせない。捕虜に対して言語上・行動上の一切の侮辱を禁ずる。第３に，捕虜

に対して，常連兵と同様な物質待遇を与える。第４に，残りたくない者に対して，宣伝を与えた後

に，旅費を与えて釈放する。白軍の中で紅軍の影響力を及ぼしてもらう。兵士の員数確保のた

めために無理矢理残す行為を禁ずる５。 

上記の事柄から毛沢東は早い時期にすでに俘虜を優遇する政策をとっていたことと，俘虜を

優遇する政策が強い対敵宣伝の意図を持ち，対敵宣伝政策の一環となっていたことが分かる。 

土地革命期前の 1929 年 7 月 31 日，周恩来は，省港同盟罷業労働者第６回代表会議で『労

農兵士を連合させ，帝国主義を打倒せよ』という政治報告の中で以下のように述べている。「強

奪をほしいままにする兵士や強盗は，確かに憎い，しかし，彼らには，私たち労農階層と同じ苦

しみがある。私たちは，彼らに同情して救ってあげる責任がある。救う唯一の方法は，帝国主義

者や軍閥に利用されている彼らを，革命の方向に転向させ，我々と同じ敵に向かわせることだ

６。」周恩来のこの講話からは，共産党の「階級意識」が見て取れる。これらの思想と方針には，日

中戦争時における中国共産党の捕虜政策との深いかかわりがある。土地革命期の捕虜政策は，

まさに日中戦争期における対日「２分法」政策の原点であったと言える。 

敵軍の政府や軍閥と一般兵士を区別する「２分法」はその後，「捕虜優遇政策」として，敵軍の

戦意を喪失させる手段となった。1929 年 12 月の古田会談の決議では，敵軍に対する宣伝活動

の強化と，捕虜を寛大に扱う政策が確認された。古田会議決議の「中国共産党紅軍第四軍第９

次代表大会議案」で，毛沢東は敵軍工作について，「敵の捕虜兵士を優遇することは，対敵宣

伝においては極めて有効な方法である」と具体的なやり方も述べた。「第１に，捕虜のお金や所

持品を取り調べることを禁ずる。第２に，捕虜兵士を大いに歓迎し，精神的に安定させる。捕虜

兵士に対する言語的，行動的な侮辱を一切禁ずる。第３に，捕虜兵士に対して，紅軍兵士と同

等の物的待遇を与える。第４に，残りたくない捕虜に対して，宣伝工作を終えた後，旅費を与え

帰らせる。白軍で紅軍の影響力がおよぶように仕向ける。兵士員数を増やすために，残りたくな

い捕虜を無理に残らせることを禁ずる７。」 

1930 年９月 25 日，紅軍第一方面軍総政治部が公布した『紅軍兵士会規定』において，有名

な「三大紀律，八項注意」が制定され，「敵軍兵士の所持品を取り調べない」ことが明確に定めら

れた８。1935 年の遵義会議では，毛沢東の党における地位が確固なものとなった。1935 年 11

月，紅軍が陝北（陝西省北部）の延安に到着した後，紅軍の総司令部により捕虜政策が詳しく策

定され，中国労農紅軍総司令官朱徳から，以下の 6 項目が発布された。１，紅軍に投降してきた
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敵は，将校か兵卒かを問わず，一切殺害してはならず，むしろ厚遇する。２，紅軍への入隊を望

む者はすべて入隊させる。３，戻りたい者には旅費を支給する。４，敵軍の傷病兵には治療を施

す。５，敵軍の武器を持参して投降する者には，報奨金を与える。６，売国奴の高級官吏を殺し

て投降する者は抜擢する９。 

賀龍が率いるする鄂西特委が 1930 年５月に中央宛の電報で捕虜政策についての考えを示し

た。「今までの戦いでは，多くの農民兵士が参加している。我々の兵士の多くは農民出身であ

る。彼らは常練隊（現地の土匪部隊）に対して恨み骨髄であるため，捕まえたすべて殺すのが当

然だった。それにより，相手は殺されても投降しなくなり，我々はそれまで今までの方式が間違っ

ていたことを気づいた。その後兵士を優待する方法を決めた。第１に，武器を持って自発的に投

降してきた人に 10 元のを奨励金を支給する。帰りたい人に旅費を与える。第２に，前線で捕虜と

なった者に５元を支給し，もし帰りたいならば３元を支給する。それ以来，敵兵は非常に動揺し始

め，江，公，石各県の常練隊は瓦解する情勢である１０。」 

戦局の拡大につれ，捕虜の増加を背景に，1931 年３月 20 日に『通例』が発表され，「捕虜が

通過する地区の政府は捕虜を優遇し，豚を殺し食べさせる１１」とされている。捕虜教育は，３つの

ステップに分けて行われた。第１，審査を行う。それぞれの出身，家族状況，政治思想，技術な

どを詳しく調べる。第２に，政治教育を行う。討論クラス，個別談話などの方式を通じて，その階

級覚醒を高める。第３に，ぞれぞれの状況に基づいて処理する。年配や体の弱い人に旅費を与

え実家に帰らせる。若くて体力のある者は紅軍に入隊させる。「それは紅軍兵力増強のための主

要な供給源となった１２。」 

捕虜を厚遇するとともに，その政策を敵軍に宣伝し，敵軍兵士の戦意を喪失させ，厭戦感を

醸成する戦略は，1935 年に公布された周恩来の『白軍に報奨金を支給する規定』にも示されて

いる。「自らの武器を差し出して，釈放された者には，２元を支給し，紅軍に入隊した場合は，更

に１元を支給する。敵軍の武器を持参して投降した者には５元を与え，紅軍に入隊すれば更に３

元を支給する１３。」このように捕虜を厚遇する政策は一貫して行われた。戦局の進展と共産党の

党勢拡大により，捕虜政策は次第に確立していった。 

日中戦争期においても，中国共産党は中国国内の「反共派」の捕虜に対して「不殺政策」を実

施していた。1940 年 10 月 18 日に中共中央書記処から指示が出され，国内の反共派が送り込ん

できた将校，探偵工作員，特務工作員などがいかに反動的で極悪非道であっても，原則的には

一律殺してはいけない。「この政策は反共派を孤立させ，瓦解させるにはもっともよい方法であ

る」と強調している１４。 

中国共産党の捕虜政策自体は，そのプロパガンダ工作の一環であり，統一戦線工作と併せて

総合的に行われた。中国の共産党支配地区に初めて入り，毛沢東，周恩来などと６カ月間生活

をともにして，中国共産党の実体を世界に紹介したスノーによると，中国共産党の軍隊は張学良

の東北軍に向けて，「中国人を殺すな，われわれと共に祖国を取り戻そう」などのスローガンを通

じて，プロパガンダ活動を積極的に行い，東北軍の士気を急速に減退させた。同時に，国民党
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軍の捕虜に対しても，捕虜優遇政策を一貫した。紅軍が重要な戦闘に勝利し，東北軍の将軍を

逮捕すると，客人のようにかれらを扱った。毛沢東と周恩来は数日かかって，彼らは真に平和を

欲し，日本に対抗するための統一戦争を結成したいのだと説得した。そして周恩来は捕虜にし

た将校と兵隊のほとんどを彼らの前哨戦まで案内して連れ戻したのである。スノーによると，この

ような戦術は奇跡なような効果を生んだ。「説得」された東北軍の将校たちは彼らの体験のすべ

てを張学良に報告し，張は紅軍の使者を西安に招き，懇談した１５。 

 

紅軍が井岡山の新城の農家の壁に書いたスローガン： 

「白軍兵士は労農出身なので，銃で労農を撃たない１６！」 

 

共産党の「２分法」政策は，その階級意識と深く関連している。分析したとおり，敵軍の一般兵

士と政府・軍閥などの支配者を区分する「２分法」は 1920 年代の土地革命期にはすでに形成し

ていた。共産党は，敵軍の一般兵士のほとんどは労農の出身であると主張している同時に，共

産党がまさに労農階級の代弁者であると主張している。敵軍の一般兵士と共産党部隊は同じ階

級に属しているため捕虜を優遇するのである。そこから自然に，捕虜優遇政策と「２分法」は，形

成された。国民党との戦いの中で，敵軍を瓦解するためのプロパガンダ工作，捕虜優遇，捕虜

返還などを通じての捕虜工作は，大きな効果を収めたという事実があり，それは１９３７年から日

本軍向けのプロパガンダ工作に影響を与えたと考えられる。 

 

3.1.2 対日捕虜政策の変遷 

 

1937 年から始まった日中戦争において，共産党は今まで国民党軍捕虜を扱うときの政策を続

行しようとしたが，相手の日本軍は今までの国民党軍とかなり違っていた。投降しない日本兵の

問題や民族や言葉の違いなど，共産党の敵軍工作は多くの難問に直面せざるを得なかった。土

地革命期と同様で，共産党軍隊には，日本軍に対して深い憎しみを抱いている兵士が多く，日

本人捕虜を殺害したり，虐待したりすることが多くあった。そういった背景の下で，中国共産党の

捕虜政策の模索は再スタートした。その捕虜政策は，主に日本軍捕虜に対する政策に示されて

いる。 
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1939 年５月の『八路軍軍政雑誌』によると，「現今の敵軍工作は，今までと著しく違っている。

そのおもな違いは，日本人だけではなく，朝鮮人，台湾人，主に我が国土に侵入してきた異民

族軍隊との戦うことである１７」。 

日露戦争後の日本軍において，軍紀引き締め，士気高揚策，軍事情報漏洩防止策として「捕

虜否定思想」が形成している。さらに，1941年１月８日に東条英機陸軍大臣で出された『戦陣訓』

に捕虜になることを明確に禁止している１８。そのため，日本兵には，捕虜になることを恥だと思

い，「玉砕」しても投降しない傾向があった。 

「帝国軍人」としての日本兵にとって，投降は許されない行為であった。投降捕虜の扱いを担

当していた趙安博の回想によると，「抗日戦争のはじめの頃，わが軍は山西，河北，河南，山東

などの地域に独立自主の遊撃戦を展開し，多くの勝利を収めた。だが殺傷したのが殆どで捕虜

は極めて少なかった。1937年９月の平型関の戦いにおいて，日本軍3000余名をせん滅したが，

１人の捕虜も確保できなかった。その原因は日本軍将兵がファシスト教育の害毒を深く受けてお

り，戦争の性質も判っておらず，八路軍の捕虜政策も知らない故であった１９。」1937 年 10 月６日

の中国共産党総政治部文書には，平型関の戦いでは，日本兵は死んでも投降しないことが記

載され，投降しない日本兵を「今後の政治工作の重要な課題」としている２０。1937 年９月の平型

関戦闘の直後，イギリス記者であるジェームス・バートラム（Bertram）の取材を受け，周恩来は投

降しない日本兵について「われわれは何人かの捕虜を捕まえた。われわれは日本民衆に対する

友好政策を極めて彼らに説明したい。日本兵捕虜を捕まえるのが容易ではない。中国人は捕虜

を殺すと聞いているので，負傷しても戦死まで戦うのである２１」と述べている。 

 

（１）「捕虜釈放・送還」政策 

趙安博の回想によると，日中戦争の初期の頃は，日本軍兵士は「共産軍が捕虜を虐待して殺

害する」と教え込まれて，「敵軍デマを打ちくだきわが軍の影響を広めるため，日本捕虜の希望

に基づき，釈放する政策をとっていた２２」。捕虜釈放・送還政策の背景には，まさに「共産軍が捕

虜を虐待し，殺す」とのイメージを打ち破る狙いがあった。 

1937 年９月 25 日に発表された『八路軍の日本兵士に告げる書』において，「中国の軍隊は日

本兵士を決して虐待しない，殺さない。」「中国軍隊で仕事することを望むのなら，仕事を与え

る。望んでいなければ，武装解除さえすれば，前線で直ちに送還する」としている２３。同日，『中

国共産党の日本陸海空軍兵士に告げる宣言』が発表され，中国軍隊は日本兵士を一人といえ

ども殺しはしない。日本兵士が武装解除さえすれば，直ちに優遇する。帰りたければ送還する。

中国軍隊で仕事をしたければ仕事を与える」と述べ，日本兵の投降を促している２４。 

日中戦争が始まった直後，毛沢東はイギリス人記者のジェームス・バートラムの取材を受け，

八路軍の政治工作について「第１は，将兵一致の原則，第２は，軍民一致の原則，第３は，捕虜

を寛大に扱い，敵軍を瓦解させる原則である」と３つの基本原則を示した同時に，共産党の捕虜
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を釈放する政策を紹介した。「これまでのところ，第３の捕虜に関する原則は，効果が顕著ではな

いが，将来必ず効果をあげる。我々は，この捕虜対策を堅持する。 近，日本軍が八路軍に対

し，毒ガス攻撃を行うと公言しているが，我々はそれでも，この原則を変更しない。我々は，捕虜

になった日本軍兵士と，やむなく戦闘に加わっている下級士官を寛大に扱う。侮辱や叱責をせ

ずに，日中両国人民の利益は一致していることを彼らに説き，釈放する。戻りたくないものは，八

路軍に入隊させ，将来抗日戦線で『外国人義勇軍』が編成されれば，そこに参加させ，日本帝

国主義との戦いに向かわせる」と述べている。２５毛沢東は欧米の記者に向けて，日本軍捕虜を

寛大に扱う政策をアピールすると伴に，日本帝国主義者と日本国民を区別して対応する考えを

強調した。即ち土地革命期における「敵軍の一般兵士と軍閥を区別する２分法」を「日本帝国主

義と日本国民を区別する２分法」に応用したのである。 

1937 年 10 月６日の中国共産党総政治部文書では，投降しない日本兵を政治工作の重要課

題とし，「敵の捕虜を優遇し負傷兵に治療を施す。断固投降しない日本兵に対しては殺すべき

だが，武器を供出した者を我が方に連れて政治宣伝を実施した後に処置すべきだ。断られても

危害を加えてはいけない。」と規定し，捕虜優遇政策を明確にしている２６。さらに，1937 年 10 月

25 日に朱徳と彭徳懐の名義で八路軍総指揮部命令が出され，捕虜政策を４条に明確化され

た。第１に，我が軍の捕虜となった日本兵を殺してはならず，優遇する。第２に，自発的にやって

きた者に対して，その生命の安全を保障しなければならない。第３に，戦場で負傷した者に対し

て，階級的友愛に基づき治療を施す。第４に，故郷に帰りたい者に旅費を支給する２７。さらに同

日の 10 月 25 日に，総政治部が前線各部隊の責任者宛に日本兵捕虜扱いに関する指示が出さ

れ，「敵軍では殺されても投降するなと命じられている。われわれが捕まった捕虜を殺したら，必

ず恐怖感をいっそう強くするに違いない。今後捕虜になった敵兵を，連行できない場合，武装を

解除し，３元を支給して釈放すべきだ」と規定している２８。 

釈放する政策の背景として，共産党に 2 つの思惑があったと考えられる。第１には，すぐには

釈放せずに，捕虜に教育・宣伝を加え，捕虜の転向を仕向けることである。敵軍工作部の担当

者の蔡前は 1939 年に，「国際慣例によれば，戦争が終わったら，捕虜は釈放すべきである。しか

し，日本帝国主義者の瞞着を暴露するため，より覚醒できた捕虜を選出し，送り返すべきであ

る。送り返す前に，民衆を動員して歓送会をやったほうが，より深く印象づけることができる２９」と

述べている。『八路軍軍政雑誌』が初めて「捕虜への扱い」に関する記事を掲載したのは 1939 年

３月だった。「若本（26 歳，農民出身）と笠原（工場労働者出身）という２名の日本軍捕虜を捕ま

え，訊問で敵情情報を得て，「２分法」教育を加え，釈放した」とある。捕虜政策をより広範に中国

軍民に教育するための一つの手法であると考えられる３０。 

捕虜になった香川孝志の回想によると，捕虜になった日本人鉄道員は，「すぐ帰してほしい」と

その場で申しだしたが，「ここからすぐお帰しするわけにはいかない。あなたがたの職場はみなつ

ぶれている。すこしおちついたらかならず帰してやる」，と共産党幹部の張香山が答えた３１。 

その後，捕虜に対して優遇や教育を与え，それでも帰してほしいと思う人に対して，希望に応
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じて日本側に帰らせる。香川孝志の回想によると，「前述した３人の日本人鉄道員は，『いつのま

にか姿が見えなくなった。希望に応じて日本側に帰らせたらしい３２』。100 日ぐらい経つと，共産

党の捕虜優遇政策や，捕虜教育工作の影響で，捕虜の気持ちは徐々に変わる３３」とある。 

第２の思惑は，親切ごかしの「捕虜返還」政策の実施である。捕虜になること自体は日本軍で

禁止されており，日本軍に帰隊しても軍法会議にかけられる。陸軍省が 1939 年９月に支那派遣

軍総参謀長宛の通牒には，「捕虜ト為リ帰還セル者ニ就テハ一率ニ捜査ヲ行ヒ有罪ト認メタルモ

ノハ総ヲ之ヲ起訴スヘキ」とされ，不起訴または無罪とされた者に対して「厳重ナル懲罰処分ヲ行

フ」，「刑ヲ執行修了者」を教化隊に服役させると規定している３４。香川孝志は自身の経験につい

てつぎのように回想している。「すでに捕虜になってからそのときまでに，百日を経過していたか

ら，たとえ帰隊しても軍法会議にかけられるのは確実である。」1940 年 12 月になると，香川孝志

は日本軍隊に帰らずに，「腹を決めて延安に行こう」と決めたという３５。 

共産党は日本軍の軍令を把握しており，本当に釈放する者に対して，必ず釈放する前にある

程度の教育や宣伝を行い，日本軍を瓦解させる狙いがあった。1938 年 10 月 22 日に八路軍総

政治部が毛沢東，王稼祥，譚政に宛てた電報には，捕虜釈放政策について「捕虜の話による

と，日本軍兵士が戦いが終わって一週間以上連絡が取れずに帰隊した場合みんな銃殺刑にさ

れているとのことである。今後，捕虜を捉えたら，特別の者だけ人を我が軍に残るように勧誘する

のではなく，どんな態度の者であれ一律優遇をする。捕虜を慰問するように大衆を動員し，プラ

ス影響を与えてからすぐ釈放する。（釈放まで）３日間を超えてはいけない。秘密がばれないよう

に，この項は書面で書いてはならず，口頭で連隊まで通知する３６」と記されている。 

捕虜を優遇・教育・利用する段階に入っても，捕虜を送還する政策をすべて中止したわけで

はない。1941 年４月６日に八路軍野戦政治部から出された指示には，「送還した捕虜の一部は

殺されずに日本軍で活動しているので，我が軍の影響を多少日本軍に送り込める。しかし送還

されたら死刑に処される」とされ，今後捕虜を送還するさいには，ファシズム的な拠点に送らず

に，見識のある日本軍将校の拠点に送るように，命じている３７。 

捕虜送還政策は，結局「対日プロパガンダ工作」の一環として位置付けで行われた。八抗日

軍政大学教育長の羅瑞卿（のち路軍野戦政治部主任）が 1938 年 11 月に書いた文章によると，

優遇を受け心が動かされた優待と感動を受けた日本兵捕虜を敵軍の内部に大量に送りこめば，

日本軍に対するプロパガンダ工作となる。「われわれが敵軍にとてもいい宣伝隊を送ったと同様

である３８」と指摘している。さらに，1941 年に八路軍総政治部敵軍工作部編の「敵軍工作ハンド

ブック第５版」には，「彼らが釈放され，原隊に帰れば，我々が彼らを処刑しないことや寛大に扱う

という我々の方針が深く日本軍に浸透する３９」と強調し，捕虜釈放の目的を明確に述べている。 

 

（２）捕虜優遇政策 

 日中戦争初期には，捕虜を優遇・教育せずに釈放する政策だったが，徐々にきちんとした優

遇・教育を施してから釈放するようになった。 
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 毛沢東は，1938 年 5 月に発表した『持久戦論』において，八路軍政治工作の３つの基本原則

を有効に実行するには，「兵士の尊重，人民の尊重，及び敵軍捕虜の尊重というこの根本態度

より出発すべきである４０」と述べている。1940 年 6 月公表された『総政治部の日本軍捕虜工作に

対する指示』によると，「敵軍の文書を積極的に収集する。抵抗を停止した日本軍兵士と将校を

銃殺することを禁止する。日本軍捕虜を侮辱することを禁止する」，「敵軍捕虜を確保したら，丁

寧に扱い，宣伝をする」，「各司令，各縦隊，各軍区，各戦略部門は，出来るだけ進歩的な捕虜

を選んで訓練し，対敵工作に協力してもらえるように努めるべきだ。これはとても重要で，決して

軽視してはならない４１」とある。1940 年 7 月 7 日，八路軍総政治部の朱徳，彭徳懐は，『中国国

民革命軍第八路軍司令部命令』を発布した。この命令には当時の共産党の日本軍捕虜政策の

全ての内容が含まれている。それによると「日本の兵士は，勤労大衆の子弟である。彼らは，日

本の軍閥，財閥に騙され，強制されて，仕方なく我が軍と戦っているのだ」として，日本軍国主義

者と日本軍の一般兵士を区分する「２分法」と「捕虜を厚遇する」政策を改めて示した４２。この命

令は中国語と日本語両文で印刷されており，中国共産党軍隊の命令である同時に，日本語向

けの宣伝ビラでもあり，これは日本軍も承知していた４３。 

1941 年９月 15 日に，総政治部から日本兵捕虜を優遇する規定が出され，「一般優待」，「特別

優待」と「捕虜教育用の費用」に分けて，優遇政策を詳しく規定している。「一般優待」には，毎月

の手当てを５元にし，食費は八路軍の２倍にし，祝日のとき部隊の指導者が捕虜を招待する他，

食糧・衣服・日用品などの面での優遇するとしている。「特別優待」には，新来捕虜・軍職の高い

捕虜・送還予定の捕虜に対して特別に優遇すると規定し，その他の旅費・優待費などの特別優

待政策を規定している。「捕虜教育用の費用」では，文房具・書籍の購入費用，反戦団体の経費

などを規定している４４。 

共産党の捕虜優遇政策は，日本人捕虜となった人々と回想録で確認でき，一定の効果があ

ったようである。1940 年の百団大戦で捕虜となった中村善太郎（通名・中小路静夫）の回想録に

よると，捕虜となって以降について「まず八路軍部隊の大隊本部に連れて行かれた。死ぬことと

脱走することばかり考えていて，ことごとく八路軍の兵士に対して反抗的な態度をとった。たとえ

ばその八路軍には日本語ができる者がおらず，片言で『捕虜はユウタイする，ユウタイする』と言

っていたのに，出された食べ物はコーリャンの飯だったので，ぼくは『こんなものが食えるか，何

が優待だ』といってポーンと投げ捨ててしまった。なにがいいのかと聞かれたので，日本人は白

米の飯に卵や肉を御菜にして食うのだと言ってやったところ，今度は卵を二〇個も三〇個も持っ

てきた。オレを馬鹿にするのかと怒ったが，彼らはニコニコしていて怒らなかった。この出来事

が，ぼくの八路軍に対する認識の変化の第一歩だった４５」と述べている。延安にいた日本人捕

虜は，「食べ物は全部辺区政府が供給してくれたし，小遣いは月に３円（元）もらっていた。これ

は軍でいえば中隊長クラスの優遇だ。有名な大生産運動でも，労農学校は生産運動をやらなく

てもよいとされた。このとき，生産運動に携わらないで全部供給されていたのは，幼稚園，病院と

労農学校だけだった４６。」大和田廉の証言によると，「当時の中国共産党部隊においても，一般
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の兵隊で１円，師団長でも３円，党の中央委員で５円だったので，優遇されている実感がしてい

た４７」とある。 

捕虜優遇政策は日本軍向けのプロパガンダのコンテンツとして使われていた。日本軍の記載

によると，「我ガ共産軍ノ後方ニハ日本人約四百名アリ，吾等ハ特別ニ彼等ヲ優待セリ。マタ彼

等日本人ノタメニ特ニ白米ノ□□ヲ準備セリ４８」と共産党のプロパガンダ内容が記載されている。 

 

（３）捕虜を訓練・利用する政策 

本論文の第４章と第５章では，捕虜を訓練・利用する段階を詳しく考察するため，ここでは簡

潔に触れるだけにする。 

1940 年，日本工農学校の創立で，捕虜政策は新しい段階に入った。それは捕虜に長期の訓

練，と教育し，利用する段階である。この段階から，共産党の捕虜教育と捕虜改造工作は本格

的に始まったのである。系統的に日本人捕虜を収容するため，延安労農学校が設立された。そ

こでは，日本人捕虜に対して，当時の中国共産党の「捕虜を厚遇する政策」に基づき，捕虜教育

が実施された。 

1940 年までは捕虜釈放（返還）政策はほとんどで，本格的・系統的な捕虜教育は展開されて

いなかった。1940 年７月８日に，総政治部から日本軍捕虜を扱う指示が出され，本格的に捕虜を

利用するように命じている。この指示では，「帰りたくない者の強制送還を禁止」，「各部隊は十数

名の進歩的捕虜を訓練し，我が軍の敵軍工作（日本語の教育，宣伝物の起草，捕虜の訓練な

ど）に従事させる」と規定しており，捕虜を送還せずに積極的利用する意図が示されている４９。 

1941 年６月に捕虜となった小林寛澄の回想によると，「捕虜となって１，２カ月は反戦同盟だか

覚醒連盟だか，そんなものをやる気はまったくなかった。私は毎日何度も何度も大隊幹部のとこ

ろへ行き，希望者は日本へ帰すと言っているのだから早く帰してほしいと懇願した。しかしその都

度，『近いうちに帰す，それまでお待ちなさい』という返事で，その件は諦めざるをえなかった５０」

1941 年ころには共産党の捕虜政策は，変わりつつあった。「捕虜返還」から「捕虜を教育して利

用」との政策に転換している段階だと考えられる。 

更に 1944 年になると，『敵軍工作に関する総政治部の指示』では，「日本の革命勢力を養成

するため，今後原則的に捕虜を釈放しないことを決める５１」と明記している。 

 捕虜優遇政策は，捕虜返還政策と捕虜訓練・利用政策と緊密に関連しており，はっきりした切

れ目がない。1941 年になっても，捕虜釈放の政策は存在していた。それは「全ての日本人捕虜

が日本人革命家や，反日活動のシンパになると期待するのは根拠に欠け，また無益だからであ

る５２。」つまり，日中戦争初期には「捕虜釈放」は主流だったが，捕虜優遇と捕虜教育の政策もあ

った。また 9140 年延安工農学校の創立後に，捕虜教育の政策は重視される同時に，捕虜釈放

の政策は中止されていない，ということである。 

 土地革命期においては，国民党軍や軍閥などの捕虜に対して，優遇を通じて利用する試みが

行われた。日中戦争期に入ると，言葉，文化の違い，投降しない日本軍兵士などの新たな難問
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に直面し，中国共産党の捕虜政策も徐々に進展した。 

 

3.1.3 一般軍民の「２分法」に対する抵抗 

アメリカ軍事視察団のリポートによると，日中戦争当時，ほとんどの中国人にとって，日本人は

冷酷な侵略者であり，彼らの日本人に対する敵意は強かった。中国の若者たちは，しばしば，た

だ復讐のためだけに八路軍に参加した。そして日本人捕虜はほとんどの場合，殺害された５３。 

中国共産党は，『八路軍軍政雑誌』，『解放日報』及び『大衆日報』など各地のメディアを通じ

て，「２分法」思考法と「捕虜優遇政策」を広く宣伝した。周知のように，抗日動員のため，全国範

囲において，抗日宣伝は行われていた。「悪魔の日本軍」というイメージはその後の捕虜優遇と

「２分法」政策の実行に不利な条件となってしまった。八路軍兵士が日本軍捕虜を殺害したり，

農民たちが日本軍捕虜を農機具で殺したりする事件が相次いだ５４。八路軍においても，捕虜政

策の精神をまだ把握しておらず，日本人捕虜を虐待するまた殺害する事件があった５５。八路軍

に新兵が多く，故郷で日本軍の暴行を見たため，投降した日本兵を銃殺した事件も相次いだ

５６。八路軍の敵軍工作員でさえ，日本人捕虜を優遇することは簡単に理解できなかった。八路

軍野戦政治部敵軍工作部で活躍していた常化知の回想によると，「私たちには食べるものがな

く，彼らが豊かに食べているのは本当に悔しかった５７」と述べている。一般兵士と民衆は「２分法」

に対する抵抗が強く，捕虜優遇と「２分法」の合理性を宣伝するため，八路軍兵士と民衆向けの

教育・説得工作が展開された。 

 

（１）一般軍民の抵抗 

129 師団 386 旅団長の陳賡は 1938 年２月 24 日の日記に一般民衆の抵抗について，「長生

口の戦いの勝利で，道の両側に並んだ民衆の歓迎を受けた。民衆がお茶と食べ物で兵士を慰

問し，特に戦利品と東洋兵（日本兵）をわれ先に見ていた。民衆の意見は，日本人を馬に載せる

べきではなく，殺すべきだということである。われわれの釈明を聞いても不満そうだった」と記録し

ている。４日後に，戦利品と日本人捕虜を民衆に見せるさい，多くの少壮である民衆が日本兵を

怒った目で睨み，「何で中国侵略するのか」と詰問していた。陳賡は日記で，「我が部隊がなけ

れば，（日本兵捕虜が）間違いなく民衆に殴られ殺されてしまう」と記している５８。 

八路軍の捕虜となった水野靖夫の回想によると，「捕虜になったばかりのとき日本軍服をきた

水野が八路軍の車に乗ってある部落に入った。子どもづれの女が水野に気づき大きな声で叫ん

だ。二人三人と農民たちが車に近づいてきた。老人の子供が多いようで，どこからか小石がとん

できた。「日本兵だ」「東洋鬼子（クイズ）」と農民たちが険しい顔で鋭く叫んだ。護送してくれる八

路軍の李青年が大声で農民たちにしゃべり続けていたが，小石が水野をめがけてとんできた。

結局李青年が車に対して出発を命じ，部落をはなれることができた５９」とある。 

『敵我在宣伝戦線上』によると，「冀中の八路軍部隊が日本軍との戦いで，中隊長を含む日本

兵を捕虜にした。捕虜を連れて後方に向かう途中，ある部落を通るとき，村の農民が農機具を武
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器にして日本人捕虜と八路軍の護送兵を包囲した。『直ちに日本兵を銃殺しろ』と農民が要求し

た。さもないと，八路軍護送兵の武装を解除するというので繰り返して説得したが効果はなかっ

た。農民らが鋤で十数人の日本兵捕虜を殺してしまった６０。」とある。 

 

（２）一般軍民向けの「捕虜優遇」教育 

一般軍民に対する捕虜優遇政策の教育の根本は，やはり「２分法」であった。一般兵士に対し

て，「敵軍がわが国での侵略行為は，少数の日本軍閥，日本統治者の罪であり，広範な日本兵

士には責任がない。彼らの利益と中国人民の利益は一致しているのだ」という教育内容であった

６１。さらに，日本兵捕虜を優遇する理由について，「なぜ敵軍捕虜を優遇するのか。その理由

は，日本軍隊の兵士及び偽軍の中の大部分の将兵が，皆強制されて中国を侵略しに来たのか

らである。彼らは日本軍閥の利益と対立している位置にある。だから我々は敵偽軍の下級将兵

を確保し，彼らを覚醒させ，日本軍閥を打倒する立場に立たせる。中国人民と助け合って協力あ

うように転換させる。敵偽軍を獲得するには，一般的政治宣伝のほか，敵偽軍捕虜を優遇するこ

とが一番よい方法である６２」とされている。 

 

第１に，八路軍敵軍工作員による口頭教育と教材による教育である。前出した水野靖夫が中

国の農民に批判されそうときに，その護衛兵が繰り返し農民向かって，「これは日本の農民であ

る。日本の軍閥や財閥にくるしめられている気の毒な農民だ。われわれの朋友なのだ」と説明し

た。水野は「八路軍の兵隊たちにはこうした考え方の教育が徹底しているようであった」と回想し

ている６３。その後も，水野が通る各部落で，農民に対する教育が行われた。「日本の軍閥と財閥

の犠牲者」という名の看板で，抗日統一戦線の必然性とその勝利についての確信を強めた６４。

1940 年９月に八路軍の捕虜となった渡辺三郎にも同じような状況があった。「日本兵を殺して復

讐しよう」と叫ぶ農民を説得できた八路軍の人道主義行為によって，渡辺の思想は変わり始めた

６５。八路軍のこのような教育は，中国の民衆を教育する同時に，捕虜を護衛し優遇するのが本気

だと日本人捕虜に信じさせることもできただろう。こういう意味では，各部落で行われた民衆向け

の捕虜優遇教育は，捕虜を転向させるうえで効果があり，一石二鳥の政策だった。 

回想録によると 129 師団で敵軍工作に従事していた盧耀武，劉国霖は，日本語での呼びかけ

練習と日本語スローガンを作るとともに，一般民衆に「敵軍瓦解政策」を教育していた。「一般民

衆は日本軍の犯行に対して憎しみを募らせていたが，掃蕩の行軍中落後した日本兵を捕まえて

も殺害せず，侮辱せずに我が軍に連れてくる。武器を放棄した日本兵捕虜に対して，差別せず

に友好的に扱う６６」と述べている。 

共産党軍隊の政治教育教材には，ほとんど「捕虜優遇」，「敵軍を瓦解」などの内容がある。た

とえば新四軍第５師団政治部が『政治読本』を刊行し，捕虜政策と敵軍瓦解政策を含む政治工

作を一般兵士に向けて教育を行った。また各地方の民衆大集会で共産党の敵軍工作を講義

し，一般兵士と民衆の理解を得た６７。八路軍においても，政治教科書を刊行し，政治工作教育
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を実施した。初級政治教科書は２冊に分け，第１冊は中日問題であり，第２冊は統一戦線問題で

ある。特に新兵に対して政治教育を実施した６８。 

第２に，日本人反戦組織及び転向した日本人捕虜による教育である。八路軍の一般兵士や

民衆に捕虜政策を教育するため，敵軍工作部は日本人捕虜を前線に送り込み始めた。これらの

捕虜はすでに反戦組織を結成して，組織的に活動していた。『延安リポート』の記載によると，こ

れらの捕虜たちは，かなり再教育が進み，八路軍の思想を充分に理解した者たちであった。八

路軍の支援の下，政治部工作員によって準備された大衆集会が旅団司令部や師団司令部で

開催され，捕虜たちはそこで「いかにして私は軍国主義者にだまされたか」との内容の話をした。

農村でも農民向けの集会が祝日や祭りの際に開催された６９。 

スピーチのほかに，演劇などさまざまな形があり，その内容はやはり「日本兵の一般兵士は軍

国主義者に騙され，強制されて中国に来た。みんなと同じように，普通の農民だ」との内容だっ

た。秋山良照の回想によると，秋山ら日本人たちが中国人と一緒に中国語で『活路』（生きる道）

との演劇を中国の一般軍民の前で上演した。貧農の息子である木下が徴兵され，年老いた父母

を置いて出征する。父親が地主の仕打ちを呪いながら自殺してしまう。内務班で木下は虐待・侮

辱を受け，戦争に疑問を持つ木下が覚醒連盟のビラに共感を持ち逃亡した，という内容の劇で

ある。劇が終わったら通訳が「ごらんなさい，中国の農民も日本の農民も，日本の軍閥に苦しめら

れている。中国人民と日本人民は手をたずさえて，日本の侵略に反対しよう」と農民を勇気づけ

た７０。 

第３に，軍紀や制度による強制的な制約である。共産党軍隊には，多くの命令と指示が出さ

れ，捕虜優遇政策は軍紀として，強制的に実施された。1937 年 10 月 25 日に朱徳と彭徳懐が

「日本兵捕虜を優遇する」と八路軍総指揮部命令を出し，「命令」という形で強制した。129 師団

343 旅団のある小隊長が投降してきた日本兵を銃殺したことがあったが，その小隊長に行政処

分が下され，兵士教育ための部隊大会が開催された７１。さらに，日本工農学校の副校長だった

趙安博は 1943 年４月に，日本人捕虜を殴り，共産党中央で問題視され，副校長を辞任した事件

もあった７２。 

中国共産党の敵軍工作に協力した日本人の原清子の回想によると，中国共産党の軍隊は開

戦当時から「捕虜優待」を唱え，武器を下ろした捕虜は手厚く扱えと軍規「三大規律八項注意」と

して説き，これを歌にして日常的に歌わせるなどの形で繰り返し教育した。自分たちは決して食

えない米の飯を捕虜に与え，ヤケを起こして暴れる日本兵をなだめ，罵られても殴られてもにこ

やかにしていなければならないとされた。まだ少年の八路軍兵は，日本の捕虜を扱いきれず，し

くしく泣き出すことさえあったという７３。 

 

抗日宣伝を行うさいには，捕虜政策の実施が考慮されていた。たとえば，1939 年１月の『八路

軍軍政雑誌』には，「歴史において日本が中国を侵略する原因及び経過をはじめ，盧溝橋事変

及び日本が大挙して中国を侵攻し，わが国を滅亡させ，我が種族を消滅させようとする行為を告
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発し，中国国民の民族的覚醒を啓発する。日本獣軍が中国での姦淫，強奪，焚焼，虐殺，爆

撃，毒ガス行為，アヘンなどの残忍非道の獣行に対して，戦士全員の民族覚悟と民族的憎しみ

を高める」。さらに，「もちろんそれはただ日本軍閥への憎しみであり，日本労苦大衆への憎しみ

ではない」と特別に説明が加えられている７４。 
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3.2 国民党の対日プロパガンダ活動とのつながり 

  

1945 年８月 15 日午前 10 時に，蒋介石の演説「抗戦勝利告全国軍民及世界人士書」（抗戦勝

利を全国の軍民および全世界の人士に告げる書）が中国と世界向けて放送された。中で，日本

軍閥と日本人民を区別してみる姿勢が見える。 

 

「われらは終始一貫，ただ侵略する日本軍閥のみを敵とし，日本人民は敵としない旨を声

明してきた。（中略）けっして報復したり，更に敵国の無辜の人民に対して，侮辱を加えてはな

らない。われらはただ日本人民が，軍閥に駆り立てられている事に同情を寄せ，錯誤と罪悪か

ら，抜け出ることだけを望むのである１。」 

 

 「以徳報怨」（徳を以て怨に報いる）の精神を主張するこの演説の中から，「日本軍閥」と「日本

人民」を区別する方針がわかる。つまり，対日「２分法」は中国共産党だけではなく，国民党にも

あったのではないかと考えられる。本節では，日中戦争期における国民党の対日プロパガンダ

機構及びその出版物を踏まえ，国民党の対日「２分法」の実態を考察する。 

 

3.2.1 国民党政府の対日プロパガンダ機構 

 

国民党軍の政治部には，多くの共産党員が活動していたため，共産党の対日プロパガンダ工

作と共通する点が多い。1938 年 11 月 18 日に陸軍省寺内部隊参謀部によって作られた『共産軍

の政治部について』によると，政治部は共産党特有の組織であり，政治部を有することは共産軍

の重要な特徴である。政治部には「非凡な組織者及び扇動者」が配属され，その任務は，軍紀

風紀の尊重，士気高揚，対敵宣伝などがある２。1927 年までの第一次国共合作時期において，

黄埔軍校政治部主任の周恩来などの提唱によって国民党部隊には政治部が設置されていた。

その後，国共合作の崩壊につれ，国民党部隊の政治部制度が廃棄され，「政訓処」となった。 

日中戦争の勃発によって，第二次国共合作が始まり，1938 年１月に国民政府軍事委員会の

下には政治部は結成された。政治部の部長には，国民党の陳誠が就任し，周恩来と黄琪翔が

副部長の任に当たった。黄琪翔は国民党党員だったが，1949 年後に中華人民共和国の幹部と

なり，1970 年「文革」で亡くなった。当時の政治部の下には４つの庁が配置され，それぞれは総

務庁，第一庁，第二庁，第三庁である。総務庁は人事などの担当で，第一庁は軍隊の政治訓練

及び軍事学校の政治訓練の担当である。第二庁は民衆動員及び国民軍事訓練の担当で，第

三庁はプロパガンダの担当であった。「三庁」の主な任務はプロパガンダであり，対日プロパガン

ダと国際プロパガンダがその主要な工作であった３。1938 年から共産党に秘密入党した郭沫若
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がその庁長を担当し，敵情研究，対日放送，日本語プロパガンダ資料の編集など，日本軍向け

のプロパガンダ工作を展開した。政治部結成当初，周恩来は第三庁を中国共産党党員を中心

となる部署にするつもりで運営していた４。ここでは，第三庁を重点的に考察する。 

政治部の総務庁，第一庁，第二庁は国民党が支配する部署だが，第三庁は完全に共産党の

支配する部署となった。第三庁には，多くの中国共産党員が配置され，庁と処レベルの幹部の

中に，周恩来を中心とする共産党の秘密小組が結成され，そのメンバーは郭沫若，陽翰笙，杜

国庠，馮乃超，田漢がいた。その下の科レベルにも複数の共産党秘密特別支部が結成された

５。 

 

 

 

 

 

国

民

政

府

軍

事

委

員

会

政

治

部 

総務庁 

（総務・人事） 

 

第一庁 

（軍隊政治訓練） 

第二庁 

（国民軍事訓練） 

 

 

 

 

 

 

第三庁 

庁長 郭沫若（共） 

副庁長 范寿康 

    范揚 

主任秘書 

    陽翰笙（共） 

任務 

プロパガンダ 

 

 

第五処 

処長 胡愈之（共） 

 

第一科（文章編集） 

科長 徐寿軒 

第二科（民衆動員） 

科長 張志譲 

第三科（総務・印刷） 

科長 尹伯休（共） 

 

 

第六処 

文芸プロパガンダ 

処長 郭沫若（共） 

 田漢（共） 

第一科（演劇・音楽） 

科長 洪深 

第二科（映画）  

科長 鄭用之 

第三科（絵画・彫刻） 

 徐悲鴻（未就任） 

 

第七処 

対日プロパガンダ 

国際プロパガンダ 

処長 范寿康 

第一科（日本語翻訳） 

科長 杜国庠（共） 

第二科（国際情報） 

 科長 董維健（共） 

第三科（日本語プロパガンダ

資料作成） 

科長 馮乃超（共） 

「三庁」成立当時の組織６ 

三庁成立初期，周恩来はその工作方針について，「十大綱領７の宣伝を堅持し，共産党の主
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張を宣伝する８」と規定した。国共合作政府の一部門ではあるが，「三庁」の実際の活動は周恩

来など共産党員が担当していた。対日プロパガンダ工作を担当する第七処には，特に共産党員

が多い。３つの科があり，３人の科長がみんな共産党員だった。第一科科長の杜国庠（1889－

1961）は 1907 年から 1919 年の間に日本に留学し，京都大学河上肇の弟子の一人であり，1928

年に中国共産党に入党した。1949 年後，広東省文教庁庁長などを歴任した９。第二科の科長董

維健はアメリカ留学経験のある人物で，コロンビア大学の哲学博士号を有し，共産党員でもあっ

た。1938 年３月に，武漢で周恩来の紹介で郭沫若と緊密な関係を持つようになった１０。第三科

科長の馮乃超（1901-1983）は日本留学経験者の一人で，長期にわたって左翼文学活動を行

い，1928 年に中国共産党に入党した。第三科科長として対日プロパガンダ工作に携わり，鹿地

亘の日本人民反戦同盟の工作にも協力した。1949 年後，共産党の幹部として中央宣伝部，広

東省にある中山大学などで活動していた１１。 

第三庁の活動は，中国共産党史においては，「中国共産党の統一戦線政策の勝利である」と

位置づけられている１２。 

郭沫若は，日本人反戦作家の鹿地亘夫婦，緑川英子（長谷川照子）などの協力を得て，日本

人反戦人士の協力を求め，宣伝活動をより有効なものにしようとした。鹿地亘，緑川英子など日

本の反戦作家は実際に「三庁」のメンバーとなり，具体的な宣伝活動を行っていた１３。周恩来は

抗日戦工作の方針に基づき，郭沫若と相談の上，鹿地夫婦を政治部設計委員（少将待遇）とし

て，1938年３月に武漢に迎えた１４。 

1940 年３月汪精衛政権の成立により，親日派の何応欽が台頭し，政敵であった政治部部長

の陳誠は罷免された。政治部の大規模な組織変更が行われ，周恩来，郭沫若は一旦任を解か

れ，新たに「文化工作委員会」が成立し，郭沫若が主任となった１５。 

 

3.2.2 国民党政府の対日プロパガンダ活動 

 

日中戦争において，国民党政府は中国政府として，日本軍の中国進攻を非難し，日本語で

中国にいる日本人だけではく世界各地の日本人に向けてプロパガンダ工作を展開していた。日

中戦争の初期いおいて，「連盟戦略」を取り，国民党政府の『日本人民に告ぐ』には，「我々は広

大な国際的同情を獲得した１６」とある。イギリス，アメリカの支持を得るための外交工作を展開す

る同時に，対日プロパガンダ工作も着実に行われた。 

 

（１）在華日本人向けのプロパガンダ活動 

「三庁」は鹿地亘など日本人の協力を得て，日本軍向け及び日本国民向けの宣伝活動など

抗日文化宣伝を行っていた。前出の第七処は対日プロパガンダと国際プロパガンダ担当で，プ

ロパガンダ出版物の編集・印刷・発行，演劇・音楽によるプロパガンダ，美術活動によるプロパガ

ンダ，プロパガンダ映画の作成と発行，日本語の翻訳と編集などの担当部門に分け，敵情研
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究，対日放送，日本語宣伝資料の編集など，日本向けプロパガンダ活動を展開した。ビラ，パン

フレットのほか，国民党政府は日本人の協力を得て，対日日本語ラジオ放送を行った。1939 年２

月６日に国際広播電台が正式に放送を開始し，その放送局からは中国語のほか，英，仏，独，

日本語など十数カ国語による海外向けの放送も発信され，諸外国からは確かな「中国の声」の

重要な情報源と見做されていた。ここには日本語のアナウンサーが長谷川テルなどがいた。これ

らの放送がどれほど効果があったか，今となって検証するのは困難であるが，テルの反日放送を

聞いた日本軍の通信兵宮西直輝はそのことを次のような歌として記録している。 

まず，童謡が聞こえ重慶放送は 妨害電波しきりなる夜を 

長沙作戦軍の動きをつぶさに伝う  重慶放送に耳を傾ける 

鼻にかかった女の声す 重慶放送 いかなる過去を持ちたる人や 

重慶放送 その流暢な日本語を ひそかに聞きて穏やかならず 

（1941 年 9 月 於 長沙戦線 通信兵 宮西直輝）１７ 

1941 年 12 月 12 日付の『解放日報』によると，国際広播電台が対日ラジオ戦を強化し，11 日

14 時に，青山和夫など５人の日本語アナウンサーが日本語の座談会を開き，太平洋戦争と日本

の前途を議論した１８。 

 

（２）日本本土向けのプロパガンダ活動 

対日プロパガンダ工作はさまざまな形式で行われ，日本本土にも及んだ。1938 年５月６日の

『董顕光致蒋介石簽呈』によると，「４人の日本人が日本軍暴行を記録している中英文の宣伝物

を隠密裏に日本に持って行った。日本軍の蛮行を示す 400 フィートのフィルムを東京にもってい

き，東京駐在の各大使館の人々と開明的な日本人に見せた。同時に「耳語宣伝」（顔と顔を突き

合わせての秘密宣伝）の成果も蒋介石に報告された」。つまり，各国の駐日大使館，駐日記者，

日本商工会リーダー，日本キリスト教信者及び日本政党要員，政府公務員などと会い，日本の

対中作戦が理不尽であること，それはいかに日本市場を破壊し，いかに日本軍の戦力を壊滅す

るかをつたえた。さらに中国民衆抗戦気運が高まり， 後まで抗戦する決心を固めていることに

加え，全世界で広がっている日本製品のボイコット運動と国際間で蔓延している日本の侵略戦

争への不満などを宣伝した１９のである。 

それと同時に，『日本人民に告ぐ』，『日本国民に告ぐ』，『ひとつの真実』，『日本兵士に告ぐ』

など多くのパンフレットとビラが作成され，日本国民・日本軍向けのプロパガンダが行われていた

２０。1938 年５月 20 日深夜，中国空軍一隊の８人が戦闘機で，日本の長崎，福岡，九州などの上

空から『日本国民に告ぐ』などを百万部以上のプロパガンダ出版物がを投下された２１。在カルカ

タ（シムラ）総領事吉田丹一郎が 1938 年９月８日に作成した報告によると，カルカタでは，「中華

民国全国民衆」の名義で作られた『日本国民に敬告す』を発見し，これらの対日プロパガンダ出

版物は「飛行機に依り本邦内地に撒布の目的を以て書かれた２２」と判断したとある。『日本国民

に敬告す』には，「今日，我が中華民国の飛行機は貴国の領空に入った。我々は爆弾を投下し
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度ければ，投下し得たものだ，がしかし罪なき平民を爆撃することは貴国の軍閥の残酷な遣り方

であって，我々は決してそんな真似をしたくない２３」と記されていた。 

 

（３）第３国在住の日本人向けのプロパガンダ活動 

中国，日本本土のほか，世界各国に在住する日本人向けのプロパガンダ工作も行われた。

1938 年９月から 11 月前後，多くの国にある日本大使館・領事館が外務大臣宛の秘密電報を出

し，『日本人民に告ぐ』，『日本国民に告ぐ』などの対日プロパガンダ出版物について報告した。

たとえば，在河内総領事宗村丑生が 1938 年 10 月 13 日に出した報告によると，「中日人民大同

盟竝に中日人民反侵略大同盟の名を以て昨今当地方居留邦人各戸宛に武昌の日付消印ある

小冊子『日本人民に告ぐ』竝に『日本国民に告ぐ』を送付越せる件に関しては不取敢拙電を以て

禀報の次第有之処右内容が別記の通我が帝国陸軍を非難し居る点竝に民衆，民族などの解放

を強調し且武昌より発送せられ居れる点よりみて支那側共産分子の我軍隊特に武漢攻略皇軍

等に対する宣伝工作なるやにも考察せらる２４」と述べている。 

1938 年９月 13 日に在バタヴィア総領事の馬瀨金太郎の報告によると，『日本人民に告ぐ』，

『日本国民に告ぐ』などの対日プロパガンダ出版物が当地多数邦商に対して武昌の消印ある郵

便物が配布された。各地方日本人会より報告もあり，相当広範囲に配布されたと見られる２５。

1938 年９月８日に在カルカタ（シムラ）総領事吉田丹一郎の報告によると，武昌より郵送された

『日本人民に告ぐ』と『日本国民に告ぐ』の２冊のパンフレットを発見した。それは支那中央部より

の宣伝と考えられる。配布の範囲は正金銀行，三菱，郵船，対印輸出組合，小学校，海員倶楽

部のほか，個人宛のものを合わせ 12 通があった。その内容は「日本軍閥ノ私欲ノ為ニ起サレタ

ルモノナルコトヲ説キ我同胞間ニ反戦思想ヲ鼓吹セムトスルモノ２６」とされている。同じような報告

があった国と地域には，スラバヤなどからもあった。 

『日本人民に告ぐ』，『日本国民に告ぐ』，『日本国民に敬告す』などの対日プロパガンダ出版

物に関して，日本大使館・領事館の報告から２点が読み取れる。すなわち，①郵送の消印は武

昌であり，「支那中央部よりの宣伝」とのこと，②「支那側共産分子の我軍隊特に武漢攻略皇軍

等に対する宣伝工作」との判断である。「三庁」に関する次の２点から，これらのプロパガンダ出

版物はまさに政治部の第三庁が作成し，世界各地にいる日本人宛に郵送したと判断できる。 

第１に，政治部の第三庁は，1938 年４月１日に武昌にある曇華林に結成された２７。現在でも武

昌の曇華林にある武漢市第 14 中学校構内には，第三庁の建物が残っている。第三庁の活動は

この建物で行われ，郵便消印の「武昌」と一致している。 

第２に，第三庁で対日プロパガンダの担当者のほとんどは共産党員で，「共産分子」とする日

本側の判断と一致している。 

この２点から推測すれば，日本の各国にある大使館・領事館が 1938 年９月から報告した『日本

人民に告ぐ』，『日本国民に告ぐ』などの対日プロパガンダ出版物は，まさに政治部の第三庁が

作成し，世界各地にいる日本人宛に郵送したと判明できる。 
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3.2.3 プロパガンダ出版物に見る国民党の「２分法」 

前述したとおり，国際プロパガンダと対日プロパガンダ工作を担当する政治部の「第三庁」は，

実質的には共産党の支配の下にあった。それゆえ，日中戦争期における国民党の対日プロパ

ガンダ工作と共産党の工作とは近い性格を持っていた。つまり，日本に対して，ファシストと一般

国民を「２分」する姿勢を見せている。 

前出の『日本人民に告ぐ』には，次のような記述がある。「日本の民衆及び兵士諸君は決して

我々の仇敵ではない。反って諸君は我々の友人でこそある。東亜両大民族の共同の利益のた

めに，我々は熱烈なる握手を諸君に求める２８。」「親愛なる日本人民諸君！貴国のファシスト軍

閥は不断に貴国内の民衆を搾取し，労働大衆を馳って中国の兄弟と互いに殺し合ふようなこと

をさせた。今はもうかかる暴挙に反抗する時が来た！我々中日両国の人民は堅く手を握って共

同の敵，暴□な日本ファシスト軍閥を打ち倒そう２９！」 

 

 

『日本国民に告ぐ』の表紙３０ 

 

1938 年４月に「中日人民大同盟」の名義で作られた『日本国民に告ぐ』にも，「対日２分法」の

発想がある。その中には，「中日関係の悪化，今日の様な状態に到ったのは誠に 大なる不幸

と言わざるを得ない。このような不幸の状態を釀し出したことは，決して中国国民の本意でもなけ

れば，日本国民の企図でもありませぬ。一切の禍は皆日本軍閥の野心に由て造り出されたので

ある３１」とある。「我等全中国の国民は貴君方の御不幸に対しては，誠に同情の至りである。我等

に捕虜された日本の将校や兵士等に対しても，やはり十二分な同情を以て，優待に努め，家族

との通信を許し，且安全に御国へ送還するやように準備して居る３２。」「東亜の平和の破壊した責

任は，全部日本軍閥の負ふべきものである。我等が信ずる。日本の本当の愛国者は，きっと軍

閥の野心に，又は対華侵略戦争に，反対して居るに違ひない３３。」「我等が希望する。日本の平

和を愛護する人民達が聨合して立上り，軍閥の残虐なる統制を倒し，戦争の苦痛から解除し，

東亜の平和を恢復して立ちに中日の真正なる合作に□進しろ！３４」 

前出の『日本国民に敬告す』にも，似たような記述があった。「中日両国は共に東亜に相隣接
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せる同文同種の友邦である。両国人民の間には固より何の恨も仇もなく，根本的に戦争をする

必要はない３５。」「日本の軍閥は唯爵位の獲得，利潤の追求及び政権の独占のために熱中して

いる。人民の生命と財産，権利と自由等は全然眼中にない。」「諸君！貴国の人民の敵は中華

民国ではなく，貴国の軍閥だ！諸君は大和民族のために，自分の権利と自由とのために早く団

結してこの国を禍する軍閥を打ち倒さなければならぬ。我々は一向貴国人民に対して厚い友情

と深い同情を持っている。これらかも両国は堅く握手し，互いに相助け，真摯の良友となることを

我々は切に希望している３６。」 

日本人捕虜に対しても，思想教育を行う方針をとっていた。1939 年１月から，日本人の鹿地は

第三庁の指導の下で，桂林で日本人捕虜収容所から数人の者を選び，一定期間の政治教育を

行い，12 月 25 日に在華日本人民反戦同盟西南支部を組織した。その後の 1940 年３月，鹿地

はまた重慶にあった和平村の日本人捕虜主要所からメンバーを選出し，反戦同盟重慶本部を

結成した。康大川の回想によると，反戦同盟の仕事は全て第三庁が責任を負っていた３７。1941

年１月の皖南事変により国民党と共産党の関係は悪化し，「不祥事を口実に何応欽（軍政部部

長・参謀総長）の名のもとに，一方的に反戦同盟の解散を命じた３８。」 

1944 年に蒋介石の岡野進への電報にも，日本人民を敵にしない姿勢があった。「延安にいる

郭仲容連絡参謀が転送した岡野進先生の一月五日の電文から，日本軍部を倒すために共に奮

闘したいとのことを知り，大変嬉しく思います。中国の抗戦は，中華民族の独立と自由の尊厳を

維持するためのものであるだけでなく，貴国のすべての善良であり無辜である人民の解放のた

めのものでもあります。この努力が，中国の抗戦を擁護し，軍部に強迫され，侵略の道具となって

いる貴国の内外の軍民を覚醒させ，すみやかに立ち上がって自らを救うことを望みます。これに

よって，われわれの共通の目標は必ず達成できるでしょう３９。」 

以上の記述から，国民党政府に共産党と同様の「２分法」思想があったことが分かる。その理

由として次の３つの要素があると考えられる。 

第１に，国共合作の影響である。前述したとおり，第一次国共合作の時期と同様に，国民党の

政治部には，多くの共産党員が送り込まれた。特に日中戦争期の第二時国共合作において，対

日プロパガンダ工作，捕虜扱い工作などの分野には，多くの共産党員が参与し，階級区分という

共産主義的な考えが現れている。共産党の「２分法」思想の影響を受けている可能性が考えら

れる。 

第２に，歴史上，国民党の共産党の間には緊密な関係があり，共産党員と国民党員の個人的

なつながりもある。彼らの対日態度に関しても共通の面が多い。日中戦争が勃発する前，日本で

留学していた多くの中国人留学生が一緒に日本で反帝国主義活動に参加していた。日本で活

動したときの仲間らが，帰国するときにそれぞれ共産党部隊に入隊した人もいれば，国民党部

隊に入隊した人もいる。共産党が創立される前には，一部の中国人留学生が孫文の革命組織

に入り，その後それぞれ共産党と国民党に入党した。たとえば前出の共産党有力者の林伯渠は

1913 年に孫文の中華革命党に入党し，1921 年に上海の共産主義小組に入った。共産党の呉
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玉章も 1906 年に孫文の同盟会に入会し，1925 年に中国共産党に入党した。林植夫は日本留

学期間中に孫文の同盟会に入会し，結局共産党に入党せずに新四軍で活動していた。第２章

で共産党内の「知日派」を考察したが，その中，京都大学の経済学学者である河上肇に学んだ

人物として，延安にある日本工農学校で教鞭をとった王学文がいた。それだけではなく，文学部

の留学生で河上肇の講義を聞いたとされる李初梨も共産党の敵軍工作に深く携わった。京都大

学で河上肇に学んだ周仏海は帰国後日本の傀儡政権とされる汪兆銘政権に参与していた。 

第３に，共産党も国民党も中国文化の影響を受けているため，共通の中国伝統思想の影響の

可能性があると考えられる。共産党のプロパガンダ資料にも，国民党のプロパガンダ資料にも，

同じような記述がたくさんある。たとえば，「中国人が世界中で も平和を愛する民族である」。日

本の侵略に対して，「中国民衆も到底忍ぶことができなくなり，我々はやむを得ず侵略者に抵抗

しているのだ」のような記述は，一種の攻心術で，「以徳服人」を重視する中国の古典文化との関

連のあると考えられる。 

 

3.2.4 中国古典思想のなかの「２分法」 

 毛沢東の対敵プロパガンダ工作と敵軍工作部を考察するさいに，『孫子の兵法』，『三国誌』な

どの中国古典とのつながりを考えることができる。ここでは中国古典の中の攻心術と捕虜政策・

「２分法」思考法に触れて分析する。 

中国共産党の対日「２分法」は中国古典思想と多くのつながりがある。そのつながりは，日中

戦争期当時の当事者に関する記録から知ることができる。新四軍敵軍工作部部長を務めていた

林植夫によると，中国の敵軍工作の始祖は，漢の時代の張良である。当時の「四面楚歌」は，ま

さに張良が項羽軍隊に対する心理戦のひとつである４０。『三国誌』においては，「七擒孟獲」とい

う話がある。諸葛孔明が７度にわたって敵である孟獲を捕らえ，また７回にわたって放免し，よう

やく孟獲の帰順を獲得できた。1941 年８月 17 日に，毛沢東が「七擒孟獲」を引用し偽軍捕虜政

策を説明した。「偽軍捕虜に対して，原則的に殺さない」。「原則的には我慢強く七擒孟獲の政

策を採る４１。」それは毛沢東の捕虜政策における「捕虜釈放」政策の根拠の１つだと考えられる。 

中国古代において，戦争が多発し，捕虜を大量殺害する事件も多くあった。『史記』の記録の

よると，紀元前 260 年（秦昭王 47 年）に秦と趙の間にあった長平の戦いで，40 万の趙軍の投降

者を，秦が生き埋めにして殺した（「尽坑殺之４２」）。さらに『史記』には「夜撃坑秦卒二十余人新

安城南」との記載がある。つまり，長平の戦いの 54 年後，項羽が 20 万人の秦軍の捕虜を生き埋

めにして殺した４３。捕虜を大量殺害する事件が多くあった一方で，捕虜優遇，敵の統治者と民衆

を区分する見方などの事例ともある。 

 

（１）中国古典思想における攻心術 

中国の古典思想において，儒家の道徳思想によく出てくる「仁」「徳」で相手の心の征服する

攻心術がある。 
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『孟子』によると，「以力服人者，非心服也，力不贍也。以徳服人者，中心悦而誠服也４４」との

記述がある。それは日本語で，「 力
ちから

を以
もつ

て人
ひと

を服
ふく

する者
もの

は心服
しんぷく

するに非
あら

ざるなり。 力
ちから

贍
な

らざれ

ばなり。徳
とく

を以
もつ

て人
ひと

を服
ふく

する者
もの

は，中心
ちうしん

悦
よろこ

びて 誠
まこと

に服
ふく

するなり」４５と解釈されている。つまり，武

力ではなく，「徳」で相手の心を征服することがは真の征服となるというのである。 

儒家のほかに，老子によると，「将欲去之，必固挙之。将欲奪之，必固予之」との論点があり，

「追い出そうとするなら，まず味方に引き入れる。取ろうとするなら，まず与えてやる４６」との趣旨の

記述である。これらは，道義で相手を征服すべきとするもので，日中戦争期の共産党の「２分法」

思想と関連していると考えられる。 

 

（２）古代経典から見る捕虜政策 

儒教の基本経典・五経あるいは十三経の１つである『詩経』には，戦争に関する記載が多く，

当時の捕虜政策と関連する記載もある。『詩経・小雅・出車』には，「執訊獲醜，薄言還帰」との記

載がある。戦勝を歌うこの詩では，凱旋している軍隊が捕虜を連れてきた晴れ姿を記載してい

る。趙月恒の分析によると，周の時代の捕虜政策は，服従者を殺さずに訊問を加え，服従しない

者を殺し，左耳をとり功績の記録にする，との政策だった４７。さらに，『詩経・大雅・皇矣』には，

「執訊連連，攸馘安安」（訊
じん

を執
とら

ふること連
れん

連
れん

たり， 馘
くわく

する 攸
ところ

安安
あんあん

たり）４８との記載があり，捕虜

を訊問する場面の記載である。訊問するさい，激しい訊問ではなく，ゆっくりとした訊問を行い，

ゆったりとした気分にし，帰順を期待する。殺された敵の耳を切り取るときも，捕虜の心理状態を

考慮し，乱暴な動作を避ける。 

『詩経・大雅・常武』には，周宣王がリードした征伐を記録し，「仍執醜虜，截彼淮浦，王師之

所」（仍
つ

いて醜
しう

虜
りよ

を執
とら

ふ，截
せつ

たる彼
か

の淮
わい

浦
ほ

，王師
わ う し

の 所
ところ

）４９との記載があり，捕虜を殺さずに，王師

のところに護送する当時の捕虜政策が分かるだろう。 

中国古代兵書の『三略』には，『三略・上略』には，「帰者招之，服者居之，降者脱之」５０との記

載があり，「帰
き

するものをば之
これ

を招き
ま ね き

，服する
ふ く す る

ものをばこれおを活
い

かし，降
くだ

るものをば之
これ

を脱
ゆる

す」５１

と日本語の解釈がある。つまり，「帰順者を招き寄せ，征服されたものを適切な職位に置き，投降

者を寛大に処分する」との趣旨であった。『荀子・議兵』には，「服者不禽，格者不赦，犇命者不

獲５２」との記述があり，戦わずに退陣した者は捕らえず，抵抗者は見逃さず，帰順者を捕虜にし

ない，との趣旨である。 

 

（３）古代兵書から見る「２分法」 

中国戦国時代に書かれた『司馬法』は中国歴史において重要な兵書である。その戦争観はそ

の後の中国歴史で重要な影響力を発揮した。『司馬法』では，「仁義」が強調されている。『司馬
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法・仁本第一』には次のように戦争観が表れている。「古者以仁爲本，以義治之。之謂正。正不

獲意則權。權出於戰。不出於中人。是故殺人安人，殺之可也。攻其國，愛其民，攻之可也。以

戦止戦，雖戦可也。故仁見親，義見説，智見恃，勇見方，信見信。」『国訳漢文大成』は次のよう

に日本語で解釈している。「 古
いにしえ

は仁
仁

を以
もつ

て本
もと

と爲
な

し，義
ぎ

を以
もつ

て之
これ

を治
をさ

むるを，正
せい

と謂
い

ふ。正
せい

，意
い

を獲
え

ざるときは權
けん

す。權
けん

は 戰
たたかひ

より出
い

づ。中人
ちうじｎ

より出
い

でず。是
この

故に
ゆ え に

人
ひと

を殺
ころ

して人
ひと

を安
やす

んぜば，之
これ

を

殺
ころ

すも可
か

なり。其國
そのくに

を攻
せ

て，其
その

民
たみ

を愛
あい

せば，之
これ

を攻
せ

むるも可
か

なり。 戦
たたかひ

を以
もつ

て 戦
たたかひ

を止
とど

めば， 戦
たたか

ふと 雖
いへど

も可
か

なり。故
ゆえ

に仁
じん

は 親
したし

まれ，義
ぎ

は 説
よろこ

ばれ，智
ち

は恃
たの

まれ，勇
ゆう

は方
はう

せられ，信
しん

は信
しん

ぜらる

５３。」「親，義，智，勇，信」との戦争原則がまとめられた同時に，この中では，相手国を攻撃する

さい，その国の民を愛さなければならないと規定している。これは，相手国の政権と民衆を分ける

一種の「２分法」ではないかと考えられる。 

さらに，『司馬法・仁本第一』にはつぎのような記述もある。「入罪人之地，無暴神祇。無行田

獵。無毀土功。無燔牆屋。無伐林木。無取六畜，禾黍，器械。見其老幼，奉歸勿傷。雖遇壯

者，不校勿敵。敵若傷之，醫藥歸之５４。」『国訳漢文大成』では，次のように日本語で解釈してい

る。「罪人
ざいにん

の地
ち

に入
い

りて，神祇
し ん ぎ

を暴
あら

すことなかれ。田獵
でんれふ

を 行
おこな

ふことなかれ。土
ど

功
こう

を毀
こぼ

つことなか

れ。牆 屋
しやうをく

を燔
や

くことなかれ。林木
りんぼく

を伐
き

ることなかれ。六畜
きう

，禾
くわ

黍
しよ

，器械
き か い

を取
と

ることなかれ。其
その

老幼
らうえう

を見
み

ば，奉
ほう

じ歸
かへ

りて 傷
そこな

ふことなかれ。壯者
さうしや

に遇
あ

ふと 雖
いへど

も，校
かう

せずんば敵することなかれ。敵若
て き も

し

之
これ

を 傷
きずつ

けば，醫藥
い や く

して之
これ

を歸
かへ

らせよ５５。」つまり，「敵地に入ると，宗廟の位牌を冒涜しない。狩を

禁止，水利工事を破壊しない。家屋を焼却しない。林木を伐採しない。庶民の家畜，食糧，器具

を略奪しない。老人と児童を殺害せずに家に戻す。少壮者であっても，抵抗しない限り敵にしな

い。負傷したものに治療を与え家に戻す」という趣旨の内容である。「老人と児童を殺害せずに

家に戻す。少壮者であっても，抵抗しない限り敵にしない」などの内容から，敵軍の兵隊と敵国

の一般民衆を区別する「２分法」の考えがあると分かるだろう。 

これらの古典資料から，古代中国において，すでに投降者を殺さずに寛大に扱い，相手国の

庶民と統治者を区分して見る思想があった。 

 

（４）毛沢東と古代兵書 

1936 年にアメリカ記者のスノウの取材を受けたとき，毛沢東は，少年時代中国の古い小説，特

に造反関係の小説が好きだったといった。『岳飛伝』（『精忠伝』），『水滸伝』，『隋唐演義』，『三

国志』，『西遊記』などを読んだという。「私たちは多くの話をほとんどそらでおぼえ，何度も何度も

それを論じ合った」「私は感じやすい年ごろに読んだこういう本によって多くの影響を受けたと信

じている」と毛沢東は語ったという５６。 
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1935 年の遵義会議では，毛沢東は凱豊に「あなたはマルクスレーニン主義が分かっているの

か？あなたが読んだのは『三国演義』，『孫子の兵法』くらいだろう」と批判された。1962 年１月 12

日に，毛沢東が日本社会党代表団と会見するさいに，「あの時，私はその中の一冊『三国演義』

しか読んだことなくて，『孫子の兵法』は当時まだ読んだことない」と回想している５７。 

谷峰の考察によると，1936 年から 1938年の間，毛沢東は系統的に兵書を読んでいた５８。1936

年 10 月 22 日に，毛沢東は葉剣英宛の手紙で，「買ってくれた軍事書籍の多くは適用できないも

のだ。その多くは戦術技術に関するもので，私たちが欲しがっているのは戦役指揮と戦略関係

の本で，この基準で何冊か買ってきてくれ。『孫子の兵法』を一部買ってくれ」と指示している。５９

毛沢東が 1960 年に回想した内容によると，「その後陝北に来て，私は８冊の本を読んだ。『孫子

の兵法』を読んで，クラウゼヴィッツの本を読んで，日本人が書いた軍事操典も読んで，ソ連人が

書いた戦略論も読んで，複数兵種作戦の本も読んだ６０。」兵書だけではなく，毛沢東は『三国

志』から多くの軍事知識，戦争知識を得て，演説や文章ではよく『三国志』の事例を引用していた

６１。 
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第４章  日本人捕虜教育と反戦組織 

 

4.1 日本工農学校と捕虜教育                 

中国共産党の捕虜政策と捕虜教育の準備工作を考察した上で，本節では実際の日本人捕

虜教育工作を考察する。日本人捕虜教育といえば，日本工農学校がもっとも重要な研究対象と

なる。 

 延安工農学校については何度も延安にある学校の旧跡に足を運んだ。延安工農学校での教

育工作は，中国共産党の対日プロパガンダ政策と「２分法」の効果を見るには欠かせない要素で

ある。この部分では，まず日本人捕虜の概況を考察し，それから延安日本工農学校と各地の分

校を考察する。同時に，日本軍捕虜に対する具体的な教育手段を明らかにする。 

 

4.1.1 日本人捕虜の概況 

1937 年の平型関の戦いと 1940 年８月の百団大戦で，中国共産党は戦場で捕虜にした日本

軍の将兵は徐々に増加した。1941 年５月には 1800 人にも達した１。1943 年 12 月まで八路軍が

捕虜にした日本人は 2407 名で，その内 2085 名は日本軍隊に戻った２。1945 年３月に，八路軍

が公布した捕虜についてのデータは以下の通りである。 

  

 捕捉数 投降者数 合計 

1937.9－1938.5 124 / 124 

1938.6－1939.5 385 / 385 

1939.6－1940.5 689 19 708 

1940.6－1941.5 326 12 338 

1941.6－1942.5 284 16 300 

1942.6－1943.5 296 23 319 

1943.6－1944.6 303 45 348 

合計 2407 115 2522 

表：日本人捕虜の人数推移３ 

 

日本人捕虜人数の増加につれ，日本共産党指導者である野坂参三が提案し，中国共産党中

央委員会と中央軍事委員会が協議し，1940 年 10 月に延安で捕虜教育学校を創立することが決

まった。学校は八路軍総政治部の指導を受け，校訓は「平和，正義，友愛，労働，実践」であっ

た。延安で誕生した「延安日本工農学校」は日本軍捕虜を教育する専門学校となった。1940 年

から 1945 年までの間では，500 人くらいの日本軍捕虜はここで中国共産党の教育を受けた。一

部の者は八路軍，新四軍また日本人在中反戦連盟に参加した４。 
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4.1.2 日本工農学校とその分校 

 

（１）延安日本工農学校 

「俘虜を優遇し，敵を友に転化させる」政策は延安日本工農学校で具体的に執行された。俘

虜を優遇することと敵軍を瓦解することはつながっている。敵軍捕虜を教育し，立場を転向させ

てからまた捕虜を利用して，敵軍に向けてプロパガンダを行わせて，敵軍を瓦解させた。1940 年

６月に公表された『総政治部が日本軍捕虜工作に対する指示』によると，「自発的に投降してき

た人は，真相を明らかにし，強制的に返すことを一律に許さない。我々のために敵軍工作を協

力してもらうべきだ。」「今までの捕虜工作が難しかった原因は，協力してくれる日本人はいなか

ったからだ。もし，同調してくれる捕虜を何人か訓練できたら，今後の捕虜工作と一般敵軍工作

に役立つ５。」これらの政策は，延安日本工農学校が創立される政策背景となった。 

 
筆者が 2007 年 10 月に撮影した延安工農学校の旧跡 

現在，延安日本工農学校遺跡の記念碑には，以下の内容が刻まれている。「日本工農学校

は日本反戦学校ともいい，1940 年に八路軍政治部が創設し，1945 年抗日戦争勝利後撤廃し

た。学校は相前後して 500 数名の学生を育成した。主には我が軍が捕虜にした，またはわが軍

に投降した日本兵士と下級将校である。校長は崗野進で，副校長は趙安博，李初黎だった。現

存するのは 6 軒の瓦ぶき家（もと教室）および近くの窑洞６である７」。学校は宝塔山の下のあり，

16 の窑洞と１軒の平屋があった。校長の崗野進の本名は野坂参三で，副校長が趙安博で，王

学文，何思敬，李初梨，廖体仁，江右書などの教員がいた８。1943 年４月以後，敵軍工作部副

部長の李初梨が副校長を兼任した９。 

工農学校の発足について，1940 年と 1941 年との２つの説がある。趙安博の回想によると，「日

本工農学校は 1941 年５月に開校し，1945 年８月の抗日戦争が勝利するまでの４年数カ月の間

に，日本軍からやってきた数百名に上る学生を育成した。彼等は中国人民と共に，日本軍国主

義が起こした侵略戦争に反対して闘い，広範な中国人民と深い友情を結んだ」という。１０中国共
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産党機関紙『新中華報』の 1941 年５月８日付の報道によると，当学校を創立する目的は「日本兵

士に対する政治教育を実施」することである。「去年 11 月 20 日，東方人民革命史上において重

要な位置を占めている日本工農学校はもうすでに予定を繰り上げて開講した。」この報道の中で

は，学校の場所と在学の人数を明らかにしていない。「日本工農学校の校舎は，延水のほとりに

ある××山の下にある。××人の優秀な日本工農子弟は立派なヤオトンの中で楽しく自由に生

活している」という１１。 

上述した『新中華報』は 1941 年５月 15 日に廃刊とされ，1941 年５月 16 日に『解放日報』が創

刊され，共産党の機関紙となった。創刊当日の 1941 年５月 16 日付の『解放日報』の報道による

と，1941 年 5 月 15 日午後６時から夜の 12 時まで，延安日本工農学校開校式典は八路軍大礼

堂で行われた。日本工農学校生徒全員，朱徳総司令および各界代表 2000 人が出席。会場に

は「全世界無産階級聯合起来（万国のプロレタリア，団結せよ）」の横幕が飾られている。朱徳の

演説には，「近い将来，日本工農学校の生徒の皆さんは，帰国して日本の『八路軍』を作ってほ

しい。中国の八路軍と連携し，共同で中日人民の解放事業のために奮闘しよう」とせいとを鼓舞

した。在華日人反戦同盟延安支部の日本人代表は，日本ファシズムと徹底的に戦うと誓った。

日本工農学校の生徒が日本語で演劇『前哨』を演じたという１２。 

日本工農学校開校式典について，劉国霖の回想録で確認できた。それによると，敵軍工作訓

練隊から卒業した劉は，総政治部敵軍工作部の付属機関である敵軍工作幹部学校の一員とし

て，日本工農学校の開校式典に出席した。会場に飾られた横幕の「万国のプロレタリア，団結せ

よ！」は劉国霖が書いたという。劉はその後の日本語劇『前哨』でエキストラとして登場した。「日

本人捕虜と同じ部隊で劇を演じるのは，奇妙な感覚だった」と劉の感想だった１３。 

以上の資料から，日本工農学校は 1940 年にすでに開講し，1941 年に正式に開校式典が行

われたことがわかる。発足当初，学校には 11 人の日本人学生しかいなかったが，1945 年８月に

なると，300 数人に達した１４。 

1942 年５月 26 日に延安工農学校を見学した劉菊初によると，学校には 40 人の日本人がい

た。科目は中国語，社会科学，時事，日本問題，文化科目などがある。学生のほとんどは中国

語ができる。劉菊初は学生の松本，交山，南八雄と話した。家に帰りたいかと聞かれたら，日本

人は「帰りたいが，日本帝国主義が敗北したら帰る」と答えた。学校の壁には，王家祥が書いた

「中日人民聨合起来，反対日本帝国主義」とのスローガンが飾られている１５。 

延安の日本工農学校は各地にある日本人反戦組織と緊密なつながりがあった。1941 年５月

19 日付の『解放日報』には覚醒連盟が送った日本工農学校開校祝電が掲載され，学校の創立

は，「史上初めての試みで，東方民族解放史上の偉大な１頁である同時に，中日人民が共同の

敵の日本帝国主義との闘争の中，提携する新しい標識となった。抗戦３年以来，中共の正しい

政策およびその着実な実行によって，何百人の日本被圧迫工農兵士を革命道路に導いた。今

日，日本工農学校の設立は，将来日本革命運動のために日本人幹部を育てることができる」と

指摘している。署名は，杉本一夫，坂田太郎，高木敏雄，松井英夫であった１６。 
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敵軍工作訓練隊を考察するときにすでに引用したとおり，1944 年に延安を取材したアメリカ記

者であるホワイトは，次のように記録している。延安では，政治は何よりも重要であり，延安は思想

の工場である。前線戦区は自立していて，延安は前線に補給を行わない。延安から各前線に送

られるのは，思想を伝達できる「幹部」だけである１７。延安の工農学校で教育を受けた日本人

は，共産党の各根拠地に送られ，日本軍向けのプロパガンダ工作に従事させたり，工農学校の

分校で活動させたりしていた。 

 

「国際友人と日本捕虜学校の学生」とのタイトルされている写真（1942 年）１８。後ろの「祝賀会場」の

左側に，「日本軍部打倒せよ」「在華日人反戦同盟…」「中日両国人民…為打倒日本…」と書かれて

いることが分かる。手前の列左から３人目メガネをかけている人はイギリス人の Michael Lindstay 氏。

写真は 1942 年に撮ったとされている。1942 年から 1944 年の間，Michael Lindstay は晋察冀地区で

八路軍に無線電信の技術を協力してあげていたので，この写真も晋察冀で撮った可能性が高く，反

戦同盟晋察冀支部の可能性が高いだろう。 

 

（２）日本工農民学校晋西北分校 

  1943 年６月 30 日の『解放日報』の報道によると，日本工農民学校晋西北分校は７月７日「抗

戦６周年記念日」の日に開業式典を行うと決まった。校長は茂田江，隊長は永井二である。１９茂

田江は延安工農学校からの卒業生で，同級生の小林と一緒に晋西北に送られ，日本工農民学

校晋西北分校の創立任務を命じられた。小林は工農学校で講義を担当する同時に，反戦同盟

晋西北支部の工作も担当している２０。1945 年初めの頃西北分校に来た高山進の回想によると，

終戦のとき，この学校に 15 人くらいの日本人がいた。校長は茂田江純で，自衛隊隊長は永井だ

った２１。 

高山進の回想によると，学校は山西省西北部の黄河のほとりナツメ園に囲まれた部落の一隅

にあった。茂田江，永井のほかの２，３の延安より派遣された同志を教職員として，そのころ戦線

から到着した 20 数名の日本兵士（捕虜）が生徒となり発足した２２。 

晋西北分校の科目は主に政治教育であり，政治常識，日本問題，時事，中国語，修養講座と

の５科目がある。校長の茂田江と反戦同盟支部の小林氏が講師を担当している。中国語だけは

軍区敵工部の同志が教授している２３。 
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整風運動の 終段階に発足したこの学校では，自己批判，他人批判と洗脳が注目される。今

までの自分への批判，他人への批判，頭の中の「垢」の洗浄は，「進歩」の現われとされた。1943

年８月 27 日付の『解放日報』の報道によると，冀中から来た三蒲同志はもうすでに大きな進歩を

実現した。八路軍の指導の下で永遠にがんばっていきたいとみんなの前で示している。たとえど

んな困難があっても，彼は八路軍を離れないという。討論会では，彼の発言はとても情熱的だ。

当初彼は自分のことだけを厳しく批評していて，他人に対しては遠慮して寛容だった。今，彼は

もうすでに他人の欠点を厳しく指摘できるようになってきた。今までの認識を否定できた場合は，

彼らにとって一番楽しいときとなるのだ。 近，「共産党の自己批評の武器は，自分の進歩を進

めるため，われわれも使える」と提案する人がいた。したがって，全学校の政治生活はいっそう緊

張してきた。すべての人がすべてのチャンスを捕まえて，頭の中の垢をきれいに洗い，新しい思

想で自分を武装させる。この前，彼らは「整風」報告で自分の思想改造を加速させようと提案した

２４。 

 

（３）日本工農学校山東分校 

1944 年 11 月２日付の『解放日報』によると，1944 年 10 月１日に，日本工農学校山東分校およ

び朝鮮革命軍政学校の創立式典が行われた２５。校長は本橋中である２６。 

工農学校学生と現地農民との相互扶助の関係が宣伝されている。1944 年 12 月 30 日付の『解

放日報』によると，日本工農学校山東分校と朝鮮軍政学校山東分校の学生は，民衆団結工作を

重視しているという。それまでの１カ月間の間，民衆と 11 回合唱活動を行った。住まいを提供し

てくれる農家にてんびん棒で水を運んであげる制度も作られている。沂水日本商民会会長だっ

た岡田は 40 歳過ぎだが，水を運んであげている。ある村は日本工農学校山東分校と朝鮮軍政

学校山東分校両校に 250 個のタマゴ，400 個の柿を提供した２７。 

1945 年２月４日に，日本工農学校山東分校が第１期生の卒業式と第２期生の入学式が行わ

れた。山東軍区司令員の羅栄桓が式典に出席し，日本工農学校は形式的には東京の大学に

及ばないが，中身的にも実質的にはあちらの大学より熱烈な演説をしている２８。1944 年 10 月に

入学したとき，70％の学生が来たばかりの捕虜だった。４カ月の学習を経て，第１期生から川田，

□青，山野，□川，青木，田中と６人の行軍参加の模範生が生まれた。「在校生は発足当初の

43 人から 1945 年２月現在の 83 人となった」と報道している２９。 

山東軍区の下の魯中軍区，魯南軍区，渤海軍区においても，それぞれ日本工農学校魯中分

校，魯南分校，渤海分校が創立された。山東分校は日本工農学校山東総分校に変身した３０。 

 

（４）日本工農学校華中分校 

 1942 年５月に，華中にある新四軍政治部敵軍工作部は日本捕虜学習班を行ったことがあ

り，1944 年２月６日，正式に日本兵士訓練班が発足し，その後，日本工農学校華中分校に改称

した３１。 
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滝沢三郎が日本工農学校華中分校の校長に就任し，教育主任は香河正男で，総務主任は

岡崎克美，教員は加藤肇，遠藤信一郎がいた。政治指導員は山本一三だった。学校は各地か

ら送られてきた日本人捕虜など 400 人の学生がいた。学校は 1945 年 12 月から開校し，社会発

展史，中国問題，日本問題などの科目があった。社会発展史は滝沢三郎が担当していた３２。教

務主任だった香河正男の回想によると，1945 年 10 月ごろ，淮陰に日本工農学校華中分校が設

立され，校長は滝沢三郎で，生活主任は岡崎克美，中国問題教員は加藤肇，日本社会史担当

教員は遠藤信一郎という陣容だった。500 人の日本人捕虜を収容していた３３。校長の滝沢三郎

は延安から来た。新四軍敵軍工作部の李亜農の指導で，洪沢湖北部にある淮陰で開校した

が，特に式典などはなかった３４。1999 年に日本で直接滝沢三郎に確認した孫金科によると，華

中分校は具体的に淮陰市宝応県にあり，蘇中公学の構内にあった。20 隊と呼ばれ，国際兄弟

隊とも呼ばれた。隊内には 43 人の学生が実在し，12 人の朝鮮人と 31 人の日本人がいた。すべ

ての日本人が解放連盟の盟員だった。３５ 

ＯＳＳの日本人民解放連盟組織図には，日本工農学校晋察冀分校も記載されているが，それ

に関する資料が極めて少なく，ここでは省略する。 

 

4.1.3 日本軍捕虜に対する教育手段 

 

（１）「２分法」による階級意識の強化 

日本工農学校が創立される前に，中国共産党はすでに日本軍捕虜に対して具体的な政策と

措置を行った。1940 年６月に公表された『総政治部が日本軍捕虜工作に対する指示』によると，

「捕虜を訓練するとき，多くの具体的なことをやらせるべきだ。例えば，敵軍工作部幹部の日本

語教育，宣伝品の下書き，新しい捕虜の教育，自発的に日本国内の親友に手紙を出すことなど

がある。」「捕虜を訓練するときは，簡単な内容から深い内容へ，徐々に彼らの階級意識を啓発

すべきだ。 初からマルクス・レーニン主義の重要著作を教材とすべきではなく，長期的，漸進

的な教育計画がなければいけない３６。」日本軍国主義の影響を受けた日本軍兵士は，捕虜にな

った瞬間，普通非常に複雑な気持ちであった。八路軍に対して，「極悪非道，残忍無比の野蛮

人」や「日本軍兵士を捕らえたらすぐ殺す」などの印象があり，それは捕虜になった日本軍兵士

に恐怖を感じさせるのであろう。一方，軍国主義の影響で，戦争を「聖戦だ」と信じ， 天皇のため

に死することを 高の道徳とし，殺されても捕虜にならないという「捕虜否定観」も普遍的にあっ

た。 

そのような捕虜の気持ちを和らげるため，新しく捕虜になった人には『日本の兵士諸君へ』とい

うパンフレットが配られる。それは日本人捕虜の複雑な気持ちや不安を解消するためであり，捕

虜教育の第一歩であった。 

パンフレットは主要な内容は工農学校が成立される前にはもうすでにあった。1937 年９月 25

日に出来た『八路軍が日本の兵士諸君へ』は，日本軍を瓦解させる工作に使われてきた。その
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中には，「日本軍閥に銃剣の向きを変えよう，」「日本工農を解放するため，中国人民を解放する

ため，助け合って奮闘しよう」など「２分法」に基づいた記述が多く書かれている。その後，『日本

の兵士諸君へ』は内容が豊富になり，また具体的になった。 

延安工農学校で配られた『日本の兵士諸君へ』という宣伝パンフレットは，日本軍の一般兵士

が分かる簡単な日本語で書かれた。八路軍は捕虜を敵として扱わない，捕虜を殺さないなどの

内容である。「銃剣をすてた君は，もはや日本の兵隊ではなくて，入隊前の一般人である。つまり

勤労者にかえったわけだ。」日本軍にかえりたい人には「出来るだけの便宜をはかる」と書かれて

いる３７。中国共産党は日本兵士の出身をよく知っている。それに基づいて「２分法」，「敵から友

へ」などの具体的な洗脳攻勢を行った。1944 年 11 月 15 日に学校の 98 人の学生を対象に実施

させた調査によると，農民，漁民，鉱山労働者などの勤労者は 63 人，商人，店員は 19 人，会社

員は８人，その他も８人であった。教育程度からみると，小学校卒は 80 人で，中学校は 14 人，大

学また短大は４人であった３８。これらの事実を元に，中国共産党は捕虜と日本帝国主義者を区

分して扱うのである。即ち，日中戦争の主な責任者は一部の軍国主義者であり，日本軍兵士は

勤労者階層の出身で，みんなはだまされ強制され参戦したので，彼らも戦争の被害者である。

「２分法」は延安日本工農学校の捕虜教育の重要な指導理念でもあった。 

1944 年 11 月 21 日，アメリカ軍事視察団は日本工農学校を視察した。エマーソンによると，「工

農の学校の学生の思想を転換させたのは，次の要素である。第 1 に，彼らは八路軍が捕虜を殺

さないことと捕虜を虐待しないことが分かる。第 2 に，教育を受け，共産党の立場に立っている日

本人捕虜と出会い衝撃を受ける。第 3 に，八路軍の優遇。第 4 に，外部の情報との接触により，

日本が敗戦するかもしれない，新たな政府が現れるかもしれないと認識する。 後に，工農学校

の教育により転向する３９。」 

 

（２）娯楽活動など柔軟な教育手段 

娯楽などの交歓活動は，日本人の警戒心を緩める手段となった。工農学校で教育を受けた小

林清朝の回想によると，いつもの授業と討論以外に，皆さんはよく一緒に歌を歌ったり，踊った

り，スポース活動をしたり，パーティーをしたりしていた。「これらの活動のおかげで，我々異国に

いるときの寂しさをあんまり感じていなかった。」授業の余暇でやっていた活動の中，一番盛り上

がるのが野球だった。「我々はいつも宝塔山のふもとで，或は延河の練兵場で，簡単にベースラ

インを引いて，楽しく野球をやっていた。敵工部と敵軍幹部学校の同志たちは，野球のルールを

興味深く聞いていた。その後，彼らも思い切ってバットを持って野球を勉強し始めた。時には，散

歩している中央の上級指導者たちは，野球をやっている私たちを興味深く観ていた４０」。 

野球の話は 1942 年１月４日付の『解放日報』でも確認できた。『熱烈に新年を祝う』という特集

の中で，延安にいる日本人が野球をやる場面が掲載されている。「公共運動場には各種の球技

が行われていたが，一番注目されるのはやはり野球だった。これは日本工農学校の生徒たちの

独特の娯楽だ。日本兄弟たちは，自由にしゃべり笑い，楽しく野球をやっている。皆勢いよく，上
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手くやっている。日本国民は野球をやって体を鍛錬することが一番好きなようだ。しかし，戦争勃

発後，無数の野球愛好者はファシズム軍閥に無理やりに送り込まれ中国に来た。野球の腕は無

駄になった４１」と報道している。反戦同盟晋察冀支部が出した第 15 号の『日軍の友』（1942 年４

月11日付）には，当支部創立1周年の記念大会の予告が掲載され，そのプログラムの１つは「野

球大会」だった４２。 

 

延安日本工農学校の学生とされる人たちが延河付近で野球をやっている様子４３。 

 

高山進の回想によると，日本工農民学校晋西北分校においては，野球，バレーボール，バス

ケットボール，ピンポンなど各種のスポーツが行われた。八路軍には野球がなく，日本人たちは

グローブ，ミット，球にいたるまで自分でこしらえて使った。八路軍の司令官から，体育上非常に

よい運動だから兵に教えて欲しいと指導を依頼されることもあった。文化娯楽では，囲碁，将棋，

トランプなどの室内娯楽や，各出身地の民謡や流行歌，浪曲など，のど自慢を競う演芸会が行

われ，八路軍の将兵を招待し夜のふけるのも忘れることもあったという４４。 

 

アジア歴史資料センターで発見した 1942 年６月 30 日付の『実話報』には，「日本人捕虜は八

路軍で楽しく生活している。これは彼らの娯楽活動の１つ（弾棋４５）」を説明と付けている写真が

掲載されている４６。 

 

写真展。スポーツのほか，写真展覧も教育の手段の１つとなった。1944年12月１日付の『解放

日報』によると，11 月 25 日から，日本工農学校でアメリカ写真展が行われた。「日本軍部が宣伝
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している赫々たる戦功は，うその宣伝に過ぎないことを，日本学生に認識させた。」その写真の多

くは，太平洋戦場でのアメリカの戦果と日本の敗勢を意味する写真である４７。 

 

（３）参与意識を助長する教育 

日本工農民学校では，日本人捕虜に対する教育が巧妙に行われた。選挙への参加，或いは

議員への立候補などを通じて，自己実現が可能な教育が行われた。 

生産活動。1944 年 12 月 24 日付の『解放日報』によると，日本工農学校は本来，生産任務を

中央に免除されているが，学校の学生は農業，紡績，大工との３組に分けて積極的に生産活動

を行った。66 石以上の粟相当の生産量を実現したと報じている４８。 

選挙。1941 年 10 月２日付の『解放日報』によると，敵軍工作訓練隊日本語教員をつとめてい

る森健は辺区参議員候補者になった４９。森健の選挙演説は日本語で行われ，趙安博はその通

訳をつとめた。森健は無事当選した５０。1941 年 11 月３日付の『解放日報』は「辺区参議員紹介」

とのコラムで森健の演説理念と経歴を詳細に紹介した５１。同時に，日本工農学校の中小路静男

は延安市参議会議員に当選した。彼らは直接民主政府の活動に参加した５２。 

1945 年１月 14 日付の『解放日報』の報道によると，１月６日から７日まで，日本工農学校では，

「模範学習者選挙大会」が行われ，Ａ組の春日，Ｂ組の大坂，Ｃ組の光江が当選した。その基準

は，「努力して学習し，習得した理論を日常生活に運用し，工作と生産を両立できること」とされて

いた５３。模範選挙活動において，当選された人はもちろん，投票した人にも，自分には決める権

力があると思わせることができただろう。当選された３人に『解放日報』に登場させたこと自体も，

教育手段の１つであると考えられる。 

 

校舎建設。1945 年４月 15 日付の『解放日報』の報道によると，そのときまで半年前から，日本

工農学校の学生人数が急増し，旧校舎は足りなくなった。日本籍の学生が「学校は自分で建設

する」と申し出て提唱し，洞窟作り組，石作り組，大工組，左官組に分けて作業に当たった５４。 

 

自主教育。1942 年に，中小路静男と大山光義は教育幹事に任命された。1943 年になると，森

健は教務主任となり，高山進は教育幹事になり，中小路静男は行政工作をつとめ，前田光繁は

政治工作をつとめていた５５。そのほかに，辺区政府の政策も日本語に翻訳され，工農学校に伝

達されて学生に討論させた５６。 

 

（４）新古捕虜の相互教育 

来たばかりの捕虜と転向した捕虜の間には，意識・情報などのギャップと立場の矛盾が存在し

ており，それは捕虜教育に利用されている。古い捕虜との交流などを通じ，八路軍の捕虜優遇

の実態を見せ，ある程度転向を実現させた。八路軍の捕虜になった小林清の回想録である『在

中国的土地上』ではその過程を詳しく記載している。さらに小林の後に捕虜となった日本兵との
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間にも，日本軍の「瞞着的宣伝」を暴露しようとする動きもあった。捕虜となったばかりの瀨古は，

小林の古い戦友で，同じ部隊の上司だった。八路軍五支部政治部敵軍工作科に連れられた

ら，「お前，まだ生きているのか。皆戦死したと思っているよ」と驚いてた。「私は死んでいないよ。

負傷して捕虜になったことは皆知らないのか。」「知らないよ。…大隊長はあなたの家族にも『戦

死通知書』を送ったそうだよ５７。」こういった会話の中で，小林は日本軍に対する不満をもち，瀨

古は八路軍が捕虜を殺害しない政策をとっていることを認識することができた。 

新四軍新六団政治処敵軍工作股の股長をつとめた陳子谷の回想によると，新四軍の捕虜と

なった後藤勇は，殺されることを恐れ， 初「朝鮮人」だと偽称した。いつも朝鮮の民族歌謡を歌

い，朝鮮人だと強調していた。新四軍敵軍工作部長だった林植夫は説得したが，結局同じ日本

人捕虜である香河正男に説得された。その後，後藤勇は反戦同盟に入り，活動した５８。 

 

（５）教育の影響 

1944 年 11 月 15 日に，アメリカ軍事視察団が 98 名の日本軍捕虜に対して行った調査による

と，軍国主義思想に影響された彼らの思想はある程度変わったことが分かった。例えば，「支那

事変において，日本は正しいですか」に対して，「はい」と答えた人は２名で，「いいえ」と答えた

人は 96 名もいた。「日本は戦争に勝ちますか」に対しては，「はい」と答えたひとは２名で，「いい

え」と答えた人は 94 名だった。保留と無回答はそれぞれ１名だった。「現戦争で，一番責任があ

る人は誰ですか」については，「軍国主義者」と答えた人は 82 名で，「大資本家」，「天皇」と回答

したのはそれぞれ４名で，「軍国主義者と資本家」と答えたのは２名，「大地主」答えたのは２名，

無回答は２名だった。「戦争が早く終わらせるために，あなたは八路軍に協力しますか」に対し

て，96 人の人が「はい」と答えた５９。 

怖くて真実ではない内容を回答した人もいるかもしれないが，「調査が秘密であることと，無記

名であることが説明された」ため，教育を受けた日本人捕虜の転換はある程度分かるだろう。

1939 年１月２日に，日本工農学校の教育を受けた前田光繁，小林武人，岡田義雄がある大会の

現場で八路軍に入隊したい要望を出し，八路軍総司令官朱徳の許可と歓迎を受けた。1945年８

月 15 日の『解放日報』は「日本工農学校３百人余りの学友が我が軍のあとについて前線へ行く

予定」と報道している６０。日本軍捕虜は日本工農学校の教育を受け，多くの人が思想や立場を

転向した。しかも，このような転向は連鎖の効果を齎した。立場を変えた古い捕虜は新しい捕虜

の教育に協力しただけではなく，八路軍や新四軍に参加し，前線の日本軍に対して宣伝と瓦解

工作も行った。八路軍の兵士として，直接に参戦した人もいた。 

1940 年に教育が始まり，1941 年に正式に発足した延安日本工農民学校は，日中戦争期にお

ける中国共産党に日本軍向けのプロパガンダ工作にとって重要な意味があった。集団討論，自

己批判，娯楽活動などの教育手段を通じて，多くの日本人の立場がある程度変わり，反戦意識

を持つ日本人が増えた。延安の日本工農学校を卒業した日本人を中心に，工農学校晋西北，

山東分校，華中分校が発足した。人材・思想の工場である延安にあったこの学校は，全国各地
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の反戦組織，工農学校分校に多くのプロパガンダ人材を送り出した。延安工農学校およびその

分校は，日本人による対日本軍プロパガンダ工作の人材準備となった。 
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4.2 共産党支配地区の覚醒連盟及びその支部 

 

日本人の反戦運動は日中戦争以前からあった。日中戦争が勃発した後，中国共産党は捕虜

を優遇する政策を打ち出し，日本人捕虜の転向を図った。日本人捕虜と捕虜教育の深まりにつ

れ，共産党支配区において，共産党は日本人捕虜による反戦組織の結成を積極的に進めた。

それは，共産党の敵軍工作の重要課題あり，共産党の日本軍向けのプロパガンダ工作の一環

でもある。本節では，共産党支配地区における日本人反戦組織の結成と各支部のメンバー，結

成期日，活動範囲，出版した宣伝物などを取りあげながら，各支部の概況を考察する。既刊活

字資料では，食い違っている記載がかなり多くあり，その真偽を見分け考察する。 

ゲリラ戦を中心に行う中国共産党の部隊であるので，部隊の位置や政治部の拠点などは常に

移動し，ほとんどは秘密であった。反戦同盟冀中支部で活動していた和田真一の回想によると，

「長い時は１週間，早いときはその日のうちに移動する軍区政治部１」であった。各支部の結成地

と発動範囲を正確に確定することは困難であるが，本節では，できる範囲でその努力をした。 

覚醒連盟は共産党支配地区にしかなかった組織で，共産党が日本人反戦組織に対する政策

を考察するときに重要な対象となる。 

 

1， 初の覚醒連盟の結成経緯 

1939 年 11 月７日，めざまし連盟が山西省遼県麻田鎮で結成式を行った。主な設立者と指導

者は杉本一夫と吉田太郎。その後，「めざまし」は日本人の反感を引き起こすかもしれないので，

杉本一夫の提案に従い，「覚醒連盟」にした２。設立式に参加した日本兵は，杉本一夫，小林武

夫，岡田義雄，高木敏雄，吉田太郎，石塚修，松井英男の，計 7 名だった３。この覚醒連盟の結

成はもっとも早かったので，その後の覚醒連盟各支部に対しては本部の役割を果たし，晋東南

本部とも呼ばれた４。 

1940 年８月の「百団大戦」が終わった後，日本兵捕虜が急増した。すでに八路軍に入隊して

いた杉本一夫，小林武夫，岡田義雄の３人は，反戦工作の新たな局面を開くため，多くの日本

人を吸収する組織を作らなければならないと考えた。ちょうどそのころ日本共産党が重慶で「在

華日本反戦同盟」を組織したとの知らせを聞き，３人は，大行地区でも支部を作りたいと重慶に

いた鹿地亘に手紙を出したが，なかなか返信がなかった。敵軍工作部は，組織を「めざまし連

盟」と提案し，「めざまし」は，敵軍工作員である江右書が留学先の日本から帰国するときに持
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って来た雑誌から由来したものである。来たのである。雑誌には，沢村貞子の左翼啓蒙劇団であ

る「めざまし隊」の写真が掲載され，その「めざまし」を取ったという５。 

前田光繁の回想でもほぼ一致している記載が確認できた。鹿地亘が重慶で日本人反戦同盟

を作ったというニュースをきいて，共産党支配地区でも反戦団体を作ろうとする動きが活発化し

た。敵軍工作部と相談すると，「日本人反戦団体の結成にはもちろん大賛成だが，まず鹿地亘と

連絡して反戦同盟支部を作り，彼のアドバイスも受けたらどうか」ということであった。さっそく鹿地

亘氏に手紙を書いたが，いくら待っても返事がない。それで敵軍工作部の助言を受け，「めざま

し連盟」を作ろうときめた。1939 年 11 月７日の十月革命記念日を選び，めざまし連盟結成の式典

を行った６。それは，1963 年に出版された『反戦兵士物語:在華日本人反戦同盟員の記録』でも

確認することができる７。 

覚醒連盟結成の 1939 年 11 月７日に重慶や桂林などで反戦活動が盛んに行われていたが，

反戦同盟はまだ正式に発足されていない。王庭岳の考察によると，1939 年 12 月 23 日，桂林で

「在華日本人民反戦同盟」が創立されたとのことである８。1940 年７月 26 日『新中華報』１面の記

載によると，重慶で結成された「在華日人反戦革命同盟」は同年７月 20 日のことである９。以上の

記録から，覚醒連盟の創立と重慶にある反戦同盟の創立は時間的矛盾があることがわかる。桂

林の西南支部は1939年12月23日に正式に創立され，重慶の反戦同盟は1940年に作られた。

覚醒連盟の設立はその前の年である 1939 年 11 月７日だった。1939 年に覚醒連盟が設立され

たことは複数の記載で確認できた。重慶で「在華日本人反戦同盟」を作った鹿地亘から返信が

なかったので「覚醒連盟」を作った，というのは事実ではないと考えられる。「覚醒連盟」を作った

日本人らは，反戦同盟支部を作るために鹿地亘に手紙を出したか，或いは 1939 年 11 月以前の

鹿地亘などの反戦活動を聞いて手紙を出したと考えられる。 

覚醒連盟冀南支部の支部長をつとめた秋山良照の回想によると，冀南軍区敵軍工作部部長

の張茂林（本名は張有萱）に次のように聞かれた。「秋山さんも重慶の鹿地亘氏のところに電報

を打って，支部を結成したらどうか。」秋山の回想によると，「それは思いがけない話であった。し

かし，ただ１人で支部を作ったところでどうにもならない。それに私にはまだそれだけの自覚も，

考えもなかった１０」。この対話は 1939 年 11 月７日覚悟連盟が結成された後の 1941 年春のことだ

った。それは後述する 1941 年８月７日の覚醒連盟冀南支部の結成に繋がった。 

1939年12月に覚醒連盟本部によってその機関紙である『覚醒』が創刊された。編集者は杉本

一夫，吉田太郎などであった１１。 
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2，覚醒連盟太行支部 

孫金科の考察によると，1940 年６月 23 日，覚醒連盟第１支部（後「太行支部」に改名）がは結

成された。支部書記は松井英男（その後は吉田太郎に）。『反戦報』（後『同胞報』に改名）を出

版。太行支部は国際劇団（後「同胞劇団」）を作り，日本軍占領区で中国民衆や日本軍兵士向

けの反戦劇を演出していた１２。覚醒連盟太行支部の出版活動に関しては，違う記録によると，

『反戦』のほかに，『日本軍の友』との月刊誌を出版していた。編集者は杉本一夫などであったと

ある１３。 

王庭岳の『在華日人反戦活動史略』の記載によると，1940 年６月 23 日に結成した覚醒連盟第

１支部は，冀魯豫支部とも呼ばれ，後には太岳支部に改称した１４。複数の資料で確認したとこ

ろ，「太岳支部に改称した」記録はあやまりだと判定できる。 

1940 年６月 23 日に八路軍第 129 師団で設立された覚醒連盟太行支部の主な工作の対象

は，山西省潞城を中心としている日本軍第 36 師団，陽泉を中心としている独立混成第４旅団，

平漢線の独立混成第７旅団であった１５。この支部の主の活動は山西省潞城を中心とした範囲で

あったと推定できる。 

覚醒連盟第１支部の活動に関して，中国共産党機関紙である『解放日報』は盛んに報道を行

った。たとえば，1941 年６月 23 日当連盟が結成された１年記念日のとき，『解放日報』はその記

念大会を報道した。彭徳懐と朱徳から祝電が送られ，また129師団政治委員である鄧小平は「日

本人民を解放させる，中国人民を解放させる，世界革命を応援する活動においては，覚醒連盟

は大きな役割を果たす。将来，覚醒連盟はほかの日本革命団体と連合し，革命の大きな流れと

なるだろう」と挨拶した１６。 

 

3，覚醒連盟冀南支部 

孫金科の考察によると，1941 年８月７日，覚醒連盟冀南支部は秋山良照，水原健次，成洋鬼

彦１７によって設立された。支部書記は秋山良照がつとめた。その後，支部のメンバーが増え，筱

原正義，吉田清去，小林春夫，原広見，大谷，山下，橋本なども加入した。『日本兵士の友』『戦

友』などを出版した。現代劇『活路』で，盟員の水原健次が出演した１８。 

しかし，『解放日報』の記録によると，覚醒連盟冀南支部は 1941 年６月に設立されたと記載し

ている１９。徐則浩の考察によると，覚醒連盟冀南支部は 1941 年８月７日に冀南軍区政治部で結

成された２０。秋山良照によると，1941 年７月になると，張茂林部長から支部の結成について再度

話があった。それは南宮県と棗強県の県境に近い西賈荘という村であった。８月７日に，捲子鎮

の町はずれに大きな会場が作られ，覚醒連盟冀南支部の結成大会が行われた２１。現在の中国
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地図で確認すると河北省南部の衡水市の棗強県と南宮市の間に，巻子郷があり，南巻子村と北

巻子村に分かれている。結成場所は河北省南部衡水市棗強県巻子郷であると確定できよう。 

つまり，1941 年８月７日，河北省南部衡水市棗強県巻子郷で覚醒連盟冀南支部が結成され

た。 

 

４，覚醒連盟山東支部 

孫金科の考察によると，1940 年６月２月，八路軍 115 師団で本橋朝治，国保などによって覚醒

連盟山東支部が創立された。支部長は本橋朝治がつとめた２２。王庭岳の考察によると，山東支

部の結成は 1942 年５月 19 日だという２３。徐則浩の考察によると，1940 年６月２日に八路軍 115

師団政治部駐在地で結成大会が行われたという２４。 

1942 年８月 11 日付の『解放日報』の記事によると，覚醒連盟山東支部が 1941 年５月１日に結

成されたと記載している。２５1942 年５月 19 日付の『解放日報』には，新華社山東 18 日電を引用

し，「日人覚醒連盟山東支部及び華北朝鮮青聨山東分会がこの前，115 師団で正式結成大会

を行った２６」と記されており，具体的な期日は記載されていない。 

山東支部の結成期日は，1940 年６月２月，1941 年５月１日，1942 年５月 19 日の３つの説があ

る。今の資料ではまだ確定できていない。 

戦争時代の共産党軍隊は，常に移動していた。極端なときは１日の中で何回も移動したことも

ある。115 師団も同様に，常に移動していた。1939 年から 1940 年末までの２年間，羅栄桓が 115

師団を卒いて，山東省蒼山県下村郷上大炉村で活動していた２７。覚醒連盟山東支部の活動

は，主に山東省蒼山県付近だと考えられる。 

 

５，覚醒連盟冀魯豫支部 

『在華日人反戦運動史略』の記載によると，冀魯豫支部の結成は 1941 年 10 月 9 日だった２８。

徐則浩によると，1941 年８月 15 日，黄河に近い濮県楊集（八路軍冀魯豫軍区政治部の駐在地）

で，覚醒連盟冀魯豫支部設立大会が行われた。司会者は黒田嗣彦で，9 名のメンバーが参加し

た。初期の支部書記は小野靖夫がつとめた２９。ここの「小野靖夫」は，正確には「水野靖夫」のこ

とであると考えられる。 

水野靖夫の回想によると，1941 年８月 15 日に，日本兵士覚醒連盟冀魯豫支部が結成された

ということである。連盟員は 10 人弱で，支部書記（支部長）には水野靖夫が選ばれた。副支部長

は宮川英男だった３０。水野靖夫はさらに次のように回想している。「私たちの任務は，河北，山

西，河南３省の接触点を中心に，付近一帯の地域を糾合して，あらたに日本人覚醒連盟の新支
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部を作ることであった。支部の名にこの地方の名にもとづいてキロヨ支部と呼ばれた３１。」1942 年

に，「覚醒連盟冀魯豫支部」を「日本人反戦同盟冀魯豫支部」に改称した３２。冀魯豫支部の結成

は黄河に近い濮県楊集（八路軍冀魯豫軍区政治部の駐在地，現在河南省濮陽市濮陽県）だっ

たので，その主な活動もこの付近で展開されたと推定できるだろう。 

冀魯豫支部の結成期日は 1941 年 10 月 9 日との説があるが，本論文では，1941 年８月 15 日

であるとする。 

支部の機関紙として，『士兵的呼声』（『兵士の叫び』）『黎明』（『あかつき』）などの新聞が発行

されていた３３。『兵士の叫び』は 1941 年末，冀魯豫軍区の範県（現在河南省濮陽市範県）で創

刊された。編集長は水野靖夫であった３４。 

1942 年４月７日付の『解放日報』は次ぎのように報道している。「（新華社晋冀魯豫６電）覚醒

連盟の魯豫支部３５が『戦友』『時事新聞』などの新聞を出版し，敵軍兵士に歓迎されている３６」と

いう。 

 

６，覚醒連盟膠東支部 

覚醒連盟膠東支部で活動していた小林寛澄の回想によると，1941 年 9 月 18 日に小林寛澄，

布谷，山中と３人で覚醒連盟膠東支部を結成したとのことである。「敵工部の説明では日本人の

反戦組織には『反戦同盟』と『覚醒連盟』とがあるがどちらにするかと言われたが，私たちはその

違いがわかるはずもなく，八路軍側もよくわかっていなかったようだった。結局，どちらでもよいと

いうことになったが，『反戦同盟』はやや過激で耳障りがよくないということで，『覚醒連盟』とし

た。」山中が支部長，布谷が書記長，小林寛澄が宣伝部長となった。1942 年 9 月頃，渡部三郎

が支部長となり，覚醒連盟膠東支部が正式に発足した３７。小林清が反戦同盟膠東支部に関する

回想を参考し，覚醒連盟膠東支部の主な活動範囲は，威海市と煙台市付近だったと考えられ

る。 

 

７，覚醒連盟太岳支部 

1942 年，八路軍太行軍区において渡辺三郎，森図正明，加藤，北野千歳などによって覚醒

連盟太岳支部が創立された。渡辺三郎が支部長につとめた。日本語新聞『士兵的呼声』を出版

３８。違う資料によると，結成当初のメンバーの１人は，森岡正明であった３９。「森図正明」と「森岡

正明」は同一の人物だと考えられる。 

太岳軍区で作られたので，主な活動はその周辺で行われたと推定できる。太岳軍区は 1940

年５月に山西省長治市沁源県閻寨村で正式に創立された。1942 年 10 月 20 日に，太岳軍区は
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南にある隣の安沢県に移動した４０。覚醒連盟太岳支部の活動も，山西省南部の沁源県，安沢

県付近だと推定できよう。 

 

８，津冀魯支部 

津冀魯支部に関する資料はきわめて少ない。筆者が考察した限り，唯一の記録は姫田光義・

藤原彰の『日中戦争下中国における日本人の反戦活動』である。それによると，津冀魯支部支

部長は小島金之助で，メンバーは山口，桐山がいた４１。いつ結成したのか，どの地区で活動した

のかはまだ不明である。 

秋山良照の回想によると，1939 年から 1942 年にかけて，覚醒連盟は太行支部，太岳支部，

晋東南支部，冀南支部，冀魯豫支部，山東支部の６つの支部を持っていたされている４２。1944

年４月の統計によると，覚醒連盟や反戦同盟の同盟員は 223 人，支部数は 13 となっている４３。 

1942 年８月 15 日から 29 日まで延安で開催された「華北日本兵士代表大会」及び「日本人反

戦団体華北大会」が終わってから，太行や山東など各地に結成されていた「覚醒連盟」は一斉

に名称を「反戦同盟」に変えた。正確には延安で野坂参三のもとに結成された「反戦同盟」と，各

地に支部をつくっていた「覚醒連盟」を合併させて名称統一したのだった４４。 

 

覚醒連盟分布図 

◆①覚醒連盟晋東南本部，1939 年 11 月７日，覚悟連盟が山西省遼県麻田鎮で設立式を行っ

た。 

◆②1940 年 6 月 23 日，山西省潞城付近で覚醒連盟第１支部（後「太行支部」に改名）が結成さ

れた。 

◆③1941 年８月７日，覚醒連盟冀南支部は八路軍冀南軍区駐地（河北省南部衡水市棗強県巻

子郷）で結成された。 

◆④覚醒連盟山東支部が 1941 年５月１日（1940 年６月２月，1942 年５月 19 日との説もある）に

山東省蒼山県付近で結成された。 
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◆⑤1941 年８月 15 日，黄河に近い濮県楊集（八路軍冀魯豫軍区政治部の駐在地，現在河南

省濮陽市）で，覚醒連盟冀魯豫支部設立大会が行われた。 

◆⑥覚醒連盟膠東支部は 1941 年 9 月 18 日に威海市と煙台市付近で結成された。 

◆⑦覚醒連盟太岳支部は 1942 年に八路軍太行軍区（山西省南部の沁源県，安沢県付近）に

おいて結成された。 

◆⑧津冀魯支部，支部長は小島金之助で，メンバーは山口，桐山がいた。結成期日と活動範囲

は不明。 
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４４ 前掲書,『日中戦争下中国における日本人の反戦活動』,274 頁。 
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4.3 共産党支配地区の反戦同盟及びその支部 

 

反戦同盟は，先に国民党支配地区である桂林と重慶で結成された。前述のした覚醒連盟に

関する考察からもわかるように，共産党支配地区における日本人反戦組織の結成はある程度，

鹿地亘などの国民党支配地区の反戦運動の影響を受けたと考えられる。 

前述したとおり，1939 年 12 月 23 日，桂林で「在華日本人民反戦同盟」が創立され，反戦同盟

西南支部といった１。支部長は坂本秀夫であった２。1940 年７月 26 日『新中華報』1 面の記載によ

ると，重慶で「在華日人反戦革命同盟」を結成したのは同年７月 20 日のことである３。しかし，秋

山良照の回想によると，1939 年 12 月 25 日に，鹿地亘氏の指導のもとで重慶に日本兵士反戦同

盟が結成された４。本論文は，共産党支配地区で結成された反戦同盟を中心に考察する。 

 

1，反戦同盟延安支部 

1940年７月７日，日本人の森健，高山進，市川春夫などが延安で反戦同盟延安支部を結成し

た５。1940 年７月 26 日付の『新中華報』によると，「先月初め，延安にいる在華日本人が春田好

雄，近藤勇三，市川常夫等が日本人民反戦同盟延安支部を作った６。」1940 年５月１日に，反戦

同盟延安支部の結成宣言が発表され，同年５月から日本語月刊誌『兵士の友』の発行が始まっ

た７。徐則浩によると，延安支部委員長は大山光美が就任したとの記録がある８。「大山光美」は

「大山光義」のあやまりだと考えられる。『解放日報』の記載によると，1941 年 12 月のとき，支部書

記は小林で，盟員は大谷，秋田，浅井，梅田，茂田江，海田，中小路，森健などがいた９。 

『解放日報』によると，1943 年７月 10 日に，反戦同盟延安支部結成 3 周年記念大会が開かれ

た１０。そこから，延安支部の結成は 1940 年７月であると考えられる。 

1940 年秋，反戦同盟延安支部の機関紙である『兵士の友』は延安で創刊され，森健がその編

集長となった。『兵士の友』は 初，月刊誌であったが，その後，半月刊となった。『兵士の友』は

日本語の活字印刷である。反戦同盟延安支部の機関紙である『兵士の友』は実際には在華日

本人反戦運動 高指導機関の機関紙の役割を果たしていた。『兵士の友』は延安で印刷し，各

根拠区に運ばれ，各地の日本人反戦運動を指導していた１１。 
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2，反戦同盟冀中支部 

反戦同盟冀中支部で活動していた和田真一の回想によると，1941 年２月 23 日，ソ連赤軍創

立記念日を選んで，田中，東，中山，吉田，多々良，小松ら６人によって反戦同盟冀中支部が結

成された１２。支部の結成地は，八路軍冀中軍区にある平漢路の西側の唐県南洪城村（現在の

河北省保定市唐県南洪城村）であった。その後，和田真一，松山一郎，林義雄，西村，津田，

吉村，浅見，三木，渡辺，水戸，三浦などがメンバーとなった１３。ＯＳＳの日本人民解放連盟組織

図には，解放連盟冀中支部の部員の一人は林一雄となっている。中国語では「一」と「義」の発

音は同じであるため，ここの林義雄は正確には「林一雄」であると考えられる。 

別の記載によると，1941 年２月 23 日に田中などの日本兵捕虜が反戦同盟冀中支部を作る準

備を始めたのである。同年７月 24 日に正式な成立大会が行われた。６名のメンバーがいて，田

中，東忠はそれぞれ支部長，副支部長に選ばれた１４。 

1943 年７月に八路軍冀中軍区が取り消されたため，反戦同盟冀中支部は晋察冀支部に合併

された。1944 年冀中軍区が回復されたため，元冀中支部の中山，渡辺，津田，水戸などは冀中

軍区に戻り，1945 年２月 12 日に日本人民解放連盟冀中支部を作った１５。 

1942 年，冀中地区で『日本人民の友』，『光明月刊』が創刊され，田中，東忠が編集者となっ

た１６。1941 年８月 16 日付の『解放日報』によると，「７月 24 日，在華日本人民反戦同盟冀中支部

を応援する大会が開催され，１万人以上が参加した。当支部の責任者である田同志は当支部の

設立過程と奮闘綱領を紹介した。当支部宣伝部長車中同志も演説した１７。」この中の「宣伝部長

車中」は東忠のことだと考えられる。「責任者である田同志」は支部長の田中のことだと判断でき

よう。 

 

3，反戦同盟晋察冀支部  

1941 年５月４日，晋察冀軍区駐地の平山県小北頭村（現在の河北省石家荘市平山県小北頭

村）で結成大会が開催された。宮本哲治が支部長に就任し，中原は宣伝部長に就任した。支部

のメンバーは，藤中岸，古沢，夏川中西，安藤，小島，浅野，渡辺，上野，山川，中村，鎌田，西

川，小村，有川，大城，岡島などがいた。『前進月刊』を出版している１８。 

別の記録によると，反戦同盟晋察冀支部の支部長は宮川哲治である１９。本論文では，『解放

日報』（1944 年５月７日３面に掲載されている「晋察冀日本人民解放連盟成立，盟員暢談対八路

軍観感」には，副委員長は宮本哲治となっている）など複数の資料で確認した結果，正確には
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「宮本哲治」であると判断する。 

反戦同盟晋察冀支部成立２周年の際，聶栄臻（115 師団副師団長，晋察冀軍区司令員兼政

治委員）は記念のため支部に題辞を提供した。「共同奮闘，打倒日本軍閥，消除戦争，実現和

平，建立中日両国人民真正的友善！反戦同盟支部２周年記念，聶栄臻 題２０」との内容であ

る。 

反戦同盟晋察冀支部で多くの反戦宣伝印刷物が出版された。1941 年夏に創刊された月刊誌

の『戦友』の編集長は宮本哲治であった。そのほか，1941 年秋に創刊された月刊誌の『日軍の

友』，1942 年に創刊された『前進』と 1943 年に創刊された『前進画報』の編集長は津田秀であっ

た２１。 

日本アジア歴史資料センターで，日本外交資料館収蔵の『日軍の友』紙（1942 年４月４日付

の第 14 号，1942 年４月 11 日付の第 15 号，1942 年５月 23 日付の第 18 号）と『前進月刊』（第２

期及び 1942 年３月５日付の第３号）が発見された（付録参照）。1942 年４月 11 日に発行した第

15 号の『日軍の友』には，反戦同盟晋察冀支部結成１周年の集会の宣伝を行っていた。その集

会が行われた後，「（新華社晋察冀６日電）成立１周年記念日に，日人反戦同盟晋察冀支部の

同盟員全員が記念集会を行った２２」と『解放日報』の関連報道がある。 

    

左：1942 年４月 11 日付の『日軍の友』第 15 号の紙面２３ 

右：1942 年３月５日付の第３号『前進月刊』の表紙２４ 
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４，反戦同盟山東支部 

資料によって，山東支部の結成期日に関する記載が違う。王庭岳の考察によると，1941 年５

月 12 日，反戦同盟山東支部が結成され，た。大西正は支部長，上申庄が副支部長に就任した

２５。しかし，違う研究によると，1941 年６月２日，八路軍山東縦隊にて反戦同盟山東支部が結成

されたとある。大西正は支部長，上中慶太郎が副支部長に就任した。宣伝部長は中野博で，メ

ンバーは坂谷政三，上田正雄などがいた２６。1941 年６月２日，反戦同盟山東支部が設立され，

大西正は支部長に就任した。１年後の 1942 年８月中旬，反戦同盟山東支部と覚醒連盟山東支

部が合同会議を開き，両団体を合併することが決められた。合併された後の団体は「反戦同盟

山東支部」であり，本橋朝治は支部長となり，大西正は副支部長となった２７。 

山東支部はいつ結成されたのかについて，複数の資料で確認したところ，本論文では，反戦

同盟山東支部の結成は 1941 年６月２日であると判断する。1941 年７月 21 日付の『解放日報』に

よると，反戦同盟山東支部は「先月八路軍山東縦隊某駐地で設立された」という２８。1941 年６月

30 日付の山東省『大衆日報』の記載によると，「在華日人反戦同盟山東支部は今月２日に八路

軍山東縦隊駐在地××で正式に結成された２９」と記載されている。 

1943 年５月 18 日付の『解放日報』には，「莱蕪我対敵展開政治攻勢，『桜花宣伝』収効宏大，

日人反戦同盟山東支部成立」との報道がある。「新華社魯南 16 日電」とされている記事の中，

「日本人反戦同盟山東支部は，この間某地で正式に結成された。日本反戦同盟盟員の小島，

田中，北後，山口，日本兵士代表の高橋叢，魯南軍区張司令員などが出席した。小島同志は

分支部長に選ばれ，田中同志は組織部長となった３０」と報じられている。この報道が報じている

山東支部の結成は，上記した 1941 年『解放日報』と『大衆日報』の報道と矛盾している。おそらく

ここで報道している「山東支部の結成」は，1942 年８月に延安で開催された「華北日本兵士代表

大会」と「日本人反戦団体大会」のあと，覚醒連盟を反戦同盟に再編する活動の中で，「再編」を

意味する「山東支部の結成」だと考えられる。 

支部長と副支部長についても資料によってだいぶ違う。1941 年７月 21 日付の『解放日報』に

よると，「大西正会長は設立の意義と今後の工作綱領を宣言した。副会長上中，今野同志も演

説した」との記載がある３１。上記の『大衆日報』は「会長の大西正から演説した。副会長は上中庄

太郎と今野博も挨拶した」との記述がある３２。王庭岳の研究の中の「上申庄」は「上中庄太郎」の

あやまりだと考えられる。孫金科の研究の中の「上中慶太郎」も，「上中庄太郎」のあやまりである

と考えられる３３。本論文では，山東支部の支部長は大西正で，副支部長は上中庄太郎と今野博
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であると結論付ける。 

結成位置や活動範囲については，今までの研究では「八路軍山東縦隊」だけが判明した。そ

れは 1941 年７月 21 日付の『解放日報』の記事で「八路軍山東縦隊某駐地」とのことが確認でき

る。筆者の考察によると，現存している八路軍山東縦隊の遺跡がいくつかある。山東省臨沂市費

県にある「八路軍山東縦隊後勤部被服厰」，山東省臨沂市沂水県にある「八路軍山東縦隊創建

地」，山東省臨沂市沂水県にある「八路軍山東縦隊衛生部直属後方医院記念館」，山東省臨沂

市沂南県にある「八路軍山東縦隊司令部旧址」などがある。 

さらに，小林清の回想によると，「1942 年 5 月末に延安工農学校を出た小林は，沂蒙山区に

位置する山東軍区司令部にたどりついた。ここで反戦同盟山東支部の本橋，大西正，渡部三郎

などに会った」３４とある。ここから，反戦同盟山東支部の活動は，沂蒙山区（現在山東省臨沂市

付近）にあったと判断できよう。 

 

５，反戦同盟膠東支部 

1941年9月18日，八路軍膠東第５旅団司令部で，反戦同盟膠東支部設立大会が行われた。

支部書記は小林清で，組織委員は布谷が担当し，宣伝委員は石田が担当した。1942 年渡辺三

郎が山東軍区政治部から膠東に戻り，支部長に就任した３５。徐則浩の『従捕虜到戦友』も「反戦

同盟膠東支部は 1941 年 9 月 18 日に結成大会を行った」と記述している。 

1942 年８月末，小林清は延安工農学校の１年間の教育を終え，膠東に戻ったのである。延安

工農学校から配られた文書を敵軍工作部の張昆に渡し，「われわれの任務は，できるだけ早く反

戦同盟膠東支部を作ることである３６」という。1942 年 9 月，反戦同盟膠東支部を設立する準備工

作は大体終わり，膠東第５支隊司令部で「在華日本人民反戦同盟膠東支部」の結成大会を開

催した３７。小林清は支部書記となり，布谷は組織委員となり，石田は宣伝委員となった３８。その

後，山東反戦同盟の指示に従い，渡辺三郎が反戦同盟膠東支部の支部長に就任し，小林清は

依然として支部書記だった３９。 

結成期日が矛盾している記載もある。小林清の回想録によると，反戦同盟膠東支部の設立は

1941 年ではなく，1942 年 9 月のはずである４０。 

結成位置に関しては，孫金科の考察によると，前述した通り，「八路軍膠東第５旅団司令部」

で結成大会が行われた。筆者の考察によると，八路軍膠東第５旅団の前身は八路軍山東縦隊

第５旅団だったと考えられる。その創立は1938年に山東省掖県沙河鎮で行われた４１。さらに，小
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林清の回想によると，結成された後，支部は敵軍工作科課長張昆と相談し，膠東地区で大規模

な政治宣伝攻勢の実施を決めた。渡部が西海地区（現在煙台市掖県など）に行き，小林などは

東海地区（威海，文登，栄成，海陽など）の文登県近くの泊石荘を拠点として活動していたとのこ

とである４２。現在の中国地図で確認したところ，山東省威海市管轄区域にある文登市南には，西

泊石村があった。膠東支部の活動は威海市と煙台市付近だったと考えられる。 

 

 

1944 年末，『膠東画報』に掲載された「山東抗日根拠地地図」４３ 

 

６，反戦同盟鄂豫支部（第 5 支部） 

反戦同盟鄂豫支部に関する考察も資料によって違う。反戦同盟鄂豫支部は第５支部とも呼ば

れた。1941 年 11 月，鄂豫辺区で反戦同盟鄂豫支部が設立され，責任者は森田義男だった。

1943 年，新四軍第５師団で鄂豫支部成立大会が正式に開催された。華中地区にはすでに４つ

の反戦同盟支部があったので，鄂豫支部は第５支部とも呼ばれた。支部長は坂本義次郎で，メ

ンバーは森増太郎，森田義男，松原秀雄など 10 数人がいた４４。 

徐則浩の研究によると，1941 年 11 月 11 日に，新四軍第５師団の駐在地である湖北大悟山八

角門楼で反戦同盟第５支部が設立された。支部長は坂谷義次郎で，副支部長は森田博美だっ

た。メンバーは 20 人以上がいた。なぜ第５支部と呼ばれたかというと，第５番目に成立した順番

ではなく，第５師団で作られたからであった４５。 

曹晋傑が 1941 年 11 月 10 日付の『七七報』（中国共産党鄂豫辺区委員会機関紙）で確認し

たところ，反戦同盟鄂豫支部は11月７日に結成され，その支部長は坂谷義次郎，副支部長は森

田博美であるとされている４６。鄂中地委敵偽工作部の部長をつとめた黄民偉氏の回想によると，

反戦同盟第５支部の支部長は坂谷義次郎で，森田博美は副支部長であったとのことである。主
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な盟員は，大久保良志，中野重美，星文治，佐々木更三，松原秀雄，森増太郎などがいた４７。

孫金科の考察に出た「坂本義次郎」とここの「坂谷義次郎」は，同じ人物であると考えられる。 

曹晋傑の考察によると，反戦同盟鄂豫支部は中国共産党辺区委員会と抗日大学第 10 分校

が駐在している義和店（現在河南省洛陽市金鶏鎮）で結成されたと考えられる４８。張剣南などの

考察では，1942 年春から 1945 年正月にかけて，坂谷義次郎が支部長としている反戦同盟第５

支部は，何度も漲渡湖地区で活動していたとある。支部の駐在地は，汪大房湾，陶家大湾，程

底下湾などだった４９。1944 年２月，反戦同盟第５支部は漲渡湖地区の浜湖嘴汪大湾で，当地の

農民と旧暦のお正月を過ごした５０。湖北応山（現在湖北随州市広水市にある）には日本軍第３

師団が駐在していた。反戦同盟第５支部は応山の日本兵士に対して多くのプロパガンダ工作が

行われていた５１。 

上記の通り，徐則浩の考察では，反戦同盟鄂豫支部は湖北大悟山「八角門楼」で結成された

としている。上記の張剣南の考察に出た漲渡湖は，現在の湖北省武漢市新州区にあり，大悟県

から 100 キロ程度離れているところにある。陶家大湾は大悟県南 50 キロ程度のところにある。趙

暁泮の研究に登場した湖北随州市広水市にある応山は，大悟県西 30 キロ程度のところにある。

第５支部の活動は，大悟県付近だったと結論付けられるだろう。 

現在，湖北省孝感市が管轄している大悟県芳畈鎮白果樹湾に，「新四軍第５師司令部旧址」

がある。１キロ離れている白果樹湾の北西のほうに，「八個門楼」という部落がある。敵軍工作員

だった周煥中の回想によると，1944 年ごろ，第 5 師団司令部駐在地の白果樹湾に近い「八個門

楼」という部落に，敵軍工作部が駐屯していたとのことである５２。敵軍工作部は筆者が大悟県芳

畈鎮政府に確認したところ，当地の方言では，「八角門楼」と「八個門楼」はほぼ一緒で，正式に

は「八個門楼」というが，民間では「八角門楼」ともいう。徐則浩が指摘している結成地の「八角門

楼」は，正確には「八個門楼」であると考えられる。 

本論文では，反戦同盟鄂豫支部は 1941 年 11 月に結成され，支部長は坂谷義次郎，副支部

長は森田博美であると結論付ける。その主な活動は湖北省孝感市大悟県付近である。 

第５支部の中国側工作員の回想には，坂谷義次郎，副支部長は森田博美のほか，平松□

□，岡島□□，大久保良志，星文治，中野重美，北村憲夫，松原秀雄，岩崎美佐夫，西部□

□，山本□□，山本□太郎，藤崎□□，平松啓二，高野重一，田中□□，鈴木□□，森増太

郎，藤池□□，佐々木更三，中島□□，平崎□□，川島□□，松野□□，松本□□，中川□

□，鈴木瀨太郎，平尾□□との 29 人の名前が確認できた５３。 



 

 
 
140

1942 年に反戦同盟鄂豫支部によって創刊された『赤旗報』，1941 年に創刊された『日本軍の

友』の編集長は坂谷義次郎であった５４。 

 

7，反戦同盟淮北支部 

反戦同盟淮北支部は 1942 年２月 26 日，洪沢湖に近い半城鎮（新四軍第４師団・淮北軍区政

治部）で結成され，後藤勇は支部長となった。盟員は，矢口庄司，林博二男，池田太郎など 7 人

がいた。同年末，小井勇，瓦国義，太田延子（女）など 10 数人が入部した５５。現在江蘇省泗洪県

にある半城鎮は，洪沢湖の西岸にあり，新四軍第４師団の所在地だった。 

淮北支部は日本語で『兵士の声』という新聞を出版していた。編集長は矢口庄司であった５６。

別の記録によると，編集者は，後藤勇，大田などであった５７。 

 

8，反戦同盟蘇中支部 

1942 年３月 15 日に，新四軍第１師団（蘇中軍区）で反戦同盟蘇中支部が作られた。支部長は

香河正男で，メンバーは浜中政志，横山岩吉，田畑作造，後藤勇，合わせて５人がいた。後に

は松野博は新しく加入した。1943 年５月，香河正男が新しくできた反戦同盟華中地方協議会の

会長に就任し，蘇中支部の支部長は浜中政志がつとめた５８。蘇中支部の成立期日は，香河正

男の回想録でも確認できた５９。新四軍敵軍工作員であった陳泉の回想によると，1943 年 12 月に

蘇中軍区で結成された「日本人民反戦同盟」支部の支部長には浜中政志がつとめたとされてい

る。香河正男，岡本一夫などは支部の指導メンバーだった６０。当時，浜中政志は「李平」という中

国名を使った６１。 

1944年３月25日付の『解放日報』の報道によると，蘇中支部の宣伝委員は，松野覚だった６２。 

香河正男の回想によると，1944 年３月の車橋の戦いで多くの捕虜が出た。このうち，山本一三

ら 14 名が反戦同盟蘇中支部に加入し，同盟員は 24 人となった６３。 

徐則浩の考察によると，1942年３月15日に東台県三倉河付近にある新四軍第１師団（蘇中軍

区）で結成されたとのことである。日本兵向けの雑誌『新時代』を発行していた６４。曹晋傑の考察

によると，反戦同盟蘇中支部は東台県一倉村で結成されたのである。地図で確認したところ，一

倉村は三倉鎮に管轄され，三倉河のすぐそばにある。徐則浩と曹晋傑の考察は一致しているこ

とがわかる。 

1942 年春から，新四軍第１師団の師団部は江蘇省啓東に入り，ここに駐屯し始めた６５。現在，
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江蘇省啓東市海復鎮に「新四軍第１師師部駐地」の記念碑がある。新四軍第１師団（蘇中軍区）

で作られた反戦同盟蘇中支部の活動は，江蘇省東台市及び啓東市の付近だと推定できよう。 

1944 年初，蘇中東台地区で反戦同盟蘇中支部によって創刊された『新時代』の編集者は，香

河正男，浜中政志などであった６６。 

 

9，反戦同盟蘇北支部  

孫金科の考察によると，1942 年７月 15 日，新四軍第３師団（蘇北軍区）で反戦同盟蘇北支部

が結成された。支部長は古賀初美で，メンバーは香河正男，田畑作造，堀本龍蔵，坂橋，古

橋，竹田，村田などがいた。結成されてしばらく経ち，香河正男，田畑作造は蘇中軍区に戻っ

た。1943 年，支部のメンバーは古賀，堀本，坂橋，竹田，松田謙次，坂本節未などがいた。1944

年，古賀初美は華中地方協議会に配置され，蘇北支部は吉春，清水が新しく入った。1945 年に

入ると，蘇北支部には青柳，森垣などが新しく入ってきた。古賀初美は蘇中支部に戻った６７。

1942 年７月 15 日という蘇北支部の成立期日は，香河正男の回想録でも確認できる６８。 

1943 年，岡野進の秘密身分の公開につれ，反戦団体各支部は次々と「岡野同志来延を歓

迎」との電報を出した。反戦同盟蘇北支部が 1943 年６月８日に出した電報は 1943 年７月２日付

の『解放日報』に掲載され，その盟員は，古賀初美，古橋角五，竹田信，掘本龍蔵，林田謙次，

坂磯節支の名前があった６９。 

「林田謙次」と「松田謙次」は非常に似ていることがわかるが，ＯＳＳ所蔵の日本人民解放連盟

組織図で「松田謙次」という名前が確認できたので，「松田謙次」のほうが信憑性が高いと考えら

れる。同じように，『解放日報』記載の「坂磯節支」と孫金科のいう「坂本節未」も似ている名前で，

ＯＳＳ所蔵の日本人民解放連盟組織図で調べたところ「坂本節史」という名前が確認できたの

で，「坂本節史」のほうが信憑性が高いと考えられる。 

別の研究によると，1942 年７月 11 日，江蘇省阜寧県板湖鎮にある新四軍第３師団政治部で

「在華日人反戦同盟蘇北支部」結成大会が行われた７０。以上の研究を総合的に考えると，盟員

の名前は多く不明な点や一致しない点があるが，反戦同盟蘇北支部は，1942 年７月 1５日に江

蘇省阜寧県板湖鎮にある新四軍第３師団政治部で結成されたとの結論をつけることができよう。 

1943 年夏に反戦同盟蘇北支部によって創刊された『日本兵隊の声』の編集長は堀本龍蔵，古

賀初美，松田などであった７１。 
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10，反戦同盟太行支部  

1942年８月27日午前，在華日本共産主義者同盟太行支部の結成大会が太行軍区の反戦同

盟倶楽部でおこなわれた後，覚醒連盟太行支部が反戦同盟太行支部に改称した７２。1942 年８

月 15 日から 29 日まで延安で開催された「華北日本兵士代表大会」及び「日本人反戦団体華北

大会」が終わってから，太行や山東など各地で結成されていた「覚醒連盟」は一斉に名称を「反

戦同盟」に変えた。1943 年，反戦同盟太行支部となって 初の支部長は松井英男だった７３。

1943 年の後半に，松井英男が延安に赴くと，太田隆司が支部長になった７４。1943 年４月６日付

の『解放日報』には，吉田太郎の署名文章が掲載され，「吉田太郎は日本人反戦同盟の支部書

記である７５」と説明している。 

覚醒連盟からきた反戦連盟太行支部の活動範囲は，覚醒連盟太行支部に近いと推定され，

山西省潞城付近だと考えられる。 

1942 年 10 月に反戦同盟太行支部によって創刊された『報道新聞』，1943 年３月１日に創刊さ

れた『同胞新聞』の編集長は吉田太郎であった７６。 

 

11，反戦同盟冀魯豫支部   

1942 年８月，延安で開かれた華北日本人反戦団体大会で，日本兵士覚醒連盟は在華日本

人反戦同盟と合併し，在華日本人反戦同盟華北連合会とすることが決まった。これにともない，

覚醒連盟各支部は反戦同盟の各支部へと組織の再編が行われた。覚醒連盟冀魯豫支部も反

戦同盟冀魯豫支部となり，この頃には，捕虜となったり投降してきたりする日本兵が増え，支部同

盟員は数 10 人に達していた７７。 

1943 年４月６日付の『解放日報』の報道「日人反戦同盟冀魯豫支部対敵反戦宣伝収効宏大」

によると，「晋察冀魯豫在華日人反戦同盟支部代表の野清夫が太行地区の新聞で演説を発表

した」と報じている７８。 

反戦同盟冀魯豫支部は覚醒連盟冀魯豫支部から再編されてきたので，その主な活動範囲も

覚醒連盟冀魯豫支部に近いと考えられ，濮県楊集（八路軍冀魯豫軍区政治部の駐在地，現在

は河南省濮陽市范県楊集卿）だったと推定できよう。 

1943 年３月，山西省林県で冀魯豫地区日本人反戦団体代表大会と同地区日本兵士代表大

会が開かれた。水野靖夫は冀魯豫支部を代表してこの大会に参加した。反戦同盟冀魯豫地区
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協議会が結成され，水野はその執行委員となった７９。上記の『解放日報』の報道で出た「野清

夫」が「水野靖夫」のあやまりである可能性が高いと考えられる。 

1942 年末に反戦同盟冀魯豫支部によって創刊された月刊誌『あかつき』の編集長は水野靖

夫であった８０。 

 

12，反戦同盟晋西北支部 

除則浩と孫金科の考察によると，1942 年 9 月，反戦同盟晋西北支部が設立され，小林武夫が

支部長に就任した。1942 年８月，小林武夫が延安から八路軍 120 師団に配置され，120 師団で

反戦工作に従事し始めたのである８１。1944 年４月，晋西北支部の工作を強化するため，延安か

ら森健が送られてきた。同年７月１日に，森健は支部長となり，茂田江純，永井，大谷などの盟員

がいた８２。『解放日報』の記載によると，1942 年 11 月 13 日に，反戦同盟晋西北支部の結成大会

がおこなわれたとされている。支部長は小林武夫だった８３。当時の 120 師団は，現在山西省呂

梁市興県付近で活動していたので，反戦同盟晋西北支部の活動範囲も山西省呂梁市興県付

近だったと推定できよう。 

 

13，反戦同盟清河支部（のち渤海支部）   

反戦同盟清河支部は 1942 年 9 月 18 日に八路軍清河軍区で作られた。1943 年，清河軍区は

渤海軍区に改名したため，反戦同盟清河支部も反戦同盟渤海支部に改名した８４。清河支部の

支部長は松木嘉次郎，副支部長は鈴木一宏である８５。王庭岳の考察によると，反戦同盟清河支

部の支部長は田村で，副支部長は鈴木だった８６。松木嘉次郎は本名松木春一である。松木嘉

次郎は 1941 年６月下旬に山東省寿光県の東北河村戦闘で八路軍新河軍区第３旅団第３連隊

に捕まったのである８７。龍田勝正の回想によると，反戦同盟渤海支部が結成された当初，僅か５

名の盟員しかいなかった８８。 

清河支部に関する記載や資料は極めて少ないため，その活動範囲を判明するにはかなり困

難である。八路軍清河軍区は山東省北部の小清河流域に位置し，広繞県，博興県などを管轄

していた８９。渤海軍区はもと清河軍区とも言われたが，1943 年ごろいっそう広い地域を包括して

渤海軍区となった。この地方の北には天津から徳県，済南にいたる津浦線・膠済線の鉄道があ

り，東には渤海沿岸にまたがる広大な平原地帯がある９０。河北省，山東省の隣接地区に近い山

東省広繞県，博興県，寿光県付近は，清河支部（渤海支部）の活動拠点であると考えられる。 
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14，反戦同盟淮南支部 

1942 年 11 月，反戦同盟淮南支部は新四軍第２師団・淮南軍区で結成された。支部長は高峯

紅志だった９１。反戦同盟淮南支部は 1943 年８月３日に結成された説もある９２。滝沢三郎に回想

によると，1945 年の初めごろ，滝沢が淮南支部に到着したとき，20 人くらいの日本人がいた９３。

反戦同盟淮南支部の盟員に関する記録は少ない。1943 年，岡野進の秘密身分の公開につれ，

淮南支部が祝電を出し，その祝電は 1943 年７月２日付の『解放日報』に掲載された。その文末

の署名は，高峯，紅志，吉春務，清水，□□，藤井文章，加東肇があった９４。この中の「高峯」と

「紅志」は２人の人物ではなく，明らかに「高峯紅志」のあやまりである。 

曹晋傑の考察によると，1942 年 11 月に反戦同盟淮南支部は新四軍第２師団駐在地の天長

県で結成された９５。1941 年から 1945 年２月 28 日の間，新四軍第２師団の師団部は，江蘇省盱

眙県の城南にある黄花塘鎮にあった９６。江蘇省盱眙県の城南 40 キロ程度離れている黄花塘鎮

は，曹晋傑の研究の中に出た安徽省天長市の北に 40 キロ程度の距離があり，反戦同盟淮南支

部の活動は主に江蘇省淮安市盱眙県付近だと考えられる。 

 

15，反戦同盟浜海支部  

反戦同盟浜海支部は 1942 年 11 月に八路軍浜海軍区で作られた９７。小林寛澄の回想による

と，1944 年８月頃には，浜海支部の国保庫治（本名・野中吉次）支部長が山東労農学校の教務

主任のような仕事に転出し，かわって小林寛澄が浜海支部長になった。その年の暮，延安から

市川常夫と滝沢三郎（本名・大和田廉）がやってきて，延安の方針などを直接伝達した９８。『中共

抗日部隊発展史略』の記載によると，浜海軍区の部隊はかつて濰河に東に渡り，高密市西郊外

にある双羊店で偽軍と戦った９９。それによると，浜海軍区は莒南県（現在山東省臨沂市莒南県）

大店に駐屯していた。管轄地区は莒南，莒県，日照，臨沫，竹庭，東海，鄭城，臨沂などがあっ

た１００。現在，大店鎮に八路軍 115 師団司令部記念館がある。 

 

16，反戦同盟魯南支部  

反戦同盟魯南支部は 1943 年５月 18 日に八路軍魯南軍区で作られた１０１。当時の魯南軍区文

工団の主な活動範囲は臨沂，蒼県，蘭陵，滕県，鄒県一帯であった１０２。滕県は現在の滕州市

で，蒼県と蘭陵は現在の蒼山県にあり，鄒県とは現在の鄒城市で，魯南支部の活動は，現在山
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東省臨沂市と曲阜市の間の地区であると推定できる。 

1943 年春に反戦同盟魯南支部によって創刊された『魯南報道』は，支部の機関紙となった

１０３。 

 

17，反戦同盟魯中支部   

小林寛澄の回想によると，1943 年か 1944 年に，反戦同盟魯中支部副支部長となった。支部

長には今野博が就いた１０４。これはほかの研究でも確認できた。たとえば「抗日戦争時期山東的

日人反戦活動」では，反戦同盟魯中支部の第１任支部長は。金野博であるとしている１０５。ここの

「金野博」とは，今野博のことであろう。いつ成立したのかは不明である。秋山良照のその回想録

である『中国戦線の反戦兵士』で，日本人民解放連盟魯中支部が作ったビラを引用した。その署

名には「衣四二九四部隊乗馬隊 陸軍兵長 川上次男」とある１０６。 

『中日関係全書』の記載によると，日中戦争のとき，魯中軍区の部隊が臨拘，莱蕪，博山など

の県を解放し，済南の近くまで進攻した１０７。同時に，魯中軍区の部隊が南にある臨沂まで進攻

したとある１０８。ここから，魯中軍区の活動範囲は，莱蕪，泰安の南，臨沂の北にあったと推定で

きる。 

 

18，反戦同盟冀魯辺区支部 

反戦同盟冀魯辺区支部の支部長は小島金之助，副支部長は山口勝であり１０９，結成期日は

今の資料では不明である。覚醒連盟の津冀魯支部の支部長が小島金之助で，メンバーは山

口，桐山がいたことから，覚醒連盟津冀魯支部と反戦同盟冀魯辺区支部の間に，緊密なつなが

りがあったと推測でき，反戦同盟冀魯辺区支部は覚醒連盟津冀魯支部から発展してきたことも

考えられよう。 

 

19，反戦同盟冀南支部 

反戦同盟冀南支部に関する記載は少ない。1943 年７月 13 日の『解放日報』によると，日本共

産主義者同盟結成１周年記念と在華日本人反戦同盟延安支部結成３週年記念大会に，反戦同

盟冀南支部書記の秋山良照が出席した１１０。敵軍工作に従事していた王書波の回想によると，

1942 年の「9・12 大掃蕩」以降，秋山良照の派遣で，反戦同盟冀南支部の袁広見，小林，滕沢

の３人が冀県敵軍工作站に行き敵軍工作を展開した１１１。反戦同盟冀南支部の組織そのもの
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は，覚醒連盟冀南支部からきたと考えられる。活動範囲も覚醒連盟冀南支部と同様で，河北省

南部の衡水市の棗強県と南宮市付近だと考えられる。 

1942 年８月に，延安で日本兵士代表大会が開かれ，華北日本兵士代表大会を結成した。大

山光美は華北兵士代表大会常務委員会会長に選ばれ，中小道静男，松井英男，茂田江純，滝

沢三郎は常任委員に選ばれた。1942 年８月 20 日から 29 日まで，延安工学校で華北日本人民

反戦団体代表大会が開催された。「在華に本人民反戦同盟華北連合会」が結成され，覚醒連盟

を反戦同盟に改称した。在華日本人民反戦同盟華北連合会の会長は杉本一夫に選ばれ，森

健，松井英男は副会長に，高山進，茂田江純，滝沢三郎，梅田照文は執行委員に選ばれた

１１２。 

 

 

 

反戦同盟分布図 
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支部名 結成期日 結成地 

（または活動地域） 

支部長 出版物 

 

反戦同盟延安支部 

1940 年７月７日 延安 委員長：大山光義 

森健，高山進，市川春夫 

支部書記：小林 

『兵士の友』 

 

 

反戦同盟冀中支部 

1941 年２月 23 日 河北省保定市唐県南洪

城村 

支部長：田中実 

副支部長：東忠 

『日本人民の友』 

『光明月刊』 

 

反戦同盟晋察冀支部 

1941 年５月４日 河北省石家荘市 

平山県小北頭村 

支部長：宮本哲治 

宣伝部長：中原 

『戦友』『日軍の友』

『前進』『前進画報』 

 

反戦同盟山東支部 

1941 年６月２日 沂蒙山区（現在山東省

臨沂市付近） 

支部長：大西正 

副支部長：上中庄太郎   

今野博 

 

 

 

反戦同盟膠東支部 

1941 年 9 月 18 日 威海市と煙台市付近 支部書記：小林清 

 （のち渡辺三郎） 

組織委員：布谷 

宣伝委員：石田 

 

反戦同盟鄂豫支部 1941 年 11 月 湖北省孝感市付近大悟

県芳畈鎮白果樹湾 

支部長：坂谷義次郎 

副支部長：森田博美 

『日本軍の友』 

『赤旗報』 

 

反戦同盟淮北支部 1942 年２月 26 日 江蘇省泗洪県半城鎮 支部長：後藤勇 『兵士の声』 

 

反戦同盟蘇中支部 1942 年３月 15 日 江蘇省東台市及び啓東

市付近 

支部長：香河正男（のち浜

中政志） 

宣伝委員：松野覚 

『新時代』 

反戦同盟蘇北支部 1942 年７月 15 日 江蘇省阜寧県板湖鎮 支部長：古賀初美 『日本兵隊の声』 

 

反戦同盟太行支部 

1942 年８月 27 日 山西省潞城付近 支部長：松井英男（のち太

田隆司） 

支部書記：吉田太郎 

『報道新聞』 

『同胞新聞』 

 

反戦同盟冀魯豫支部 

1942 年８月 河南省濮陽市范県楊集

郷 

支部長：水野靖夫 『あかつき』 

反戦同盟晋西北支部 1942 年 9 月 山西省呂梁市興県付近 支部長：小林武夫  

反戦同盟清河支部 

（のち渤海支部） 

1942 年 9 月 18 日 山東省広繞県，博興

県，寿光県付近 

支部長：松木嘉次郎 

副支部長：鈴木一宏 

 

 

 

反戦同盟淮南支部 

1942 年 11 月 江蘇省淮安市盱眙県 支部長：高峯紅志  

 

反戦同盟浜海支部 

1942 年 11 月 山東省臨沂市莒南県大

店鎮 

支部長：国保庫治 

（のち小林寛澄） 

 

 

 

反戦同盟魯南支部 

1943 年５月 18 日 山東省臨沂市と曲阜市

の間の地区 

 『魯南報道』 

 

反戦同盟魯中支部 

 山東省莱蕪，泰安，臨

沂の間の地区 

支部長：今野博 

副支部長：小林寛澄 

 

 

 

 

反戦同盟冀魯辺区支部 

  支部長：小島金之助 

副支部長：山口勝 

 

 

 

反戦同盟冀南支部 

 河北省南部の衡水市の

棗強県と南宮市付近 

支部書記：秋山良照  

反戦同盟一覧表 
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4.4 日本人民解放連盟と共産主義者同盟 

 

4.4.1 日本人民解放連盟の結成 

1943 年 10 月に，延安で「日本人民解放同盟」（仮）の結成準備工作が展開された。その委員

は杉本，松江，西，和田，秋山，夏川，森，高山，大山，梅田など 17 人であった。「日本人民解

放同盟」の目的は，「中国にいる日本人民及び国内にいる日本人の覚醒を推進するため１」とさ

れた。 

1944 年１月５日から８日まで，日人反戦同盟拡大執委会予備会議が延安日本工農学校で行

われ，各支部の対敵宣伝工作が討論された２。 

その後，1944 年１月 15 日午前から，在華日人反戦同盟華北連合会拡大執委会が延安王家

坪大礼堂で開幕式を行った３。朱徳八路軍総司令官が演説し，「日本軍部は従来中日両国人民

共同の敵である。反戦同盟は中日両国人民が助け合う原点であり，日本で人民政権が確立され

たら，皆さんが自ら勤労生産し，対外略奪をやめ，中日両国人民の間には２度と現在のような戦

争がないように４」と強調した。岡野進も演説し，次のように指摘している。「反戦連盟支部はもうす

でに××個になり」「反戦同盟自身の勢力も大きく成長した。人数の増加だけではなく，多くの幹

部を育った。たとえば日本工農民学校の教務主任，教員はみんな学生から抜擢された者たちで

ある。前方においても，良いビラ，スローガンができる多くの宣伝幹部が現れている。入り込んだ

日本特務を識別し，白状させる幹部も育った。したがって，現在，広範な政治闘争を行う客観条

件と主観条件を備えており，『日本人民解放連盟』を結成する必要がある。『解放連盟』には，反

戦・反軍部の人民を組織し，人民戦線を進める大きな任務がある５。」同日の『解放日報』には，

「『日本人民解放連盟』（仮）を結成する準備委員会提案」が掲載されている。 

日人反戦同盟拡大執行委員会は 1944 年１月 15 日に開幕し，１カ月間の会議を経て，同年２

月 16 日に延安工農学校の講堂で閉幕した。閉幕式において，岡野進は「日人反戦同盟拡大執

行委員会と日本人民解放連盟の結成」と題した演説した。演説において，会議の２つの任務に

触れ，「１つ目の任務は，これまでの２年間における華北にある反戦同盟各支部の工作を検討

し，今後の新しい方針を決めることである。もう１つの任務は，日本人民解放連盟を結成すること

である６」と述べた。２月 16 日，日本人民解放連盟創立準備委員会が発足した。岡野進，森健，

杉本一夫が準備委員会の華北委員に選ばれた７。 

1944 年３月 25 日付の『解放日報』の報道によると，華中日本人反戦同盟の各支部長の連席

会議の決議により，反戦同盟を解散し，日本人民解放連盟を結成することが決定された８。 

1944 年４月 12 日付の『解放日報』は，「日本人民反ファシズム闘争の新段階，解放連盟正式

結成，華北華中相次いで支部を設立」と報じた。各地方協議会，地区協議会及び各支部の結成

は，延安にある解放連盟創立準備委員会の指導の下で行われた９。解放連盟の結成期日は解

放連盟創立準備委員会及び解放連盟華北地方協議会が結成した 1944 年２月 16 日であると言

えよう。 
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4.4.2 日本人民解放連盟の組織構成 

解放連盟の組織構成は次の通りである。解放連盟創立準備委員会―地方協議会―地区協

議会―各支部の順で上下関係が明確にされているのである１０。1944 年２月 20 日付の『解放日

報』には，「日本人民解放連盟綱領草案」が掲載された。解放連盟組織図も次のように公開され

ている１１。各地方組織のほか，連盟中央委員会の下には，いくつかの団体が設置されており，た

とえば，日軍暴行調査委員会，解放連盟日本軍隊研究会などがあった１２。 

中国学者の研究によると，1945 年５月までには，華北，華中の各地において，延安支部，晋

西北支部，晋察冀支部，晋東南支部，冀中支部，冀南支部，冀魯豫支部，太行支部，太岳支

部，浜海支部，魯中支部，魯南支部，清河支部，膠東支部，蘇中支部，蘇北支部，淮北支部，

淮南支部など 21 の支部があった１３。 

ここでは，『延安リポート』所収の「日本人民解放連盟組織図」と対比しながら，更に早稲田大

学山本武利先生のご好意で提供していただいた米国立公文書館所蔵の「日本人民解放連盟組

織図」を参考し，解放連盟の各地方協議会，地区協議会，各支部を次のようにまとめる。 
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延安地方協議会。延安には，解放連盟の中央委員会があるが，「延安地方協議会」という記

載は『解放日報』には１回だけ確認できる１４。『延安リポート』の解放連盟組織図には，延安にあ

る解放連盟組織は，「日本人民解放連盟本部」となっている。本論文では，「延安本部」扱う。 

華北地方協議会。『解放日報』の報道によると，1944 年２月 16 日，日本人民解放連盟創立準

備委員会が発足したとある。岡野進，森健，杉本一夫が準備委員会の華北委員に選ばれた。解

放連盟華北地方協議会も同日に結成された１５。『延安リポート』の組織図によると，岡野進，森

健，杉本一夫などは延安にある「解放連盟本部」のメンバーとなっており，華北地方協議会の委

員長は吉田太郎で，副委員長は岡島邦彦で，委員は小林武夫，水野靖夫，堺清，西忠，和田

真一となっている。華北地方協議会の委員長，副委員長と委員は，小林清『在華日人反戦組織

史話』の記述と一致している１６。 

小林清の回想によると，華北地方協議会の下には，膠東支部（13 人），延安支部（75 人），浜

海支部（15 人），太行支部（29 人），太岳支部（11 人），晋西北支部（7 人），冀中支部（7 人），冀

南支部（15 人），魯中支部（9 人），魯南支部（7 人），冀魯豫支部（13 人），晋察冀支部（16 人），

清河支部（６人）と 13 の支部があり，盟員は 223 人とある。１７。 

華中地方協議会。1944 年３月 25 日付の『解放日報』は，華中日人反戦同盟は声明を出し，

反戦同盟の解散と解放連盟の結成に同意する意を表明したと報じている。１８。1944 年５月５日

に，解放連盟華中地方協議会は淮南で結成された。香河正男は委員長で，高峰紅志は副委員

長に就任した。田畑矢口，加藤清水，松田の３同志は委員に選ばれた。解放連盟華中地方協

議会の結成により，反戦宣伝を日本僑民にも拡大させようと考えた１９。曹晋傑が 1944 年 9 月２日

付の『新浙東報』で確認したところ，香河正男が委員長で，高峰紅志が副委員長に就任したほ

か，委員は田畑作造，加藤肇，矢口司庄（正確には矢口庄司），清水松田がいたとされている

２０。上記の『解放日報』で記載した「田畑矢口」，「加藤清水」，「松田」という３人は，田畑作造，矢

口庄司，加藤肇，清水魯吉，松田謙次の５人のことだと考えられる２１。『延安リポート』の組織図に

よると，委員長は香川正男で，副委員長は高峰秀雄で，委員は田畑作造，矢口庄司，加藤京

一，清水安夫，杉田練治となっている。「香川正男」と「香河正男」，「高峰秀雄」と「高峰紅志」，

「加藤肇」と「加藤京一」，「清水魯吉」と「清水安夫」，「松田謙次」と「杉田練治」はそれぞれ同じ

人物であると考えられる。本論文では，香河正男，高峰紅志，加藤肇のほうが正確だと考える。 

委員長の香河正男の回想によると，1944 年５月５日に，淮南の黄花塘で華中の反戦同盟各

支部の代表大会が開催され，反戦同盟華中地方協議会を結成したとされている。香河正男が委

員長となり，高峯紅志は副委員長となった２２。『解放日報』が記載している「解放連盟華中地方協

議会」と香河正男が回想している「反戦同盟華中地方協議会」は実質的には同じ組織であると考
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えられる。 

小林清の回想によると，解放連盟華中地方協議会の下に，鄂辺支部，蘇中支部，蘇北支部，

淮北支部，淮南支部と５つの支部があった２３。 

晋察冀地区協議会。1944 年４月 12 日付の『解放日報』の報道によると，1944 年３月 15 日に，

反戦同盟晋察冀支部と冀中支部をメーンとした日本人民解放連盟晋察冀地区協議会が結成さ

れたとある２４。1944 年５月７日付の『解放日報』は，晋察冀地区協議会の詳細を報道した。津田

秋は委員長に選ばれ，宮本哲治が副委員長に選ばれた。渡辺，晃林一雄，中山太郎は委員に

選ばれた２５。『延安リポート』の解放連盟組織図によると，委員長は津田修，副委員長は宮本哲

次，委員は渡辺晃，小林重一，荒井正雄，中西久夫となっている。「津田秋」と「津田修」，「宮本

哲治」と「宮本哲次」は同じ人物であると推測できる。複数の資料によると，『延安リポート』の解放

連盟組織図にある「宮本哲次」は正確には「宮本哲治」であると考えられる。『解放日報』に出た

「渡辺，晃林一雄」は「渡辺晃と□□□」の誤りであると判断できる。 

更に，晋察冀日人解放連盟は 1945 年５月７日に日本兵士座談会を開き，新たに参加した 9

名の日本軍兵士を歓迎した２６。 

晋冀豫地区協議会。1945年１月25日に，解放連盟晋冀豫地区協議会が結成された。会長は

田村義次で，副会長は渡部である２７。『延安リポート』の日本人民解放連盟組織図には，晋冀豫

地区協議会との記載がなく，「晋冀魯豫地区協議会」となっており，委員長は松井英雄で，副委

員長は田村義次で，委員は山田三郎，後藤光昭，渡辺俊夫がいた２８。 

冀魯豫地区協議会。1944 年 12 月 18 日，華北地方協議会の指示に従い，冀魯豫支部と冀南

支部が解放連盟冀魯豫地区協議会を結成した２９。会長は秋山良照で，副会長は宮川英男であ

る３０。1945 年８月 15 日以後，日人解放連盟冀魯豫協議会の百人以上の盟員，及び解放連盟晋

西北支部の同志は，日本捕虜を収容するため，大量の宣伝物を運び，八路軍と同行で前線に

入った３１。『延安リポート』の日本人民解放連盟組織図によると，委員長は水野靖夫，副委員長

は秋山照雄（岡部），委員は森山，宮川がいた。『延安リポート』に出た副委員長の秋山照雄は

秋山良照である可能性が高く，委員の宮川は宮川英男だと考えられる。 

山東地区協議会。解放連盟山東地区協議会の会長は橋中で，副会長は大西正である３２。

1945 年８月のとき，山東地区協議会の下には，浜海支部，膠東支部など５つの支部があり，200

名の盟員がいた３３。結成期日は不明であるが『延安リポート』の日本人民解放連盟組織図には，

委員の名簿は詳細に記載されている。それによると，委員長は本橋朝治で，委員は上田正雄，

横川剛嗣，桐山孝一，岡本清二，小林辰五郎，和田国夫，渡辺三郎，藤原真明，小林寛澄，浜

田一男，田村伸樹，板倉工，国保康治，市川正一，板倉政造（政三），松本嘉次郎，荒井，大西

正，上杉富雄，丸山鶴雄，多田行雄がいた。 
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ここの「国保康治」は複数の資料で確認したところ，正確には「国保庫治」（本名：野中吉次）で

ある可能性が高い。 

反戦同盟清河支部を考察するときに述べた通り，ここの「松本嘉次郎」は正確には「松木嘉次

郎」（本名：松木春一）であると判断できる。 

1944 年３月６日付の『解放日報』の記載によると，在華日人反戦同盟華北連合会山東分会の

責任者本橋は，記者に対して，解放同盟の結成を擁護する立場を表明した３４。さらに，1945 年２

月 20 日付の『解放日報』には，「山東日人解放連盟，瓦解敵軍効果良好」との報道があった３５。

「山東支部」については直接の記述がなく，これらの報道は，解放連盟山東地区協議会のことだ

と考えられる。 

晋西北地区協議会。筆者が考察した『解放日報』などの資料には，晋西北地区協議会につい

ての記述はないが，『延安リポート』の日本人民解放連盟組織図には晋西北地区協議会が記載

されている。しかし，その委員長などのメンバーと組織構成は一切記載されていない。 

 

冀察支部。中国共産党冀察辺区委員会敵軍工作部の工作員だった劉震の回想によると，日

本人民解放連盟冀察支部の結成大会は 1945 年７月 27 日か 28 日に，敵軍工作部駐在地の河

北省淶水県聚鹿村で開催されたとある。15，６名の日本人が参加した３６。創立が終戦直前の

1945年７月だったので，米国立公文書館の日本人民解放連盟組織図には冀察支部が記載され

ていない。 

蘇浙支部。1944 年にさらに蘇浙支部が結成された。蘇浙支部の支部長は吉永久寿秀である

３７。1945 年８月 22 日の『解放日報』の報道によると，華中解放連盟蘇浙支部の盟員はもうすでに

前線に到着し，日本軍向けの政治攻勢を展開していた３８。1944 年秋に，解放連盟蘇浙支部の

機関紙である『解放週報』が創刊され，編集は吉永久寿秀などが当たった３９。『延安リポート』の

日本人民解放連盟組織図には蘇浙支部が記載されていない。 

延安支部。日本人民解放連盟延安支部が 1944 年７月 27 日に，「小磯軍閥内閣を反対する」

声明を出した４０。日本人民解放連盟延安支部が 1945 年１月 15 日から米国写真展覧会を開催し

た４１。1945 年８月 17 日に，「延安日本人民解放連盟本部」との名義で，ソ連のスターリン委員

長，アメリカのトルーマン大統領，イギリスのアトリー（Clement Attlee）首相宛の電報を出した４２。

米国立公文書館の日本人民解放連盟組織図には，延安支部の支部長は岡島邦彦だと記載さ

れている。 

太行支部。1944 年３月９日，在華日人反戦同盟太行支部が会議を某地で開催され，反戦同

盟太行支部を取り消し，解放連盟太行支部の結成を決めた４３。日本人民解放連盟太行支部の

盟員である砂原利男，住野尺七４４が，1945 年５月末に，現在山西省長治市に管轄されている襄



 

 
 
158

垣県内の白晋線付近４５で日本軍のトーチカに対して呼びかけをしていたところ，日本軍に撃た

れ戦死した４６。日本人民解放連盟太行支部は日本が投降するという情報を聞き，各種の宣伝物

を 3 万部近く作り，前線に運び込んだ４７。 

米国立公文書館の日本人民解放連盟組織図には，支部長の岡村義次，部員の松井英男，

水□，清水，山崎，鈴木，黒川□，篠原，平山，小沼，松本，福田，田中，小山，□□との名前が

記載されている。 

太岳支部。日本人民解放連盟太岳支部は日本が投降するという情報を聞き，1945 年８月 12

日に徹夜して宣伝物を大量作り，13 日にわが軍各部隊に同行して，同蒲線４８，白晋線の各鉄道

沿線に多くの日本人捕虜を迎えに出た４９。米国立公文書館の日本人民解放連盟組織図には，

支部長の小林重一，部員の渡辺三郎の名前が記載されている。 

冀中支部。1944 年５月４日に，日本人民解放連盟冀中支部が結成された５０。1945 年３月 23

日付の『解放日報』も「日人解放連盟，成立冀中支部」と報道した５１。米国立公文書館の日本人

民解放連盟組織図には，支部長の中山太郎，部員の和田真一，林一雄，吉村誠，杉山達雄，

吉田，□□□□，水戸の名前が記載されている。 

晋察冀支部。米国立公文書館の日本人民解放連盟組織図には，晋察冀支部支部長の中村

鉄夫，部員の小林，山川照，山田博原，成瀬三郎，福田，村岡，□□通，夏川晋，島田□夫名

前が記載されている。 

冀熱遼支部。米国立公文書館の日本人民解放連盟組織図には，支部長の松本（池本），部

員の大谷の名前が記載されている。 

晋冀支部。米国立公文書館の日本人民解放連盟組織図には，晋冀支部の支部長の重田唯

好の名前が記載されている。部員が五名いるという。 

冀南支部。米国立公文書館の日本人民解放連盟組織図には，冀南支部支部長の秋山照雄

（良照）と部員の蓮沼，松井の名前が記載されている。 

冀魯豫支部。米国立公文書館の日本人民解放連盟組織図には，冀魯豫支部支部長の水野

靖夫と部員の木下英雄，小島の名前が記載されている。 

浜海支部。『解放日報』の記載によると，日本解放連盟浜海支部は 1945 年３月 15 日に「三一

五」記念会を開催した。主席の小林が「三一五」記念日を紹介した。諸城から逃亡してきた日本

兵士の市村幸治が日本軍兵士の生活状況を紹介した５２。米国立公文書館の日本人民解放連

盟組織図には，解放連盟浜海支部の支部長の本橋朝治，部員の岡保庫治，山口九蔵，青山□

一，中出川，初瀬，礎木，大野米三，田村，和田，木村義男，山田静馬，森田辰五郎，村上（部

員 13 人）の名前が記載されている。ここの「岡保庫治」は「国保庫治」の誤りである可能性は否定

できない。 
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魯中支部。米国立公文書館の日本人民解放連盟組織図には，魯中支部支部長の小島金之

助，部員の田中，上中庄太郎，今井，小林清一郎，佐藤晃，勝田，森明，伊藤□，佐藤□□，

小林寛澄，地島□□，岡森清治，太田一郎，佐藤厳の名前が記載されている。 

膠東支部。解放連盟膠東支部は反戦同盟膠東支部に改称したものである。支部長は渡辺三

郎である５３。1944 年 10 月 20 日付の『解放日報』には，日本，朝鮮友人が国民党の軍令を批判

する日人解放連盟膠東支部の支部長渡辺の談話が掲載された５４。さらに，1944 年 9 月 17 日

に，解放連盟膠東支部で新しく捕虜になった 25 人の日本人と 2 名の挑戦兵を集め座談会を開

いた。支部長の渡辺は司会者をつとめ，和田肇一等兵，秋山，□太郎上等兵，崗田上等兵，鉡

井二等兵などが発言した５５。米国立公文書館の日本人民解放連盟組織図には，支部長の渡辺

三郎と部員の小林清，横田正雄などの名前が記載されている。 

渤海支部。米国立公文書館の日本人民解放連盟組織図には，渤海支部支部長の板倉政

造，部員の松木嘉次郎，青山□，鈴木などの名前が記載されている。 

魯南支部。米国立公文書館の日本人民解放連盟組織図には，魯南支部支部長の田村伸

樹，部員の山口□剛，中込□□の名前が記載されている。 

魯西支部。米国立公文書館の日本人民解放連盟組織図には，魯西支部支部長の中島□と

部員の名前が記載されている。 

鄂豫支部（第５支部）。1944 年６月に支部長の坂谷義次郎が戦死した後，1945 年１月に，解

放連盟本部は延安から岡島邦彦を大悟山に派遣し，解放連盟鄂豫支部の代理支部長となっ

た。1945 年８月に，鄂豫支部の盟員は 100 人を超えた５６。 

米国立公文書館の日本人民解放連盟組織図には，第 5 支部支部長と部員が記載されてい

る。米国立公文書館スタッフの英語メモに基づき，記載されている名前は次のように識別できる。

支部長の森田博美，と岩崎□，西川兼一，山崎，吉澤秀雄，松原良□，山本三郎，西部松市，

松永一義，鈴本誠浄，森増太郎，村山健□，平松啓二，吉原實太郎，高野勉，足立盛勇□，Ｒ

ＡＺＯＮＯ憲二，森山善一，星倉之助，北村，金井由国居，大久保良志，森川□夫（ＴＡＴＳＵ

Ｏ），片山明，尾形□□，飯谷，篠崎，佐藤政男，小山留□，杉浦一章，角田一郎，金□勇，黄

□輝の計 32 名の盟員が記載されている。 

蘇北支部。1944 年４月３日付の『解放日報』の報道によると，「日人反戦同盟蘇北支部を解散

し，日本人民解放連盟蘇北支部を結成することが決まった５７」とある。米国立公文書館の日本人

民解放連盟組織図には，支部長の坂本節史，部員の古賀初美，久保和夫などの名前が記載さ

れている。 

蘇中支部。1944 年５月 9 日付の『解放日報』の報道によると，車橋戦闘で捕虜となった 24 名

の日本兵士のなか，山本一三など 14 人は新四軍に残ると決めたとの記述がある。この 14 人は，
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解放連盟蘇中支部で教育を受け，４月 23 日に連盟に入る宣誓式が行われた５８。 

  

 

日本人民解放連盟蘇中支部の記念写真。裏側はみんなのサイン５９。 

 

写真の裏側のサインから，山本一三，岡本忠，清水誠，市村一郎，神八多郎，石川芳夫，宮本銀吾，吉田忠

雄，神八多郎，和泉清，太倉育和，中沢福義，近□民男，□田義夫，□井孝□郎，H．yaman□，□田進，□久

保□，□田正一，香河正男などの名前がわかる。香河正男のサインは，下記の写真の裏側のサインと一致して

いることも分かる。 

    

日本人民解放連盟蘇中支部の記念写真。右１は新四軍第１師団敵軍工作部部長陳超寰。後ろの列，右から

6 人目は香河正男。写真の裏には，「日本人民解放連盟蘇中支部」の印鑑と香河正男のサインが残っている。冒

頭には「陳部長超寰同志へ」と書いてある６０。香河正男のサインは，上記の写真の裏側のサインと一致しているこ

とも分かる。 

淮北支部。1944 年５月 19 日午後 2 時に某地で会議が開催され，開き，反戦同盟淮南支部と

淮北支部を解散し，解放連盟淮北支部に合併することを正式に発表した。後藤勇は支部長に就

任した６１。1945 年の初め，在華日本人反戦同盟淮北支部は「日本人民解放連盟淮北支部」に

改称したとの説もある。盟員は 30 人以上がいて，強い宣伝部隊となった６２。上記に２つの資料に

おける解放連盟淮北支部の結成期日は矛盾しているが，『解放日報』のほうの信憑性が高いと

考えられ，本論文では，解放連盟淮北支部の結成期日は 1944 年５月 29 日であるとする。 

米国立公文書館の日本人民解放連盟組織図には，淮北支部支部長の後藤勇，部員の矢口
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庄司，佐々木正，高山進，窪田義，太田□子，森光子，藤井文章などの名前が確認できた。 

晋西北支部。『解放日報』の記載によると，1944 年７月１日，日本人民解放連盟晋西北支部の

正式結成大会が行われた。支部長である森健が演説し，日本僑民向けの宣伝工作の重要性を

強調した６３。盟員は茂田江，永井，大谷などがいた６４。東條内閣崩壊の 1944 年７月 22 日から一

週間を経ずして，日本兵士と居留民代表大会が開催された。20 師団の海田，26 師団の岡本，

独立混成第２旅団の今田，独立混成第４旅団の加藤，独立混成第３旅団の村上永井，及び居

留民代表の保定の田中，太原の石川，開封の長塚などが出席した６５。 

華南支部。1945 年６月 25 日に広東省の東莞と恵陽の間の任崗で，解放連盟華南支部が結

成された。1945 年８月に盟員は 15 名がいた６６。米国立公文書館の日本人民解放連盟組織図に

は，華南支部に関する記載はない。 

解放連盟の結成はほとんど 1944 年または 1945 年のことだった。日本敗戦まであまり長い年月

がなかったので，反戦同盟ほど活動していなかったと思われる。 

 

4.4.3 在華日本共産主義者同盟 

共産党支配地区の日本人反戦組織は，覚醒連盟，反戦同盟，解放連盟のほか，「在華日本

共産主義者同盟」が挙げられる。 

1942 年６月 23 日午後，延安日本工農民学校で「在華日本共産主義者同盟」結成大会が開か

れた。スターリン，ゲオルギ・ディミトロフ，市川正一，毛沢東，朱徳が大会の名誉主席団に選ば

れた。朱徳，総政治部の李初黎，森健，同盟代表の中小路静夫などが挨拶した。同盟結成の目

的は，「外部から日本の共産主義運動を促進することである６７」とされた。同盟の中心的任務は

「共産主義の教育と錬磨で，日本人の間で真のボルシェビキを創造することである」と決定された

６８。 

６月 26 日の『解放日報』には，同盟の組織構成が紹介され，革命根拠地で普遍的に支部を設

立すると発表された。厳格な審査を経て，延安にいる 51 名の日本人から 24 名を選出し，入盟す

る許可を出した。24人の内，労働者は33．3％，農民は8．3％，職員（公務員と会社員）は50％，

自営業者は 8．6％だった６９。「在華日本共産主義者同盟」の本部は延安にあった７０。同盟本部

は日本工農学校構内に設置し，森健は同盟総書記，高山進は副書記，杉本一夫は常委に選ば

れた７１。日本共産主義者同盟と反戦同盟は，緊密なつながりを持っていた。共産主義者同盟

は，反戦同盟が前に更なる一歩を発展したものである７２。日本共産主義者同盟の思想教育は，

主に日本工農学校を通じて行われた７３。日本共産主義者同盟は 1945 年３月 15 日に日本工農

学校で「三一五」記念大会を開いた。岡野進は革命に殉じた烈士の道で日本軍部を打倒しようと

演説した７４。 
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山東支部。1943 年８月 14 日に，山東魯中地区で山東支部が結成され，本橋，大西正，三田

は常務委員に選ばれ，本橋中は支部書記に就任した７５。山東総支部の下に，膠東支部があっ

た７６。 

蘇中支部。1943年12月７日の『解放日報』によると，日本共産主義者同盟蘇中支部が結成さ

れた７７。 

華中総支部。1944 年２月６日に，華中某地で華中総支部結成大会が開催された。蘇北支

部，蘇中支部，淮南支部，淮北支部など各支部からの代表が参加した７８。浜中政志は支部書記

に就任した。華中総支部の下に，蘇北支部，蘇中支部，淮南支部，淮北支部があった７９。 

鄂豫辺区支部。1944 年３月，延安の日本共産党の批准を得て，在華日本人反戦同盟鄂豫

支部（第５支部）内部で非公開の「日本共産主義同盟鄂豫辺区支部」が結成された。連盟支部

長は坂谷義次郎で，森田博美，森増太郎，星文治，松原秀雄，北村憲夫，西部□□，山本□

□，平松□□，田中□□の 10 人が盟員となった８０。 

太行支部。1942 年 9 月 27 日午前，在華日本共産主義者同盟太行支部の結成大会が太行

軍区の反戦同盟倶楽部でおこなわれた８１。 

1942 年７月から年末にかけて，同盟の太行支部，晋察冀支部，太岳支部，晋西北支部が

次々と結成された。1945 年８月に，華北，華中にある同盟支部は，延安支部，晋西北支部，晋

察冀支部，太行支部，太岳支部，冀中支部，冀南支部，冀魯豫支部，魯中支部，魯南支部，膠

東支部，渤海支部，浜海支部，蘇中支部，蘇北支部，淮北支部，淮南支部など 17 の支部があ

った８２。 
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第５章 中国共産党の対日プロパガンダ工作と日本人反戦組織 

 

5.1 日本人反戦組織と中国共産党との関係性 

日本人の反戦活動は日本共産党と深く関連している。1922年11月の日本共産党コミンテルン

第４回大会に提出された綱領には，「朝鮮，中国，台湾，サハリンからの軍隊の撤退」と書いてあ

る１。中国においては，「日本軍閥が満州で侵略の爆弾を投下したとき，日本人民，特に日本兵

士はすでに秘密裏に反戦運動を行い始めていた２。」満州事変後の1933年の中国共産党はもう

すでに「日本労働者の革命闘争を応援する」姿勢を見せている。1935年８月1日に中国共産党

は更に『八一宣言』を発表し，日本国内の労苦民衆を含め，帝国主義を反対するすべての民衆

を「友軍」にすべきだと呼びかけている。本論文で分析している通り，1937年の日中戦争勃発

後，共産党は更に成熟しつつある「日本反戦観」を見せ，日本人捕虜を優遇する同時に，日本

人反戦組織に対しても柔軟な態度と方針を採っていた。本節では，前節で考察した共産党支配

地区の日本人反戦組織を踏まえ，中国共産党と在華日本人の反戦組織の関係性について分

析する。 

 

5.1.1 「日本人反戦組織」への態度と政策 

（１）日本人反戦運動への支援姿勢 

第３章で分析したとおり，土地革命期において，中国共産党はもうすでに国民党軍の捕虜に

対して「２分法」で扱い始めていた。1937 年，日中戦争が勃発した後，中国共産党は日本軍内

及び日本国内の反戦・厭戦気分を注意深く見守ると同時に，反戦・厭戦とつながりのありそうな

事件について，『解放日報』など中国共産党が発行する新聞によって継続的に報道していた。そ

れらの報道は，３つに分類することができる。１，日本国内の反戦運動に関する報道。２，厭戦・

反戦に加担する日本軍兵士に関する報道。３，在華日本人反戦組織に関する報道である。ここ

では，かつての中国共産党機関紙『新中華報』と『解放日報』の関連報道から，共産党の「日本

人反戦組織」への態度を見ていきたい。 

日本国内の反戦運動に関する報道。日中戦争が勃発後，中国共産党機関紙である『新中華

報』と『解放日報』によると，日本国内の反戦運動に関する 初の報道は，1937 年９月 24 日の

『新中華報』だった。当日の報道では，「日本国内の強制徴兵に対して，農民などの労働者は反
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対の声を上げている。その影響は民衆の不満を引き起こすので，徴兵に服従しない人は日本軍

閥に即銃殺される。日本各地において，中国侵略を反対するビラとスローガンが出現している。

日本国内の左翼分子の活動もだんだん活発化している。戦争が続くと，日本の財政経済は必ず

崩壊する３。」と報じられている。日本軍兵士の厭戦気分とその日本国内の家族の厭戦気分と関

連付けて報道されたものも多かった。日本が英米に対して宣戦した後，『解放日報』記者が延安

にいる日本人をインタビューしてまとめた記事が，1941 年 12 月 10 日の『解放日報』に掲載され

た。『太平洋戦争声中，在延日人訪問記』との題されている記事によると，「『今までの侵華戦争

の中で，血が中国の土地で流れている。日本国民は，空襲の無い島で生活していた。しかし今，

英米の飛行機……東京，大阪，神戸……私の母親，妹……』長井さんの声はだんだん低くな

り，うつむいた。森健さんは次のように言った。『本国の国民全員が今度の更なる血生臭い戦争

の中で，必ず早く普遍的に覚醒してくる。極悪非道であるこの東方ファシズムを共同で消滅させ

る４。』」似た立場の報道は，1945 年までの８年間の『新中華報』と『解放日報』に一貫して掲載さ

れた。 

日本軍兵士厭戦・反戦気分に関する報道。日中戦争が勃発した後，中国共産党機関紙であ

る『新中華報』と『解放日報』の報道で，一番 初に日本軍兵士の反戦気分に関する報道があっ

たのは，1937 年 10 月 24 日の『新中華報』であった。この報道によると，「日本軍の中国侵略行為

は，日本人民に反対されているだけでなく，日本軍の下級軍官までにも反対されている。日本軍

捕虜の中で発見した日本軍中隊長の日記には，『連日の作戦で死傷者などの損失が極めて大

きい。多くの仲間が大砲の弾に砕け散った。良心の呵責にさいなまれ，もうこれ以上戦争を支持

できない』といった記述がある。このことからも日本軍内における反戦，反ファ シズム者の実態を

窺うことができる。戦争が続くと，日本帝国主義者は崩壊するに違いない５」とある。 

反戦・厭戦気分のほか，日本軍兵士の自殺や逃亡，日本軍内の規律の問題なども多く報道さ

れた。たとえば，1941 年６月４日の『解放日報』では，日本軍空軍飛行士の自殺が報道されてい

る。「敵空軍兵士は侵略戦争がなかなか終わらず，帰国できないことで，厭戦気分が濃い。先月

30 日，敵軍の戦闘機が弾薬を満載して離陸した後，空港の上空から急降下した。空港で爆発

し，戦闘機の飛行士と敵兵 20 人以上が死傷。当機の飛行士である徳小五朗は戦闘機と共に滅

びた６」と報じている。 

『新中華報』や『解放日報』のこれらの報道は本当のことかどうか確認しがたいが，これらの報

道から，中国共産党が積極的に日本軍を瓦解させるためのプロパガンダを展開したことが窺え

る。 
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在華日本人反戦組織に関する報道。覚醒連盟，反戦同盟，日本人民解放連盟などの日本人

反戦組織に対して，中国共産党が運営している諸メディアは盛んに報道していた。1941 年 12 月

17 日付の『解放日報』の社説「太平洋戦争与在華日本人反戦同盟大会的召集」では，中国共

産党の日本人反戦組織に対する考え方を窺うことができる。社説では「八路軍と新四軍の中の

日本兵士」を２つに分類して指摘している。「前方で中国兵士と協力しあい，敵軍工作を行って

いる日本人兵士もいれば，後方で将来の準備のために革命理論を勉強している日本人兵士も

いる。」「まもなく開催する反戦同盟大会においては，主な課題は太平洋戦争という新しい情勢

に対する対策と華北の反戦団体を統一することである。そこにおいて，日本軍隊向けの宣伝工

作は中心的な問題である７。」と述べている。 

そのような報道から，次の３つの目的があると考えられる。１つは，「日本崩壊論」を宣伝し，日

本軍は 終的に失敗することを中国軍隊や民衆に教え込むことである。２つ目は，日本人民が

は戦争を支持しない事例を提示し，日本軍を孤立させ，中国軍民を励まそうとする目的である。

３つ目は，中国共産党が日本軍や日本国を「２分法」で見ており，日本政府に対して不満や反対

している日本民衆や日本軍一般兵士は，中国軍民にとって，敵ではなく，立場が一致している

友なのだということを日本国民に知らしめることである。 

 

（２）『保護反戦日本軍民条例』 

『保護反戦日本軍民条例』は日本人反戦団体及びその盟員を保護する制度における規定

のひとつである。『保護反戦日本軍民条例』は1943年５月に山東省戦工会によって発表された。

それによると，「在華日人反戦同盟は，日本軍閥に反対し，日本人民の解放を実現するための

革命団体として，我が根拠地内において，合法的な活動の自由があり，各級政府及び軍民全員

は，日本人反戦団体の発展を積極的に援助すべきだ」とされている。さらに「反戦の立場の日本

人軍民が我が方に来たさい，保護と優遇を与えるべきである。通る地区の軍民は，盟員を護送

する義務がある。戦闘中，武器を放棄した日本兵に対して，虐待と個人財産を損害させる行為を

一律に禁ずる。日本軍民を我が方に護送する者を奨励する８」とある。 

第３章で分析した中国共産党の捕虜優遇政策と，第４章で分析した中国共産党の日本捕

虜教育工作を振り返っててみると，中国共産党は日本人の反戦運動を応援する同時に，日本反

戦団体及びその盟員を積極的に育成し，利用する政策へと変わり，さらに反戦団体を保護する

態度も『保護反戦日本軍民条例』などからわかるだろう。 

中国共産党はなぜ日本反戦団体を援助するかというと，もちろんその目的性がある。1937
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年の暮，イギリス記者の J.M.バートラム（James Munro Bertram）が延安で毛沢東を取材した。そ

の著作の『華北前線』（North China Front）で，毛沢東の考え方について紹介している記述の中

に，「中国人民の勝利と日本軍閥の敗北は，日本人民に歓迎される。それは，日本人民に革命

闘争の好機を提供するからである。」「中国革命と日本革命は分けられない関係で，お互いに緊

密に関連しているのである。日本革命運動の成功と中国抗日戦争の勝利は密接に繋がっている

ことが断言できるだろう９。」といった毛の発言がある。ここからも，日本反戦団体への支援は，中

国革命のためでもあることが分かる。 

「解連（解放連盟）は，勿論，中共によって育成された団体だが，しかし，もともとそれは日本人

の自主的団体なので，これを中共自体の組織と同一に論じることはできない。」中国共産党内に

も，日本人反戦団体の盟員を「捕虜」として扱う考え方と，反戦団体を中国共産党の敵軍工作部

の付属組織とする考え方があった。そのような背景の下，1942 年８月 30 日の『解放日報』の社説

には，「われわれの中で，彼ら（反戦盟員）を『捕虜』として見なす傾向があり」「それは有害であ

る」。「日本反戦同盟が敵工部付属品だとの考えを直すべきだ」との主張が見られた１０。日本人

盟員に対しては，反戦団体は「あなたたち日本人自身のための組織」だと強調していた１１。日本

人反戦団体は，「八路軍のプロパガンダ機構ではなく，特殊的な革命性と独立性を持つ，日本

人民の真の革命組織である」と日本人盟員に認識させた１２。 

一方，日本反戦団体は，中国共産党の援助を積極的に得ようとした。たとえば，1942 年６月

23 日に採択された「日本在華共産主義者同盟章程全文」によると，「中共の援助を獲得し，その

経験を吸収するため，本同盟及びその支部は，中国共産党指導機関が指定した顧問を招聘す

る。顧問はあらゆる会議に出席できるが，票決権を持たない１３」としている。その前の 1941 年６月

20 日に覚醒連盟第１支部が結成１周年記念会を行った。「中国共産党中央委員会及び八路軍

の直接の指導の下で，日本帝国主義を打倒するために 後まで努力する」との声明を出した

１４。 

 

5.1.2 日本人捕虜の八路軍入隊 

中国共産党は日本人反戦団体を育成し利用する同時に，八路軍，新四軍，中国共産党自体

も積極的に日本人を吸収しようと努力した。ここでは，日中戦争期における日本人の八路軍，新

四軍への入隊と中国共産党への入党を分析する。 

当時の八路軍は，国民革命軍である同時に，積極的に農民ゲリラ隊を八路軍に編入しようと

努力していた。正式に入隊式を行い，編入するのもあれば，正式に編入せずに，共産党組織で



 

 
 

169

ゲリラ隊を指導し，事実上に八路軍の一部になっているものもいた。従って，日本人捕虜の「「八

路軍入隊」は曖昧な一面がり，正式に入隊式を行った者もあれば，正式に入隊せずに，日本人

反戦組織で活動し，事実上八路軍のために戦っている者も多くいた。本節では，正式に八路軍

に入隊した者を中心に分析する。 

日本人とくに日本軍捕虜の八路軍入隊は，中国共産党にとって「敵軍の崩壊」の証拠として盛

んに宣伝が行われた。本論分は主に『解放日報』の報道を中心に，八路軍や新四軍に入隊した

日本人を対象に考察する。 

日本帝国軍人のプライドを持っている日本兵捕虜は，簡単に八路軍入隊を認めるわけにはい

かなかった。1940 年９月７日に八路軍の捕虜となった秋山良照は，1941 年春ごろに，冀南軍区

敵軍工作部部長の張茂林から「八路軍に入らないか」とのすすめられた時の感想を，「日本人が

八路軍に入隊する――私はやはり抵抗を感じた」，「『俺は日本軍人なんだ』と自分にいいきか

せた」と述べている。このようにして悩んだり，迷ったりしながらも，次第に八路軍の中に引き込ま

れていた１５。 

1941 年７月 18 日付きの『解放日報』によると，「（華北新華社晋冀魯豫 16 日電）この前，日本

兵士覚醒同盟第２支部盟員杉本，星川など４人が八路軍に入隊した」とある１６。 

４人の内の一人である杉本一夫（前田光繁）の回想による，1939 年１月 2 日，山西省武郷県内

の村で，八路軍 129 師団の新年集会が開かれた。この集会で杉本一夫，小林武夫，岡田義雄

の３人が八路軍に入隊した。「今はこの３人にすぎないが，やがて何十人，何百人になってゆくに

ちがいない」と朱徳が全将兵に向かって演説した１７。これは『解放日報』の記載と一致していない

が，前田光繁の回想とも一致する内容であり，劉国霖の回想でも確認できた１８。1941 年７月 18

日付きの『解放日報』の報道は，「日本兵士の八路軍入隊」で「敵軍の崩壊」を宣伝するため，

1939 年の杉本の八路軍入隊を 1941 年にまた報道したと考えられよう。 

1941 年以後，中国共産党の機関紙である『解放日報』は，日本人の八路軍入隊を盛んに報

道した。  

1941 年７月 28 日付きの『解放日報』によると，「山東縦隊政治部の「七七」記念大会で，日本

人同志坂谷，今野の２人は八路軍に参加した。中国同志と手を繋いで，日本ファシズム軍閥を

打倒するために戦闘すると誓った１９」とある。 

1941 年 10 月 14 日付きの『解放日報』は，「両日人 自動参加八路軍 共同打倒日本法西斯」

を見出しに，渡辺三郎，戸村修の八路軍入隊を報道した。新華社晋冀魯豫 12 日電には，覚醒

連盟第１支部盟員の渡辺三郎，戸村修の２人は「129 師団のある懇親会で自らは八路軍に参加
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すると要求した。会場のみんなに熱烈に歓迎された２０」とある。 

1942 年 11 月５日付きの『解放日報』によると，「自ら八路軍に来た大地長秀は 16 歳のとき，日

本国内の苦しい生活と兵役から逃げ出すため，父親のお金を盗み船で朝鮮を経由して満州に

来た。奉天で百貨の商売をしながら，瀋陽，北平，包頭で流浪した。現地の農民や八路軍兵士

から影響を受け，八路軍にきた」という２１。 

1943 年３月 31 日の『解放日報』によると，1943 年３月 25 日午前中 11 時に開幕した晋冀魯豫

地区日本兵士代表大会と日本人反戦同盟大会では，□田，福田，清水土田などが正式に宣誓

して八路軍に入隊した２２。 

大規模な八路軍正式入隊は，1941 年 10 月 26 日に延安で開催された「東方各民族反ファシ

ズム大会」のときである。小林清など 35 名の日本人が八路軍に正式入隊した。小林清の回想

は，日本人捕虜の八路軍入隊に関する比較的詳しい資料となっている。1941 年 10 月 26 日，

「東方各民族反ファシズム大会」が開催された。中国，日本，朝鮮，ベトナム，インドネシア，イン

ド，タイなどの国々の代表と中国モンゴル民族，回民族，ミョウ族，壮族などの少数民族も参加し

た。大会に参加した日本代表団は，在華日人反戦同盟延安支部と日本工農学校から民主選挙

で選ばれた。代表は，松井敏夫，大山光義，原清子など６名で，華北地区にあるいくつかの在華

日人反戦団体の数百名のメンバーを代表している２３。 

大会の 後の日，八路軍総部の代表が演壇に次のように発表した。小林清の回想によると，

「私とほかの 34 名の日本工農学校の生徒の八路軍参加申請を批准した。そのとき，会場は湧き

立った。感動と興奮の気持ちでいっぱいで，拍手することさえ忘れていた。参加者の拍手の中，

われわれ 35 名の日本工農学校生徒が演壇に上がり，朱徳総司令と中国人民にこう厳かに誓っ

た」とある。 

誓いの内容は 

「わたくしは，国際主義の立場から，八路軍に入隊します。中日人民の共同的解放という総目

標のために前進します。 

今後は完全に八路軍の戦闘員の１人になり，ファシズム日本帝国主義を打倒するために徹底

的に奮闘します。 

いかなる困難の中でも，共産党八路軍の抗戦主張を堅持し，途中妥協は絶対しません。 

絶対的に共産党八路軍の指導に従います。『三大規律八項注意』を守ります。 

抗戦理論，マルクスレーニン主義を積極的に学習し，日本問題を積極的研究し，学習の模範

となるためにがんばります２４。」 
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となっている。 

35 名の日本人の八路軍入隊に対して，鹿地亘夫婦が祝電を出した。その祝電は 1941 年 11

月 21 日の『解放日報』に報道された。 

 

35 人の日本人の八路軍入隊に関する鹿地亘夫婦の祝電２５ 

八路軍だけではなく，新四軍も日本人捕虜を入隊させた。例えば，1941 年１月３日，坂谷義次

郎が新四軍に入隊した。新四軍司令官李先念，任質斌政治委員が，豫鄂挺進縦隊の大会で，

自ら新四軍に投降してきた坂谷義次郎の新四軍入隊式を行ったと述べている。その後，坂谷は

反戦同盟第５支部の支部長をつとめた。 

 

1940 年２月２日に行われた式典で，香河正男など５人の日本人が新四軍に入隊した２６。 

横幕には「日本兄弟新四軍入隊宣誓式典」と書いてある。 

中国共産党の捕虜となった日本人のほか，原清子（中国名は原清志，程清志など）の例があ

る。第２章で分析したとおり，1937 年から，原清子は八路軍兵士向けの日本語教育に従事し，中

国共産党の捕虜政策の執行に大きく貢献した。1937 年 11 月に，朱瑞は自ら推薦者となって原

清子を中国共産党に入党させ，その後「西安八路軍弁事処へ行って，延安に入る手続きをとり

なさい」と紹介状を書いてあげた２７。1940 年の初夏の頃，八路軍副総司令である彭徳懐が，自ら
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原清子に会いに，原清子がいる山西省麻田にやってきた。まもなく延安で日本語ラジオ放送を

始める計画があり，彭徳懐が積極的に原清子を招聘した２８。1941 年秋，延安に着いた原清子は

総政治部敵軍工作部に所属し，日本語放送を担当するようにとの指示を受けた２９。総政治部敵

軍工作部に所属した原清子も，八路軍に入隊した１人であると考えられる。 

そのほか，中国共産党に入党した日本人捕虜もいた。たとえば，1939年７月に捕虜となった山

田一郎は，1940 年に八路軍野戦病院の内科医務主任となり，1943 年に中国共産党に入党した

３０。新四軍第２師団敵軍工作部部長，新四軍敵軍工作部部長などを歴任した劉貫一の回想に

よると，1913 年に東京都で生まれた坂本賢階は，日本軍人として中国に来て，中国人に同情心

を持っていた。新四軍に協力し，その後，新四軍のゲリラ部隊に入った。1945 年，淮安で中国共

産党に入党し，その後，華東野戦軍第１縦隊第３旅団で砲兵教官兼通訳を務めた。その後，戦

死した３１。 

共産党軍は，敵軍の工作，敵情の把握，武器など戦利品の使用などにおいて，八路軍，新四

軍に入隊した日本人ををうまく活用した。八路軍，新四軍への入隊自体は，捉えられて間のない

日本人捕虜を感化する手段の１つであり，中国軍民向けの「２分法」教育の一環でもあると考えら

れる。同時に，中国共産党敵軍工作部と日本人反戦団体の関係を緊密化・同一化させ，日本軍

に対するプロパガンダ工作の効果を上げる策略のひとつでもあると考えられる。 

 

5.1.3 敵軍工作部と解放連盟の分担・協力 

 

1942 年８月 29 日に延安で開催された「日本人反戦団体大会」で採択された「在華日本人反

戦同盟華北連合会工作方針書」によると，「反戦同盟は，組織的に八路軍，新四軍政治部に所

属する一部門ではないが，すでに総論でのべられているように，同盟の対日本軍宣伝工作は八

路軍，新四軍の対日本軍政治工作の一翼を担い，その方針と指示を基礎として行われる。これ

をさらに具体的にいえば，同盟の宣伝工作の政治的方向は，八路軍，新四軍の政治的基本方

針にしたがい，その指示，指導を受けるべきであるが，具体的な宣伝物の作成は，主として自分

たちの手で行わなければならない。そしてさらに，宣伝物の配布については，両者の協力のもと

に，主として八路軍，新四軍の手によっておこなわれなければならない３２」とされている。  

陝西省档案館で発見した「総政関于敵軍工作的指示」（1944 年６月 1 日）には，中国共産党

の敵軍工作部と日本人反戦団体の分担・協力を具体的に規定している。筆者の考察した限り，

「総政関于敵軍工作的指示」は，共産党の敵軍工作部と日本人反戦団体の分担・協力を正式に
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規定する中国共産党の初めての文書である。共産党の敵軍工作部と日本人反戦団体の分担・

協力を具体的に規定する内容の一部をここで引用する。 

敵軍工作に関する総政治部の指示（一部） 

（１）日本人幹部がおり，同時にこれらの日本人幹部が政治上には練れている地区にお

いては，今後の敵軍工作は主に日本人解放連盟（元名反戦連盟）を通じて行なうべきであ

る。（現在はまだ日本人幹部また解放連盟組織の無い個別の地区においては，今まで通り

に敵軍工作を行う。）各級政治部の敵軍工作部門は力を集中し偽軍工作を行なうべきであ

る。敵軍工作に対しては，方針的な指導と具体的な困難の解決だけを担当する。適切な対

応のため，解放連盟と敵工部門の間の関係を下記の通り，具体的に規定する。 

  （甲）敵工部の分担する工作 

     子，敵軍工作に関する連盟の報告に定期的に耳を傾ける。そして日本人同志と共同

で敵軍工作の新しい方針と政策などの諸問題を討論して決定する。 

     丑，連盟が起草した各種の工作（新来捕虜の宣伝教育，扱い，人事など）計画を審査

し批准する。そしてその工作の実行を着実に支援する。 

     寅，連盟が上級機関に提出する報告は，自己の真剣な審査を経て，副署してから提

出すべきである。 

     卯，日本人幹部教育の指示と支援。 

     辰，各種の資料と情報と収集・研究し，それを中国語に翻訳する。 

     巳，工作経費の審査と批准，そして連盟総務工作創立の支援とほかの困難の解決。 

     午，日本人同志を保護し，その安全を確保する。特に敵軍が掃蕩作戦を仕掛けてき

たときは，特に日本人同志の保護を重視する。 

   （乙）解放連盟が担当する工作 

     子，敵工部門に定期的に工作報告をし，その指導と指示を受ける。 

     丑，連盟内部の問題の解決。 

     寅，敵軍工作計画方案の提出と実行。 

     卯，新来者と連盟の一般成員の教育と審査。  

     辰，敵工部に敵国敵軍に関する各方面の資料を供給する。 

      巳，批准された経費の扱いと連盟自身の総務工作（必ず中国幹部を通じて行なう）３３。 

この「指示」から，日本人反戦組織を「対日プロパガンダ組織」として扱う共産党の姿勢が分か

る。日本人反戦団体に対して，中国共産党の敵軍工作部門は，「計画を審査し批准する」指導
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権を握っている。一方，解放連盟は，「敵工部門に定期的に工作報告をし，その指導と指示を受

ける」立場にあったことが分かる。指導される位置に置かれた。 

つまり，事実上，日本人反戦組織を中国共産党の「対日プロパガンダ組織」として扱っている

のであるが，日本人に積極的に働いてもらうために，「日本反戦同盟が敵工部付属品だとの考え

を直すべきだ」，反戦団体は「あなたたち日本人自身のための組織」であるとあえて強調したので

あろう。要するに，反戦組織の独立性自主性を教え込むと言う建前のもとで，日本人反戦組織を

対日プロパガンダ組織としてうまく利用していたのである。 
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２５ 「日本人反戦作家鹿地亘夫婦，電賀日人参加八路軍」『解放日報』1941 年 11 月 21 日第３面。 
２６ 「新四軍與日俘反戦同盟」『福建党史月刊』2007 年 S１号。 
２７ 水谷尚子「『反日』以前：中国対日工作者たちの回想」文芸春秋，2006 年 7 月 30 日，28 頁。 
２８ 前掲書，「『反日』以前：中国対日工作者たちの回想」，35－36 頁。 
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5.2 プロパガンダ工作の３段階 

 

1937 年７月７日から 1939 年 11 月に覚醒連盟が結成されるまでの間，中国共産党の日本軍に

対するプロパガンダ工作は，主に中国人を通じて行われた。1940年以後，日本人反戦組織の発

展につれて，日本人を活用しうまく利用し，日本軍に対するプロパガンダ工作に従事させ，中国

人と日本人が共同で工作を進める段階に入る。1942 年８月，延安で「華北日本兵士代表大会」

と「日本人反戦団体大会」が開催され，中国共産党が戦術的，組織的に日本人反戦団体を活用

し，対日プロパガンダ工作を推し進める段階に入った。 

 

5.2.1 中国人によるプロパガンダ工作 

戦争初期の対日本軍のプロパガンダ工作に関して，『敵我在宣伝戦線上』では次のようにまと

めている。「日中戦争の初期，八路軍は始めて華北地区に向かって出発したとき，野戦政治部

及び 115 師団政治部は先遣部隊に追いつけず，戦いの前に，対敵プロパガンダ工作の手配は

できなかった。115 師団の師団長である林彪が平型関戦闘直前の幹部大会で，捕虜を捕まえる

競争と捕虜優遇問題を強調した。しかし，包囲された敵軍に中国語で呼びかけたが，中国語の

分からない敵軍にとって，当然何の効果もなかった１。」 

1939 年 11 月７日に，覚醒連盟が結成されるまで，中国共産党部隊には，日本人はほぼいな

かった。そのときまでの対日本軍プロパガンダ工作は，主に敵軍工作部の中国人工作員を通じ

て行われていた。 

 

（１）対日プロパガンダ工作の３つの「壁」 

 

中国人による対日本軍プロパガンダ工作は，決して有効であるといえない。第１の壁は共産党

八路軍がまだ敵軍工作や対日本軍プロパガンダ工作の重要性を認識していないことである。

『敵我在宣伝戦線上』によると，戦争の初期において，八路軍の一般兵士は敵軍工作について

疑惑を抱いていただけでなく，政治工作幹部さえ敵軍工作について強い信念を持っていなかっ

た。敵軍工作に対して，冷たい態度で扱い，この工作を嫌がり，敵軍工作の推進を阻害する行

為もあった。たとえば，部隊の教育科目を設置するとき，敵軍工作教育の科目を設置しない場合
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が多かった。敵軍工作の幹部訓練を行うとき，晋察冀地区は従卒や通信兵を参加させて，その

場しのぎをしたり，任務に対する意識の低い人を訓練に参加させるなどした。敵軍工作部の幹部

は，従属的な地位であり，勤務が安定しておらず，敵軍工作幹部は軽視され，手当てさえほかの

幹部より低い２，と記録されている。 

 

第２の壁は，言語と文化の問題だった。八路軍 129 師団政治部敵軍工作科長につとめていた

盧耀武，劉国霖の回想によると，日中戦争初期，日本軍兵士は戦死しても決して投降しなかっ

た。1937 年秋，八路軍 129 師団 769 連隊が山西省の東北（晋東北）で，部隊にはぐれた日本兵

が池の端で水を飲んでいるのを発見した。この日本兵はもう何日も間部隊とはぐれたようで，顔

はあかだらけであった。八路軍は彼に向かって中国語で「繳槍不殺」（武器を差し出したら殺さな

い）と呼びかけたが，それは通じなかったようで，彼は銃で我が兵士に向かって射撃した。何人

かの八路軍兵士が倒れた。「結局，その日本兵を銃殺した。このような事件は，我が軍幹部及び

兵士の怒りと恨みを引き起こした３。」 

1937年７月，日中戦争が勃発した後，中国共産党は日本軍向けのプロパガンダ工作を開始し

た。第２章の「敵軍工作訓練隊」で分析したとおり，日本軍向けのプロパガンダを行うために，八

路軍の一般兵士向けの日本語教育，特にスローガンや呼びかけの日本語用語を教えていた。

初，八路軍兵士全員が日本語で呼びかけられるスローガンは，「日本兄弟，武器を差し出した

ら殺さない，優待する」との内容だった。しかし，そのスローガンは不適切だった。なぜなら，武士

道精神で教え込まれた日本兵にとって，武器の差し出しは一番の侮辱だと思われたからだった

４。それは日本文化と日本兵の心を知らないことによる誤りであった。 

 

第３の壁は，八路軍兵士が日本軍兵士に対する恨みだった。第３章で分析したとおり，中国

共産党が提唱した「２分法」は，中国軍民の間に強く抵抗があった。特に，日中戦争の初期，中

国軍民向けの「２分法」教育はまだ行われていなかった時期なので，八路軍兵士が日本人捕虜

を殺さずに教育・宣伝を与えるまで，時間がかかった。対日本軍プロパガンダの重要性は十分

認識されていなかった。「敵軍工作といっても，日本軍との戦闘でどう用いればよいのか。我々が

欲しいものは銃のみである」。「日本兵たちが降服するのを見たことがない。スローガンやメッセー

ジを叫んだところで，どんな効果があるのか」と言う将校もいた５。 
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（２）プロパガンダ工作の推進の遅れ 

中国人によるプロパガンダ工作において，共産党は日本軍内の状況に対して，研究が不足し

ており，日本兵の心理もうまく把握できなかった。この時期の対日本軍プロパガンダ工作の効果

は限られていた。 

1937 年９月 25 日に，八路軍総司令朱徳，副総司令彭徳懐の名義で，『八路軍告日本士兵

書』が発行され，中国共産党の名義で『中国共産党告日本陸海空軍士兵宣言６』が発表された。

日本軍兵士向けの組織的，戦略的なプロパガンダ工作が正式に展開された。その趣旨は，「日

本兵士は日本軍閥のために戦うべきではない」「八路軍は常に日本労農と助け合いたい」「我が

方に来なさい，殺さない」「帰国しなさい，親友が待っている」などというものだった７。 

この時期のプロパガンダ工作は，民衆の協力を得て推進しようとした。1937年10月８日に発表

出された『八路軍政治部関于開展日軍政治工作的指示』によると，敵が活動する地区で中国語

と日本語のスローガンを壁に塗り，民衆を組織し，敵軍を瓦解する各種の宣伝を行わせるべきで

あるとされた。宣伝隊は日本語でスローガンが書け，日本語でスローガンの呼びかけができ，簡

単な日本語の問答ができるように日本語を勉強すべきであるとし，敵に接近して日本語でスロー

ガンを呼びかけられる人を何人か育てるべきであるとした８。 

しかし，敵軍工作幹部が不足している当時，上記の『指示』は簡単には執行されることはなか

った。1938 年３月 22 日に毛沢東，劉少奇が彭徳懐，陳光，羅栄桓，肖克，関向応，劉伯承，徐

向前，鄧小平宛ての指示を出した。それによると「華北における敵軍瓦解工作は極めて不十分

である。敵軍を瓦解するスローガンがを１句も見えない地区も多い。政治上に敵軍を瓦解し，民

衆を教育し，友軍を影響するため，各部隊，各地党部及び民衆団体は，華北のあらゆる地区

で，特に敵軍が頻繁に活動する通りで，中国語，モンゴル語，日本語と三種の言語で□□及び

モンゴル偽軍向けのスローガンを書くべきである。各級政治機関は，各地党部及び民衆団体に

宣伝資料を配るべきである９」とある。 

1938 年３月 27 日に，中共中央軍委総政治部が 19 句の対日本軍プロパガンダスローガンを

公表した１０。その中に，「武器を捨てなさい」「天皇を打倒しよう」など日本兵の反感を買うスロー

ガンが消えた。「日本兵士諸君！解放を求めるために，日本に戻ってあなたたちを圧迫している

軍閥，地主，資本家を打倒するしかない！」「日本兵士が中国軍隊と連合して日本ファシズムに

反対することを歓迎する！」などこれらのスローガンは，まだ日本兵士の本当の思想状況とかなり

の距離があり，理想的すぎるきらいがあり，日本兵士に受容されにくいスローガンが多かった。 

日本軍及びその兵士の実際的な状況に合わせてプロパガンダを行うことは当時の八路軍にと
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って困難だった。敵情研究の進展は，対日本軍プロパガンダ工作にも積極的な影響を及ばし

た。1939 年３月 2 日八路軍政治部が出した指示には，「平遥，介休，石家荘一帯の敵兵はみん

な八路軍の捕虜不殺政策を知っているという。」「遼県で捕まえた捕虜によると，所属の部隊は非

常に疲弊しており，運輸・補給物資は極めて不足している。我がゲリラ隊を一番怖がっている。士

気は低く，自殺が多発しているという。」「対敵プロパガンダは特に馬力をかけるべきである。対敵

プロパガンダ資料を大量に印刷し，民衆を利用して敵軍の中に送り，獲た資料を随時に報告す

べきである」と敵情に触れながら日本軍向けのプロパガンダ工作の緊急性を強調している１１。 

前述したとおり，敵軍工作の幹部の不足や敵軍工作へ軽視，及び敵軍工作進展の遅れによ

る緊急性の高まりに連れ，敵軍工作を推進する具体策も出されている。1939年５月９日に野戦政

治部主任をつとめていた傅鐘が八路軍各部隊に指示を出し，次のように敵軍工作を指摘してい

る。「敵偽軍工作を確実に展開するために，適切な幹部の手配を行わなければならない。師団

には 10 人の工作隊を結成する。」「日本語の分かる幹部がいないと敵偽軍工作を推進できない

という観念を改め，忠実で，果敢で経験豊かな幹部を選別し，敵偽工作部門を完備させる。日本

語幹部が不足している。日本語に精通しているものを旅団に移動させる。連隊には日本語に精

通している人がいなくてもかまわない。スローガンを教えられればいいのである１２。」 

その後，八路軍向けの日本語教育の展開につれ，日本語での呼びかけ工作も行われ始め

た。1937 年 11 月４日，八路軍 115 師団の 343 旅団は正太路広陽戦闘で日本人兵士を１人捕ま

えた。これは，共産党部隊が捉えた初の日本人捕虜であった１３。 

日本人捕虜の増加につれ，八路軍は彼らを利用し，呼びかけ工作に従事させた。1939 年８月

27 日に朱徳，彭徳懐が蒋介石に出した電報によると，「教育・訓練を受けた捕虜が部隊作戦に

参加させ，敵軍に向けて呼びかけた。顕著な効果があった」とあり，大小龍華の戦いで（河北省

易県西）で14名の日本将校と兵士を捕虜にした。団山の戦い（河北省満城県北）で，７名の日本

兵士を捕虜にしたことも報告された１４。 

1939 年の後半から，日本人捕虜を活用し，日本軍向けのプロパガンダ工作を従事させる工作

が始まった。日本人反戦団体の結成につれ，対日プロパガンダ工作は「日本人と中国が共同で

行う」段階に入った。 

第１段階の対日プロパガンダ工作の性格は次のようにまとめることができる。日本軍兵士の心

理及び日本軍内部状況への理解が極めて不十分なので，「天皇を打倒しよう」などというような受

容不可能で，日本軍兵士の考えと乖離したプロパガンダが一方的に行われた。日本語の訓練は

ある程度行われたが，ほとんどのプロパガンダは中国語で行われた。つまり，日本軍の実際から
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離れたこの段階の対日プロパガンダ工作はほとんど効果がなかったと言えよう。 

 

5.2.2 中国人と日本人共同のプロパガンダ工作 

 

1939 年 11 月に結成された覚醒連盟は，中国共産党支配地区において初の日本人反戦団体

である。覚醒連盟の結成後，中国人も参加し，日本人を通じての対日プロパガンダ工作が始ま

った。 

日本人の参入で，この段階において，日本人捕虜の尋問から日本軍兵士の心理，日本軍内

の状況をある程度把握できたので，プロパガンダ工作の性格もある程度変わった。趙安博の回

想によると，敵軍工作部では反戦ビラが印刷され，山西省などで日本語のビラが撒かれたが，当

地の日本人捕虜は「シベリア出兵の時のソ連が作ったビラと同じで，文章があまりにも幼稚だか

ら，日本兵は誰も見ないよ」と言った。このように，捕虜から意見を聞いて，ビラの改善に努めたと

いう１５。 

 

（１）日本兵の実際に近いプロパガンダ内容の提起 

1939 年 10 月 2 日に中共中央軍委総政治部が日偽軍工作に関する訓令が出された。それま

での方針より現実的，日本軍兵士の実際により近い方針であった。内容は「日本軍の現状に基

づき，我が敵軍工作の方針と目標は高すぎてはいけない。日本軍との間で反侵略統一戦線の

結成，日本軍の中で反戦堡塁の樹立，大量の日本軍兵士の反乱と投降などは，我々の遠大な

目標であり，まだ現実的ではない。さまざまな段階を経て達成できるのである。」「今日の敵軍工

作の方針は，各種の手段で日本軍の戦闘力を弱めて低下させる。日本兵が中国軍民に対する

盲目的な敵視を解消させ，徐々に感情的接近から政治的接近に導く。したがって，プロパガンダ

内容は，政治的口調であるべきでなく，刺激的で，感情豊かで煽動効果のある内容で，日本軍

の厭戦，怠戦，自殺などの気分を強め，日本軍の戦闘力を低下させるべきである１６」というもので

ある。これは，中国共産党が日本軍向けのプロパガンダ工作に関して執った初めての現実的な

方針であった。その背景には，第１段階のプロパガンダ工作の効果が上がらなかったことと，日

本人捕虜の尋問から日本軍兵士の真の心理の把握が進んだことなどが考えられる。 

1940 年６月８日に中共中央軍委総政治部が指示を出し，対日プロパガンダ工作の欠点を指

摘し，スローガンを決めている。『指示』には，「プロパガンダ内容の空洞化，公式化により，日本

兵の反感を引き起こしてしまう。」「プロパガンダは中国式な日本語で，文法的な間違いもある」な
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どの欠点が指摘された。「直ちに戦争をやめる」「帰国するとみんなで請願する」「中国兵士と握

手し，我々は諸君の友達である」「ご家族は諸君のために祈っている。死んで家族を泣かせる

な」などのスローガンを規定した上，「天皇を打倒しよう」「帝国主義戦争を国内戦争にさせよう」

「軍隊で暴動を起こし，長官を殺そう」「戦争で負けよう」などのスローガンは不適切とされ，今まで

のスローガンの使用停止を求めた１７。 

さらに，太平洋戦争の勃発は，日本軍兵士の郷愁や動揺を誘発し，「偽軍だけではなく，敵軍

に対するプロパガンダ工作においても 高の好機を迎えている１８」と分析している。日本軍兵士

向けのプロパガンダプログラムがさらに詳細に作成された。1941 年 12 月 17 日に中共中央軍委

総政治部が出した指示には，「プロパガンダ内容に関して，普遍的な対象から特殊な対象に転

換すべきである。新兵と古参兵，知識人と労農分子，常駐者と新たに来た兵士を区分してはじめ

てプロパガンダ工作が力を持つようになるのである。現在，守備が一番薄弱で，孤立し動揺して

いる地区でプロパガンダ攻勢を行うべきである。直接なプロパガンダ工作もしくは敵軍占領区人

民の接近を通じて，手紙やプレゼントを渡し，相手の了解を求め，敵対行為をやめさせる１９」とあ

る。 

 

（２）日本捕虜の積極的利用 

中国共産党中央委員会が 1940 年４月６日に出した『敵軍瓦解工作についての指示』では，日

本人捕虜の戦略的利用を規定している。内容は「軍隊の敵軍工作部と地方の党の敵偽軍工作

委員会を完備させなければならない」「ぜひとも腕利きの同志を選び出してこれらの仕事を担当

させる」「敵軍各種の文書の収集は敵軍工作の重要な準備工作となりうるので，各部隊，各区党

委が獲得した敵軍のすべての文書を延安に送り，研究すべきだ」「日本軍捕虜に対して今までと

同様に帰りたい捕虜を帰す同時に，少数の進歩分子を選別し長期的訓練を与えるべきである。

晋東南から３名を選出し（杉本も含む），晋冀察軍区から３名，120 師団から３名のもっとも進歩的

日本捕虜を延安に送り訓練を受けさせ，日本の革命者を育てることをと決定する２０」となってい

る。 

1940 年６月８日に中共中央軍委総政治部が出した『中共中央軍委総政治部関于日偽軍工作

的指示』では，日本人捕虜の利用を明確にしている。「各地各自で起草したスローガンは，文章

的表現を捕虜に修正してもらうべきである。日本，朝鮮捕虜をできるだけプロパガンダ内容の起

草に利用すべきである。政治機関はそれを検閲しなければならない。」と規定している２１。 

1941 年３月 20 日に出した『中央宣伝部関于反敵偽宣伝工作的指示』によると，「日本兵士の
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郷愁，厭戦，長官の虐待への不満などの気分を把握し煽動し，その悲観と不満を助長させ，そ

の戦闘力を弱める。」「宣伝物の言語は，正確な日本語でなければならない。形式は短くて細か

く，印刷はきれいにし，日本軍兵士の好みに合わせる。」「捕虜の銃殺を禁止する」「帰りたくない

ものに対して，政治教育と訓練を通じて階級覚醒を啓発する。彼らに仕事を配属する。進歩的な

捕虜を訓練し，我々の対敵プロパガンダ工作に協力してもらう２２」とある。 

1941 年８月 13 日に，中共中央軍委総政治部が指示を出し，日本人反戦団体華北代表大会

の開催と八路軍の敵軍工作の会議の開催を規定した２３。1941 年 12 月 17 日に中共中央軍委総

政治部が出した指示には，「可能な範囲で，新しい捕虜を利用し，守備の弱い敵軍拠点に送り，

時機を見て談判させる。または武装私服隊を出し，敵軍の単独人員または通信兵を捕まえ，宣

伝を与え，敵軍に発見されずにその場で釈放し，意思疎通の任務を任せ，付近拠点まで送る

２４。」とある。 

前述のとおり，1942 年８月 15 日から 29 日まで延安で開催された「華北日本兵士代表大会」

及び「日本人反戦団体華北大会」を通じ，日本兵士覚醒連盟は在華日本人反戦同盟と合併し，

多くの覚醒連盟支部は反戦同盟の支部へと組織再編を行った。していった２５。これにより日本人

を通じてのプロパガンダ工作は大きく進展した。 

前田光繁の回想によると，日本人反戦組織のメンバーは，「全般に文化水準は低く，社会経

験もとぼしく，軍隊生活も長くない」「このようにわれわれの活動は発展していたとはいえ，質的向

上の面で今１つということであったが，その発展に拍車をかけたのは，1942 年８月に延安で野坂

参三氏の指導を得て開かれたひらかれた『日本兵士代表大会』と，『全華北反戦大会』である

２６。」 

 

5.2.3 日本人反戦組織によるプロパガンダ工作 

1941 年末の太平洋戦争の勃発は，対日プロパガンダ工作の好機となった同時に，日本兵捕

虜が主なメンバーとなっている日本人反戦組織も大きく拡大した。1942 年８月から，中国共産党

が日本人反戦団体を統合して，戦略的，組織的な活用を図ろうとした。1942 年８月から，対日プ

ロパガンダ工作は主に日本人反戦団体を通じておこなうな段階にはいった。 

1941年８月13日に，中共中央軍委総政治部が出した日本人反戦組織の活動を統一し拡大さ

せることを趣旨とする「中共中央軍委総政治部関于召開日本人反戦団体華北代表会及対日工

作会議的指示」は，1942 年３月に延安で日本人反戦団体華北代表大会の開催と八路軍の敵軍

工作の会議の開催を規定した。出席する代表は，1942 年２月末に到着できるように手配するよう
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命じた２７。 

計画した 1942 年３月より半年くらい時期がずれ込み 1942 年８月 15 日に，延安で「華北日本

兵士代表大会」と「日本人反戦団体大会」が開幕された。大会では「この２つの大会は，われわ

れの対敵政治工作を大きく促進するであろう。我々のこれまでの対敵工作，特に日本軍隊への

考察はまだ不十分で，実際状況への把握も不十分である。この兵士代表大会は，日本内部の

実際状況，日本兵士の真の要求，気分と思想に基づいて，今後の工作手段を作り出す。」「我々

は，できるだけ日本人の兄弟に協力してあげ，彼らの活動の効率化を図る２８」などの意見が出さ

れた。 

会議で，228 の項目を含める『日本士兵要求書』が採決された。1942 年 10 月 13 日付『解放日

報』の社説では，「『日本士兵要求書』は我が敵軍工作にとって画期的な政治意義を持ってい

る」と指摘している２９。 

前述したとおり，1942 年８月 29 日に採択された「在華日本人反戦同盟華北連合会工作方針

書」には共産党部隊と日本人反戦団体が共同でおこなう対日プロパガンダ工作を次のように規

定している。「反戦同盟は，組織的に八路軍，新四軍政治部に所属する一部門ではないが，す

でに総論にのべられているように，同盟の対日本軍宣伝工作は八路軍，新四軍の対日本軍政

治工作の一翼を担い，その方針と指示を基礎として行われる。これをさらに具体的にいえば，同

盟の宣伝工作の政治的方向は，八路軍，新四軍の政治的基本方針にしたがい，その指示，指

導を受けるべきであるが，具体的な宣伝物の作成は，主として自分たちの手で行わなければなら

ない。そしてさらに，宣伝物の配布については，両者の協力のもとに，主として八路軍，新四軍

の手によっておこなわれなければならない３０。」 

劉国霖の回想によると，1942 年以後の敵軍工作は，延安で結成された「華北連合会」によっ

て大きく推進された。各地の敵軍工作部門の交流や各反戦同盟の協力は一層緊密になった。

1942 年以後の敵軍工作は，主に反戦同盟を通じて行なわれるようになった。たとえば，捉えられ

たばかりの捕虜の訊問，談話，教育，獲得工作は，普通反戦同盟の幹部が担当するようになっ

た。なぜなら，彼らは経験者であり，日本人の思想政治工作は，日本人が行うほうが，中国人を

通じて行うより，民族的隔たりがないため，効率よくできた３１。 

日本人による工作と相まって，太平洋戦争の勃発は，反戦組織の日本人盟員に対して，決定

的な影響を与えた。中国共産党が宣伝してきた日本軍の敗北をさらに信じるようになって，反戦

運動を本心から行うようになったと考えられる。それは反戦同盟冀中支部で活動していた和田真

一の回想には，「わたしの考えにも変化が起こった。真珠湾の奇襲に始まる太平洋戦争は大きな
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ショックだった。中国における戦争が長期化し，人的，物的資源がかなり窮乏しているとはいって

も，現地補給の道もつきはじめていたし，決定的打撃を受けるようには思わなかった。しかし，物

量上においてはるかに勝るアメリカを相手では決定的だった。『日本もこれでおしまいか？』と深

刻だった。」「たしかに日本軍が負ける。われわれが生きて帰る希望がみえてきた。」「いままでの

ようにうまくゆけば残っているが，うまくいけなければ逃亡してやろうという，二者択をすてて，反戦

運動をほんとうにやってやろうという気になった３２」とある。 

1942 年 10 月，八路軍野戦政治部から『関于敵軍工作的指示』が出され，「 近，日本軍の政

治気分は新たな変化があった。時機をつかんで，今までの日偽軍，偽組織に対する工作を基礎

にし，更なる大きな力を日本軍に対する工作に入れる」と規定している３３。 

1944 年２月 16 日，日本人反戦同盟華北連合会拡大執委会が日本工農学校でひらかれた。

岡野進は「日人反戦同盟拡大執行委員会和に本人民解放連盟的成立」と題し，談話を発表し

た。その中に，「今後の対日本軍工作は，日本人が担当したほうが も適切である。いや，必ず

日本人が担当しなければならない」と指摘している３４。 

1944 年６月１日に総政治部が出した「敵軍工作に関する総政治部の指示」には，「今後の敵

軍工作は主に日本人解放連盟（元名反戦連盟）を通じて行なうべきである。（現在はまだ日本人

幹部また解放連盟組織の無い個別な地区においては，今まで通りに敵軍工作を行う）」と規定し

ている３５。 

1945 年１月 25 日に太行軍区政治部が出した指示によると，「今年は時事に関するプロパガン

ダを強化すべきである。日本帝国主義の敗北は恐れることではなく，逆に日本人民の幸福であ

ることを日本兵に知ってもらう。」「延安日本解放連盟が 近出した指示を参考し，日本僑民向け

の組織工作を行い，日本僑民を通じて日本軍向けの工作を展開する３６」と述べている。 
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5.3 プロパガンダ工作と日本人反戦組織 

   

5.3.1 プロパガンダ手段 

中国共産党自ら展開した対外宣伝のほか，教育を受け転向した日本軍捕虜を積極的に利用

し，日本軍向けの宣伝攻勢を展開した。延安日本労農学校と各地の分校で教育・洗脳を受けた

日本軍捕虜は，八路軍，新四軍と一緒に，積極的に日本軍の瓦解工作を行った。これらの工作

は，八路軍政治工作部の指導も下で行っていたので，中国共産党初期の対日宣伝活動の一部

分となる。当時，対日宣伝活動の主な手段は慰問袋と宣伝ビラ，手紙，呼びかけなどである。 

 

（１）スローガン 

スローガンを壁に書く，もしくはスローガンを書いたポスターを壁に張る作業は，部隊の敵軍工

作部（科）の宣伝隊が担当していた。八路軍が通過したところに対日本軍プロパガンダスローガ

ンを張った。『敵我在宣伝戦線上』の記載によると，115 師団のある連隊が 1938 年４月に 2000 本

以上のスローガンを書き，５月に 5526 本のスローガンを書いた。晋察冀軍区が 1938 年末の「反

掃蕩」の中，2 万本以上のスローガンを書いた１。 

スローガンでおこなう日本軍に対するプロパガンダ運動には，民衆や現地政府も動員されて

参加した。1938年夏以後，長治，高平，陽城など山西省東南地区の各地において，民衆団体が

張った日本軍を瓦解させるスローガンが大量現れた。長治と高平をつなぐ道路の両側には，農

救会，犠盟会，小学校，自衛隊，児童団などの団体が書いた日本語スローガンが多く見られた

２。 

当初，多くの部隊がスローガンを民衆の家屋の壁に書かれた。日本軍はそのスローガンを発

見すると直ちに家屋を焼き払った。それを恐れて，八路軍部隊が部落を出ると，民衆は八路軍

が書いたスローガンを消すことが多かった。「今後，我々は交通の要所，部落の無人家屋，祠

堂，廟宇，石碑などに張るべきである」の方針があり，129 師団は木の皮を剥いて日本語スロー

ガンを書く方法を使った３。 

日本語教育の遅れなどで，日中戦争初期にスローガンの間違いが多かった。たとえば，山西

省東南地区には，「捕虜を殺さない」を「捕虜を殺す」と間違ったことがある４。 

朝鮮義勇武装宣伝隊も日本軍に対する宣伝工作に参加している。『解放日報』の記載による

と，朝鮮義勇武装宣伝隊は八路軍と協力しあい，安陽台の敵軍に大きな打撃を与えた。戦闘が

終わった後，敵軍の拠点付近に，中国語，韓国語，日本語で書かれた反日本ファシズムのビラ

を貼った。同時に，「朝鮮義勇隊告民衆書」を撒いたという５。 

延安にある日本人反戦組織が多くの質の高い反戦宣伝品を作ったが，当時，輸送手段に制

限があり，各地に届けることは困難であった。当時，延安からの文書は太行山まで少なくとも 3 カ
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月間かかった。延安で決められたスローガンは新華社を通じて，モールス符号（Morse code）で

各地に通信した。例えば，「Sinkyu o koheni site moraitai」というスローガンが届くと，盟員全員に

よって解読して，「進級を公平にしてもらいたい」と日本語に直した６。 

 

（２）呼びかけと日本歌謡 

呼びかけでおこなう対日本軍プロパガンダもよく使われた手段の１つである。前述したとおり，

日中戦争の初期において，中国語での呼びかけ工作がおこなわれた。その後，日本語教育の

推進で，一般兵士も５，６句の日本語スローガンを呼びかけることができるようになった。しかし，

多くの八路軍兵士は，その日本語スローガンの意味を知らずに呼びかけてしまうことがあった。

日本軍の軽視とあざ笑いを引き起こした７。多くの戦いの中，「我々が呼びかけたら，敵もそれに

応答する。しかし我々はその意味がわからない。敵軍を獲得するチャンスを多く見逃した８。」 

『解放日報』には，日本軍向けの呼びかけ工作についての記載が残っている。例えば，反戦

同盟太行支部が 1942 年 11 月におこなった山西省潞安県老頂山分遣隊に対する呼びかけ工作

について報道している。そのほかに，晋察冀支部が夜の 9 時ごろに，日本軍のトーチカまで 30 メ

ートルくらいの距離で呼びかけ工作をおこなった。盟員の中西が呼びかけするまえに，ハーモニ

カで『荒城之夜』の曲を吹いた。冀南支部は 1942 年９月に河南省南宮県一帯に駐屯している日

本軍独混 10 旅団に対する呼びかけ工作についての記載が残っている。そこには盟員が「国賊」

だといわれ，お互いに喧嘩する場面もある。トーチカの日本兵士は射撃したが，「銃弾の弾道が

はるかにわれわれの兵士より高くて，本気に打ったわけではない」と回想している９。 

『解放日報』の記事によると，1943 年 12 月末，反戦同盟太岳支部の盟員である加藤佐吉を中

心に，日本軍拠点に向けて呼びかけ工作をおこない，八路軍，反戦同盟と国際情勢を日本兵に

紹介し，大きな効果を収めたという１０。 

 日本歌謡は呼びかけのときによく使われた手段であった。水野の回想によると，「私たちはただ

ちにとりかかった。長さ１メートルほおの紙の小旗を数百本と数百枚のビラを用意した。いくつか

の呼びかけのスローガンと，日本の故郷を思い出させるような流行歌や替え歌を作って旗にかき

こんだ１１」とある。 

八路軍兵士向けの日本語教育には，日本語歌の教育もおこなわれた。『敵我在宣伝戦線上』

には，「前線にて日本歌曲を歌うことは，敵の精神に対して大きな瓦解効果がある」と指摘してい

る１２。 

 

（３）電話や手紙のやり取り 

『解放日報』の記事によると，日本人民反戦同盟は日本軍の中の兵士と手紙のやり取りを通じ

て，プロパガンダ工作を展開しようとした。1942 年５月から，晋冀魯豫支部が清豊県に駐屯して

いる独混第１旅団 75 大隊の兵士の出身，名前など内部状況を調査した上，多くの手紙を出し

た。75 大隊から多くの返信があり，反戦同盟に入った人も現れた。75 大隊の松本大佐からの手
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紙には，「無駄なことはやめて，日本軍に来てください」などと反戦同盟の盟員を説得する内容の

ものもあった。 

『解放日報』の記載によると，反戦同盟冀南支部が出した手紙の内，半数以上は返信があっ

た。返信の半分くらいは，日本軍の憲兵，特務兵が書いたもので，残りの半分は日本軍の一般

兵士のものだという。 

戦死した日本兵士の死体を返送するときに，農民に日本軍中隊長宛の手紙を渡した。農民に

は 10 元の報酬を与えたという１３。 

『解放日報』には，反戦同盟が電話で日本兵に直接宣伝活動を展開している記事があり，「華

北各地に，日本軍のトーチカが多く分布している。長官がいる中心のトーチカと兵士がいる各ト

ーチカの間は，電話線でつながっている。我が反戦同盟はこの電話線がとても気に入った。こっ

そりと我々の電話をこれらの電話線につなげ，トーチカの中の日本兵士と会話をするという方法

は，各地では多く使われている。事実が証明している通り，日本兵士と交歓し，彼らに向けて宣

伝するには，この方法はとても効果的である１４」と紹介している。 

1943 年８月 13 日の夜，反戦同盟晋西北支部が日本軍トーチカの内部状況（日本兵 10 名，

歩兵銃など武器の数，中国兵人数など）に関する情報を受け，八路軍の通信技術員が，電線で

トーチカの中の電話とつなげた。各トーチカの間の暗号を解明するには 30 分近くかかった。「北

斗七星」「天中」「若本」「坂本」など各トーチカの呼称があった。この支部はトーチカの中の日本

兵と電話で２回にわたって話をした。「八路軍の中に，日本人がいるということを多くの日本兵に

知ってもらえた」という１５。 

小林清の回想によると，1943 年９月に，小林が所属している武装宣伝隊が小廟後１６と旧店１７と

の２つの日本軍拠点へ向けて電話を通じてのプロパガンダ工作を行った。工作員は電話を日本

軍の電話線につなげ，１時間盗聴して，日本軍各拠点の連絡暗号を解明した。日本軍に通話す

ると決め，電話のハンドルを回し，受話器から「ウンウン」の音が聞こえた。相手が電話に出たら，

すぐ小廟後方向の電話線を切った。旧店拠点の日本軍兵士と電話で話をし，宣伝工作をおこな

ったという１８。 

 

（４）直接訪問 

『解放日報』の記載によると，日本人反戦同盟のプロパガンダ手段は，一般宣伝，呼びかけと

捕虜教育のほかに，日本軍のトーチカまで日本人兵士を訪問し，雑談を通じて宣伝を行う手段

もある。１人の盟員は，10 数ヶ所数の日本軍トーチカの兵士との連絡工作を担当している。盟員

はトーチカの付近の村から，トーチカの中の日本兵に手紙を出したり，電話をしたりして連絡し，

時間を決めて訪問する。1942 年の年末，反戦同盟盟員の大谷は白荘付近のトーチカに入っ

た。トーチカの日本兵と 2 時間も話しをし，「日本人民が圧迫され，瞞着されている事実，および

革命の真理を日本兵に宣伝した」という１９。 

この手段は，『解放日報』にで記載されているが，盟員たちの回想では確認できていない。 
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（５）桜，お盆，慰問袋など日本の伝統文化に関するプロパガンダ手段 

八路軍 129 師団政治部は 1941 年３月 25 日に『関于加緊桜花時節的対敵工作的訓令』（桜季

節における対敵工作を強化する訓令）を出した。その中で，「３，４月の間は敵国の桜の季節であ

り，日本人民は生活習慣によって，大いに行楽行事を行う。敵の厭戦と郷愁の気分を引き起こ

し，戦闘の意志を緩ませるために，この好機をつかみプロパガンダを行わなければならない２０。」

と指示している。 

1944 年３月に延安でおこなわれたプロパガンダ工作座談会に出席した解放連盟太行支部の

発言によると，太行支部は日本旧来の習慣に従い，毎年のお正月およびお盆のとき，日本兵士

に年賀状と慰問袋，暑中見舞いの手紙などを送る。日本では，５月は男児のお祭りであり，鯉の

ぼりを飾る。太行支部は５月４日よるに，鯉の腹に「びんたをやめよう」と書いた鯉のぼりを日本軍

のトーチカの近くに飾った。翌日，トーチカの中の日本兵士がそれを見て歓声を上げたという。さ

らに日本軍兵士はがその鯉のぼりをトーチカに持ち込んで飾ったということである２１。 

慰問袋は年に２回，日本軍に送った。時期は年末年始と７月中旬（中国旧暦）のお盆のときで

ある。反戦同盟太行支部は 初に慰問袋に食べ物を入れたが，その後日用品に変えた。晋西

北支部は慰問袋にタオルとハンカチを入れた。晋察冀支部は棉のズボンを入れた。小さいトー

チカに１つ，大きなトーチカの３つの慰問袋を農民を通じて送った２２。 

劉国霖の回想によると，1941 年まで，慰問袋の中身を様々検討したという。袋の中に，ビラの

ほか，干し柿など太行山の特産物を入れた。その後，捕虜から聞いた話によると，これらのもの

は，毒が入っていると思われ，日本軍で食べるのが禁止されたので，効果的ではなかった。1942

年以後，反戦同盟盟員の星川誠一が担当し，慰問袋をもっと日本式に，もっと面白くした。長さ

30 センチで，幅 20 センチの大きさの慰問袋に，大きな文字と富士山，桜などのイメージをあしら

った。中には，ビラ，棗，干し柿，クルミ，タバコ，下駄，『同胞新聞』などを入れた２３。 

アメリカ軍事視察団の記録によると，慰問袋という手段は 1941 年４月から使われ始めたという。

八路軍の慰問袋の中によく年賀状，鶏肉，米，ワイン，タオル，文房具などがある。宣伝ビラも慰

問袋に入れられている。食べ物は兵士から毒入りと勘ぐられないように，卵，落花生，果物などが

送られた。これらのビラは政治的な言葉を避け，友好的な文面であった２４。 

 

（６）ビラ 

1938 年 3 月 24 日付の日本外務省の資料によると，「去ル３月６日山西省娘子関付近ノ戦闘ニ

於テ，支那共産軍ガ散布セルモノ」を発見したと記述されている。「日本軍閥，財閥打倒ヲ使嗾

セルモノ」とされ，そ主な内容の１つは支那共産軍との連合，２つ目は日本平和同盟の名を以て

日支同志の連合，３つ目は国民革命第八路軍政治部の名を以て日本捕虜の優遇２５，と記され

ている。 

ビラの撒布は，対日本軍プロパガンダ工作の主要な手段の１つである。『中国共産党告日本
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士兵書』など初期のビラは，政治的口調が強すぎて，日本軍兵士に感動させることはできなかっ

た。２６それは政治覚醒を啓発するビラである。 

もうひとつは，日本軍兵士の郷愁を誘うビラである。120 師団が戦闘の戦利品の中に，日本語

新聞を発見した。その記事によると，航空兵大尉の佐藤主計氏が保定で戦死した。妻である梅

子が夫の戦死の衝撃を受け，海に入って自殺した。120 師団政治部がこの記事を利用してビラ

を作った２７。 

日本軍の長官と兵士の矛盾を暴露するビラも多かった。1938 年３月 16 日の神頭戦闘２８で，日

本軍が負傷した日本軍兵士を燃やして殺した行為を発見し，それに基づいてビラを作った２９。 

日本国内情勢を宣伝するビラも多かった。日本国内の「米騒動」，反戦運動などを採り上げビ

ラを作った。1939 年６月，東京，大阪，神戸などのところで発生した洪水などもビラに記載した

３０。 

しかし，初期の宣伝ビラは，日本語が分かる中国人を通じて書いたので，「日本軍部の侵略戦

争に反対しよう」などスローガン的な内容が多かった。堅苦しい表現であったため，日本兵士に

影響を与えることはほとんどなかった。1942 年８月に延安で開催された「華北日本兵士代表大

会」と「日本人反戦団体大会」の後，中身のないスローガンをやめて，日本兵士が関心を持って

いることに着目してビラを作った。「びんたをやめよう」「満腹まで飯を与えよう」など，日本兵士の

立場からの内容が多くなった３１。 

日本陸軍省の資料には，八路軍が撒布した日本語ビラに関する記録が残っている。1940 年

10 月に篠塚部隊宣伝班が八路軍のビラを分類して報告している。内容は軍閥・財閥に対する反

感を指嗾するものと反戦思想を鼓吹するものである３２。 

 

（７）小新聞などの出版活動 

1940 年７月７日，日中戦争勃発３周年の際，延安にいる日本人兵士森健，高山進などが呼び

かけて，「在華日人反戦同盟延安支部」が結成された。これは八路軍根拠地において，比較的

早い時期に作られた在華日本人反戦革命組織である。この組織は主に宣伝工作を行うのであ

る。当時，主な工作は機関誌『兵士の友』の編集・出版活動だった。『兵士の友』は日本語月刊

誌で，支部が作られた直後に出版され始めた。 初，八路軍に来ている日本兵を対象にして宣

伝を行っていた。その後徐々に対象を変え，日本軍隊にいる多くの兵士も対象として出版され

た。この出版物は，日本軍にいる日本兵にも，八路軍に来ている日本兵士にも大きな影響を及

ばした。同年の 11 月に，日本軍も兵士たちを対象に，毎週２回の無線ラジオ放送を始めた。放

送の内容は，時事・戦況解説，八路軍にいる日本人兵士の日常生活と学習・活動状況，辺区の

状況，日中戦争の性質の宣伝，などだった３３。 

覚醒連盟は結成後，百種以上の宣伝品の編集・印刷の他に，反戦内容を主とした出版物『覚

醒』を発行した。『兵士の友』の原稿のほとんどは，日本工農学校の生徒たちが書いたものであ

る。その後延安広播電台で放送した毎週２回の日本軍向けの無線放送のほとんども，日本工農
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学校の生徒たちが原稿を提供した３４。 

 

（８）通行証 

八路軍本部の名義で多くの通行証が作られた。国民革命軍の名義で作られた通行証も多か

った。３５『解放日報』1942 年１月１日付の『解放日報』によると，延安で開催される在華反戦団体

代表大会を行うため，覚醒連盟本部の責任者である杉山一夫，君留太郎は招待状と代表通行

証を出し，華北にいる日本軍兵士の代表派遣を勧めているという３６。1942年１月16日付の『解放

日報』の報道によると，在華日本人反戦同盟華北代表大会は本年４月に延安で開催することに

なっている。前線にある各反戦団体は多くの「招待状」と「通行証」を印刷し，日本軍隊および敵

占区に配り，日本兵士および日僑の出席と参加を求めている３７。 

 

 

アジア歴史資料センターで発見した八路軍総司令部発行の「特別通行証」の表には「日本兵

士諸君，この通行証（パス）を付近の八路軍兵士に見せられたし。われらは諸君の生命の安全を

保証し，諸君を同志として待遇する。中国国民革命軍第八路軍総司令部」と書いている。 

 

「特別通行証」の裏には，1940 年７月７日に出された日本捕虜を優遇する命令が，日本語と中

国語で印刷されている。その内容は次のとおりである３８。 
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中国国民革命軍第八路軍総司令部命令（省略） 

日軍兵士は勤労民の子弟であり，軍国財閥にだまされ，きょうせいされて，われらに銃をむ

けている。故に： 

一，日本兵士の捕虜は殺傷，侮辱，其所持品の没収などすべからず。われらの兄弟として

待遇すべし。違反者は処罰する。 

二，傷病の日軍兵士には特別注意をはらひ，治癒せしむべし。 

三，故郷又は原隊に帰る事を欲する者には，できるだけの便宜をあたふべし。 

四，中国で働くことを欲する者には仕事をあたへ，勉学を欲する者は学校に入学せしむべ

し。 

五，家族，友人と文通を欲する者には便宜をあたふべし。 

六，戦病死者は埋葬し，墓標をたつべし。 

中華民国二十九年（昭和十五年）七月七日 

総司令  朱徳 

副総司令 彭徳懐 

 

（９）墓標 

日本軍に対する恨みで，八路軍戦士は，戦場を清掃するとき，日本兵死体を裸にし，死体を

銃剣で刺すこともあった。これは日本軍に対して悪影響を与え，日本軍の宣伝に利用された。日

本兵死体を虐待する行為はまもなく禁止された。1938 年に，日本兵墓標を作る指示が出され

た。戦場をかたづけるときには，できるだけ日本軍兵士の死体を埋葬し，墓標を作る。墓標に

は，兵士名，年齢，出身，所属部隊，死亡状況，埋葬期日などを明記する。さらに日本軍が戻っ

た時に見せるために，八路軍の名義で，厭戦気分を引き起こす内容を書き加える。たとえば，「こ

の戦士は，重傷を受け，われらの治療を受け，効果がなく死亡した。」「ここを通過する日本兵諸

君！戦死した戦友のご家族に教えてくれ。八路軍は丁重に彼を埋葬した。ご家族が彼の死を知

ったときの悲しみは想像に難くない。今日の他人のことが，明日になると諸君の身に降りかかる。

家族に泣かせるな。戦争をやめ帰国しよう。それができなければ，八路軍に来なさい！諸君を兄

弟として歓迎する」などの内容があった３９。 

1942 年７月４日付の『解放日報』には，次のように記事がある。「八路軍某部はこの間，楡社白

荘付近で敵軍を待ち伏せ攻撃したとき，６人の敵兵を捕虜にした。１人が重傷で死亡したほか，

中村，大木，酒井，佐藤，齋藤など５人が生き残っている。」「百団大戦で戦死した日本兵のため

に，八路軍が作った墓標を楡社で見て，大変感動したという４０。」 

日本軍兵士の死体の埋葬を，中国軍民に向けて宣伝したこともあった。1942 年６月 14 日付の

『解放日報』は，「交口に駐屯している日本軍内部の反戦戦士２名は，秘密に処刑された。死体

を外に出し，我方が殺害したと揚言した。当地の民衆は内幕をよく知り，死体を埋葬した４１」と報
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じている。1944 年９月，沂水城の戦いで捕虜となった日本兵荒井を取材した記事が『解放日報』

に掲載された。それには「一番感動したのは，八路軍が日本兵士死体をきれいに洗い，日本の

風習に従い，白い布で死体を包み，日本軍に送還したことを見たことがある」とある４２。この日本

兵死体への扱いを通じてのプロパガンダ手段は，墓標と同様に，日本軍を瓦解させる手段の１

つとして使われたのだろう。 

1942 年９月晋西北の戦闘で，戦死した４人の日本兵士の死体が残された。反戦同盟の晋西

北支部はこの４人を埋葬し，墓碑を立てた。その上に，「山本曹長など四名之墓，昭和 18 年９月

１日戦死，日本人民反戦同盟晋西北支部 立」と書いた。「その後，通る日本兵が墓碑を見ると，

心に一種の感謝の気持ちが生まれ，八路軍と反戦同盟は，長官の言ったとおりではなく，人情

味のある存在だと分かった。宣伝するために墓碑を立てたわけではないが，結果から見ると，と

てもいい宣伝となった」と晋西北支部の代表が 1944 年３月に延安でおこなわれた「宣伝工作座

談会」で発言した４３。 

 

（10）日本語ラジオ放送 

国民党側は日本語ラジオ放送を行っていたが，共産党側は日本語ラジオ放送において，人

材，設備などの制限があった。延安で日本語放送を担当していた原清子の回想によると，1941

年秋，延安に着いた原清子は，総政治部敵軍工作部に所属し，日本語放送を担当するように指

示を受けた４４。日本語放送を始めた目的は，敵軍中の日本兵や日本居留民に対して中国共産

党の主張や政策を知ってもらうこと，両国の戦争を早期に止めさせることにあった４５。原清子が放

送時に読む日本語原稿は，すべて敵軍工作部が指定，野坂がチェックを入れた文章だった。日

本語放送は毎週水曜日，17 時から 17 時 30 分まで。その後，設備の故障が発生したため，日本

語放送は停止した４６。 

 

（11）その他の手段 

 上述した手段のほか，日本人反戦組織はさまざまな宣伝手段を使った。例えば，日本軍と対峙

し，しかも距離はそれほど遠くない場合，矢を射る方法と投げる方法が使われた。宣伝品を矢の

先に付け，日本軍陣地に射る方法と，宣伝品で石を包み，日本軍陣地付近に投げる方法であ

る。また，日本軍が河の下流にいる場合，木の板に宣伝スローガンを書き，河の流れで日本軍

陣地に送る手段である４７。 

 

5.3.2 日本人反戦組織の貢献度 

日中戦争期において，中国共産党は捕虜となった日本人を教育し，八路軍や日本人反戦組

織に入れて，積極的に利用しようとした。 

日本人の積極的利用は，大きく３つに分けることができる。１つは，八路軍向けの日本語教育

である。もう１つは，日本軍向けのプロパガンダ工作である。３つ目は，武器使用法，医療，戦術
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などの分野の捕虜利用である。その中，一番注目すべきなのが，対日本軍プロパガンダ工作の

展開における捕虜利用である。本論文の第２章で，八路軍向けの日本語教育における日本人

の積極的利用を分析したので，ここで略する。上述のとおり，日本人によるプロパガンダ工作は，

日本人反戦組織が中国共産党のために一番貢献しているのであろう。ここでは，プロパガンダ工

作以外の分野において，日本人捕虜の利用および日本人捕虜の働きを考察する。 

 

（１）武器使用法の訓練 

日本軍との戦いで戦利品としての多くの日本の武器は，八路軍の武器よりずっと優れていた。

その武器の使用法などは，八路軍にはよく分からなかった。そのため，日本の武器の使用法を

八路軍戦士に教えてもらうため，日本人捕虜を積極的に利用した。 

外国記者団の１員として延安を訪問したスタインは，著作の『The Challenge of Red China』で，

日本人捕虜および日本武器に関する記載がある。それによると，「南泥湾にある八路軍の連部を

訪問したら，1／3 以上の歩兵銃，2／3 以上の機関銃と大砲のほとんどは，日本軍との戦いの中

で獲得した戦利品であることが分かった。武器の使用方法に関しては，日本軍捕虜は彼らを大

いに助けた。それらの捕虜は，八路軍の助けの下で，ファシズム思想を捨て，八路軍に入隊し，

東京の軍国主義に対抗する戦士となった。これらの日本人は，また八路軍に，日本皇軍の戦術

も教えてあげた４８」とある。 

 

（２）日本軍戦術の伝授 

 八路軍は敵情研究を重視し，日本軍の戦術も研究し，それを学ぼうとした。例えば，日中戦争

期には，日本軍の銃剣術は優れていると考えられており，八路軍は日本軍の資料からその銃剣

術を学び，八路軍戦士に教えた。日中戦争期初期，八路軍兵士は日本軍兵士と白刃の戦いが

できる力はなかった。そのため，八路軍は日本軍の教材を参考し『刺殺教範』を編集した。この

教材だけでは，銃剣術の訓練は実施しにくいため，反戦同盟から銃剣術の強い盟員を選別し，

その銃剣術を中隊，小隊レベルの幹部に教えてもらうことが決められた。129 師団では，１期に

30 名近くの八路軍幹部に，日本人が銃剣術を教えてあげた。１期の期間は１週間であった４９。劉

国霖の回想によると，「八路軍の３大戦闘技術は，射撃，手榴弾（投弾），銃剣術だが，そのうち

の銃剣術は日本兵捕虜から教授された戦闘知識であり，戦地においてこれほど役に立ったもの

はない。」「太岳支部では銃剣術の練習中，銃が暴発して日本人捕虜が八路軍兵士を殺してし

まった」こともあった５０。 

新四軍の捕虜となった山本一三（林勝ともいう）は，新四軍の要請があり，新四軍向けの砲兵

教育をおこなった。1946 年４月から砲兵学校をつくり，砲兵幹部を養成する教育を続けた。その

後，中国人民解放軍第３野戦軍第 29 軍砲兵連隊の作戦参謀になった。その後，29 軍砲兵連隊

第１大隊長に任命された５１。同様に，水野靖夫も八路軍側から，鹵獲した砲の操作技術を教え

てほしいという要請があり，八路軍 115 師団３旅団第７団の砲兵連で軍事教育を始めたのである
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５２。1941 年春ごろに，秋山良照も八路軍側から同じような要請があった。11 年式軽機関銃の操

作を教えてほしいと，敵軍工作部の譚林夫から要請された５３。 

冀中軍区司令部作戦科課長だった高存信の回想によると，「幹部の軍政素養を高めるため，

1942 年に冀中軍区幹部教導団が創立された。冀中軍区第 10 分区司令員の周彪が団長となり，

高存信は副団長兼訓練処の処長をつとめていた。訓練内容の８割は軍事訓練であった。当時

の八路軍の中には，軍事教員，特に日本軍から手に入れた日本武器の分かる教員が不足して

いたため，反戦同盟冀中支部から７人の盟員を軍事教員として来てもらった。それぞれ田中義

雄，東忠，松山一郎，小島，渡辺義郎，池田，中西であった。彼らは日本軍で正式訓練を受け

たことがあり，軍事的素質がよく，学識が豊かで，理論的講義もでき，実際の模範作業もできるの

で，良い効果が収められた」と評価している５４。 

 

（３）医療支援 

中国共産党は，日中戦争期において積極的に国際支援を求めた。例えば，周知のカナダ人

医者のノルマン・ベチューンの他に，オックスフォード大学の出身で，北平大学の教師であったイ

ギリス人の Michael Lindsayha は，太平洋戦争が勃発したとき，北京を出て，共産党支配地区に

入った５５。八路軍で，無線通信技術の仕事に従事した。アメリカ人医者である馬海徳は，1944 年

の時点まで６年間にわたって八路軍の病院で働いた。両氏とも共産党員ではないという５６。それ

らの外国人と同様に，日本人捕虜を医療などの分野で利用しようとした。例えば，前述した山田

一郎は，東京帝国大学医学部の出身で，1939 年７月に捕虜となり，1940 年６月から八路軍野戦

総司令部の模範病院で仕事をすることになった。1942 年，病院の医務主任に任命され，1943 年

に副院長となった。山田一郎は，医師を養成する短期学校の衛生学校で講師を勤め，１冊しか

ないクレンペル著の診断学を中心に中国語で講義した。学生は 1944 年春に卒業し，前線に配

属された５７。 

 

（４）直接参戦 

反戦団体に加入した日本人捕虜を，対日プロパガンダ工作に利用するのが主だったが，日本

人反戦兵士の直接参戦も少なくなかった。小林清の回想にはつぎのような記録がある。 

村民を日本軍の包囲から脱出させようと援護するとき，八路軍は，反戦同盟を戦闘に参加させ

ず，村民の中に混在させるようにと命令した。「反戦同盟の日本人同志たちは村民と一緒に行動

する。村民の中に混在する。八路軍と連絡が取れない場合，軍区と連絡を取れるまで独立行動

する」とされた。 

小林は次のように主張した。「われわれは一般百姓ではなく，反戦同盟の盟員であり，八路軍

の戦士でもある。村民の包囲突破を援護する戦闘への参加を要求する。」 

参謀長は次のように述べた。「あなたたち日本人同志の主要な任務は，反戦宣伝工作だ。こ

の任務は非常に重要だ。私たちはあなたたちを援護する。あなたたちの役割は，われわれ中国
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同志にはできないからだ。」「 近，あなたたちはもう十分苦労している。村民援護の戦闘に参加

させることはできない。万が一何かあったら，反戦同盟本部と軍区指導者に申し開きできないの

だ。」 終的には，反戦同盟の日本人は戦闘に参加した５８。 

 

5.3.3 プロパガンダ工作の限界度 

 日本人反戦組織の盟員による対日本軍プロパガンダ工作は盛んに行われたが，徐々に日本

人の犠牲者と逃亡者が現れ，日本人によるプロパガンダ工作の限界が見えてきた。 

 

（１）日本人の犠牲者 

八路軍に入隊した日本人や，日本反戦組織に加入した日本人は，日中戦争期，中国の戦場

で，中国共産党部隊と協力し合い日本軍と戦った。当時中国の戦場で犠牲となったものも少なく

ない。これまで研究では，中国における日本人反戦組織の犠牲者に関する考察はきわめて不十

分である。本部分では，日中戦争期において，中国共産党の指導で日本軍と戦って犠牲となっ

た日本人について考察する。 

日中戦争期における日本人の犠牲者の状況に関する研究はきわめて少ない。ハリソン・フォ

アマンの『赤い中国からの報告』（Report from Red China）によると，延安を訪問しているフォアマン

が解放連盟の学校を参観し，70名あまりの学生に歓迎された。学校の統計によると，「それまで

の１年間，解放連盟の盟員が80％増えた。20％の盟員が前線での宣伝工作で殺害された」との

ことであった５９。前田光繁の回想によると，1944年４月の時点で，反戦同盟で戦死あるいは病死

した日本人は，約30人だった６０。1944年１月15日に延安で開催された「在華日人反戦同盟華北

連合会拡大執委会」の報告によると，華北地区で犠牲となった反戦団体の日本人は，安藤清，

浅野清，黒田嗣彦，大野静夫，吉田武，福岡留などがいた６１。 

小林清の回想によると，犠牲となった日本人反戦同盟の日本人盟員は，華北だけでは，安藤

清，浅野清，黒田嗣彦，大野靖夫，吉田武，福田留，金野，鈴木などがいた。そのほかに，逮捕

された人，病気で亡くなった人も数人いた。彼らの中に，「掃蕩」で犠牲となった人もいれば，前

線の呼びかけで犠牲になった人もいた６２。 

吉積清などの回想によると，「戦火のなかでの反戦活動は多くの尊い犠牲を出した」という。

1941 年から 1948 年の間に，つぎにあげられる反戦同盟の同志が犠牲となった。安藤清，浅野

清，黒田嗣彦，大野静夫，吉田武，福田留，松野覚，宮川啓吉，中西勉，中川秋夫，戸田益，

高木敏雄，田畑恙，原広見，小林春夫，青木定夫，後藤勇，中山正，初田清三郎，浜田真実，

砂原，住野，与津，富田，紺田，ら 25 名の同志である６３。延安の日本工農学校で日本人捕虜の

教育につとめた趙安博は，中国語版の『反戦兵士物語』の序言に，「1941 年から 1948 年まで，

戦場での反戦活動で犠牲になった者の内，名前が把握できるのは 25 人もいた。しかし実際の犠

牲者はこの数字を遥かに超えている」と指摘している６４。 
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金野博（今野博，中野博） 

現今，江蘇省北部にある「抗日山烈士陵園」には，反戦同盟山東支部副支部長，魯中支部支

部長をつとめていた金野博（今野博ともいう）６５の巨大な記念碑がある。筆者が 2009 年夏に，中

国で日本反戦運動研究の第１人者である孫金科先生と一緒に，抗日山烈士陵園を訪ね，次の

ような写真を撮った。4.5 メートルの高さの記念碑は 1991 年４月に，江蘇省贛楡県政府によって

作られた。 

         

記念碑の記載によると，金野博は 1919 年秋田県生まれ。1939 年の初め，中国に出征。同年８

月３日に，山東省梁山県で捕虜となった。1941 年６月２日に日本人民反戦同盟山東支部宣伝委

員に就任。1941 年７月７日に八路軍に入隊。1943 年の初めから，反戦同盟魯中支部の支部長

に就任。1943 年夏，反戦同盟山東支部へ工作報告をしに行く途中，日照高興圩で敵偽の襲撃

を受け捕まった。1944 年春末夏初に，済南で犠牲となった。 

符浩の回想によると，「今野博は日照県傅疃一帯で捕まえられた６６。」『解放日報』の報道によ

ると，日本軍の訊問に答え，金野は「死ななければ，八路軍に戻る」と言ったとされている６７。 

山東省浜海軍区第四武工隊隊長の于鏡清は 1944 年に，今野博と一緒に日本軍向けの宣伝

工作を行っていた。于鏡清の回想によると，「1944 年夏に，浜海軍区敵軍工作科から，今野博の

ことを紹介され，日本人であることを暴露しないように命じられた。その後，傅疃大橋の日本軍ト

ーチカに向けの呼びかけ工作を行った。工作を展開させるため，トーチカの中の中国人通訳の

孫志軒を獲得しようとした。孫の家族を通じて連絡と取り，トーチカの中の日本軍の状況を聞い

た。1945 年春，今野博は日照市高興区の村で日本軍の掃蕩部隊に捕まった。今野博と関連す

る八路軍や農民はまったく巻き込まれなかった。青島で殺害されたそうだ」６８という。 

宮川英男（本名：宮川啓吉） 

水野靖夫の回想によると，1943 年３月に反戦同盟冀魯豫地区行議会が結成された後，冀南

から宮川が冀魯豫に来て，抗日軍政大学晋西北分校の日本語指導にあたっている水野のあと

の活動を担っていた。しかし，のちに宮川は戦死したという。６９ 

秋山良照の回想によると，宮川は山梨県東八代郡御坂村の出身で７０，1943 年，太行から冀

魯豫にもどり，済南から 20 キロほど離れた泰山の西方の鉄道沿線崗山荘，張家荘，小万徳荘，

大万徳荘，長城荘，官荘，界寿荘の一帯で活動していた。宮川が戦死したのは官荘であった

７１。大峰山の遊撃隊の根拠地で盛大な分区葬を行い，死体を埋葬したとのことである７２。 
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山東省済南市長清県革命烈士陵園には，解放連盟冀魯豫地区協議会副会長だった宮川英

男のお墓がある。 

砂原利男，住野甚七 

1944 年５月のある日，反戦同盟盟員である砂原利男らは，白晋線が経過する襄垣県の河口と

いう拠点のトーチかの前で呼びかけ工作を行っていた。劉国霖の回想によると，「呼びかけ工作

が始まると，砂原利男は肢部をに銃で撃たれ，重傷となった。八路軍は，撤退するように求めた

が，彼は血を流していながら，同じ盟員である住野甚七にと大声で呼びかけていた。２人とも銃

で撃たれ，八路軍部隊に運ばれたが，重傷で死亡した７３」とある。『日中戦争下中国における日

本人の反戦活動』に掲載された劉国霖の回想録には，それと一致する記述が残っている７４。『反

戦兵士物語』も上記の記述とほぼ一致しており，両氏は 1944 年５月の呼びかけで犠牲になった

と思われる７５。 

しかし，1945 年６月 20 日付の『解放日報』の記事によると，「日本人反戦同盟太行支部の砂原

利男と住野尺七が 1945 年５月末，襄垣の白晋線の河口で敵軍向けの呼びかけ工作を行った。

砂原の脚部に銃撃を受けが，住野と呼びかけを続けた。結局２人とも致命傷を負い戦死した７６。

２人の遺体は 129 師団政治部の所在地である王堡村に運ばれ，盛大な追悼式がひらかれた７７」

とのことである。 

劉国霖の回想によると，「住野甚七は岩手県出身で，1943 年８月に自主投降して捕虜となり，

1944 年 1 月に反戦同盟に加盟，当時 25 歳。砂原利男は三重県の出身で，1944 年 1 月に捕虜

となり，同年解放連盟に加盟し，27 歳だった７８。上記の『解放日報』の記載によると，「砂原は現

在 23 歳，三重県の出身。1940 年に日本軍に入隊し，1944 年８月に捕虜となり，1945 年に解放

連盟に加盟した。住野は現在 25 歳で，岩手県の出身，1944 年自主投降してきた７９」とある。 

 その後の 1945 年７月 12 日に，延安日本工農学校で宮川英男，砂原利男，佐野甚七の追悼会

が行われた８０。 

上記の資料では「住野甚七」，「住野尺七」，「佐野甚七」という名前があるが，これらは全て同

一人物であり，正確には「住野甚七」である。砂原利男，住野甚七が犠牲となった期日は，1944

年５月と 1945 年５月と 2 つの可能性があるが，本論文で，1944 年５月の可能性が高いと判断す

る。 

山潜，渡辺政之輔 

1944 年５月７日付の『解放日報』の報道によると，日本人民解放連盟晋察冀地区協議会の結

成大会の前に，「日本人民解放事業に献身した山潜，渡辺政之輔などの同志を追悼した」との

記録がある８１。 

松野覚 

1944 年３月 25 日付の『解放日報』は「日人反戦同盟的光栄，車橋戦闘８２中松野覚同志英勇

犠牲」の見出しで，反戦同盟蘇中支部松野覚の戦死を大きく報道した。この報道によると，「反戦

同盟蘇中支部の盟員が戦いの中，日本軍トーチカに近づき，呼びかけ工作を行ったが，効果は
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なかった。このとき，松野覚が隣の戦士から歩兵銃を取り，トーチカの中に向かって射撃し，2 名

の日本兵を射殺した。そのとき，松野覚は頭部を撃たれ死亡した。松野覚は広島県広島市の出

身，26 歳。1941 年日本軍に入隊し，来華した。1941 年春に南浦旅団に編入され，如皋豊利の

戦い８３の後，新四軍に来て反ファシズム軍部の活動に従事し始め，新四軍の軍籍を取った。

1943 年反戦同盟蘇中支部の宣伝委員に就任し，在華日本共産主義者同盟蘇中支部に入部し

た８４」とある。 

1944 年５月 15 日付の『解放日報』は，日本人民解放連盟華中地方協議会の結成大会を報道

した。記事には，「 近の車橋戦闘の中，盟員である松野覚が壮烈に戦死した。」とある８５。 

 

松野覚８６ 

 

黒田嗣彦 

覚醒連盟冀魯豫支部の盟員である黒田嗣彦は，1942 年９月 22 日に，反掃蕩の準備を行って

いたとき，日本軍に包囲された。日本軍に呼びかけながら，八路軍から支給された手榴弾の

後の１つで自殺した８７とされていた。しかし，自殺説と違い，同じ支部で活動していた水野靖夫の

回想によると，黒田嗣彦は群馬県の出身で，1943 年日本軍との戦闘で，日本兵に撃たれて戦死

した８８とある。この他，1943 年７月 30 日付きの『解放日報』には，反戦同盟山東支部および山東

日本反戦士兵代表大会の報道が掲載されている。大会で，「戦場で八路軍とともに壮烈に戦死

した３人の優れた反戦戦士黒田，金野，寺沢の事績が紹介され，出席する全員の代表の敬意を

得た８９」とある。 

吉沢勇蔵 

吉沢勇蔵については「1939年５月に自ら日本軍を離脱して八路軍に入り，1939年６月６日，山

東省鄒平県における日本軍との激戦で壮烈な死を遂げた９０」という記録がある。また他の記録に

は，「吉沢勇蔵は日本反戦同盟盟員で，八路軍の分隊長をつとめた。1939 年６月６日に桓台県

で戦死した９１」とある。この他，「1939 年７月 22 日に，八路軍山東縦隊第３支隊の司令部ととも

に，桓台牛荘を出て東進する。大寨村に入ると，敵軍の待ち伏せ攻撃を受け，指令員とともに戦

死した。24 歳だった９２」との記録もある。 

小林春男 

小林春男は群馬県安中の出身である９３。1963 年９月に出版された『反戦兵士物語:在華日本
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人反戦同盟員の記録』には秋山良照の回想文「冀南平原」が掲載されている。それによると，

「小林春男はマラリアにかかり，治療の甲斐なく病没した９４」とある。1978 年 11 月に出版された秋

山良照の回想録『中国戦線の反戦兵士』によると，「小林春男は急性気管支炎で死亡した９５」と

ある。覚醒連盟冀南支部の支部長を勤めた秋山良照と共同で活動していたので，冀南で捕虜と

なったと判断できる。捕虜となったのは 1941 年で，亡くなったのは 1941 年末か 1942 年だと推測

できる。 

原広見 

「上等兵だった原広見は福岡県の出身で９６，第５分区に配属された原広見は日本軍時代に

腹部にうけた古い傷が化膿し病没した９７」との記録がある。覚醒連盟冀南支部の支部長を勤め

た秋山良照と共同で活動していたので，冀南で捕虜となったと判断できる。捕虜となったのは

1941 年，亡くなったのは 1941 年末か 1942 年だと推測できる。 

鈴木一宏 

渤海軍区敵軍工作部部長だった符浩（1977 年―1982 年，中国駐日大使）の回想によると，反

戦同盟清河支部の副支部長を担当していた鈴木一宏は，博興県で活動していたとき，敵軍工

作幹部の林殿卿とともに逮捕され死亡したとされている９８。1944 年３月６日付の『解放日報』の報

道によると，鈴木は処刑される前に，「中国共産党万歳」「日本共産党万歳」などと叫んだ９９とい

う。 

坂谷義次郎 

鄂中地委敵偽工作部の部長をつとめた黄民偉氏の回想によると，反戦同盟第５支部の支部

長をつとめた坂谷義次郎は，1944 年７月，応城で活動したとき，日本軍憲兵に逮捕された。反戦

同盟や新四軍第５師団のことを日本軍に教えず，死亡した１００。 

またこれとは違う記録もある。新四軍に入隊し，反戦同盟第５支部の支部長をつとめた坂谷義

次郎は，1945 年８月の終戦後，ほかの日本共産主義同盟の盟員 10 人と中国に残ると決めた。

1946 年６月，彼らは中原軍区部隊とともに国民党部隊の包囲を突破する途中に死亡した。359

旅団とともに陝甘寧辺区に到着できたのは中野重美と星文治の２人だけだった。ほかの８人は，

病気，傷などの原因で，途中の農家に残された。ほとんど行方不明となり，死亡したと推測され

る。行方がはっきりしているのは，坂谷義次郎だけだった。坂谷は足の裏の潰爛で途中の農家

に残され，その後国民党軍隊に捕まった。鎮南県警察局で警備の銃を奪い自殺したとの記録が

ある１０１。 

田中義雄 

冀中軍区司令部作戦科課長だった高存信の回想によると，反戦同盟冀中支部の田中義雄

は，1941 年の「五一掃蕩」の豆舗里戦闘で日本軍に捕まって，銃殺されたという１０２。 

 

記録されている 25 名の戦死者の半数以上の名前と死亡時の状況は，『解放日報』など各種の

資料で確認できた。 



 

 
 
200

 

（２）日本人の逃亡者 

八路軍の捕虜になった日本人のほとんどは逃亡しようとした。日本人反戦同盟に加入した日

本人の中でも，逃亡者が現れている。 

1939 年冬のとき，日本人捕虜である瀬谷が，夜みんなが寝ているときに逃亡した。瀬谷が小

林を誘ったが，小林が同行しなかったが，止めることも，告白することもしなかった。当時の小林

は瀬谷の逃亡については，「１，私と瀬谷は同じ日本人で，中国人を助けて自分の同胞をやっつ

けるにはいけないと思った。２，瀬谷が日本軍に戻ったら，日本軍上司の前で，私が日本軍隊に

損をもたらすことはしなかったとうまく取り持ってくれると思った。そうすると，私の国内の家族にに

害が及ぶことはないだろう。それから今後日本軍につかまったら，殺されないだろうと思った１０３」

と考えた。 

日本軍の掃蕩の中，反戦同盟に入った江川が，機に乗じて，八路軍と反戦同盟の資料を持っ

て，日本軍に逃亡した。その後，日本軍の中に潜りこんだスパイによると，「江川は日本軍に戻っ

たが，上官の信用を得ることができなかった。さらに，八路軍の捕虜になって自殺しなかった事を

理由に青島憲兵隊に護送された後，他の兵士への見せしめとして銃殺刑にされた。その後，反

戦同盟の内部状況は日本軍憲兵隊に知られた。日本軍の掃蕩作戦のときには，渡辺三郎，石

田，布谷など反戦同盟の中核をなす者を捜査すべく懸賞のついた告示が貼り出された１０４。 
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第６章 結論と展望 

 

本研究は，日中戦争期の対日本軍プロパガンダが展開される中で，中国共産党の「対日２分

法」はどう形成されたかに着目した。そして，一次資料に基づき，中国共産党の敵軍工作組織，

捕虜政策，共産党支配地区の日本人反戦同盟の実態を解明し，国民党の「対日２分法」とのつ

ながり，及び背景としての中国古典文化にも触れて，日中戦争期における中国共産党の「対日２

分法」の内容と実践活動を系統的に考察した。 

本研究のまとめとして，各章で考察した史実を整理した上，本章では本研究で明らかになった

点をまとめる。 

 

6.1 本研究で解明した史実 

 

（１）中国共産党の国際世論工作 

『持久戦論』など毛沢東の著作からは，毛沢東の対日プロパガンダ戦略が読み取れる。その

中には，敵軍工作，捕虜優遇政策，日本の一般庶民と軍国主義者を区分する「２分法」に関する

記述も多くある。具体的には，日本人民を含める国際抗日統一戦線，敵軍の瓦解などがあり，そ

れらの指摘は，本研究の敵軍工作，捕虜政策，「２分法」，日本人の反戦運動と深くかかわって

いる。 

日中戦争期の中国共産党には外交権はなかったが，「延安交際処」を通じて積極的に対外工作を

展開した。特に，欧米ジャーナリストに対して積極的にプロパガンダ工作を進めた。本研究の第１章で

は，「交際処」設立の背景，役割などを考察し，「中外記者西北訪問団」の延安訪問を実現させるため

の共産党の努力を明らかにした。 

 

（２）中国共産党の敵軍工作組織 

政治部を有することは，共産党軍隊の特徴の１つである。日中戦争期において，共産党の対

日政策を実施する部署は，政治部の下にある敵軍工作部である。本研究では，総政治部及び

敵軍工作部の変遷を考察し，第一次国共合作の時期の敵軍工作，土地革命戦争期の敵軍工

作，日中戦争期の敵軍工作に分けて考察した。1927年から1945年まで総政治部の構成部署及

びその責任者を明らかにし，野戦政治部，敵軍工作の変遷及びその主な活動を重点的に考察

した。日中戦争期において，共産党は国民党軍に対して，「友軍」「中間派」「頑固派」に分けて

工作を行った。日本軍向けの敵軍工作は本研究の中心的な部分であり，第２章ではその主な内

容を提示し，第３章と第４章で詳しく分析した。 

日中戦争期において，中国共産党の敵軍工作組織には，多くの「知日派」日本留学経験者が
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活動していた。日本で受けた教育，日本人の友人を持つこれらの「知日派」は日本の一般庶民

を好意的に見ていた。そして，日本の国内事情に詳しい「知日派」は，日本国内にも反帝国主義

勢力が存在していることを認識していた。「知日派」たちは共産党の敵軍工作政策と緊密につな

がっている。「対日２分法」政策の中国の一般軍民への浸透はかなり困難だったが，「知日派」ら

は共産党の「２分法」政策の合理性を信じ，「２分法」遂行する勢力となった。「捕虜優遇」，「２分

法」などの対日政策を推進する過程において，日本の一般民衆のことをよく知っている「知日派」

の存在は重要であった。 

共産党の敵軍工作組織を考察するとき，敵軍工作訓練隊の存在は無視できない。1937 年の

日中戦争が始まるまで，プロパガンダ工作を重視する中国共産党は国民党軍に向けて，呼びか

け，ビラなどのプロパガンダ工作を行っていた。日中戦争に入ると，それまでのやり方で行われ

た日本軍向けのプロパガンダ工作は，必ずしも成功しなかった。そこで，中国共産党は言語も文

化も違う日本軍兵士に対して，日本語によるプロパガンダを行わないと，効果が得られないと認

識した。第２章では，1938 年 11 月に創立され，12 月に開講された第１期の敵軍工作訓練隊を中

心に，各部隊における八路軍兵士向けの日本語教育と政治教育を考察した。これらの工夫で，

八路軍の一般兵士は，３句程度の日本語スローガンを発音し呼びかけることができ，中隊の工

作員は７，８句の日本語スローガンと３曲の日本語歌ができるようになった。これらの工作は，そ

の後の八路軍の敵軍工作に対してきわめて大きな影響を及ぼした。八路軍兵士向けの日本語

教育が実施されてはじめて，八路軍兵士を通じての対日本軍プロパガンダ工作は可能となった

のである。敵軍工作訓練隊は 1940 年に廃止され，総政治部敵軍工作訓練部の直轄となり新た

に再建された「敵軍工作幹部学校」となった。 

  

（３）中国共産党の捕虜政策 

 第３章では，土地革命期と日中戦争に分けて，中国共産党の捕虜政策を考察した。1928 年

1 月，江西省の寧岡県で中国共産党は国民党軍捕虜に対して，捕虜優遇の政策を打ち出し，

捕虜は労農出身の一般兵士なので優遇し団結すべきとの政策を実施した。本研究では，この捕

虜政策を「共産党の対国民党軍捕虜２分法」の始まりと考える。対国民党軍のプロパガンダ工作

の展開するときのビラ，スローガンなども「２分法」の思想に基づいて作られた。日中戦争には，こ

の思考法は「投降しない日本兵」など新しい状況に直面しながら，土地革命期の「対国民党２分

法」と似たような政策が続けられた。日本兵捕虜に対して，共産党は捕虜釈放・送還，捕虜優

遇，捕虜訓練・利用などの捕虜政策を打ち出した。日中戦争期の初期において，「共産軍はが

捕虜を虐待し，殺す」とのイメージを打ち破るために，主に捕虜釈放・送還政策を実施していた。

その後，捕虜優遇政策が強化され，優遇を通じて日本兵の転向を図った。1940 年日本工農学

校の創立などがあり，捕虜を訓練し，利用する政策が共産党軍隊で広範に実施された。共産党

支配地区で活動していた日本人反戦組織のメンバーの多くは，共産党の捕虜教育・訓練を受け

たことのある人々である。 
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中国の一般軍民にとって，日本軍は残虐な侵略者であり，日本兵を優遇する政策は簡単には

一般軍民に受け入れられなかった。多くの日本兵捕虜は虐待され，殺害されたため，共産党は

一般軍民受けの捕虜優遇教育を実施した。その主な手段は，八路軍敵軍工作員による口頭教

育と教材による教育，日本人反戦組織や転向した日本人捕虜による教育，軍紀や制度による強

制的な制約などがあった。 

共産党のこのような「２分法」思想は，その独自なものなのか，それとも国民党にもあったのか

を明らかにするために，国民党の対日プロパガンダ政策も分析した。日中戦争の勃発によって，

第二次国共合作が始まり，1938 年１月に国民政府軍事委員会の下で政治部が結成された。政

治部の総務庁，第一庁，第二庁は国民党が支配する部署だが，対日プロパガンダ及び国際プ

ロパガンダ工作を担当する第三庁は完全に共産党の支配下の部署だったため，国民党の対日

プロパガンダ工作にも「２分法」の考え運用されたと考えられる。日本の資料館で発見した『日本

人民に告ぐ』，『日本国民に告ぐ』，『日本国民に敬告す』などの対日プロパガンダパンフレット

は，第三庁のある武昌から送られ，共産主義分子が作ったと日本側が判断している。これらのパ

ンフレットの内容は，日本の一般国民とファシスト軍閥を区分する姿勢を見せている。 

共産党も国民党も似たような「対日２分法」思想を持っているため，このような考え方は中国の

文化とどう関連しているかを考察する必要がある。『孟子』などの中国古典には，「以徳服人」の

攻心術が強調され，『詩経』には古代の捕虜優遇政策が記載されている。『司馬法』など中国古

代兵法には，敵軍の兵隊と敵国の一般民衆を区別する「２分法」の記述が残っている。これらの

古典は，中国では影響が強く，毛沢東などの人物もその影響を受けていると見られる。 

 

（４）日本人反戦組織と対日軍プロパガンダ工作 

反戦組織で活動していた日本人のほとんどは日本人工農学校で教育をうけた。1940 年に教

育が始まり，1941 年に正式に発足した延安日本工農民学校及び晋西北分校，華中分校は，対

日プロパガンダ工作にとって重要な意味を持っている。集団討論，自己批判，娯楽活動などの

教育手段を経て，多くの日本人の立場がある程度変わり，反戦意識を持つ日本人が増えた。人

材・思想の工場である延安にあったこの学校は，全国各地の反戦組織，工農学校分校に多くの

プロパガンダ人材を送り出した。延安工農学校およびその分校は，日本人による対日本軍プロ

パガンダ工作の人材準備機関となった。 

1939 年 11 月７日に山西省遼県麻田鎮で覚醒連盟が結成され，その後冀南支部など８つの支

部が結成された。さらに，1940 年に入ると，共産党支配地区の日本人反戦運動はさらに活発に

なり，1940 年７月７日に延安で反戦同盟延安支部が結成され，山東支部など 20 近くの支部が作

られた。1944 年初頭，戦況の変化につれて，さらに解放連盟が結成された。1942 年６月に，日

本国内の共産主義革命の準備組織として，延安で「在華日本共産主義者同盟」が結成され，多

くの支部を集めた。本研究では，覚醒連盟，反戦同盟，解放連盟，共産主義者同盟などの日本

人組織の結成，責任者，活動地区，メンバー，プロパガンダ用の出版物，主な活動などを詳しく
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考察し，明らかにした。 

これらの日本人反戦組織は，中国共産党の支持の下で結成されたものである。それぞれの反

戦組織と中国共産党の関係性を分析した。反戦組織は八路軍のプロパガンダ機構ではなく，特

殊的な革命性と独立性を持つ，日本人民の真の革命組織である，と共産党は強調しているが，

共産党の文書には，日本人反戦組織は「敵工部門に定期的に工作報告をし，その指導と指示

を受ける」べきであると明確に規定し，反戦組織の経費も共産党が批准していた。つまり，実質的

には，日本人反戦組織は共産党敵軍工作部と深く関連し，中国共産党の対日プロパガンダ工

作部門の一部となっていた。多くの日本人が八路軍や新四軍に入隊し，対日プロパガンダ工作

員として活動していた。 

 中国共産党の対日軍プロパガンダは３つの段階に分けて分析した。①日本人反戦組織が

結成されるまでは，中国人によるプロパガンダの段階。この段階において，文化，言語などの壁

があり，プロパガンダの効果は限られていた。②1939 年から，共産党支配地区において，日本

兵捕虜の増加によって，日本人反戦組織が結成され，日本人をうまく利用しプロパガンダ工作を

行う段階。この段階では，プロパガンダの内容，形式などは段々改善された。③1942 年前後，日

本人反戦組織は大きく発展し，中国共産党が日本人反戦団体を統合して，組織的な利用を始

め，日本人を中心に行うプロパガンダの段階。 

 具体的なプロパガンダ手段は，呼びかけ，ビラ，パンフレット，日本歌謡，電話，手紙，通行

証，慰問袋など日本の伝統文化に関する手段などさまざまあった。日本人は共産党の軍隊で対

日プロパガンダ工作を始め，武器使用法の訓練，日本軍戦術の伝授，医療支援，戦闘員として

直接参戦などさまざまな形で貢献をした。しかし，日本人の犠牲者と逃亡者を多数出し，日本人

によるプロパガンダ工作の限界を露呈した。 

 

（５）新しい一次資料の活用 

 本研究では，多くの一次資料を発見し，論述する際に活用した。 

『解放日報』，『八路軍軍政雑誌』など当時の出版物を精読し，関連記述を引用した。1939 年

１月から 1942 年３月まで刊行されていた『八路軍軍政雑誌』は，中国共産党の政治工作を考察

するときの重要な資料である。そして『新中華報』（1937 年 1 月～1941 年 5 月）と『解放日報』

（1941 年 5 月～1945 年 8 月）は，中国共産党中央委員会の機関紙として，その対日プロパガ

ンダ政策を分析するには欠かせない資料である。本研究では『解放日報』，『八路軍軍政雑誌』

などの資料を全面的に読み込み，関連する記述や重要な論説を引用した。 

陝西省，山東省など中国各地で収集した 『敵我在宣伝戦線上』（ 陝西省档案館），『敵軍工

作に関する総政治部の指示』（陝西省档案館），『抗戦日語読本』（陝西省档案館），『抗日軍人読

本』（陝西省档案館）は，共産党の対日本軍プロパガンダ工作の実態を解明するには貴重な資

料となった。 

日本の資料館で収集した『共産軍ノ政治部ニ就テ』，『支那共産軍ノ散布セル邦文反戦ビラ
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入手ニ関スル件』，『石太線襲撃ニ於ケル八路軍ノ宣伝工作観察』，『中国共産党日本特別支

部検挙事件』『中原会戦俘虜調査報告７部』（防衛省防衛研究所）『俘虜とせる奸匪日本兵士奪

取の件』（防衛省防衛研究所）『延安方面共産区状況の１端に関する件』（防衛省防衛研究所）など

日本側の一次資料も収集して活用した。 

八路軍敵軍工作部工作員であった原清子，王学文，李初梨，趙安博などの回想録，書簡な

どの活字資料，教育を受けた日本軍捕虜であった水野靖夫，前田繁光，秋山良照などの回想

録，エドガー・スノウの『中共雑記』及びニム・ウェールズの『人民中国の夜明け』など欧米記者

の記述も本論文にとって貴重な資料となり，共産党指導者への取材や共産党支配地区での見

聞などを活用した。 

反戦同盟晋察冀支部が出した『日軍の友』，『前進』月刊の発見は，大変有意義であると自負

する。日本外交資料館収蔵の『日軍の友』紙（1942 年４月４日付の第 14 号，1942 年４月 11 日付

の第 15 号，1942 年５月 23 日付の第 18 号）と『前進月刊』（1942 年３月５日付の第３号）を発見し

た。新聞の『日軍の友』と雑誌の『前進』月刊は日本語で出版され，反戦同盟晋察冀支部の日本

人メンバーがその執筆者と編集者をつとめていた。共産党支配地区の日本人反戦組織が出した

新聞，雑誌などの出版物は今までの学者の研究ではまだ出ておらず，非常に重要な発見にな

る。 

 

6.2 中国共産党「２分法」思想の意味 

 

「２分法」思考法は日中戦争期の対日プロパガンダ活動において広範に運用されていた。し

かし，「心をこめて日本人兄弟を優遇しよう」という表面的な政策と「うまく日本人を利用しよう」とい

う「２分法」の真実が存在しているのではないかと考えられる。共産党の指導層は，「日本人を利

用しよう」という意図で「２分法」思考法を作り，八路軍の一般兵士と民衆には，「心をこめて日本

人兄弟を優遇しよう」と，軍紀の下で強制的に実行させた。 

 

（１）国際共産主義の影響。 

日本に対する「２分法」は，世界中の労働人民を解放する，という国際共産主義の理念の影響

もあったと考えられる。初期の中国共産党は国際共産主義の影響を深く受けて，マルクス主義の

指導の元で活動していた。「万国の労働者団結せよ」という『共産主義者宣言』のスローガンは，

当時の中国共産党の「２分法」思考法にも深く影響を与えたと考えられる。「労働者は祖国をもた

ない」というマルクスの名言があるが，毛沢東にも「民族問題は，根本的には階級問題である」と

の名言がある。つまり，「民族より階級」という観点で，違う民族の間の矛盾は主要ではなく，違う

階級の間の矛盾は主要である，という思考法である。それは日中戦争期における対日政策にも

深く影響を与えたと考えられる。 
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（２）中国古典思想と共産党の道義外交。 

毛里和子は 1972 年日中国交正常化の際の中国共産党の道義外交について考察した１。中

国共産党のそういった道義外交は，中国の古典思想と深く関連していると考えられる。前述した

とおり，中国の古典思想には，「仁」「徳」などの要素を含む道義で相手を征服することを強調す

る記述が多い。『孟子』，『三略』などの古典では，捕虜を大量殺害する事件が多くあった一方

で，捕虜優遇，敵の統治者と民衆を区分する見方などの事例もある。道義外交は，中国共産党

の外交史の中で多くあり，共産党の戦略政策の一部である。日中戦争期における中国共産党の

対日政策は，道義外交の影響があったと考えられる。 

 

（３）「多数を団結，少数を孤立」：中国共産党の現実主義。 

日中戦争期における共産党の対日政策を見るさい，「多数を団結，少数を孤立」（統一戦線）

という共産党の一貫とした政策の影響があると見られる。敵の見方ではない勢力をすべて団結し

ようという考えである。たとえば，1944 年 12 月 13 日付の『解放日報』によると，12 月８日に，日本

人民解放連盟と日本工農学校が合同で「太平洋戦争三周年記念大会」を開催した。岡野進と二

人のアメリカの友人が出席した。日本人の白鳥は，「日本とアメリカの共同の敵である日本軍部を

徹底的に打倒するために，同盟国と更に緊密に団結し， 後まで戦う」と発言している２。アメリカ

は共産主義ではなく，階級出身論の「２分法」は通用しないはずだが，これはまさに団結で同盟

になれるのなら，「友」だと判断する現実主義の思考法であろう。 

 中国共産党のリアリズムとは，自分にとって有利な要素があれば，相手のどういう立場や思想の

別なく，敵でも友でも関係なく団結し，協力を求めることである。アメリカの記者セオドア・H・ホワイ

ト（Theodore H.White）は，日中戦争期において共産党統治下の各地を回って取材を行った。そ

の著作である『中国的驚雷』には共産党の幹部や八路軍の兵士に対する考察が多くある。「彼ら

の考えを細かく考察し，彼らの話を聞けば，強情で譲らないアリズムがわかる。」同書では，マル

クス主義を中国と緊密に結びつけて受け取る例を挙げ，「マルクス主義の教条はどんなにまとま

りがなく，どんなに理論化としても，彼らは 終的にはわかりやすい基本的結論をまとめ，これら

の結論を彼らのアイディアとして，一番無知な農民でさえ分かるようにし，しかも彼自身のアイデ

ィアかのように感じさせる３」とある。 

外国記者を延安に招くときも，同様な考えが運用された。たとえば，アメリカ記者であるスノー

の著作『西行漫記』によると，「中国人はリアリスティック的な民族である４。」周恩来がスノウに次の

ように言った。「あなたは共産主義者ではない。でもそれはわれわれにとってかまわない。新聞記

者なら誰でも革命根拠区の訪問を歓迎する５。」 

そのほか，１９４５年８月，日本の敗戦が疑いないものとなったと知ると，中国共産党は北京に

ある日本軍特務機関である川口機関と秘密に接近し，秘密条約まで結んで，協力を求めようとし

た６。日本軍特務機関長である川口忠篤のような軍国主義者に対しても，団結し利用しようとし

た。 
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つまり，中国古典文化には，「仁」「徳」などの要素を含む道義の要素があり，日中戦争期の毛

沢東などはその影響を受けていると考えられる。さらに，日本向けの「２分法」思想が形成する

前，国民党と戦うときに「対敵２分法思想」はすでに形成されていた。日本国内の反戦活動でも

中国における日本人の反戦活動でも，「軍閥，財閥を打倒しよう」などのスローガンがあり，戦争

を主張する「日本帝国主義者」と戦争に反対する一般庶民（戦争を支持する一般庶民もいるが）

の違いが明らかであった。日本研究を重視する中国共産党は，対日工作を行うときはその影響

を受けたと考えられる。もともと「対敵２分法思想」があった中国共産党は，反戦活動を行う日本

人もいるという事実を見て，自然に日本に対しても「２分法」政策を採るようになったのではないか

と考えられる。 

 

6.3 本研究の課題と展望 

 

（１）「２分法」解明の意義 

序章で述べたとおり，「共通の敵を打倒するために連合できる諸勢力と共闘する」戦略は，中

国共産党の性格の重要な一部である。共産党は日中戦争に当たり，「軍国主義者に利用され

た」日本軍一般兵士とその政府や軍閥を区分する「２分法」を採っていた。現今の中日関係につ

いては，中日友好を望む大数の日本人民と中日友好を阻害する一握りの人を区別する「２分法」

を採っている。中国国内においても，「文革」が終わったさい，利用された紅衛兵や群衆と４人組

などの極少数の人を区別する「２分法」を採っていた。1989 年の天安門事件後においても，利用

された学生と反革命動乱を起こした極少数の人を区別する「２分法」を採っていた。 近の 2008

年 3 月 14 日のラサ騒動においても，ダライラマ集団に利用され騒動を起こした少数人と安定を

望むチベット各族人民を区別する「２分法」を採っていた。多数人を獲得・団結するため中国共

産党は少数人を敵にし孤立させ，多数を友にし,獲得しようとする「２分法」を一貫して採用してき

た。「２分法」という共産党のプロパガンダ哲学は日中戦争期において成熟し,その後の中国共産

党の多くの政策に深く影響を与えている。 

現在の中国共産党及びその政権を見るには，その「２分法」思考法は重要な側面となる。本研

究で解明した「２分法」の形成と日中戦争期の主な「２分法」活動は，現今の中国の対外政策を

理解する上で非常に重要である。中国の対日政策策定を考える上で，「２分法」の性格は重要な

側面となり，そこに本研究の現実的意義がある。 

 

（２）「２分法」と国際共産主義及び「統一戦線」との関係 

本研究では，中国共産党の「対敵２分法」が国際共産主義の「階級区分」理論と関連している

可能性について述べた。そうすると，共産党の「対敵２分法」は国際共産主義との関連性は注目

すべきものとなる。その場合，ソ連など共産主義政党の対敵政策と欧米など資本主義政党の対



 

 
 
210

敵政策の異同を考察する必要が，本研究は，日中戦争期における中国共産党の「対日２分法」

思想の形成と対日プロパガンダ工作での運用を中心に研究しており，国産共産主義との関連性

についてはを充分に分析していない。 

 「統一戦線」は国際共産主義の重要な戦略の１つであり，中国共産党の結盟工作の１つの手

段として使われている。中国共産党の歴史において，「国共統一戦線」，「工農民主統一戦線」，

「抗日民族統一戦線」，「人民民主統一戦線」などさまざまな形で「統一戦線工作」が行われた。

現在の中国共産党中央委員会及び地方委員会には，「統一戦線工作部」（略称：統戦部）が配

置され，民族・宗教，祖国統一工作，非共産党員の幹部養成などの業務が組み込まれている。 

本研究では，日中戦争期において，中国共産党の日本軍捕虜を扱う政策を考察した。そのほ

かに，中国共産党の捕虜政策の一貫性に関する考察も必要である。本論文では，土地革命期

において，国民党軍捕虜を扱うときの政策に触れた。その後については 1945 年から 1949 年ま

での国共内戦期，1950 年から 1953 年までの朝鮮戦争，1959 年の中印国境紛争，1979 年の行

われた中越戦争で中国共産党はいかなる捕虜政策をとっていたのかを系統的に分析する必要

がある。 

本論文は日中戦争期における対日プロパガンダ政策と「対日２分法」の真実を中心に考察す

る研究であり，深くかかわる「共産党の『弱者優遇』思考法」，「毛沢東の階級意識」などの問題を

今後の課題にする。 

 

（３）「知日派」と日中戦争期前後の中国政治刷新運動 

本論文の第２章では，日中戦争期における八路軍の敵軍工作に直接参与した趙安博，王

学文，張香山などを例にして分析することを通じて，彼らが日本人一般を好意的に理解し

ていたこと，そして，その好意的な日本人観が共産党の敵軍工作政策の形成にきわめて大

きな影響をもっていたことを明らかにした。さらに「知日派」留学経験者の好意的日本人

観が捕虜教育，敵情研究と「２分法」などの形成に大きな影響をもっていたことを明らか

にした。もっとも「知日派」留学経験者の影響力の大きさを測定し，全体像を理解するた

めには，総勢何名くらいの中国人留学経験者がおり，そのうち何名が共産党に入党したの

かなどの疑問に答える必要がある。そのためには，新しい１次資料を収集し，それらを丹

念に読み解く必要がある。更に，「知日派」の留学生たちは日本留学期間中，どのような

知見を得，日本人及び「知日派」留学生の間にはどのようなつながりがあったのか，そし

て，彼らは帰国後国民党と共産党にどのような影響を与え，日中戦争期前後の中国の政治

刷新運動といかなる関係を持っていたのか等の問題を明らかにすることが，今後の課題と

なる。 
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あとがき 

 

本論文は，小生が早稲田大学政治学研究科博士後期課程において，中国共産党の対日プ

ロパガンダ工作に関する研究を取り纏めたものである。本論文を完成するにあたり，多くの方々

のご指導・ご教示をいただき，心から御礼申し上げる。 

2006年9月に来日以来4年半，恩師である早稲田大学教授の山本武利先生には，実に多くの

ことをご指導いただき，またメディア史家としての矜持において多大な影響を与えられた。研究の

方向から日本語の使い方まで，丁寧なご指導，ご鞭撻を賜った。アメリカＯＳＳ所蔵の解放連盟

組織図まで提供していただいた。 

同大学の吉野孝教授，齊藤泰治教授には，ご多忙中にも関わらず，論文指導の労を煩わし，

数々有益なるご助言とご教示を頂いた。博士課程在学中，両先生の講義を受けさせていただき，

政党研究，中国語文献研究などの面でも大変勉強になった。 

本論文の審査において，副査をご担当下さった一橋大学名誉教授折敷瀬興先生は学位論

文の審査をしてくださり，心から御礼申し上げたい。 

後に，小生が論文を纏めている長い間，多大の心配を掛けた母国にいる両親，論文資料の

整理などを手伝ってくれた妻郭暁茹，関心と励みを頂いた家族にこの論文を捧げたい。 

 

 

                                                 趙 新利 

                                                        2010 年 12 月 
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付 録 

 

付録１：敵軍工作に関する総政治部の指示（陝西省档案館，5495-13-24-26） 

 

 

敵軍工作に関する総政治部の指示 

 

１９４４年６月１日 

抗戦数年以来、我が党、我が軍の敵軍瓦解工作と捕虜を獲得する工作は、努力を重ねてあ

る程度の実績を実現させたのである。その主な実績は、敵軍捕虜を獲得する過程で多数の敵軍

幹部を養成できたことである。そして多くの地区で日本人反戦組織を作ったことである。これらの

組織はもうすでに敵軍の中で相当の影響力を持ち、工作の過程で初歩の経験を積み重ねた。

それは今後の工作のために有利な条件を作ってくれた。今後は更なる大きな規模で敵軍工作を

展開すべきである。日本軍隊の民族特徴と上述した条件の変化を考慮し、総政治部は敵軍工

作に関して下記の指示をする。 

（一）日本人幹部がおり、同時にこれらの日本人幹部が政治上には練れている地区において

は、今後の敵軍工作は主に日本人解放連盟（元名反戦連盟）を通じて行なうべきである。（現在

はまだ日本人幹部また解放連盟組織の無い個別な地区においては、今まで通りに敵軍工作を

行う。）各級政治部の敵軍工作部門は力を集中し偽軍工作を行なうべきである。敵軍工作に対し

ては、方針的な指導と具体的な困難の解決だけを担当する。そういう変化のため、解放連盟と敵

工部門の間の関係を下記の通り、具体的に規定する。 

  （甲）敵工部の分担する工作 

     子、敵軍工作に関する連盟の報告に定期的に耳を傾ける。そして日本人同志と共同

で敵軍工作の新しい方針と政策などの諸問題を討論して決定する。 

     丑、連盟が起草した各種の工作（新来捕虜の宣伝教育、扱い、人事など）計画を審査

し批准する。そしてその工作の実行を着実に支援する。 

     寅、連盟が上級機関に提出する報告は、自己の真面目な審査を終え、副署してから

提出すべきである。 

     卯、日本人幹部教育の指示と支援。 

     辰、各種の資料と情報と収集・研究し、それを中国語に翻訳する。 

     巳、工作経費の審査と批准、そして連盟総務工作創立の支援とほかの困難の解決。 

     午、日本人同志を保護し、その安全を確保する。特に敵軍が掃蕩するときと工作行動

のとき、更なる多く重視する。 
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   （乙）解放連盟が担当する工作 

     子、敵工部門に定期的に工作報告をし、その指導と指示を受ける。 

     丑、連盟内部の問題の解決。 

     寅、敵軍工作計画方案の提出と実行。 

     卯、新来者と連盟の一般成員の教育と審査。  

     辰、敵工部に敵国敵軍に関する各方面の資料を供給する。 

     巳、批准された経費の扱いと連盟自身の総務工作（必ず中国幹部を通じて行なう）。 

（二）敵軍工作の方針：現在は依然として敵軍に対する宣伝に重点を置くべきである。宣伝内

容については、敵軍の内部矛盾と日増しに悪化している生活問題を利用し、兵士の不満と闘争

を引き起こす同時に、更に政治攻勢の中で敵に不利な方面をとらえて、敵軍の厭戦と失敗気分

を強化するため宣伝を拡大すべきである。去年２月延安日本人解放連盟が可決した闘争綱領を

通俗的で分かりやすい言葉で広範的且つ突っ込んだ宣伝を行い、連盟の影響力を強めるべき

である。日本兵士の覚醒程度を考慮し、目下はまだ高すぎる政治宣伝スローガンを設定すべき

ではない。しかし、日本人共産主義団体の名義を利用し、通俗化の形式で適切に共産主義を宣

伝することと階級覚醒思想を啓発することは、徐々に始めてもいい、しかもはじめるべきである。

宣伝の方法と方式には、今までの経験によれば次の各点を注意すべきである。 

 

子、同盟国の勝利と日本の失敗を宣伝するとき、日本の宣伝の自身を利用し、その前後

の矛盾を暴露し、敵側の情報の瞞着性を暴露し、我側の宣伝の真実性を証明する。我側の通

信をそのままうつすのは、宣伝の効果を弱めるだけではなく、日本兵士の反感まで引き起こすか

もしれない。 

 

丑、各地連盟支部はできるだけ小型新聞を発行すべきである。その新聞の形式と署名

は、必ずしも反戦連盟と解放連盟の名義ではなくても良く、敵側がすでにできている各種の地方

小型新聞の偽装形式で行なうほうが良い。 

 

寅、慰問袋と品物の送り、手紙の往復、呼びかけ、電話などの交歓工作は、今までの経

験に証明された通り、一番効果の良い宣伝方法である。今後は必ず更に普遍的に行なうべきで

ある。 

 

   卯、反掃蕩の時機を利用し、スローガンとビラを作り、敵兵は我が根拠地に入ったら、あらゆ

るところで我側の宣伝と接触させる。 

 宣伝物については、各地自分で作るほか、毎週火曜と金曜二回、午前九時に日本語ローマ字

で各地に向けて放送する。この期間中、宣伝物の教材を印刷し、各地は時間を守って聴取し、

着実に利用すべきである。 
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 敵軍内及び居留民の中の組織工作の展開について、あらゆる方法を考えて行なうべきであ

る。しかし、敵の憲兵及び特務組織の厳密と狡猾を考慮し、敵軍及び日本居留民の中のあらゆ

る革命組織は、必ず十分慎重と秘密な方法を採らなければいけない。各秘密組織の間には、お

互いに連絡などのつながりは一切無いようにし、それぞれ単独で根拠地の解放連盟と連絡すべ

きである。これらの組織工作の展開の 初のときは、常に敵と接触する信用できる農民、偽軍・

偽政権、敵軍内の通訳、適切な教育を受け送り返さなければならない捕虜を利用したほうが良

い。できれば、各地はそういった日本人幹部を養成すべきである。 

 

（三）日本の革命勢力を養成するため、今後原則的に捕虜を釈放しないことを決める。しかし、

下記の状況は除外する。 

子、我が軍の捕虜政策の影響をあんまり受けていなく、捕虜釈放で宣伝する必要のあ

る日本軍部隊。 

丑、戦況緊急または連れて行けない者。 

寅、教育する意味の無いもの。例えば体が不自由になった者、老齢者、弱体者、婦人

など。 

 新来捕虜の扱いのため、各地は新来捕虜収容・隔離・審査用の、適量な日本人兄弟招待所を

設置しても良い。同時に、釈放すると決めた捕虜に対しても、これらの招待所で一定の教育を経

てから釈放する。 

 敵軍環境の困難を考慮し、系統的な教育を行なうため、今後各地のすべての捕虜は、できれ

ば一律に延安に送ってくるべきである。各地で必要となる幹部については、延安から成熟に養

成した幹部を送り出すべきである。晋西北で日本工農学校の分校が開設しているので、各地か

ら延安に送ろうとする日本人は、まずは同校に送り、初歩的な教育を経てから延安に送るべきで

ある。 

 

（四）敵軍工作の組織上の変化が決定されたので、各級政治部と敵軍工作部は、それに対し

て正確な認識を持たなければならない。今後の敵軍工作は解放連盟と日本人幹部を通じて行う

ので、自分の責任は軽くなった、とくれぐれもそう思ってはいけない。今回前線から延安に戻って

きた日本人幹部の報告によれば、一部の地区では彼らの工作に対する指導、あるべき信用、生

活上の配慮は非常に不十分である。今後、彼らに更なる多くの工作と更なる大きな任務を任せる

ので、ぜひ彼らに更なる多くの信用と更なる多くの配慮を与えるべきである。生活上には、必ず

彼らの民族情緒を尊重すべきである。彼らの工作を指導する方式においては、ぜひ彼らと多く相

談・討論する方法を採るべきである。方針と政策の指導に重点を置き、具体的な工作の進行は

彼らの意見を尊重すべきである。そうして初めて彼らの工作積極性と創造性を発揮させるのであ

る。それは工作に有利で、対敵闘争にも有利である。知らなければならないことに、日本人同志
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と共同で真剣に工作し、あらゆる努力で日本人同志の進歩を進めることは、我が軍今日の抗戦

においてなくてはならないことである同時に、我ら国際共産党人が将来の日本革命のために幹

部を準備するという人になすりつけてはならない責任でもある。今まで、一部の同志がそれに対

しての認識は足りなく、日本人同志に対して正しくないところがあった。今後、それを真剣に直す

べきである。 

 各地がこの指示を受けた後、敵工部門及び解放連盟内部で同時に伝達し討論すべきである。

そして執行状況を随時に電告すべきである。 

 今件は各級政治部敵工部科まで伝達する。 
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付録２：反戦同盟晋察冀支部『日軍の友』14 号（1942 年４月４日） 
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付録３：反戦同盟晋察冀支部『日軍の友』15 号（1942 年４月 11 日） 
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付録４：反戦同盟晋察冀支部『日軍の友』18 号（1942 年５月 23 日） 
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付録５：反戦同盟晋察冀支部『前進』月刊第 2 号 
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付録６：反戦同盟晋察冀支部『前進』月刊第 3 号（1942 年３月５日） 
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付録７：反戦同盟晋察冀支部が作成した日本語ビラ 
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